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「なぁ、オーランド」

「ん？　どうかしたのか？」

「ハーレムって……どうやったら出来んの？」

「……いや、そんなのわかる訳ないだろ。そもそも俺独り身だし」

「だよなぁ～……」

「そもそも、そういうのは既にハーレムを築いている人物に聞けばいいんじゃないか？」

　……ハーレムを既に築いているとか、そんな知り合いは一人も居ないな。

　何かこう助言のようなモノでも聞ければ良かったんだけど……まぁいいか。

　ガツガツするのも何か違う気がするし。

　とりあえず、頭の上を陣取っている、小竜メアルの頭を撫でて気持ちを切り替えよう。

　撫で撫で……。さてと。

　俺達が向かっているのは、「オイシ村」という所である。

　オーランドから聞いた話によると、城塞都市リニックからこの国の王都マーンボンドまでの間には、大きく分けて二つの村があるそうだ。

　その内の一つが、城塞都市リニックから徒歩で五日程の距離にある「オイシ村」で、その村に辿り着くまでの間──正確には王都マーンボンドに着くまで──俺はオーランドを鍛え続ける事にした。

　馬車で行く事も出来なくはなかったが、それだとオーランドを鍛えるのに向いていないため、やめておく。野宿をする事になるが、そのあたりを特に問題にはしていない。

　男同士で気楽というのもあるし、たとえ魔物が出て来たとしても強すぎるのは俺が即座に処分し、程良い強さのはオーランドにとって良い練習相手になってもらうつもりだ。

　実際、オーランドの強さは日々上がっているとは思うのだが、最初の時のような劇的な成長はしておらず、どうにも勘が働かないと言って何かを摑むという事は無かったのだが、既にやりすぎた感があり、多少ＶＩＴの数値は上がっていると思う。

　そして今は、オイシ村に向けて森の中を進んでいた。

　初日は街道をきちんと進んでいたのだが、オーランドを鍛えるという事は疲弊した体を休ませる時間が必要であり、それに費やす時間も考慮して、一直線にオイシ村へと向かう事を二人で決め、その結果森の中を突っ切っている。

　悪路ではあるが普通に街道を進むよりは時間を短縮する事も出来るし、王都マーンボンドには予定した日数で辿り着けるだろうと思う。

　そうして、時折オーランドに魔物の相手をさせながら、森の中を進んでいる時だった。

「貴様等っ！　一体どういうつもりだ！」

「へへへっ、悪いな。これも言われた仕事の内なんだよ！　こんな役得でも無い限り、アンタらみたいなのを相手にする訳ないだろ！」

　そんな会話が耳に届く。

　先に聞こえた方は鈴の音のような声色から多分女性で、次に聞こえた方は粗野な印象を受ける男性声であった。

　オーランドには聞こえていないようで、どうも俺の異常な身体能力のおかげみたいだ。

　しかし、どうも良くない雰囲気を感じる会話である。

　俺はオーランドに聞こえてきた会話の事を相談し、声が聞こえた方角へと急ぐ。

「都合の良いように利用されているのがわからないのかっ！」

「ひひひっ、今までお綺麗に生きてきた騎士様共にはわかんねぇだろうなぁ！　世の中にゃ、互いに利用し合う関係ってのもあるんだよ！」

　中々切羽詰まっているように感じる。

　かなり近付いたためオーランドにも聞こえたのだろう。駆ける速度が上がった。

　しかし、女性の方は騎士様か……一体何が起こっているのだろうか？

「やめろっ！　部下達に触れるな！　穢けがすのなら私だけにしろっ！」

「「「隊長っ！」」」

「誰がお前みたいなのを相手なんかするか！　俺達にそんな趣味嗜好はねぇよ！　折角の上玉がこんなに居るんだ。たっぷりと楽しませてもらった後、きちんと全員殺してやるから安心しろよ」

「貴様らぁぁぁ！」

　見えたっ！

　俺とオーランドは勢いそのままに現場へと突入する。

　森の中の開けた場所に何十人も居て、そのほとんどが盗賊と思われる風貌で、その中に首領っぽい巨体の男が二人と、その直すぐ傍そばに赤い鎧と盾を持つ男が三人居た。

　そして、その盗賊らしき男達に組み伏せられて今にもやられそうになっている鎧姿の女性が三人と、木に縛られている鎧姿の女性が居る。

　これはあれだ。危機的状況というヤツではないだろうか？

　もちろん、俺達にとってではない。

　聞こえていた会話の内容から考えれば、間違いなく男共の方が悪だろう。

　一体何が起こっているのかは……女性達を助け出した後でいいか。

　俺は既に剣を抜いて準備万端のオーランドへと声をかける。

「オーランド、あの赤い鎧の三人は任せた。大丈夫、いざって時は助けるが、今のお前の力量なら充分対応出来る。他の奴等は全部任せろ」

「わかった！」

　そう言うと同時にオーランドが赤鎧の三人に向かって駆ける。

　それに反応して赤鎧達が剣を抜くが、その前に立ちはだかる者達が居た。

　巨体の男二人である。それぞれ斧おのと剣を手に取っていた。

「おいおい！　俺達を無視するなんて、いい度胸してるじゃねぇか！」

「俺達がこの辺り一帯を占める大盗賊団『ディゴンド兄弟』だと知って──」

　知らんがな。

　心の中でそう突っ込みを入れて、俺は瞬時に移動して巨体の男二人をまとめて殴り飛ばす。

　ちょっと力を入れ過ぎたのか、巨体の男二人は真横にぶっ飛んでいき、木を二本程へし折って、三本目にしてようやく止まる。

　メキメキ……ズズゥンと、支えを失った二本の木が倒れ、その様子をこの場に居る者全員が、口を開けてポカーンと眺めていた。

　ただ、少なからず俺と行動を共にしてきたオーランドにとっては何でもない事だったのか、気にした気配も無く、寧むしろチャンスであると一気に赤鎧達に切迫し一人倒す。

　オーランドも中々容赦が無い。

　という事を思いながら、俺は既に動いていた。

　確かに人数は多いが、一人も逃がすつもりは無いので大忙しである。

　俺は周囲を駆けながら、盗賊風の男達を次々と殴り飛ばしていく。

　盗賊風の男達は剣やナイフ、手斧や弓矢等、様々な武装をしていたが、残念ながらもう使い道は無いのでついでに破壊……いや、後で売ってお金に換えよう。

　お金はいくらあっても困らないだろうし、王都に辿り着くまでの路銀にでもしようかな。

　それとメアルに美お味いしいモノを食べさせてあげたいから、そのあたりにも使えたらいいなぁ。

　いや、お金に困っている訳では決してない。

　城塞都市リニックで稼いだ？　金も、ほとんど手は付けていないし、これをメアルの食費に充てても困る事は一切無いのだ。

　ただ、こう……泡あぶく銭ぜにと言うか……ふと手に入る金って使い道に困るというか……別に使わなければいいだけの話なんだけど、それはそれで何か勿もつ体たい無いような……何かに使いたくなるような……うへへ、今日はちょっと贅沢しちゃおっかなぁ……みたいな気分になる。

　しかし、アレだな。

　贅沢を覚えると中々前の生活には戻れなくなるって言うし……駄目だ。贅沢を覚えたメアルへ貢ぐ俺の姿が、容易に想像出来てしまう。

　やはり、そのあたりの事は気を付けて……あれ？　なんだろう？　先程から俺の拳が空を切る。

　まさか！　俺の拳を避ける奴がこの中に居るのか！

　俺は驚きと共に周囲を見回す。

　……。

　……終わってた。

　開けた場所の中央に、盗賊風の男達で小さな山が出来ている。

　どうも、無意識に殴って一ヶ所に集めていたようだ。

　戦いの最中に考え事をするのは控えようと思う。

　だが、オーランドと赤鎧の戦いはまだ続いている。

　既に二人目を倒し、最後の一人と剣を交えているのだが、このまま眺めていても仕方ないので、女性達を介抱しておこう。

　俺は、まず襲われそうになっていた三人の女性を介抱した。

「大丈夫ですか？」

「「「あ、ありがとうございます」」」

　まずは一息ついて貰おうと思い、メアルの時空間魔法の中にしまっている荷物の中から水筒を取り出して渡す。

　彼女達は水筒を受け取ると、一気に飲み干した。

　それでようやく人心地ついたのか、三人共がほっと胸を撫で下ろしていた。

　そして、俺は木に縛られている人物の所へと向かう。

　その人物は、耳が隠れる程度の薄紫色の短髪で、女性騎士さん達とは装飾の異なる鎧を身に纏まとっていた。

　だが、最も特徴的なのは、その体型だろう。

　とてもふくよかで、動くのが大変そうに見える。

　だが、鎧の装飾違いや、隊長と呼ばれていた事から、女性騎士さん達の直属の上司なのだろう。

　要は、この中で最も立場が上であるし、そもそも先程自分の身を差し出そうとした事には好感が持てる。

　俺は無言でふくよかな女性騎士さんを縛っていた縄を引き千切る。

「ありがとう。助かりました」

　鈴の音のような声で感謝を述べられた。

「これで終わりだっ！」

　その掛け声と共に、オーランドが赤鎧最後の一人を斬り倒す。

　よくやった、オーランド。

　俺は勝利を喜ぼうと、オーランドの所へと向かう──前に、ガシッと肩が摑まれる。

　やだ。意外に力強いのね。手の平もすんごく堅い……あっ、鎧の手てつ甲こうか。

「えっと……何か？」

「助けて貰ってこんな事を尋ねるのは気が引けるが、君達は一体何も──」

　女性騎士さんの言葉が続く事は無かった。

　その女性騎士さんの嵌はめていた指輪の宝飾部分にある緑色の宝石が光り輝く。

『聞こえますか！　キャシー！　ご無事ですか！』

　その指輪から女性の声が届く。

　いや、ちょっと待て。

　キャシーって誰？　……まさか。

「こちらは無事です」

　やっぱり、このふくよかな女性騎士さんか！

　キャシーって！　……いや、でも……似合ってるような気がしなくもないな。

『無事で良かった……。キャシー達が狙われていると、フロイドから教えられて……。今、私達はマイマ村に来て居ますので、ここで一度合流──何者ですか！』

　そこで声は途切れ、輝いていた緑色の宝石部分から光が消える。

「ナミニッサ様！　ナミニッサ様！」

　ふくよかな女性騎士さんが悲痛な表情で、先程まで話していたであろう人物の名を叫ぶ。

　どうやら、まだまだこの出来事は続くみたいだ。
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「どうか、貴殿等の力を貸して欲しい」

　俺へと頭を下げるキャシーさんから助力を乞こわれる。

　キャシーさん本人から名前で呼んで欲しいと言われたが、さすがにそれはちょっととやんわり拒否した。しかし、向こうも断固として折れなかったため、「さん」付けでどうにか納得して貰う。

　そして、簡単に事情を伺うかがうと、何やら指輪から聞こえてきた声の主はこの国の重要人物らしく、キャシーさんはその人物に直接仕える騎士で、女性騎士さん三人は「キャシー隊」と呼ばれる部下だと教えられた後、どうもその人物に何かしらの危機が起こったようなので、少しでも強い戦力が欲しいと協力をお願いされた訳だ。

　俺はさすがに内容が内容だけに、オーランドへと確認する。

「……どうする？」

「俺としては助力したいと思っているが……ワズはどうなんだ？」

　ん～、更なる厄介事としか感じないが、それならそもそもここへ助けに来ていない。

　まぁ、ある程度、力でどうにか出来る厄介事ならどうとでもなるしな。

　そんな訳で、オーランドと軽く相談してキャシーさん達へ協力する事にした。

　それに、なんといってもオーランドは騎士になりたい訳だし、キャシーさんが仕える人物は国の重要人物な訳だから、ちょっとでも口利きしてくれるかもしれないという打算もある。

「わかりました。俺達で出来る事があるなら、お手伝いします」

　そう告げると、キャシーさん達は嬉しそうに笑みを浮かべる。

　ただ、キャシー隊の三人はオーランドへと熱い視線を向けていた。

　先程の戦いも頑張っていたし、カッコいいしね。……正直羨うらやましい。

　俺にはキャシーさんが熱い視線を向けている。

　この人数差は一体何なのだろうか……。

　いや、別にそういうつもりで助けに入った訳じゃないからいいけどさ……。

　そして、キャシーさん達に起こった事だが、何やら大事な調べ物──さすがに内容までは教えてくれなかった──をしていた時に襲われたらしい。

　万が一にも死ぬ訳にはいかないと、逃げ道を確保すると即座に撤退したそうなのだが、相手が多人数だったため次第に追い詰められていき、体力も尽きた所で捕まったそうで、その後に俺達が現れたそうだ。

　結構ギリギリだったようで、正直助ける事が出来て良かったと思う。

　その大事な調べ物を邪魔してきたのが赤鎧達で、あの三人だけでなくもっと大勢居るらしい。

　なんとか兄弟とか言う盗賊達は元々そいつ等に金で雇われただけのようで、そのあたりの事を聞いた後、俺達はまずオイシ村へと向かう事にした。

　何かしらの危機が起こっている訳だしマイマ村へと急いだ方がいいんじゃないかと思ったのだが、盗賊達をこのままここに放置するのも後々問題があるそうだ。

「それはそうだけど、その仕えている人物の所へ急いだ方がいいんじゃないのか？」

「そのあたりは問題無い。そもそも、あの方に傷を付けるのは難しい上に、今はあの執事が傍に居る。危機は危機だが、それを上手く利用しているかもしれない。もちろん、可能な限り迅速に動くが、私達が向かうまでの日数くらいであれば持たす事が出来るだろう」

　何やら確信を持って、そう答えるキャシーさん。

　どうやら、主に対して絶対の信頼をおいていると共に、その傍に居る執事に対しても信用しているようだ。それは、キャシー隊の三人も同意見だったので、そのあたりの判断は任せる事にした。

　俺が先行してもいいのだが、敵に間違えられても困るのでキャシーさん達と行動を共にする事にしようと思う。

　そして盗賊達を運ぶ手段なのだが、縄では足りないので木の蔦つたを使って縛るようにして丸く纏め、それでも木にぶつかるのは確実だから、お手玉のように空中へとポーンポーンとしながら一気に俺が運んだ。

　その様子にキャシー隊の三人は、何かありえないモノを見るような目をしていた。

　そんな目で俺を見るのはやめましょう。

　俺は普通の人間だよ？　……78％だけど。

　オーランドには女性騎士三人の方を任せて後から着いて来て貰い、随伴はキャシーさんである。

　キャシーさんは見た目とは裏腹にとても機敏で、なんとか俺の速度に付いてきていたのだが、オイシ村へと辿り着く頃には、肩を大きく上下して荒く呼吸をしていた。

　そのままキャシーさんには村の人達へと事情説明に行って貰い、俺は盗賊達について考える。

　折角ここまで運んで来た訳だが、どう考えてもこの村で捕らえ続ける事は難しいと思う。

　かといって逃がす訳にもいかないし、さてどうしたものか……。

　………………埋めるか。

　俺は地面を軽く殴って小さな穴を作ると、木の蔦で四、五人を纏めて縛り、その中に放り込み、一応顔だけ出るようにして地面をパンパンと叩いて強く固める。

　縛られて身動きは出来ないし、連行する人達が来るまでの数日ぐらいでは脱出不可能だろう。

　ただ、地面に穴を開ける音が頻繁に響くのか、村人達が何事かと様子を窺うかがっていた。

　すみません、ちょっとした工事なだけなので気にしないで下さい。

　ごめんなさい。煩うるさくしてごめんなさい。

　安眠妨害ですよね。ごめんなさい。

　その作業を繰り返して終わる頃に、村からキャシーさんが数人を連れて、森からオーランドとキャシー隊の三人が姿を現したのだが、全員呆あきれ顔である。

「……何をしているのだ？」

「え？　いや、逃がさないようにしているだけだけど？」

「……」

　キャシーさんが辺り一面を見渡す。

　そこには地面に生えた盗賊達の花畑が出来ていた。

　とてもではないが、綺麗な光景ではない。

　その後、キャシーさんが村長さんに話を通して城塞都市リニックから人を呼ぶ事になり、キャシー隊の一人が馬を借りてリニックへ、残りの二人と村人達で、それまでの間監視する事で話は纏まった。俺とオーランド、キャシーさんの三人でマイマ村へと向かう。

　何やらキャシー隊の三人が、オーランドへ必ずアナタの所へ戻りますと熱烈に告げていた。

　……正直言って本当に羨ましい。

　俺は気を落ち着かせるようにメアルを撫でるのだが、そんな俺に熱い視線を送る者が居た。

　そちらへと視線を向けると、意味あり気にウインクするキャシーさん。

　……なんだろう。ちょっと可愛く見えた気がする。

　水や食料等、簡単な旅支度を整えてから、オーランドとキャシーさんは馬に跨またがる。

　この馬達も村から借りたモノで、後々借りたお礼としての金銭と共に返される予定だ。

　馬達に少々無理をさせる事になるが、急げば明日の夜にはマイマ村へ辿り着くとキャシーさんが言っていた。

　そのキャシーさんが先導するような形で駆けて行く。

　キャシーさんは元から騎士で馬の扱いにも長たけており、オーランドは訓練で何度か経験があると言っていたので問題はないのだが、俺はそもそも馬を扱うなんて事は出来ない。

　だから走る事にした。

　速度、体力共に問題は無いので、普通に付いていける。

　そうして途中街道沿いで一泊してから、俺達は予定通りマイマ村へと辿り着いたのだが、既に日も落ち、辺りは暗闇に包まれていた。

　馬は近くの木に留め、まだここに敵が居るかもしれないので、周囲を警戒しながら村の様子を窺うのだが、村の人達は既に寝入っているのか人の影は無い。

　もしかしたら、敵に捕まってどこか一ヶ所に閉じ込められている可能性も考えられる。

　いつ敵が現れても対応出来るようにしながら村の中を進んで行くと、村はずれにあるボロ屋に赤鎧達の姿を見つけた。

　ここに来るまでに村人の姿は無かったが、どこか一ヶ所に集まっているという事も無く、全員家の中へ閉じ籠こもっているようで、恐らくあの赤鎧達に脅されたかなんかで、無闇に外出するなとか、こちらに関わるなとか言われたんじゃないかと思う。

　向こうはまだこちらに気付いていないようなので、近くにある木造家屋の陰に隠れてから、様子を窺った。

「……多いな」

　ぼそっとオーランドが呟つぶやく。

　ボロ屋自体は、何やら半透明の膜に覆われており、その周囲を包囲するように赤鎧達十五人程が陣取り、その近くには焚たき火びが焚たかれ、辺り一帯を照らしている。

「いい加減、諦めて出て来てくれませんかね？」

　リーダー格なのか、ボロ屋に向けてそう叫ぶ奴が居た。

「どう考えても不毛でしょう？　救援が来るとは思えませんし、そもそもこちらとしては魔力が尽きるのを待つだけなのです。時間の無駄だとは思いませんか？」

　リーダー格の赤鎧がそう言うが、残念でした。

　救援は無事に間に合いましたし、時間の無駄では無かったですよ。

「……どうしますか？」

　オーランドが俺とキャシーさんに問うてきた。

　どうする？　とは？

　そう聞く前に、思案顔のキャシーさんが答える。

「そうだな……。想定以上に人数が多い。オーランド君はどれくらいの人数を任せられる？」

「そうですね……。戦った感触だと五人くらいはいけるとは思いますが、それは時間をかければです。あまり悠長にはしていられないでしょう？」

「あぁ、出来れば急ぎたい。いつ結界魔法が解けてもおかしくないからな」

　……結界魔法？　それがあの半透明の膜なのだろうか？

　その魔法が、自衛の手段というヤツなのだろう。

　あれから時間は経っているのにそれでも結界を張り続けているとは、魔法に関してはそれ程明るくはないが、かなりの魔力量だと思う。

「では、まず私が囮おとりとして何人か引き付けるから、その間に残りを二人で──」

「えっと……何か時間をかけるのはやめた方がいいみたいだし、俺がさっさと片付けてきます」

　キャシーさんの言葉を遮さえぎり、俺がそう伝える。

「……いや、さっさと片付けるって……。ワズ君が盗賊達を相手に圧倒していたのは見たが、今度の相手は訓練を受けている騎士だ。それも十五人程──」

　キャシーさんがそう言っている内に、俺は軽く柔軟運動をして一気に飛び出す。

　駆ける最中に頭の上に居るメアルへと、危ないかもしれないから空を舞ってるか？　と聞いてみると、むしろ離れまいと強く頭にしがみつかれた。

　い・や・さ・れ・る～～～！

　メアルを撫でながらボロ屋へと近付くと、俺の存在に気付いた赤鎧達が身構える。

「何も──」

　その言葉を最後にリーダー格の赤鎧が、俺にぶっ飛ばされる。

　何人か巻き込んで、そのまま吹っ飛んでいった。

　狼ろう狽ばいする赤鎧達は抜剣して次々に斬りかかってくるが、俺はその剣ごと殴り飛ばしていく。

　赤鎧達の剣は俺の拳に触れた瞬間、粉々に砕け散っていた。

　もちろん、俺の拳に傷は一つも付いていない。

　俺を傷つけたければ、神剣ぐらいは持ってこないと。

「おっと」

　赤鎧の一人が頭上から剣を振り下ろしてきたので、それを避ける。

　あのままだとメアルに当たる所だったので、その赤鎧は念入りにボコっておく。

　オーランドとキャシーさんも慌てて飛び出して来ていたが、その前に赤鎧達全員が地に伏せた。

　俺の完全勝利である。

「……強いとは思っていたが、まさかここまでとは」

　キャシーさんがそう呟き、オーランドは苦笑を浮かべていた。

「俺にも出番を分けて欲しかったな」

「急いでいたようだしね。またの機会という事で」

「次があるのか？」

「さぁ？　これから出会う人次第じゃないか？」

　俺とオーランドが会話を交わしている内に、キャシーさんはボロ屋へと近付いていく。

「キャシーです。お迎えに参りました」

　キャシーさんが跪ひざまずいてそう宣言すると、ボロ屋の扉がゆっくりと開かれる。

　そこから執事とメイドの恰好をした男女二人が外の様子を窺うように出て来た。

　赤鎧達が昏こん倒とうしている事とキャシーさんの存在を確認すると、ボロ屋の中へと一声かけてから道を譲るように扉の両脇へと動く。

　そして、ボロ屋の中から赤い髪の女性が現れた。





２






　さすがにこの場に居続ける訳にもいかないので、マイマ村の宿屋へと向かう事になった。

　昏倒している赤鎧達は、オイシ村の時と同様に土の中へ埋めて後で回収して貰う手て筈はずで話がつき、その作業をしていたのだが、何やらその様子をニコニコ見ていた執事さんの視線が気になる。

　どうせ後で紹介されるだろうし放置しておいたのだが、何故かその判断が正しいような気がした。

　そうそう、視線と言えば最後に現れた赤髪の女性さんも俺に視線を固定していて、何か粗相でもしてしまったかと気になって仕方ない。

　だが、赤髪の女性さんはキャシーさん曰くこの国の重要人物のようだし、迂う闊かつに話しかける事もはばかられる。オーランドの就職先になるかもしれないし、出来る限り気を配っておかないと。

　先程の執事さんが俺と赤髪の女性さんを交互に眺めて、一つ頷うなずいていたのが印象的だった。

　キャシーさんが赤髪の女性さんへ簡単に事情説明をしている中、テキパキと赤鎧達を大地に埋没させる。

　そして出来たのが、赤鎧達の花畑。

　……うん。やっぱり観賞には向かないな。

「……夢に出て来そうで困る」

　オーランドが苦笑を浮かべながらそう呟く。

　キャシーさん達もうんうんと頷いていたのだが、その中で執事さんだけはニコニコ笑顔で観賞するように眺めていた。何か琴きん線せんにでも触れたのだろうか？

　そして、ここでやるべき事は終わったので宿屋へと向かう。

　時間も遅かったので二部屋しか空いておらず、男女に分かれて利用する事になった。

　宿代は執事さんが出してくれるそうで、部屋の広さもそこそこだ。

　今日はこれで終わりかなと思ったが、何やら今の内に話をしておきたいと男部屋に全員集合である。

　六人揃っても充分な広さがあり、赤髪の女性さんからも「公的な場ではないので礼儀等は不要です」と言われたが、さすがにそういう訳にはいかないだろうと、ボロ屋の前でのキャシーさんの姿に倣ならって跪いた。もちろん、オーランドもだ。

　だが、執事さんにメイドさん、キャシーさんからも本当に楽にしていいと言われ、俺とオーランドは顔を見合わせてから、恐る恐る楽な体勢に戻す。

　メアルはそろそろおねむの時間なので、ベッドの上で既にうとうとしている。

　部屋に備え付けられているテーブル席の方には赤髪の女性さん達が鎮座しているため、俺はメアルが眠っているベッドへと腰掛けたのだが、何故か赤髪の女性さんがテーブル席から立ち上がって俺の隣へと腰掛けてきた。

　……なして？

　ちょっと意味がわからない。どうして席を移動したのだろうか？

　テーブル席の座り心地が悪いというのなら理解は出来るが、俺の隣に座るというのがわからない。

　ベッドに腰掛けたかったとか？　それともメアルを可愛がりたいのか？

　さすがに隣で居続けるのは不ま味ずいと思い、腰を浮かそうとする前に赤髪の女性さんから声をかけられる。

「このままここで聞いて下さいね」

　笑みを浮かべてはいるが、有無を言わせない迫力を伴ともなっている。

「は、はい……」

　迫力負けしました。

　大人しく赤髪の女性さんの隣に鎮座する。

　キャシーさんはどこか羨ましそうに赤髪の女性さんを見ていて、執事さんはニコニコと、メイドさんはおろおろと、そしてオーランドは……何故かニヤニヤしていた。

　お～い、誰も何も言ってくれないのか～い……。

「さて、ではまずは自己紹介といきましょうか」

　赤髪の女性さんが手を叩き、そう提案する。

　ベッドから腰を上げ、俺へと振り向く。

　……あっ、立つんだ。隣に座られた意味は？　というか、何故俺だけを見る？

「最初に感謝を。ここまで迅速に来て頂いた上に、キャシー共々助けて頂いた事、誠にありがとうございました。今は何もお返しする事は出来ませんが、言葉だけで終わらせるつもりはありません。それは、私の身を証あかしとして事実であるとお伝えします」

　……身を証？

　どういう事だろうと考えている内に、赤髪の女性さんは洗練された所作で一礼する。

「私は、マーンボンド王国第二王女、ナミニッサ・マーンボンドと申します」

　……。

　…………。

　………………はっは～ん。さては、俺とオーランドを驚かせようとしてるんだな。

　いくらなんでもそれは無いだろうと、俺はキャシーさん、執事さん、メイドさんへと視線を向けるが全員が噓では無いと頷いてきた。

　……本当に？　……本当なの？　……いやいや、マジで？

「……そう言えば、マーンボンド王家の方々は、全員赤い髪をしていると聞いた事が……」

　オーランドがそんな呟きと共に、即座に平へい伏ふくする。

　あっ、ずるい。

　というか、そういう情報は早く思い出して欲しかったし、ちゃんと俺にも伝えて。

　俺も即座に平伏しようとしたのだが、その動きを察知され、赤髪の女性さん──ナミニッサ様にガシッと肩を摑まれて身動きを取れなくされた。








[image: ]









「この場でそういうのは不要であると言いましたよね」

「……は、はい」

　振り払う訳にもいかず、大人しく言う通りにしました。

　権力に負けたんじゃない！　目の前の女性の迫力に負けたんだ！

「そちらの方も楽にして構いませんからね」

「承知しました」

　そう言って、オーランドは再び立ち上がった。

　そのやり取りは、まるでどこかの姫と騎士のように見える。

　くっそ～、オーランドめ。覚えてろよ。

　俺は内心で溜息を吐つき、改めてナミニッサ様へと視線を向けた。

　オーランドが言ったように、落ち着いた色合いの赤い髪を三つ編みにして、その髪が腰まで伸びている。髪と同色の目の色は、どこか吸い込まれそうだ。

　目尻が下がった可愛らしい顔立ちは、誰にでも愛されそうな優しい笑みを浮かべている。

　修道服のような衣服を身に纏い、その服の上からでもわかる程の豊満な胸部ではあるのだが、全体的には細身の体型であるように思う。

　しかし、やはりと言うべきか、目が向くのは髪と目であるのだが、所作の一つ一つも洗練されているため、王族と言われても納得出来た。

　キャシーさんが仕えている重要人物というのが、まさかの王女様だったとは……。

　ちょっと立場が違いすぎて、非常に落ち着かない。

　ナミニッサ様は俺に動く気がないとわかると、満足した笑みを浮かべて再び隣へと腰を下ろす。

　……何故そこに再び座る。

　俺の内心等知らないナミニッサ様は、執事さんとメイドさんへと視線を向け、それを受けた二人共が頷いてから自己紹介を始めた。

「では、まず私から。初めまして、フロイドと申します。ナミニッサ様の専属執事を務めております。どうぞ、自分の事は気軽にフロイドとお呼び下さい」

　そう言って、執事さん──フロイドが俺とオーランドに向けて一礼した。

　フロイドは、薄目というかむしろ糸目でニコニコと笑みを浮かべている。

　見た目だけで言えば、俺より年齢は上だと思うがまだまだ若い。

　水色の髪をオールバックで整え、よく似合っており、執事服を完璧に着こなして凄く様になっている。立ち振舞いからも優秀そうに見えた。

　そう言えば、キャシーさんはこの執事の力をどこか信用しているような発言をしていたな。

　それだけ優秀であるという事なのだろうか？

　けれど、何故だろうか……。

　何と言えばいいのか……こう、出来るだけ関わらない方がいいような気がするというか……どことなく胡う散さん臭く感じるというか……上手く表現出来ない思いを抱く。う～む。

　観察するようにフロイドを見ていると、次はメイドさんの方が自己紹介を始めた。

「え、えっと、わ、私はクミアと言います。ナミニッサ様の専属メイドです。私の事も気軽に呼んで頂いて大丈夫ですので、よ、よろしくお願いしましゅ」

　……嚙んだな。間違いなく嚙んだな。

　その証拠として、恥ずかしそうに顔を真っ赤にしている。

　クミアさんは目尻の下がった大きな目が特徴的な、庇ひ護ご欲よくを搔きたてる幼い顔立ちだ。

　恐らく、俺よりも年齢は下だと思う。

　背丈も小さく、くせ毛なのかゆるゆるふわふわした金色の髪が背中まで伸びていた。

　膝上丈程のメイド服がよく似合っているんだが、胸が……そのメイド服を破りそうな程大きく、全体的にどこかアンバランスだ。

　ここまで大きいのは見た事が無く、思わず目線をそこに合わせてしまう。

　俺の視線に気付いたクミアさんは、更に顔を真っ赤にして俯うつむく。

　おっと、さすがに不ぶ躾しつけだったな。

　急いで視線を逸そらした先に居たのは、隣に座るナミニッサ様──が浮かべる笑みはどことなく負の感情を感じる。正直言って、なんか怖い。

　俺が悪くない時でも、その笑顔を向けられると問答無用で謝りたくなる。

　……ふと、背筋が凍りつくような感覚になった。

　意識した訳ではないが、何かを取得したような、そんな気分も同時に感じた。

　念のため……そう、念のため。皆に断りを入れてから、嚙んで指先に血を滲にじませるとギルドカードに一滴垂らしてステータスを確認する。






名前：ワズ　　　種族：人族（78％）　　　年齢：十七歳




ＨＰ：どうやったら死ぬの？　　　　　ＭＰ：ゼロです




ＳＴＲ：我が一撃は星を砕く　　　　　ＶＩＴ：神剣でも斬れません




ＩＮＴ：魔法は使えないよ　　　　　　ＭＮＤ：魔法？　傷つくかなぁ……




ＡＧＩ：多分、光よりも……まさかね　ＤＥＸ：歴史に残る大芸術家と同等か上かな？







スキル




「剣術」Ｌｖ：２　　　　　「格闘術」Ｌｖ：８




「気配察知」Ｌｖ：Ｍａｘ　「危機感知」Ｌｖ：１




「極食人」（固有）　　　　「状態異常ほぼ無効」




「女神は敗北感を味わっている」（固有）




「大地母神は勝者の笑みを浮かべる」（固有）







ｂｙ　女神　大地母神








　である。何い時つの間にか誕生日が過ぎていたようだが、特に変更部分は無いし、人族％の数値もそのままで内心ほっとする。だが、スキルが一つ増えていたので、それと女神様達の部分を確認した。





　「危機感知」Ｌｖ：１

　これを上げて上手く使っていけば、事前に危機を回避出来るようになる。

　そう！　これで奥さん達の機嫌も取り放題。正に夫婦円満。うはうはっ！

　ただ、このレベルじゃあんまり役に立たないと思うので、過信しないように。






　……十中八九、これを書いた犯人は女神様だろう。

　もう少し、言葉を選んで下さいと言いたい。

　そのまま続けて、女神様達の方も確認する。






　「女神は敗北感を味わっている」（固有）

　馬鹿なぁっ！　ロリ巨乳だと！　いつの間にそんな存在が生まれていた！

　そんなの認めない！　そうだ！　この世に居る巨乳は全て敵だ！

　だから、お前も敵だぁ！　大地母神っ！




　「大地母神は勝者の笑みを浮かべる」（固有）

　相変わらず胸の大きさに偏見を持っているのですね、女神さん。

　前から言っているでしょう？　

　胸の大きさ等、関係無い。女性の胸には殿方への愛が詰まっていれば、それで充分なのです。








　……相変わらずと言っていいんだろうな、この神様達は。

　このまま見ていても仕方ないので、ギルドカードを仕舞い、視線を窓へと向ける。

　あっ、窓から見える星が綺麗……。

　そうか。きっとナミニッサ様は、クミアさんを身内のように思っているのだろう。そんな人物へと無遠慮に視線を向けていれば、そりゃ気分が良くないよな。

　今後、気を付けよう……。

「どうかされましたか？」

「いや、何でもありません」

　ナミニッサ様が心配そうな表情で聞いてきたので、問題無いと返しておく。

「こほんっ」

　キャシーさんがわざとらしく咳払いする。どうやら、俺達も自己紹介しろと促うながしているようだ。

　俺とオーランドも簡単に自己紹介し、キャシーさんと一緒にここまでの経緯を語る。

　俺達の話を聞いてはいると思うのだが、ナミニッサ様は俺の名前を覚えるように何度も呟いていた。覚えにくいでしょうか？　俺の名前。

　語り終えると、ナミニッサ様がキャシーさんへ尋ねた。

「ワズ様とオーランド様のお二方が、あの赤鎧を身に纏った人達を掃討したという事で間違いないのですね？」

「はい。正確に申せば、ナミニッサ様達が居おられた家屋を取り囲んでいた方の赤鎧共は、ワズが一人で片付けてしまいました」

　キャシーさんはどこか誇らしげにそう言って、俺に熱視線を送る。

　笑顔で返しておいた。

　ナミニッサ様はキャシーさんの言葉を受けて、思案するように顎あごに手を当てる。

　考えが纏まったのか、ナミニッサ様はベッドから腰を上げ、ちょうど俺とオーランドの真ん中ぐらいの位置に立つ。

「お尋ねしたいのですが、お二方は共に冒険者という事でしょうか？」

「いえ、彼はそうですが自分は騎士を目指しており、そのために王都へと向かっております。彼は友人として、自分と王都まで一緒に旅をしてくれているのです」

「なるほど」

　ナミニッサ様の問いに、オーランドが答える。

　このままオーランドに任せようと思う。オーランドは騎士になりたい訳だし、顔を覚えて貰うためというか、もしかしたら優遇してくれるかもしれないしね。

　となると……あれ？　今この場に俺って必要？

　特にする事は思い付かないので、メアルを撫でるために手を伸ばそうとした時、ナミニッサ様が真剣な表情で俺に視線を向けてきた。

「ワズ様」

「はい？」

「冒険者ギルドを通していないため、非公式ではありますが、私からの依頼を受けて頂けないでしょうか？」

「えぇと……どのような依頼でしょうか？」

「私には兄と双子の姉が居るのですが、まずはその二人を助けるため、私にその強大なお力をお貸し願えませんでしょうか？」

「助ける……ですか？」

「詳しい事は依頼を受けて頂ければお話し致します。これは、ワズ様達を極力巻き込まないための措置と思って頂ければ……」

　う～ん……どう考えても、あの赤鎧達が絡んでくるのは間違い無いだろう。

　いや、別に助けたくない訳じゃないんだけど、正直力技で解決するのならいいが、政治的なモノになると力になれるとは思えないんだよな。

　けど、わざわざＣランク程度の冒険者に頼むって事は、単純に戦力が必要って事なんだろうか？

　俺はちらっとオーランドの方を見てから、ナミニッサ様に答える。

「依頼を受けるのはいいのですが、条件を付けてもいいですか？」

「何でしょうか？　可能な限りはご期待に添いたいと思います」

「オーランドの事です。彼は先程言ったように騎士を目指しています。いきなり騎士にするというのはさすがに無理でしょうから、せめて騎士になれるチャンスを与えては貰えないでしょうか？」

「おい、ワズ！」

「構いませんよ。キャシーの話からでも充分な地力がある事はわかっていますし、元よりオーランド様には、その提示で協力を仰あおごうと思っておりましたから」

「……ナミニッサ様、ありがとうございます。まだまだ研けん鑽さんの身ではありますが、ナミニッサ様に協力させて頂きます」

「ありがとうございます。オーランド様」

　気が早くないか？　オーランド。

　しかし、なるほどな。冒険者の俺には依頼として、オーランドには騎士になれるチャンスを与えて協力を仰ぐつもりだったんだな。

　なら、オーランドのためにもナミニッサ様を手伝った方がいいか……。

「なら、俺からの条件は特に無いです。ナミニッサ様からの依頼、受けさせて頂きます」

　立ち上がって一礼する。

　顔を上げた時に見えたのは、ナミニッサ様の嬉しそうな表情だった。

「ワズ様もありがとうございます。では、お二方への報酬として、オーランド様には騎士になれるチャンスを与える事。ワズ様には『私』という事で」

「わかりました、ナミニッサ様」

「……ん？」

　いやいや、わかりましたじゃないよ、オーランド君。

　俺の聞き間違いじゃなければ、ナミニッサ様は報酬を自分って言ったんだよ？

　あれ？　なんで誰もその事を追及しないの？　え？　このまま流すの？　フロイドとクミアさんも止めなさいよ。キャシーさんも羨ましそうな表情でナミニッサ様を見ない！

　……あれ？　もしかして、本当に聞き間違えたのかな？

　それもそうか。普通に考えれば、報酬を自分だなんて言う人居ないよな。

　そっかそっか。きっと違う事を言って、俺がそう聞き間違えただけなんだろう。

　しかし、そうなると、俺の報酬って一体何なのだろうか？

　……まぁいいか。オーランドが騎士になれるかもしれないんだ。友達として、無償だとしても手伝う事に変わりはないんだし。

　そんな風に結論付けていると、何か話していたのか、再びナミニッサ様が俺に話しかけてきた。

「聞いていますか？　ワズ様」

「……えっと、すみません。ちょっと考え事をしていました。何の話でしょうか？」

「良いですか？　オーランド様は後々騎士になるかもしれないので、このままで良いのですが、ワズ様はそこまで堅苦しくする必要は無いと思われます。なので、私の事は気軽に『ナミニッサ』とお呼び下さい。口調ももっと砕けた感じで構いませんよ」

「……いえ、さすがにそれは」

　いやいや、仮にも相手は王族。こっちは庶民ですよ？

　そんな事出来る訳ないじゃないですか。

「……」

「……」

　ナミニッサ様がニコニコと無言の圧力をかけてくる。

　言葉を撤回するつもりは無いという意志表示だろうか。

　退ひくつもりは一切無いと、ナミニッサ様が少しずつ俺に近付いてくる。

　これはアレだな。俺が折れないと次の話に進まないという事だろうか。

　……はぁ～。まぁいいか。堅苦しいのは好きじゃないし。

「わかりました」

「……わかりました？」

「……わかったよ、ナミニッサ。これでいいんだろ？」

「はい！」

　ナミニッサが破顔する。……何故？

　なんか、どっと精神的疲労が……。しかし、これで話を終わらせる訳にはいかない。

「それじゃ、もう少し詳しい話を聞いてもいいかな？」

「はい！　わかりました！」

　そう返事して、ナミニッサが再び俺の隣に腰掛ける。

　……わざわざ俺の隣に腰掛ける必要は無いと思うんだけど。

　しかも、先程より距離が近くなっているような気がするし、嬉しそうにニコニコして……なんなの？　正直心臓が痛いくらいドキドキして落ち着かないんだけど！

「では──」

　ナミニッサの話はこうである。

　マーンボンド王国は昔「ボンド王国」という名であり、当時この国には二つの王家が存在していた。

　開祖として最初に王となった者の血筋「グナルボンド」。

　その初代王の弟の血筋「マーンボンド」。

　この二つの王家から王が選出され、互いに支え合ってきたそうだ。

　そして、王家を陰ながら支えてきた、初代王の従兄弟いとこの血筋にあたる公爵家「フレボンド」。

　二つの王家とフレボンド公爵家によって、この国は長年に渡って栄えてきた。

　だが、今この国に王家は一つしか存在していない。

　先代にあたる王、デオ・グナルボンド様は世継ぎである子を生なす前に、病気でこの世を去ったため、グナルボンド王家の血筋はデオ様しか居なかった事から、そこで血が絶えたのだ。

　そのため、残ったマーンボンド王家の名を取って、この国は「マーンボンド王国」へと名が変わったのである。

　現在の王の名は「ギヴィリオ・マーンボンド」様。

　良王として名が知られ、国民からも慕われているらしい。

　王妃である「ミレリナ・マーンボンド」様とは今でも熱々と、ナミニッサが言っていた。

　そして、ギヴィリオ王には三人の子供が居る。

　長男であり、既に次期国王となる事が決まっている「ナヴィリオ・マーンボンド」様。

　内政、外交、戦闘、戦略と何でもやりこなす「稀き代たいの天才」と呼ばれているらしく、臣下、臣民共に大人気だそうだ。

　次に、双子の姉である「ナレリナ・マーンボンド」様。

　戦闘能力に優れており、一度戦いくさが起これば敵陣に血の雨を降らせると囁ささやかれているらしく、中々過激な人物なのだろうか。

　ナミニッサから言わせると、自分の気持ちに正直な人らしく、「血雨の戦姫」と呼ばれているそうだが、本人もそれは気に入っているそうだ。

　そして、双子の妹である「ナミニッサ・マーンボンド」。

　結界魔法を主とした防御に優れており、「無血の聖姫」と呼ばれているのだとか。

　ナミニッサに関しては、本人からではなく、フロイド、クミア、キャシーさんから教えられ、その間、ナミニッサ自身は終始恥ずかしそうに顔を真っ赤にしていた。

　ここまでが、一応事前に知っておいて欲しい情報として教えられた王家の話である。

　そして、ナミニッサの兄姉を助けて欲しいという部分であるが、現在、王と王妃は原因不明の病やまいで眠り続けており、意識が戻らないそうだ。

　兄ナヴィリオと姉ナレリナの二人は理由も無く敵対し、現在互いを殺そうと戦の準備をしているらしい。

　本来、兄姉の仲はとても良く、そんな風になるとは到底思えないのだとか。

　ナミニッサは、この事に何か異変が起こっていると思い、信頼しているフロイド、クミアさん、キャシーさん、キャシー隊と共に、独自に調査を行っていたそうだ。

　そして、あの赤鎧の集団に襲われたとの事。

「つまり、その兄姉の戦を止める事と、その原因を突き止め、元の二人に戻って欲しいという事でいいのかな？」

「はい」

　ナミニッサが悲痛な面おも持もちで頷く。

「えっと……なんだっけ？　……そうそう、そのフレボンド公爵家には協力を頼まないの？　今まで王家を支えてきてくれたんでしょ？」

「……確かにフレボンド公爵家は王家を支え続けてきてくれました。現在の当主、ゼィズ・フレボンド様は宰相の地位に就いていますが、どこか信用が置けないというか……。それに、ゼィズ様の息子である、デンローガ・フレボンド様は私の婚約者なのですが、そちらの方も信用出来ないと言うか……」

　おっと、既に婚約者が居ますか。

　なら、やはり先程の報酬の「私」は、俺の聞き間違いという事だな。

　……ちょっと、残念というか、胸が少しもやもやする。

「ですが、これは形ばかりの婚約ですので！　毛程も私に触れさせた事はございません！　宰相のゼィズ様に半ば強引に進められた話で、父様の意識が戻れば、即座に撤回させます！　本当ですからね！　寧ろ、私はデンローガ様との婚姻等、一切望んでおりませんので！」

「あっ、はい」

　ナミニッサの顔がずずいっと俺に迫ってきて、真剣な表情で訴えてきた。

　近い！　近いから！　近過ぎるから！

　いきなり近付かれて心臓がもたない。ドキドキしっぱなしだ。

　正直びっくりしすぎて、直前の話が飛んじゃったよ。

「では、ナミニッサ様。自分達はこれからどう協力すれば宜よろしいのでしょうか？」

　オーランドが冷静に聞いてくる。この状況で普通ですね、君は。

　ナミニッサはハッとして、あたふたと近付いた距離を戻すと、コホンと小さく咳払いをしてから、オーランドの問いに答える。

「その事についてですが、キャシーから報告があるそうです。二度手間になるかと思い、まずはワズ様とオーランド様の協力を得てからと思って後にして貰っていました。キャシー」

「はっ！」

　キャシーさんが一歩前に出て、ナミニッサに向けて臣下の礼をする。

「調査の結果、ナヴィリオ様とナレリナ様を狂わせていると思わしき原因に当たりが付きました」

「それは本当ですか！」

「はい」

　ナミニッサが大きく目を見開き、キャシーさんはその事を伝えられている今に、ほっとしているように感じる。

　なるほど。キャシーさんがそのあたりの事を知ったからこそ、襲われていたと考えられるし、あの時、もしキャシーさん達と出会う事が無く、助け出す事が出来ていなければ、もっと色々と時間がかかって後手に回っていたかもしれない可能性もある訳か……。

　こうなってくると、キャシーさん達を助けられた事は僥ぎよう倖こうというヤツだな。

「それで、ナヴィリオ兄様とナレリナ姉様が狂っていると言いましたが、それは一体どういう事でしょうか？」

　ナミニッサは気を落ち着かせるように深呼吸してから尋ねる。

　オーランド、フロイド、クミアさんも、決して聞き逃さないといわんばかりに真剣な表情を浮かべていた。

「はい。それに関してですが、ナミニッサ様に確認して頂きたい事がございます。最近……というよりは、不仲になったあたりから、ナヴィリオ様とナレリナ様の御二方が普段身に着けている物に変更はありませんでしたでしょうか？」

「普段身に着けている物ですか……」

　ナミニッサが思い出すために目を瞑つむる。

「……そういえば、あの頃からナヴィリオ兄様は腕輪を、ナレリナ姉様はネックレスを常に身に着けていますね」

「やはり、そうでしたか……」

　キャシーさんが得心がいったように頷く。

「その二つが関係しているのですか？」

「はい。これは冒険者ギルド東方王都本部のマスターである『レライヤ』様から教えて頂きました。結論から言ってしまえば、その腕輪とネックレスは呪じゆ具ぐです。本来であれば、ギルド本部にある封印指定物保管庫にあるはずだったのですが、その二点が盗まれている事が発覚しました。呪具がもたらす効果を鑑みて、レライヤ様はこの二点がナヴィリオ様とナレリナ様に使用されているのではないかと考えたのです」

　冒険者ギルド本部マスター？　レライヤ？

　もしかして、レーガンさんの姉という人だろうか？

「なるほど、レライヤ様からの情報ですか……。それで、その呪具の効果というのは？」

「ナヴィリオ様が身に着けている腕輪の呪具は『未熟な操り人形』、ナレリナ様が身に着けているネックレスの呪具は『狂戦士の宴うたげ』と呼ばれている物で──」

　キャシーさんの説明によると「未熟な操り人形」というのは、その名の通り未熟であるらしい。

　初めに自分の魔力を腕輪に流して登録させると、その腕輪を身に着けた者を操る事が出来るそうなのだが、操れる時間は非常に短い事から未熟なのだとか。

　それが一般的な説明文なのだが、調査の結果、更なる効果が存在していた。

　腕輪の装着時間が長ければ長いほど、それに比例して操れる時間が増していくのである。

　ナヴィリオ様はかなり長い時間腕輪を身に着けているため、一刻も早く外さなければいけない。

　次に「狂戦士の宴」というのは、その名の通り装着者の理性を失わせ、最終的には狂戦士化させる呪具であるのだが、正確には身に着け始めてから少しずつ思考が狂わされていき、正常な判断が出来なくなっていくそうだ。

　これもまた魔力で所有者を登録出来るようで、身に着けた者をどこまで狂わせるかを任意で決められるらしい。

　そして、王家が戦争準備をしている事から、操られたナヴィリオ様と狂わされたナレリナ様をぶつけて、双方共倒れと戦力低下を狙っているというのが、レライヤさんの見解だった。

　俺もそう思うし、オーランドやナミニッサもそう思っただろう。

　ナミニッサは悲痛な面持ちのまま、キャシーさんに尋ねる。

「……かなり危険な呪具であるというのはわかりました。問題なのは、その解呪方法ですが──」

「はい。それもレライヤ様から聞いております。呪具自体を装着者から外すか、破壊すれば問題無いそうです」

「そうですか……」

　なんだ。外すか壊せばいいのか。なら簡単じゃないか。

　そう思ったのだが、ナミニッサの表情は浮かないものだった。

　どうしてそんな表情を浮かべているのか、心配だったのでナミニッサに尋ねる。

「何か問題でもあるの？」

「……はい。今、兄様と姉様の周囲には常に五、六人程の護衛の騎士が付いていて容易には近付けないでしょう。戦準備でピリピリしているために、私であっても兄様、姉様の許可がないと無理でしょうし、そもそもその許可を出すとは到底思えません」

　ナミニッサの言葉が間違いではないと、フロイド、クミアさん、キャシーさんの三人は俺に向かって頷く。

「なら、護衛の騎士達を突破して無理矢理──」

「それも難しいでしょう。護衛を担う騎士達の練度をわかりやすく言えば、Ａランク冒険者に届いてもおかしくありません。とてもではないですが、強行突破は……」

　Ａランク冒険者並？

　それぐらいならいくら居ても全然相手にならないんだけど。

「ナミニッサ様、強行突破で構わないのなら、ワズがやってくれますよ。ワズの強さは……ちょっと普通ではないので」

　俺がナミニッサに告げる前に、オーランドが笑みを浮かべながらそう言った。

　普通じゃないって、ちょっと失礼じゃないかな？　まぁ、実際普通じゃないけど……。

　オーランドの言葉に目を見開いたナミニッサが、俺の方を向く。

「出来るのですか？　ワズ様」

「出来る出来ないで問われれば、軽く出来ると思うけど」

「本当ですか！　では、今すぐにでも！」

　そう言ってナミニッサが拳を握って立ち上がる。

　え？　そんな簡単に信じちゃうの？　というか、待って。今、夜だから！

　いや、俺一人なら別に問題無いけど、さすがにこの場の全員だと大変じゃないかな？

　その事に気付いたナミニッサは顔を真っ赤にして、再びベッドへと腰を下ろす。

　ちょっと勢い余っちゃったんだね。可愛い。

「こほんっ。で、では、明日早くから王都に向かいましょう。王都に着き次第、ワズ様には直ぐ私と共に兄様、姉様にお会いして貰って呪具を外して貰う、もしくは破壊をお願いします」

「わかった」

　先程までは恥ずかしさの余り、顔を真っ赤にしていたナミニッサだが、俺が即座に了承を伝えると嬉しそうに笑みを浮かべる。

　信じてくれるなら、頑張ろうと思う。

「ありがとうございます、ワズ様。では、今日の所は夜も遅いですし、明日からの事も考えてもう就寝にしましょう。フロイド、時間がかかるため馬車は必要ありませんが、明日朝一番で早馬の手配をお願いします」

「わかりました」

「あっ、俺は走るから馬は必要ないよ」

　俺の言葉にナミニッサ達はきょとんとし、オーランドとキャシーさんは苦笑いをした。

　いやまぁ、これで信じてくれるとは思ってないけどさ……。

　オーランドとキャシーさんの説明によって、俺に馬は必要無いという事をわかって貰った。

　そして、このまま就寝かと思ったのだが──。

「おや？　ナミニッサ様、お部屋を移るのですか？　この部屋にこのままお泊まりしても構わないのですよ。私達とオーランド様は、もう一部屋の方へ移るので、ここでワズ様と──」

　フロイドの言葉は最後まで続かなかった。

　顔を真っ赤にしたナミニッサが、グーパンチでフロイドの腹部を殴り、窓から宿の外へと吹っ飛ばしたのである。

　中々過激な事をするなと思ったが、フロイドの自業自得だと思うので特に気にしなかった。

　やはり、コイツには関わらない方がよさそうだ。

　もちろん、窓が壊されると今晩の睡眠に支障が出るため、フロイドが突き破る前に瞬時に動いて開けておいたのは言うまでもない。

　その後、俺はメアルを抱き締めながら眠りについた。




「おい、テメェ！　さっさと起きろ！　もうすぐ出発だってよ！」

　乱暴な口調が耳に届き、目が覚める。

　寝ね惚ぼけ眼まなこで声の主を確認すると、それはクミアさんだった。

　そっか……クミアさんか……わざわざ起こしに来て……えっ？

　俺は即座に飛び起きる。

「えっと、クミアさん？　ですか？」

「はぁ～？　何言ってんだ、オマエ？」

　クミアさん？　が顔を顰しかめる。

　いや、外見は間違いなく、クミアさんである。それは間違いない。

　ただ、口調というか、仕草が粗野というか、まるで別人のように感じる。

　一体どういう事なのだろうか？　まだ夢を見ているのか？

　俺が疑問に思っていると、フロイドが部屋の中へと入って来た。

「おや、起きられましたか、ワズ様。おはようございます。もう少しで出発となりますので、準備をお願い出来ますか？　朝食の方は急ぎですので移動しながらとなりますので」

　視線はフロイドに固定しているが、俺は無言でクミアさん？　を指差す。

　それだけでフロイドは得心がいったのか、まるで伝え忘れていたというようにポンッと手を叩く。

「あぁ、彼女の事を伝え忘れていましたね。彼女の名前は『クムア』。『クミア』と『クムア』は俗に言う二重人格というものでして、主人格はクミアの方なのですが、こうして時折クムアの方が出てきます。口は乱暴ですが、根は優しいので彼女共々宜しくお願いしますといった所でしょうか。あぁ、そうそう記憶は共有されるそうなので、自己紹介は不要ですよ」

「宜しくな！」

　そう言って、クムアさん？　が、手をひらひらしながら軽く挨拶してくる。

　朝から驚きの情報を与えられたが、クムアさん本人からも別に間違えても怒らないと付け加えられたので、まぁいいかとそのまま流しておいた。

　オーランドも既に起床してフロイドからクムアさんの事を教えられると、そのまま出発準備を手伝っているそうで、中々やる気を見せているらしい。

　まぁ、騎士になりたい訳だし、ここにはナミニッサも居るから、やる気を出して動くのは悪い事ではないだろう。

「……って、ちょっと待て、フロイド。なんでお前平然としてんの？　昨日ナミニッサに吹っ飛ばされたはずなのに！　結構な傷を負ったと思ったけど……なんか普通だな？」

「執事ですので」

「お前はいつもそれだな」

　フロイドの返答にクムアさんが突っ込む。

　……やっぱ、こいつに深く関わるのはやめておいた方が良さそうだな。

　フロイドとクムアさんは出発準備のために部屋から出て行き、俺は大きく欠伸あくびをしてから、まず体を拭いてさっぱりする。

「おはよ、メアル」

「キュイッ！」

　いつの間にか起きていたメアルに覗のぞかれていた。

　まぁ、今更隠すようなモノは何も無いので別に気にしない。

　そもそも、メアルとの初対面時は、俺丸裸だったしな。

　俺はメアルを撫でると、頭の上に乗せて部屋を出る。

　出発準備は既に終わっており、俺が合流すると同時に出発となった。

　俺以外は皆、用意した早馬に騎乗していて、マイマ村から王都マーンボンドまで早馬であれば休憩を挟んでも明後日には着くだろうと、オーランドが言っていた。

　もちろん俺は伝えた通り、走っていく。

　馬と共に走る者を初めて見たのか、ナミニッサ、クムアさんは少々驚きの表情だったのだが、フロイドはニコニコと笑みを浮かべているだけだった。





３






　予定通りに進み、巨大な壁に囲まれた王都に辿り着いた。

　門には中へ入ろうとしているいくつもの商隊や人が列を成していたのだが、ナミニッサが門番の兵士に話を通して、貴族用の門から俺達は中へと入る。

　身分証の確認等そういった事が必要なかったのは、ナミニッサのおかげであり、余計な手間が減ったという事だ。今は、無駄に時間を使いたくないという事だろう。

　王都へ入ると、俺達はここまでの間に相談しておいた通りに動く。

　俺、メアル、ナミニッサは王城へ赴おもむきナヴィリオ様とナレリナ様の呪具を取り外しに、オーランド、フロイド、クムアさん、キャシーさんは冒険者ギルド東方王都本部のマスターであり、協力者であるレライヤさんを王城へと連れて来てもらうという方向で動く予定だ。

　一旦別れの挨拶と共に俺とナミニッサは王城へと向かい、その最中に、ナミニッサから王都についての説明を受けた。

　王都マーンボンド。

　大陸東部で最も栄えている都であり、当然のように王族が住まう居城がある都である。

　この王都は円の形をしていて、三階層に分かれていた。

　最も広いのは今進んでいる場所、王都の外周区だ。

　ここには平民階級の人達が住み暮らしていて、大きな商店、冒険者ギルド等、様々な商業施設や日々の暮らしに必要なお店が点在しており、この都で生活する人達の支えとなっている場所である。

　その外周区の内側と壁で遮られているのが、貴族区だ。

　ここはその名の通り、貴族である方々の住居がある場所で、身回りの兵士なんかが常に居る。

　きっと、俺には縁の無い場所だと思う。

　同じように貴族区の内側と壁で遮られている場所にあるのが、目的地である王城だ。

　立派と言えばいいのか、荘そう厳ごんとでも言えばいいのか、白一色の王城を見上げていると、いつの間にか口を開けてほへ～っと眺めてしまい、ナミニッサにくすくすと笑われてしまった。

　山に暫しばらく居た影響か、感覚が田舎者である。……恥ずかしい。

　また、この王都は大陸全土に拡がる輸出入の拠点の一つであり、様々な商品や珍しい品物が集まって発展を遂げている。

　ここまで王都が発展したのは、現王であるギヴィリオ様になってかららしく、それだけで手腕の高さが知れ、治世を行う王様として民からの人気も相当高いそうだ。

　正直、凄い人なんだなぁと思う。

　ナミニッサに「凄い王様なんだね」って言うと、苦笑しながら「会えばわかりますけど、あんまり王らしく無いですよ」と言われた。

　まぁ、今は王様眠ってるしね。

　実際に会って話してみないとわからないけど……会えるのかな？

　そうこうしている内に、俺とナミニッサは王城へと辿り着く。

　王城の門を守る兵士にもナミニッサの口添えで、俺の入城が許可された。

　ただ、メアルに関しては、このまま俺の頭の上から飛び立たせないようにと注意はされたが。

　そして、いざ王城の中へと入ろうとした時、城の中から馬車が出てくる。

　馬車には家紋らしき印が刻まれているので、間違いなく貴族だろう。

　道を譲るように脇に動いたのだが、ナミニッサの表情は不機嫌そうに眉根を寄せていた。

　知り合いなのだろうと思ったが、相手に対して良い印象を抱いていないのが見てわかる。

　そのまま俺達の横を通り過ぎると思われたが、馬車は急停止し、中から一人の男性が降りて来た。

　赤い髪の気の弱そうな顔立ちで、身なりは良さそうなので貴族であるのは間違いないが、ただ、妙におどおどしているというか、どこかその仕草が芝居がかっているというか、噓臭い感じがする。

　その人物は、ナミニッサの前に立つと、少しだけ口角を上げて笑みを浮かべた。

「や、やぁ、ナミニッサ」

「お久し振りです。デンローガ様」

　やっぱり知り合い……あれ？　デンローガ？　

　デンローガって確か公爵家の……ナミニッサの婚約者だっけ？

「ゼィズ宰相の付き添いでお父様の御見舞いにいらしたのでしょうか？」

「そうなんだ。父上に僕も顔を出しなさいと言われてさ」

　デンローガ様は困ったような笑みを浮かべるが、ナミニッサの雰囲気が怖い。

　顔は笑みを浮かべているが間違いなく愛想笑いだろうと思うし、なんでコイツここに居るのよって、冷え切っているように感じるのだ。

　ナミニッサの雰囲気に戦々恐々していると、デンローガ様がちらりと俺を見る。

「そ、それで……彼は誰だい？」

「この方は冒険者でして、中々腕が立つとレライヤ様から紹介されたのです。護衛として雇い入れてはどうかと……。最近の兄様、姉様は不和が目立ちますので、その争いに巻き込まれても彼ならば逃げる時間くらいは稼いでくれるだろうと紹介されました。面接は終わったので城の中でも軽く案内しようと思いまして連れているのです」

　噓である。

　なんだろう？　本当の事を伝えたくないんだろうなと思った。

　ナミニッサの言葉を聞いたデンローガ様は、どこか警戒するような、値踏みするような視線を向けてきたので、俺も愛想笑いを返しておく。

　しかし、この人がナミニッサの婚約者かぁ……。

　お似合いとは思わないが、そもそも王族となると似合う似合わないで結婚する訳にはいかないんだろうな。

　けどまぁ、婚約者が居ると言っていたけど、いざ実際にその人物を目の当たりにすると、なんというか実感してしまうなぁ……。

「デンローガ様もお気を付けて。デンローガ様は戦える力を余りお持ちではないようですし、世の中何が起こるかわかりませんから、護衛くらいは常に付けておいた方が良いと思いますよ」

「そ、そうですね。父上にそのあたりもお願いしてみるよ」

　先程までは気安く話してたけど、やっぱりナミニッサは王族なんだよな……。

　所詮は、身分違いの叶わぬ恋……………………恋？

　え？　あれ？　いやいやいやいや？

　え？　えぇ？　まっさかぁ～……噓でしょ？

　……もしかして、俺ってばナミニッサに惹ひかれかけてる？

　いやいやいや、確かにナミニッサは可愛いし、包み込むような優しさを感じるけれど、だからと言って……。そりゃ、時折俺に向けられる笑顔にドキッとはしたけど……。

　……マジで？　……いや、マジか？

「そ、それじゃ、もう僕は行くよ。色々予定が立て込んでるからさ」

「はい。では、お気を付けて」

　くっ！　一度そう意識してしまうと、そういう風にしかナミニッサを見られない。

　駄目だ駄目だ。相手は王族。一般人の俺とは身分が違いすぎる。

　というか、ナミニッサには婚約者が居るんだった！

　あれ？　そうなると、俺の恋はもう終わってる……完全に終わってるね。

　まぁ、始まってもいないが……。

　惹かれかけてるこの気持ちは心の奥に仕舞い込もう。

　そうだ！　そうしよう！　まずはナミニッサの兄姉を救い出す事だけに全力を注ごう！

「……ワズ様？」

「あっ！　ひゃい！」

　突然声をかけられて、変な声が出てしまった。

「どうかされましたか？」

「い、いえ、何でもないです。少し考え事をしていただけで……」

　ふぅ～……。落ち着こう。一旦落ち着こう。

　なるべくいつも通りに……いつも通りに……。

　深呼吸をして辺りを見回すと、いつの間にかナミニッサの婚約者の姿が無かった。

「……あれ？　先程の？」

「もう馬車に乗って、どこかに行かれましたよ。……そのまま消えてしまえばいいのに」

「え？」

「いえ、何でもありませんよ。さぁ、兄様、姉様の所へ向かいましょう」

　そして、ここまでと同じようにナミニッサに先導される形で王城の中を進む。

　その間に軽く相談をしておいた。

「ワズ様の言葉を疑う訳ではありませんが、兄様、姉様に近付く事が無理そうであれば、護衛騎士の方々の注意を引き付けて下さい。その隙に私の方でなんとかしてみせます」

「あぁ……大丈夫でしょ？　どの人かを教えてくれれば一瞬で片を付け──」

　マズイッ！　人が来る！

　俺は咄とつ嗟さにナミニッサを引き寄せると、壁に手を当て、俺と壁の間にナミニッサを入れた。

「……ワ、ワズ様」

　文官っぽい人が俺達の脇を通り過ぎて行く。

　なんというか、アレだよね。

　決して悪い事をする訳じゃないのに見られちゃいけないというか、なんかそういう気分に陥ってしまうというか、ビクビクしてしまうというか……。

「あ、あの、こ、こういう場でするのは少々……い、いえ、決して嫌な訳ではなくて、心の準備と言いますか……」

　ふぃ～、行ったか。

　文官さんはナミニッサへと一礼した後、過ぎ去って行った。

　というか普通に考えれば、こちらには王家の娘であるナミニッサが居る訳だし、別にこういう事をしなくても良かった訳だ。

　俺は出てもいない額の汗を拭ぬぐって、解放したナミニッサに話しかける。

「突然ごめん。なんか体が勝手に動いてしまったというか、よくよく考えればナミニッサがここに居るのは普通の事なんだよね。本当にごめん」

「………………ハッ！　い、いえ、お気になさらず。さ、さぁ、行きましょうか」

　ナミニッサは顔を真っ赤にして、そう答えた。

　……真っ赤？　はて？　俺何かしてしまっただろうか？

　答えが出ないまま、ナミニッサと共に進んで行く。

　ナミニッサは、時折文官や武官に声をかけ、ナヴィリオ様とナレリナ様の居場所を確認していた。

　その行動を繰り返していく内に、俺達は目的の人物の一人に出会う。

　一室の中で、護衛騎士達に囲まれて寛くつろいでいたのは、ナヴィリオ様だ。

　ナヴィリオ様はとても端整な顔立ちをしていた。

　綺麗に真ん中で分けられている赤色の長髪は肩程まで伸び、透き通るような光沢を発している。

　目の色も髪と同じ赤色で目尻が少し下がり、見る者に優しそうな印象を与えるだろう。

　仕立ての良い貴族服を身に纏い、何やら書類仕事をしているのだが、目に光を感じない。

　初対面だからだろうか？　とてもではないが正気では無さそうに見えた。

　俺とナミニッサがナヴィリオ様に近付こうとすると、護衛騎士達が立ち塞ふさがる。

「申し訳ございません、ナミニッサ様。たとえ王族の方であっても誰も自分に近付けるなと、ナヴィリオ様に言われているのです」

「どうか、お引き取りを」

　ナヴィリオ様を守護するように護衛騎士達が動く。

　だが、その間もナヴィリオ様は書類仕事の手を止めない上に、こちらを見ようともしない。

　どう考えてもこの状況はおかしいと思うのだが、護衛騎士達は何も思わないのだろうか？

　それだけ命令を遵じゆん守しゆしているとも取れるが……はてさて。

「構わないな、ナミニッサ」

「はい、お願いします」

　ナミニッサの返事と同時に、俺は瞬時に駆ける。

　メアルは俺の出した速度で落ちないようにと必死にしがみつく。

　護衛騎士達が抜剣して動く前に、俺はナヴィリオ様の隣に立っていた。

　呪具である腕輪を確認し、取り外すよりも簡単なので、摑んで一気に破壊する。

　もちろん、腕輪を破壊しただけでナヴィリオ様の腕は一切傷つけていないし、折ってもいない。

「……うっ」

　ナヴィリオ様から呻うめき声が漏れる。

　そこで、ようやく騎士達が俺に剣を向けてきた。

　違うよ。今の呻き声は、痛くてじゃないと思うの。きっと、意識が覚醒して「うっ」て声に出ただけだと俺は思うんだ。だから、俺に剣先を向けるのはやめて。

　心の中でそう思っていると俺とは反対側に居る、ナヴィリオ様の近くに居た護衛騎士の一人が剣を振り上げる。

　振り下ろされる先は、どう考えても俺じゃなく、ナヴィリオ様だ。

「ちっ！　やらせるかよ！」

　俺は即座にナヴィリオ様を飛び越えて、そいつをぶっ飛ばす。

　多分、こいつは赤鎧側だ。

　もし、ナヴィリオ様の操りが解ける事があったなら、即座に亡き者へとするために居たのだろうと思う。先程の動きは、正にその証明だしな。

　まぁ、ナヴィリオ様の意識が戻った後に確認して貰えばいい。

「……んん……ナミニッサ？」

　ナヴィリオ様が頭を押さえながら、そう呟く。

「はい。ナヴィリオ兄様」

　ナミニッサは目を潤ませながら、そう答える。

　そして、ナヴィリオ様の目に光が戻り、意識を取り戻していく。

「……そうか、私は今まで操られていたのだな……。苦労をかけたね、ナミニッサ」

「いえ……いえ……。ナヴィリオ兄様が無事に戻られたのなら、なんという事でもありません」

　ナミニッサとナヴィリオ様は互いに笑みを浮かべて抱き締め合った。

　感動の兄妹きようだい再会である。

　俺がぶっ飛ばした護衛騎士以外の騎士達も涙ぐんでいた。

　うん。だからいい加減気付いて……俺に剣先を向けっ放しだという事を。




　結果から言うと、ナヴィリオ様に斬りかかった護衛騎士はやはり赤鎧側の人物だった。

　護衛騎士達もナヴィリオ様の様子が変である事は理解していたのだが、赤鎧側の人物から誰かに喋る等、余計な行動をすれば即座にナヴィリオ様には死んで貰うと、自らの喉に短剣の切っ先を当てるナヴィリオ様の実演付きで脅されていたそうだ。

　そこでナヴィリオ様を殺さなかったのは、ナレリナ様との共倒れを狙っていたからだろう。

　護衛騎士達もどうにかしようと考えてはいたそうだが、赤鎧側の人物がナヴィリオ様と常に行動を共にしていたため迂闊に動く事が出来ず、そういった時に俺とナミニッサが現れて一気に解決したという事である。

　護衛騎士達の誤解が解けたと共に、感謝の言葉を投げかけられた時は少々気恥ずかしかった。

　赤鎧側の人物に関しては縄できつく縛り、これから情報の引き出し等のため、きつい拷問が待っているそうなのだが、正直自業自得だと思う。

　そして、俺に関してはナミニッサからナヴィリオ様へと直接紹介された。

「ありがとう、ワズ君。操られている間も僅わずかながら意識はあったのだが、体の方は全く言う事をきかなかったのだ。だが、ワズ君のおかげで私は呪縛から解き放たれる事が出来た。本当に……ありがとう」

　そう言って、ナヴィリオ様は片膝を付いて俺に頭を下げる。

　突然の行動にポカーンとしてしまった。

「……いやいやいや、ちょっ！　あ、頭を上げて下さい！　ナヴィリオ様が一般人である俺に頭を下げる必要なんてありませんよ！」

「いいや、そうもいかない。それに今は公的な場では無いのだし、たとえ王族だろうが、命の恩人に対し礼を欠いては、人としての尊厳を貶おとしめる恥であろう」

　すると、護衛騎士達も片膝をついて俺に向かって頭を下げてきた。

　なにこれ？　なんでこうなるの？

「わ、わかりました！　わかりましたから！　感謝の気持ちはきちんと受け取りましたから、頭を上げて立ち上がって下さい！」

「そうか、ありがとう」

　ナヴィリオ様が嬉しそうな笑みを浮かべて立ち上がると、それに護衛騎士達も続く。

　ナミニッサが俺の傍まで寄って来て一礼する。

「私からも、ナヴィリオ兄様を助けて頂き、ありがとうございました。ワズ様」

「いいって。協力するのを決めたのは俺なんだからさ。ナミニッサ」

　ほんのり赤くなった頰で笑みを浮かべるナミニッサと、気安い感じで受け答えする俺を、交互に何度か見るナヴィリオ様がぽんっと手を打つ。

「なるほど。では、ワズ君……いや、ワズと呼ばせて貰おう。私の事はナヴィリオ……もしくは、ナヴィリオ義に兄いさんと呼んでくれて構わないよ」

「兄様！」

　顔を真っ赤にしたナミニッサが、ナヴィリオ様の胸をぽかぽかと叩く。

　呪具から解放した事を恩義に感じてくれて、兄弟のように接しようという事だろうか？

　それはさすがに問題がありそうなので、本人から許可も頂いた事だし普通に名前呼びでいこうと思う。

「それで、ナヴィリオさ──ナヴィリオ。ナレリナ様も呪具から救い出したいのですが、どこに居らっしゃるか御存じないですか？」

「口調も普段通りで構わないよ、ワズ。それと、ナレリナの居場所か……。恐らくだが、城の中庭にある兵達の修練場に居ると思う」

「……ありがとうございます。では、普段通りで」

　俺とナヴィリオとの会話を微笑ほほえましそうに見ているナミニッサ。

　ちょっと恥ずかしい。

　そして、この場に居る全員でナレリナ様の所へと向かう。

　全員で向かうのは、ナレリナ様にも当然のように護衛騎士が付いており、その中に敵が紛れ込んでいる可能性があるからだ。人数が多ければ取れる対応も増えるというもので、ナヴィリオの時のような余計な横槍を入れさせる訳にはいかない。

　俺を除く全員で護衛騎士達の様子を窺い、牽制するためである。

　ただ、ナヴィリオからの提案で出来るだけ他の人達に見られないように移動する事になった。

　どうやら、ナヴィリオには何か考えがあるらしい。

　まぁ、特に異論は無いので、その指示に従った。

　ナミニッサ、ナヴィリオ達の案内で予定通り誰にも見られる事は無く、城の中庭へと出て修練場へと辿り着く。

　普段、兵達が訓練する場所という事で中々広大な敷地面積であり、石畳等、必要最低限の装飾しか施されていない。

　中央に舞台が設置され、その周囲を守るように騎士達が立っていた。

　その舞台の上に、ナレリナ様と思われる赤髪の女性が一人立っているのが見える。

　俺達が舞台に近付くと、騎士の一人が声をかけてきた。

「……ナヴィリオ様、ナミニッサ様」

　警戒しているというよりは、どこかナヴィリオ、ナミニッサの身を案じている様な声色だ。

　ナヴィリオは、その騎士に向けて一つ頷く。

「大丈夫だ。私は既に正気に戻った。それは、ナミニッサと私の護衛騎士達が証明してくれる。そして、今はナレリナを助けに来たのだ」

　騎士がナミニッサ達に視線を向けると、それが事実であると一つ頷いた。

「それは、大変喜ばしい事です。ナヴィリオ様」

　会話の内容が聞こえていたのか、周りに居る他の騎士達も嬉しそうに顔を綻ほころばせる。

　それは、会話をしている騎士も同じだったのだが直ぐに悲痛な表情へと戻った。

「ですが、今ナレリナ様に近付くのは大変危険なのです」

「……どういう事だ？」

「ナレリナ様は現在、近寄る者に対して誰彼構わず斬りかかってしまう傾向が強くなっています。どうにか己を律して最小限の怪我人で済ませようとしていますが、段々と意識が薄れていくのを感じていると仰おつしやっていました。今我々が配置されている、この距離より中に入ってしまうと勝手に体が動いてしまうと……。ナレリナ様は王国随一の武力を保持している御方。こちらから無理に押さえ込む事が出来ない以上、誰も傷つけたくないと、ああして一人で佇たたずんでいらっしゃるのです」

「そうか……」

　ナヴィリオがその言葉と共に一度目を閉じると、俺へと視線を向ける。

「頼めるか？　ワズ」

「あぁ、任せろ」

　俺は問題無いと頷く。

「……彼は？」

　そこでようやく俺の存在に気付いた騎士がナヴィリオに尋ねる。

「ナミニッサの協力者だ。強さのほどは……見ていればわかる。ナレリナの事を彼に任せてくれないか？　彼ならきっとやってくれるだろう」

　その信頼はどこか来たのだろうか？　動き自体は助ける時に見ていたのだろうが……。

　まぁ、出来る出来ないで言えば、問題無く出来るけど。

　騎士は俺へと視線を向けてくるが、その目に映るのは俺の身を案じているというよりは、ナレリナ様が俺を斬って心を痛めないか心配しているように感じられた。

　ナヴィリオの護衛騎士達同様、ナレリナ様も慕われているようである。

　騎士は逡しゆん巡じゆんしていたが、最後はナヴィリオの言葉を信じる事にした。

「……わかりました。ナヴィリオ様を信じさせて頂きます。どうか、ナレリナ様をお助け下さい」

　騎士がナヴィリオに対して頭を下げる。

　ナヴィリオは、その騎士を安心させるように肩へと手を置いた。

　そして俺は、ナミニッサ、ナヴィリオへと一つ頷くと今回は向こうから斬りかかってくるのがわかっているために、メアルを一旦ナミニッサへと預けてからナレリナ様へと近付いていく。

「ワズ様！　お気を付けて！」

　ナミニッサの声援が届き、俺は無言で手をひらひらさせて応こたえる。

　充分に近付くと、ナレリナ様が俺へと体毎ごと動いて視線を向けてきた。

　ナレリナ様は、女性にしては短い赤い髪に、後ろ髪から腰程までの細い三つ編みを垂らしている。

　目は少し吊り上がっている程度で、非常に整った顔立ちで、間違いなく美しいと言えるだろう。

　だが今は、その目に光が宿っておらず、能面のように、感情の一切が見えない。

　立派な鎧を身に纏っているため呪具のネックレスは見えないが、その手には既に長剣が抜かれていた。

　そうして見ている内に、何の前触れも無く斬りかかって来た。

　下から上へと斬り上げる剣筋をかわすが、長剣は斬り上がった場所で止まると、そのまま振り下ろされる。

　流れるような剣筋であったが俺は瞬時に間合いを詰め、右手で長剣を持っているナレリナ様の手を摑み止め、空いた左手で鎧を摑んで力任せに引き剝はがす。

　目に映るのは、鎧の中に着ていた白いシャツを盛り上げる、立派な双丘……と、その双丘に挟まれるようにちょこんと載っているネックレスだった。

　ネックレスには歪いびつな形の装飾が施されていて、とてもではないがナレリナ様には似合わない。

　俺は鎧を投げ落とすと、摑んでいる右手で動きを封じたまま、もう一度左手を伸ばしてネックレスの装飾部分を摑む。

　一瞬、左手周辺にバチッと火花が散った。

　ネックレスを外そうとする者への対策が取られていたのだろうか？

　まぁ、念入りにといった所なんだろうが、俺のステータス的には全く無意味だ。

　俺はそのままネックレスを握り潰して引き千切る。

　摑んでいる右手に伝わる感覚で、ナレリナ様の体から力が抜けていくのがわかった。

　そのまま前のめりに倒れてきたので、俺はナレリナ様を支えるように抱き止める。

　ナレリナ様は気を失ってはいないのか、数度深呼吸を繰り返して体に力を入れていく。

　この体勢……後で不敬罪に問われないかな？

　俺が後々受けるかもしれない罰を考えていると、ナレリナ様が小さく笑った。

「ふふ……大丈夫だ。ちゃんと意識は戻った。助けてくれて感謝する」

「えっと……何か可お笑かしいですか？　ナレリナ様」

「いや何……初めて異性に抱かれたが、悪くないと思ってな」

「は、はぁ……。えっと、光栄です？」

「名を尋ねても？」

「あ、はい。ワズと言います」

　と、表面上は冷静に自己紹介をするが、俺は自分の胸に押し潰されているナレリナ様の胸の感触に心臓バックバクですよ。

　いやいや、何この柔らかい感触。

　それに伴って、ナレリナ様から女性という存在を濃密に感じる。

　あっ……俺の理性がヤバイ。

　体に力が戻ったのなら、そろそろ離れて頂けると正直助かります。

　ただ、ナレリナ様からも強く抱き締められて身動きが取れず、そろそろ本当にヤバイと思ったその時──。

「コホンッ」

「ね・え・さ・ま？」

　ナヴィリオの咳払いと、ナミニッサの声が近くから届く。

　それに反応して、俺とナレリナ様はバビュンと互いに体を離す。

「御心配をおかけしました、兄上」

「それは私もだよ。お互い無事に意識を取り戻したのだ。今はそれを喜ぼう」

「はい」

　ナヴィリオとナレリナ様が互いの無事を喜び合う。

　その光景に、心が温まるのを感じた。

　さぁ、後は王様達を起こせるようなら起こして、こんな事をした敵をぶっ飛ばすだけだ。

「ワズ様？」

「はい？」

　呼ばれた声の方へと向くと、そこには笑みを浮かべるナミニッサが居た……のだが、何故だかその笑みに恐怖を感じる。危機感知！　もっとちゃんと働いて！

　ナミニッサに抱かれていたメアルが俺の頭の上に戻ってくるが、何故かペシペシと叩かれた。

「姉様が意識を取り戻した事は、大変嬉しく思っています。もちろん、それを成し遂げたワズ様には感謝の言葉もございません。……ですが、いつまでも姉様と抱き合うというのは如何いかがなものかと思います」

「キュイッ！　キュイッ！」

「……はい。すみません」

　あれ？　なんで俺感謝されて怒られてるの？

　しかも、メアルまで一緒になって。

「まぁまぁ、いいじゃないか、ナミニッサ。それに先程のはナレリナが倒れないように支えていただけなのだし」

　そう！　その通りなのです！　もっと俺を擁護して、ナヴィリオ。

　動かなかった危機感知よりも、今は君が頼りだ！

「そうだな。減るものじゃなし、別にいいじゃないか。それに私は別に悪い気分では無かったぞ」

　ナヴィリオの加勢にナレリナ様も加わる。……油を注ぐのはやめて。

　けれど、俺も悪い気分じゃなかったです。むしろ、一部が滾たぎってくるというか……。

　さすがに言葉にはしませんし、態度にはなるべく出しませんが。

「いいえ、駄目です。寛容出来ません。私だってまだ……ごにょごにょ」

　あれ？　やっぱり不敬罪になるの？

　ナミニッサは言葉の途中で俯いて何を言っているのかは聞き取れなかったが、その様子を眺めていたナレリナ様が俺とナミニッサを交互に見て、何か得心がいったように笑みを浮かべる。

「ははぁん。なるほどな。私とナミニッサの趣味はよく似ていると思っていたが、完全に合致した訳か」

「姉様っ！」

「大丈夫、大丈夫。取ったりしないって。寧ろ、分け合う？　と言った方が正しいかな？　詳しい事は父上達が起きてからになるが、そういう方向で動いた方が、お互い幸せになれると思うんだけど？」

「……わかりました。そうですね、そうするしかないでしょう。ワズ様の事を考えれば、姉様がそういう風になってもおかしくない事を失念していた私の落ち度でしょうし」

　……えっと。何やら勝手に話が進んでいるが、意味がわからない。

　俺の事を考えればって事は、俺に関係している話だというのはわかるのだが、一体どういう事だろうか？　誰か教えて下さい。

「ナヴィリオ、どゆ事？」

　ナヴィリオへと尋ねると、微笑ましそうな笑みを返されるだけだった。

　答えてくれないんかい！　と思っていると、ナレリナ様が不思議そうな顔を向けてくる。

「おや？　兄上が呼び捨てを許してるし、口調も私に対してよりも砕けている感じだが？」

「あぁ、問題無いよ。そうしてくれと、こちらからお願いしたんだ」

「それは私もです」

　ナレリナ様の問いに、ナヴィリオとナミニッサが楽しそうに答える。

　すると、ナレリナ様が少しだけ不機嫌そうに俺を見てきた。

　あっ、何かこれから言われる事が予想出来る。

「なら、私の事も呼び捨てでいいし、口調も同じようにしてくれないか？」

　……まぁ、ここまできたら今更か。

「あぁ、わかったよ。ナレリナ」

　俺がそう言うと、ナレリナは嬉しそうに笑みを浮かべる。

「……後は、父上と母上だけだな」

「はい」

「そうだな」

　ナヴィリオがそう言って王様達が居るであろう方向へと向き、ナミニッサ、ナレリナが神妙な顔つきで返事をする。

　そして、ナレリナは舞台の周りに居た騎士達に労ねぎらいの言葉をかけて回った。

　騎士達は、その言葉に歓喜の涙を流して俺にも感謝の言葉を投げかけてくる。

　皆心から喜んでいるようで、どうやらこの中に敵は居ないようで、ほっとした。

　なんというか、この国の王族達は本当に慕われているようで、俺としても助け出す事が出来て良かったと思う。

　そうして一通り喜び合うと、ナヴィリオの指示で先程と同じように、この場に居る全員で誰にも見つからないように王様達が眠っている部屋へと向けて移動した。
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　正直言って、どうしてこうなったのだろうかと思う。

　ふと、自分の立場を考えた場合、只のＣランク冒険者でしかないのだ。

　それが今は、マーンボンド王国の王族達を次々助け、今は王様が眠っている部屋に居る。

　感嘆するしかない高価そうな調度品が置かれている部屋なのだが、場違い感が半端ない。

　あれ？　俺、この場に居ていいのかな？　帰っていいですか？　ちょっとおなかが痛くなった気がするので……と考えてしまう。

　ナヴィリオ、ナレリナ、ナミニッサの王族家族三人は、豪華な装飾の施された天てん蓋がい付きのベッドで眠っている王様らしき男性と王妃様らしき女性へと、必死に声をかけているが、その二人の目が開かれる事は無かった。

　ナヴィリオとナミニッサは回復魔法をかけているみたいだが、効果は見られない。

　やはり、何かしらの措置が施されているのだろう。

　また呪具か？　とも思ったのだが、そのような物を身に着けているようには見えないし、何が原因であるかがわからず、騎士達も先程の歓喜が噓のように沈んだ表情を浮かべている。

　これからどうするのだろうかと聞こうとした時、扉をノックする音が部屋の中に響いた。

「失礼します、ナミニッサ様。冒険者ギルド東方王都本部マスターであるレライヤ様をお連れしました」

　この部屋に居る者が辛かろうじて聞こえる程度に声量を抑えていた。

　ただ、その声色には覚えがある。

　ナミニッサの執事であるフロイドだろう。

　扉の前に居た騎士がナミニッサへと確認してから、扉を開く。

　そして、部屋の中へと入って来たのは、オーランド、フロイド、クミアさん……だと思う、キャシーさんの他にもう一人、見慣れない女性が居た。

　ナヴィリオ達が全員揃っている事にキャシーさんと女性が喜ぶように笑みを浮かべて、フロイドとクミアさんと共にナミニッサの所へと向かう。

　その間に、俺はオーランドと互いの無事を喜んだ。

「何事も無かったようで、ほっとしたよ」

「それはこっちの台詞せりふだ。ナヴィリオ様とナレリナ様を相手によく五体満足だったな……と、言いたいが、ワズくらいなら当たり前の事かな」

　失礼な。俺だって怪我くらいするぞ。……多分。

　指先だって嚙むと血が滲むし……決して傷つかないという訳じゃない。

　俺はオーランドと軽く会話をした後、見慣れない女性へと視線を向ける。

「あの人が？」

「あぁ。冒険者ギルドのマスター、レライヤ様だ」

　俺とオーランドの視線に気付いたのか、ナヴィリオ達と話していた女性がこちらの方へとやって来る。

　この人が、レーガンさんの姉で、冒険者ギルド東方王都本部のマスター・レライヤさんか。

　レライヤさんの第一印象は、妖艶なお姉さんである。

　切れ長の目に眼鏡をかけており、口元にある小さな黒子ほくろがその妖艶さに拍車をかけていた。

　輝く金色の髪は綺麗に纏め上げられており、細い顔立ちをより強調しているように見える。

　とてもじゃないが、レーガンさんの姉には見えない。

　というか、レーガンも髪を伸ばしたら、金髪なのか？　……正直似合わないと思う。

　細身で、白シャツに黒い革製のパンツスタイルとヒール靴の三点セットを、見事に着こなしている。

「あんたが、ワズ？」

「はい。Ｃランク冒険者です」

　俺がそう言うと、訝いぶかしげな表情を浮かべる。

「……オーランド達から話は聞いたが、俄にわかには信じられんな」

　なんというか、男臭い話し方をする人だな。

　レーガンさんと共に冒険者をしていたと聞いているし、そのあたりが影響しているのだろうか。

　自己証明のため、俺はギルドカードと共にレーガンさんから受け取ったバッジを渡す。

　ギルドカードの表面に書かれている「Ｃ」の文字を確認すると、バッジも受け取って面白そうな笑みを浮かべた。

「……なるほどな。ギルドカードも偽物では無いようだし、馬鹿弟からも信用されているようだな。……オーランドから聞いたと思うが、私は冒険者ギルド東方王都本部のマスターであるレライヤだ。レライヤで結構だよ」

「わかりました。レライヤさん」

　レライヤさんが俺にギルドカードとバッジを返してくる。

　ギルドカードは大切だけど、別にバッジは返して貰わなくてもいいような？

　というか、レーガンさんの事を馬鹿弟って……姉弟間の力関係を感じるな。苦労してるんだな、レーガンさん……。だから、ハゲたのかな？

「ただまぁ、ランク通りの力では無いという事だな。Ｃランク程度では、王族を守る護衛騎士を突破出来るとは思えんし……。けれどナヴィリオ、ナレリナを呪具から救い出した事は、大変栄誉ある事を成し遂げたと言っていいだろう。それが冒険者から出たってのは、私としては大変僥倖である」

「ありがとうございます」

　どうやら褒められているようなので、とりあえず感謝の言葉を言っておこう。

　多分、冒険者が活躍した事が、内心嬉しいんだろうな。

　というか、ちょっと待て。この人、ナヴィリオ達を普通に呼んでたぞ。

　つまり、それ程親しくしているという事か……。

　レライヤさんはキャシーさんに情報を流す等、元々ナミニッサの協力者として陰ながら動いていたそうで、そのあたりの事を教えられていると、ナミニッサから呼ばれたのでそちらの方へと向かう。

　オーランドは、この場で待機していた。既に心持ちは仕える騎士なのだろう。

　まぁ、ここまで関わってるし、騎士の内定は頂いたようなものだ。

　ふっふっふ。念のため、俺も後で口添えしておこう。

　王様達が眠るベッドに近付くと、何故かナミニッサ、ナレリナが俺の両脇へと移動してくる。

　……何故？

「……えっと、それで王様達の様子はどうなの？　目覚めそう？」

　ナミニッサ、ナレリナへ、そう聞いてみると、二人は沈んだ表情を浮かべる。

「いや、正直どうしてこうなっているのかわからない。ただ眠り続けているだけのようだが、どんなに声をかけようが目覚める兆きざしは一切ない。操られている間の記憶もあるが、この事に関しては何も言っていなかった」

　ナヴィリオは頭の中で色々と思案しているようだが、まだ解決策は浮かばないようだ。

　と言っても、俺にだってどうすればいいのかはわからないし、念のため山での生活を振り返ってみてもこんな事になった覚えは無い。……眠って覚えてないだけかもしれないが。

　すると、王様達の様子を窺っていたレライヤさんに向けて、ナミニッサが声をかける。

「……レライヤ様はどうですか？　こういった状態に何か覚えは無いでしょうか？」

「ふむ……。ギルドマスターとして色々見てきたが、正直初めてだ」

　レライヤさんが顎に手を当て目を瞑り、自らの記憶を探るように悩む。

　少しの間、誰も喋らない時間が過ぎると、レライヤさんの目がゆっくりと開けられる。

「……もしかすると、魔法薬の類たぐいかもしれん」

「魔法薬か？　そのあたりの類もお抱えの医師が確認していたと思うが？」

　レライヤさんの言葉に、ナレリナが答える。

　まぁ普通に考えれば、こんな状態なのに何もしてないという事はないか。

「いや、私が言っているのは世に知れた魔法薬の類ではなく、既に失伝している古いにしえの魔法薬の方だ。さすがにそのあたりの知識は私にも無い」

「それは……」

　ナミニッサが悲痛な表情になる。いや、ナヴィリオもナレリナもだ。

　周囲が重苦しい空気になる。

　それはそうだろう。失伝しているという事は、治療薬の類も見当が付かないという事だ。

　打つ手無し……か。

　難無くナヴィリオとナレリナを救う事は出来たから、このままトントン拍子でいけると思ったけど……さすがに何でも力任せだけでは物事が進まないと……。

　正直、何か悔しいな。これだけの力を持っているのに……この場では何の役にも立たない。

　う～ん……女神様達に聞いてみようかな。

　けど、なんとなく役に立つとは思えない。

「くっ……。父上達はずっとこのままなのか……」

「許せん……あぁ、許す事など出来ない。このような事を仕出かした者を許す事は出来ん」

　ナヴィリオとナレリナも無力感を覚えているのか、その表情に怒りを顕あらわにする。

「私もその方面の知識には疎うとく……どうにか出来ませんか？　レライヤ様」

「そうだな。最も有効な手段としては、この状態を起こした者を見つけ出す事だ。古の魔法薬であれ、魔法であれ、その解除方法を知っている可能性が高い。しかし、その者が正直に話すという可能性は非常に低いだろうな」

　そう言って、レライヤさんは一旦口を閉じると、深く考え込むようにして呟く。

「……あるいは、もし現状を打破するような知識を持ち合わせている者となると……永ながき時を生きている者。例えばネクロマンサーとかか？」

「それは……難しいですね。元人間とはいえ世間では魔物に分類されている者ですから、お願いしても協力してくれるかどうか……。それに、この国にそのような方が居ると聞き及んだ事は御座いませんし……。やはり、首謀者を見つけ出す事に全力を割く方が結果的に父様と母様を早く目覚めさせる事が出来るという事でしょうか……」

　ナミニッサの言葉に、ナヴィリオとナレリナが頷く。

　レライヤさんもそれが確実だろうと考えているようだ。

　しかし、俺は別の事を考えていた。

　……ネクロマンサーか。そういや、龍王・ラグニールの友達に一人居たな。

　見た目や喋り方だけで言えば、間違い無く結構生きていると思うし。

　……聞くだけ聞いてみるか？　俺一人の移動だけなら直ぐだしな。

「あの、ネクロマンサーなら、ちょっと知り合いが居るんだけど……」

　俺がそう言うと、全員驚きの表情を浮かべはしたが、今は可能性があるなら見て貰うべきだと、ナヴィリオからお願いされて聞くだけ聞いてみる事になった。

　もちろん危険性も問われたが、まぁ大丈夫だろうと答えておく。

　最悪、何かしたら俺が全力をもって粉々にするし。

　そうして俺は、知り合いのネクロマンサーの所へと向かう。

　速度重視なので俺とメアルだけでの移動である。

　何故かナミニッサ、ナレリナは付いて来たそうにしていたが、空振りに終わるかもしれないし、今はそういう無駄な時間をかけるのは得策ではないだろうと判断して断ったのだが、終始心配そうな顔をされたので、大丈夫だと言っておく。

　基本、害は無い相手だし、何より俺の方が圧倒的に強いしね。

　ただ、もし連れて来る事になり、王都へ再び入る際に問題が起こりそうなら、これを門番に見せれば通して貰えると、王家の紋章らしき刻印が施された短剣を預かった。

　そして、再び城に入る際は近くにある屋敷に護衛騎士を回しておくから、彼等と共に秘密裏に入って来て欲しいとお願いされた。

　出来るだけ人目を避けて欲しいらしい。

　その事を了承してから、俺とメアルは再び大陸中央の山へと向かって駆ける。




　あっという間に目的地に着きました。

　ステータスに任せてかなりの速度で走ったので、それほど時間は経っていない。

　山に着いた時は、はて？　どこに居るんだろう？　とりあえず、ラグニール達に会いに行けばいいかな？　と思ったのだが、どうやらメアルが居場所を知っているらしく、俺の頭をペシペシ叩きながら行き先を指差してくれた。

　そうして辿り着いたのは、巨大な沼地の中に小さな島が浮かび、その島には木製の家が建っている場所である。

　メアルの指し示す先は小島の家である事から、どうやらそれが住すみ処かのようだ。

　俺はメアルが頭の上から落ちないように支えて、一気に沼地を飛び越えて小島に着くと、目の前にある家の扉をノックする。

「お～い！　ニール！　居るか～！」

「カッカッカッ！　どなたかの？　わしを滅ぼしに来た勇者か？」

　残念。只のＣランク冒険者です。

　ゆっくりと扉が開かれ、骸骨姿にローブを纏ったネクロマンサー・ニールが姿を見せる。

「久し振りだな、ニール。ちょっと用があって──」

「すみません。人違いじゃ」

　バタンと勢いよく扉が閉められる。

「……」

「……」

「……あぁ！　そっかそっか。人違いかぁ。ニールじゃないんなら……滅ぼしてもどこからも文句は言われないよな。骨ってどれ程硬いのか、ちょっと俺の全力を試して──」

「おぉ！　ワズであったか。久し振りじゃのぅ！　わし、ニールじゃよ。だから、骨は砕かないで下さい！」

　即座に扉が開かれて、平伏するニールがそこに居た。




「……で、一体わしに何の用じゃ？」

　室内に置かれているテーブルの対面に居るニールが聞いてくる。

　あの後、室内へと招かれたのだが、中は至って普通。実験器具のような怪しい物は一切無く、テーブルや台所、至って普通の家であった。

　用意されたコップに注がれているのは、冷えた果実水である。

　仮に、この中に毒等が混入されていても俺には一切効かないので、普通に口を付けたがもの凄く美味しかった。

　毒とかそういうのは入っていなかったが、多分メアルでも飲めるようにだろう。

　実際、メアルも美味しそうにコクコク飲んでいる。

　褒めると嬉しそうに語ったのだが、どうやら自慢のお手製らしい。

　……暇なのかな？　まぁ、そのあたりは置いておいて……。

　俺は一つ咳払いしてから、ここに来た事情を簡単に説明する。

　説明を受けたニールは顎に指先を当て、思案顔──多分……骸骨だからよくわからん──になった。

　考えが纏まったのか、俺へ語るように言葉を呟く。

「……そうさの。ワズの説明を受ける限りだと、魔法薬の可能性が最も高いの。魔法という可能性も否定は出来んが、それだと解除出来ない説明がつかん。いや、新種の魔法というのであれば、そうという訳ではないが……やはり、どちらかと言えば魔法薬の方が怪しいの」

　やはり、魔法薬なのかな？

「まぁ、実際は見てみん事には判断のしようも無い。それに魔法薬にせよ、魔法にせよ、正しい手順で起こさなければ、後々何らかの障害が起こるやもしれんな……。しかし、それだけの情報では、やはり判別は付けられんな。迂闊に処方する訳にもいかんし」

「……なるほど。じゃ、行くぞ」

　俺は席から立ち上がる。

「……ん？」

「……ん？」

　ニールは、わけがわからないと首を傾げる。

「……おぉ、もう行くのか。すまんの、あまり参考にならんで」

「いや、何言ってんの？　お前も一緒に行くんだよ」

「……どこへ？」

「どこって、王様達が居る所だけど？」

「……いやいやいや、わしネクロマンサーじゃよ？　一応魔物に分類されとるのに、そんな場所に姿を現してみろ。間違い無く石を投げつけられて、泣いて帰るに決まっとるわい！　それか、街中の野良犬、飼い犬共に『へっへっへっ、ようそこの爺じじい、旨そうな骨してるじゃねぇかよ。ちょっと齧かじらせなっ！』と多勢に無勢で蹂じゆう躙りんされるに決まっとるわい！」

　その二択は無い……と思いたい。

　いや、もしかしたら、本当に犬からは美味そうに見えるかもしれないか。

「それかアレじゃな。兵士達に囲まれて討伐されるか、魔法使い達に囲まれて封印されるか……」

「何の心配をしているのかよくわからないが、ニールが悪くないんだったら俺はニールの味方だ。もし、そんな事になったら、俺が全部ぶっ飛ばしてやるから安心しろ」

「……むぅ。そこまで言うのであれば、協力するのは吝やぶさかではないが。……なら、一つ条件がある」

「条件？　何だ？　叶うかはわからないが、聞くだけ聞くよ」

「簡単な話じゃ。……鎖骨の……鎖骨の美しいスケルトンに出会ったら紹介してくれんか！　数がいくらでも問題ないぞ！」

　……。

「……馬鹿なの？」

「本気じゃ！　この姿になって、久しく独り身で淋さびしいんじゃ！　そろそろ伴はん侶りよが欲しいと思って何が悪い！　いいや、悪くない！　誰しもが望む事であろうが！」

「ちょっと待て。そもそも、俺がスケルトンを紹介出来るという前提がおかしいと思わないのか？」

「そんなもんわかっとるわ！　だから、出会う事があったらでええんじゃ！　後はこっちで何とかするわい！　出会いが欲しいんじゃよ！　出会いが欲しいんじゃよ～！」

　なんというか、骸骨だから表情はわからないが、雰囲気は真剣そのものだ。

　本気で新たな出会いを望んでいるんだろうな。

　う～む……。まぁ、気持ちはわからないでもないが……。

　出会ったらだしな……。それで協力してくれるというのであれば、まぁいいか。

「わかった。その条件を飲もう。ただし、本当に出会ったらだからな？」

「それでええ。交渉成立じゃな。なら、行こうかの。ちと、準備してくるから待っておれ」

　そう言って、ニールは隠しきれない内心を表現するように、スキップしながら奥へと消えて行く。

　そんなに嬉しかったのか……。

　少しの間メアルを撫でながら待っていると、見事な装飾が施された錫しやく杖じようを持ち、色々中身が詰まった鞄かばんを提げた姿でニールが現れた。

　なんでも、この家の地下に研究室があるらしく、役に立ちそうな物をそこから色々持ってきたらしい。

　そうして、移動に時間をかける訳にもいかないので、ニールを背負って俺は王都へと戻る。

「そういえば、ハーレムはどこまで進んだのじゃ？」

「……まだ全然進んでねぇよ」

　ニールを持つ手に少し力が入り、ちょっと軋きしむ音がする。

「ひっ！　割れる割れる！　す、すまん！　そう焦らずとも、いずれ出来るであろうよ。もしかしたら、知らず知らずの内にお主を追いかけてくる者が居るかもしれんし、そもそもお主には、既にメアルが居るであろう？」

　メアルがそうだそうだと言うように、俺の頭をペシペシ叩く。

　追いかけてくるとかそんな事は無いと思うが、メアルに関しては既に俺が虜とりこになっていると言っていいだろう。最早、メアル無しでは生きていけないかもしれない。

　だって、可愛いんだもん。

「まっ、このままメアルと一緒に居る事は否定しねぇよ」

「う、うむ。まぁ、焦っても仕方なし。どーんと構えておれば良いのじゃ。……ほっ」

　ニールがあからさまに安堵していた。まぁいいけど。

　このまま進んでもいいのだが、時間的に夜になってしまう。

　ナヴィリオ、ナレリナは呪具から解放されたばかりだし、少しぐらいは落ち着ける時間があってもいいかもしれない。

　ナミニッサにしても、兄姉揃ったのだから色々話したい事もあるだろう。

　そう考えた俺は、森の中で一晩明かしてから王都へと戻った。

　翌日お昼頃、門の前に出来ている列に並ぶ。

　ニールはここまでくれば背負う必要も無いので、普通に俺の隣で立っている。

　骸骨姿を見せる訳にはいかないのでフードを頭から被って貰って隠す。

　……怪しい事この上無い。大丈夫か？

　列が進み、いざ門番と相対した時は躊躇ためらい無く紋章付きの短剣を見せて王都の中へと入る。

　なるべく人目を引かないように裏道を通っていき、貴族区を警備している兵士等、問題が起こりそうな場合は短剣を見せて騒動を回避した。

　そして、教えられた屋敷へと辿り着き、護衛騎士達と合流する。

　この護衛騎士はナヴィリオを救い出した時に居た人達で、余計な問答等は一切無く、そのまま彼等と共に再び王城へと赴き、王様達が眠っている部屋へと戻ると既にナヴィリオ達全員が揃っていた。

　俺が姿を現すと、ナミニッサ、ナレリナは無事を喜んでくれ、ナヴィリオからも「無事で良かった」と、笑みを向けられる。

　俺も笑みを返し、ついでに短剣も返しておいた。

　オーランド、キャシーさん、レライヤさんも安堵するような表情を浮かべていたので、頷きだけ返しておく。

　そして、皆の注目は俺の隣でフードを目ま深ぶかに被って顔を隠しているニールへと向かう。

　まずは、この場に居る主要人物の紹介をニールにしてから、次に皆へと紹介する。

「それじゃ、紹介する。俺の知り合いであるネクロマンサー、ニールだ」

「うむ。宜しく頼むぞ」

　そう言って、ニールはフードを外して骸骨顔を顕わにする。
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　俺とメアルを除く全員に緊張が走るが、ナヴィリオが一歩前に出てニールへと握手を求めた。

「この度の事、助力を感謝します。ニール殿」

「まぁ、その言葉はまだ早いぞ、この国の王子殿。まだ解決はしておらんからのぅ」

　カッカッカッと笑いながら、ニールはナヴィリオの握手に応じる。

　それに続くように、ナミニッサ、ナレリナの二人も一礼していた。

「それにしても、少々驚きました。いくらワズの知り合いだとはいえ、ネクロマンサーと出会うのは初めての事なのです。少々警戒をしていましたが、そういうのが杞き憂ゆうであると言わんばかりに、落ち着き払っていますし理知的なのですね」

　ナヴィリオのその言葉に、ニールは笑い声を上げた。

「今は色々そういう威圧的なモノは抑え込んで、ここに居るからの。この姿になって永き時を過ごしているからこそ出来る芸当というのもあるのじゃ。普通のネクロマンサーでは無理じゃろうな」

　ナヴィリオとニールの会話を聞いていると、レライヤさんが何やら考え込んでいる姿が見えた。

「……ネクロマンサー……ニール……まさか、『魔導王ニール』？」

　その呟きが聞こえたのか、ニールが愉快そうに笑って、レライヤさんの所へと向かう。

「懐かしい呼び名じゃのぅ、お嬢さん。未いまだにその名を覚えている者が居たとは驚きじゃわい」

　その言葉に驚く。

「えっ？　お前って有名なの？」

　俺の問い掛けに、レライヤさんが答えてくれた。

「有名どころの話では無い。魔導王ニールと言えば、ありとあらゆる魔法を使いこなし、その魔力は膨大で、容易に国を滅ぼす事すら出来るとまで言われている。正真正銘、伝説上の人物だ」

　レライヤさんの言葉に、この場の全員が驚きの表情を浮かべる。

　その名を聞いた事があるのだろう。恐れ多い者を見るようにニールへと視線を向けていた。

　ただ、俺としては別に「ふ～ん、そう……」ぐらいの感覚しかない。

　人に歴史ありと言うか……まぁ、ニールは既に骸骨だけど。

　俺から見たニールは、とてもじゃないがそんな風には見えないからな。

　ラグニールは龍王だし、有名っていうのもわかるが……もしかして、他の奴等も有名だったりするのかな？

　だからといって、別に態度を変えようとは思わないが。

「まぁいいや。ほれ、早く王様達の容体を確認してくれ」

「ほれって……お主はわしを敬うやまおうとは思わんのか？」

「そんなの今更だろ？」

「……まぁ、そうではあるが」

　ニールはどこか気落ちしたようにして、王様達の所へと向かう。

　そんな俺とニールのやり取りに、皆驚いていた。

　そして、ニールが王様達の容体を確認して唸うなる。

「う～む。珍しい物が使われておるな。これは間違い無く魔法薬の効果である。『永久の眠薬』という魔法薬が使われておるよ」

「『永久の眠薬』？」

　ニールの傍に全員が集まり、確認するように尋ねた。

「うむ。これを使われた者は死ぬまで眠り続けると言われておる。打撃等の外的刺激では一切目を覚ます事はないし、特定の解除薬以外では効果が無いはずじゃ」

　へぇ～、そんな魔法薬があるのか。

　ナヴィリオ達は知っているのかなと視線を向けるが、皆一様に首を振るだけだ。

　レライヤさんが言っていたように、失伝した魔法薬なのだろう。

「ニール様の魔法で目を覚ます事はないのですか？」

　ナミニッサが尋ねると、ニールは首を振った。

「いや、出来なくはないが、やめておく事をお勧めするの。この手の魔法薬の効果を無理矢理解除すると、被験者にどんな影響を与えるかわからん。正規の手順を踏む方が良いじゃろう」

　となると、解除薬を作る方がいいという訳か。

「父上、母上のためには解除薬が必要という事はわかりました。では、ニール殿にその解除薬を製造する事は可能なのでしょうか？　何分、聞いた事も無い薬故、私達では無理なのです」

　ナヴィリオが望みを懸かけるように、ニールへと尋ねる。

　ニールは思い出すように顎へと手を当て、少しの間いじると、持ってきた鞄の中身を確認した。

「ふ～む。製造する事は構わんし、もちろん出来るが、肝心な材料が一つ足らんの」

「……一体何が足りないのでしょうか？　可能であればこちらで御用意しますが」

　ナレリナが恐る恐る問う。

「足りないのは、『吸血鬼の牙』じゃ」

「吸血鬼の……牙ですか？　それは……使用しても、その……大丈夫なのでしょうか？」

　ナミニッサが不安気に尋ねる。

　恐らくだが、使用後に吸血鬼になってしまうんじゃないかと考えてしまったのだろう。

　だが、問題無いとニールが告げる。

「大丈夫じゃよ。牙は触媒にしか使わんし、そもそも吸血鬼化は体内に血液を取り込む事で起こる現象であって、牙そのものは原因ではないのじゃから。ただ、元が吸血鬼の一部故にか、物と物を掛け合わせる混ぜ物に向いた触媒の一つに数える事が出来ての。実際、永久の眠薬の解除薬を製造する際に用いられる物の一つじゃ」

　その言葉にほっと胸を撫で下ろすナミニッサだったが、それはそれで問題がある事に気付いたらしい。

　ナヴィリオ達は確認するように相談をするが、どうやら吸血鬼の牙はここに無いようだ。

　王様達を救うために必要な物はわかったが、今度はその物を作るための材料が足りない。

　レライヤさんもギルドマスターとして知識を掘り起こしているようだが、該当する物は無いようなので、俺はニールに確認する。

「それが無いと駄目なのか？」

「代用は効かん物じゃな。ふ～む……。折角ここまで来たのじゃし、わしとしても出来れば作ってやりたいが……」

　ニールが再び顎をいじり出す。

「……そうじゃ、確か、この近くに隠れ住む吸血鬼が居ったような」

「本当か？」

「うむ。記憶違いでなければ、ここから馬で一日程の距離にある洞窟の先に屋敷があるのじゃが、そこに居ったはずじゃ。ただまぁ、何分古い記憶であるし、今も居るかはわからんがの」

　その言葉に全員が注目していた。

　ニールは今も居るかはわからないと付け足していたが、それは実際確かめてみるべきだろう。

　と、なると、相手は吸血鬼である訳だし、生半可な戦力では逆にやられてしまうかもしれない。

　これは、俺が行った方がいいかな？　馬で一日程なら、あっという間だし……。

　そう考えていると、俺に視線が集まっている事に気付く。

　ナヴィリオ達の表情は心苦しそうにしていたが、まぁ俺ばっかりに苦労をかけるのが申し訳ないのだろう。そんなに気にしなくてもいいのに。

　俺は、皆の言いたい事はわかると一つ頷く。

「大丈夫。なら俺が確認してくるよ。吸血鬼が居たらさくっと牙を引っこ抜いて持ってくる」

　メアルを撫で、さて遊びに行こうかな？　ぐらいのノリで言う。

「ニールはその間に進められるだけの準備を頼む」

「うむ。解除薬の方は任せておけ」

「で、詳しい場所だけど……」

「うむ」

　ニールから場所を教えて貰い、早速赴こうとしたのだが、そこに待ったがかかる。

「わ、私も連れて行って下さい！　結界魔法を使えますので、決して足あし手で纏まといにはなりません！」

「私もだ！　父上、母上が目を覚ますかもしれないというのに、じっとしてなどいられない！」

　ナミニッサ、ナレリナが自分も連れて行って欲しいと懇願してきた。

　その表情は真剣で、それを見たナヴィリオは俺に提案してくる。

「ワズ。迷惑じゃなければ妹二人も一緒に連れて行ってやってくれないか？　ワズが付いていてくれるなら安心出来るし、妹達も父上、母上のために何かしたいと思っているんだ」

「そっか。まぁ、俺は別に構わないよ。そんなに遠い場所じゃないし、自分の身は自分で守れそうだし、いざって時は俺が守るからさ」

　俺がそう言うと、ナミニッサ、ナレリナの二人は破顔して、即座に準備へと向かった。

　やっぱり、自分の両親の事に関われるから凄く嬉しそうだな。

　準備を手伝うのか、フロイド、クミアさんもそれに付いて行く。

「それじゃ、私も色々と準備をしておこう。ニール殿にも薬を作る場所を提供しなければならないしな。ナレリナとナミニッサはなるべく人目に付かないように行動してくれ。ワズも、無事に戻って来るのだぞ」

「うむ。そんなに広い場所は要いらんからの。程々でよい。後、出来れば美味い酒でも用意してくれれば文句は無いわい。協力の報酬は既にワズへと頼んでおるから、そのあたりも問題無いわい」

「わかりました。では、報酬についてはワズと相談しておきましょう。では、キャシー、オーランド。妹達の方は問題無いようだし、今後の行動のために私を手伝ってくれるかな？」

「「かしこまりました」」

　そう言って、ナヴィリオ、オーランド、キャシーさんが出て行く。

　もう完全に騎士の行動だな。オーランドは……。

　もしかして、俺がニールに会っていた間に決まったのだろうか？

　そんな風な事を考えていると、レライヤさんが俺に声をかけてきた。

「……まったく、Ｃランク冒険者でありながら、ここまで王家に食い込んで、しかも知り合いには魔導王まで居るとか……。常識外れにも程がある。まぁ、私個人としては面白いがな」

「ははは……」

　実際は龍王も知り合いですが？

　まぁ、そのあたりはレーガンさんから聞きそうだし、別に言う必要も無いか。

「ふむ。今回の事が終わったら、『Ｂランク』に上げておくか。実際、ナヴィリオとナレリナを救った功績というのもあるし、問題は無いだろう。その上、下手したらギヴィリオ王とミレリナ王妃を救う手助けまでするか……。ここまでくれば、『Ａランク』であってもおかしくは無いが……そのあたりは色々と手続きが面倒だからパスだな」

　そう言って、レライヤさんは本当に面倒臭そうな表情を浮かべる。

　この人、俺のランク上昇を面倒臭いと投げ出したぞ。

　それでいいのか、ギルドマスターと言いたい……。まぁ、言わないけど。

「それじゃ、ナレリナ、ナミニッサの事をくれぐれも頼むぞ」

「わかりました」

「さて、ギルドに残した仕事を片しつつ、私の方でも動いておくか」

　レライヤさんは俺に向かって、手をひらひらとしながら部屋を出て行く。

　と、そこで気付いた。

　……あれ？　俺このままここに居ていいのかな？

　ポツンと残されたが、城の警備はどうなっているのだろうか？

　まぁ、それだけ信頼されていると思っておこう。一応、騎士達は居るしね。

　特にやる事が無かったので、窓から見える街の様子に視線を向けていると、程なくして頭からフードを被ったナミニッサ、ナレリナの二人が俺を迎えに来た。
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　ナミニッサ、ナレリナは王族である。

　普通に森や山道で泊まる事になるけど大丈夫なのかな？　と思ったのだが、これまでに何度もこういう経験はしているそうで、二人からは気にしないようにと言われた。

　俺は走るのだが、二人は馬である。

　フロイド、クミアさんに手伝って貰い、馬に外泊用の荷物を括くくり付けてもらった。

　ナミニッサ、ナレリナは、動きやすい服装へと変わり、頭の上からフードを被って姿を隠すと、フロイド達に見送られながら城を出る。

　そのまま特に問題も起こらず、王都を出て目的地である洞窟へと向かった。

　時折魔物は出てくるが盗賊の類は一切出なかったので、軽く会話を交えながら進んでいたのだが、ナレリナから唐突に提案される。

「ワズの身体能力の高さはわかったが、馬術を身に付けようとは思わないのか？」

「う～ん。今のままでも特に困る事は無いかな」

　実際、少し力を入れれば馬より速いしね。

「でもまぁ、出来るなら出来るで、それはそれで便利ではあるか……。まぁ、覚える機会なんてないけど」

　覚えなくても特に問題は無い訳だし、俺としては本当に軽く考えていた。

　だが、俺の言葉を聞いたナレリナは嬉しそうに笑みを浮かべ、ナミニッサは「しまった」みたいな驚愕の表情を浮かべた。

「なら、私が直じかに教えてやろう。ほれ、私の前に隙間を空けるから、そこに乗れ」

「姉様、ずるいっ！」

「ふふふ、早い者勝ちだ」

　ナレリナが馬を止め、言葉通りに自分の前に隙間を空ける。

　え？　そこに乗れってか？　マジで？

　どこまで本気かはわからないが、まぁ教えてくれるなら教えて貰おうかな。

　そう思ってナレリナの馬へと近付こうとしたが、その行く手を遮るようにナミニッサの馬が現れた。

「いいえ、いくら姉様でも抜け駆けは許しません！」

「まぁ、そう目くじらを立てるな。ちゃんと可愛い妹の事も考えてるよ」

「どういう事でしょうか？」

「ワズ、ちょっと待っててくれ」

「あっ、はい」

　ナミニッサ、ナレリナは、少し距離を取ると、俺に聞こえないよう小声で話し合いを始める。

　なんか置いてきぼりというか、疎外感というか……いや、別に淋しいわけじゃないからね。

　だって、俺にはメアルが居るもん。

　そう思って、メアルを撫でようとしたのだが、その手は空を切る。

　無情にも、メアルは俺の頭の上から飛び立ち、何やら熱く会話しているナミニッサ、ナレリナの方へと向かって行った。

　……あれ？　ちょちょちょ……ちょっと待ってよ！

　マジですか？　いやいや、マジですか？　俺、ポツーンですよ……。俺！　ポツーンですよ！

　……何か悲しくなってきた。

　俺は妹直伝の「体育座り」という座り方で空を見上げる。

　……あぁ～、空が青いなぁ……。

　あっ、でっかい鳥だ。いいなぁ、空を飛べるって……。気持ちよさそうだなぁ……。

　そうだ。今日はあの鳥を捕まえて夕食にしよう。

　飛ぶ事は出来ないけど、ジャンプで届くだろうし、きっと一発さ。

　それで皆も俺に注目してくれるはずだ……。そうだ。そうしよう。

　そして、ジャンプのために体を解ほぐしていると、ナレリナが俺を呼ぶ。

　そちらの方へと振り返ると、ナレリナの前に隙間が出来ている光景は同じだが、メアルはナミニッサが抱えていた。

　……どゆ事？　説明求む。

「無事に順番が決まったぞ。行きは私が、帰りは妹がワズに馬術を教える事になった。その間、メアルは私達と共に居る事で納得してくれた。さぁ、乗れ！　行くぞ！」

「時間的にも私達で教えられる事は基礎ぐらいですが、知っているのと知らないのでは大きく違います。頑張りましょうね」

「キュイッ！」

　いやいや、声援を送られても……。

　知らぬ知らぬの内に話が進んで、付いていけない。

　……とりあえず、馬の扱い方を教えてくれるという事でいいのかな。

「……えっと、じゃあ、ご教授お願いします」

　そうして俺は、ナレリナと共に馬へと乗り、先を進む。

　手た綱づなの扱い方や馬のご機嫌、どのような姿勢で乗るか等、本当に基礎的な事を中心に教えられたのだが……正直、それどころでは無い。

　……密着……密着してる！

　俺の背中にナレリナの体温が！　正確には胸が！　

　むぎゅっと俺の背中で押し潰されている。

　ヤバい……非常にヤバい。

　危険だ……これは危険だ。

　色々と教えてくれてはいるのだが、正直頭に入らない。

　ふと視線を逸らせば、メアルとナミニッサが俺にジト目を向けている。

　危機感知！　危機感知～！

　しょうがない……しょうがないんやぁ～。

　こればっかりは男の性さがとでも言えばいいのか、どうしてもそこに反応してしまう。

　そこに意識が向いてしまう。

　……くっ、耐えろ。耐えるんだ。ここで男を見せないでどうする。何か別の事を考えてやり過ごすんだ。いや、別の事は駄目だな。折角教えてくれてるんだし、ちゃんと覚えないと。

　そうして、時々我を忘れそうになったが……どうにか乗り切った。

　野宿出来そうな少し開けた場所を見つけ、近くに川も流れていたので、そこで一晩過ごす。

　俺の気配察知で調べても、こちらへと襲いかかって来るようなモノは居なそうだったので問題は無いのだが、念のためにナミニッサの結界魔法で周囲を覆う。

　明日朝まで結界は持つそうなので、見張りとか必要無いそうだ。

　ナミニッサ、ナレリナが持ってきた荷物にも食料は入っているのだが、吸血鬼が居るという洞窟で何が起こるかわからないので、俺が獣を狩って用意する。

　ちょうど、空を飛んでいた大きな鳥だ。

　ジャンプして同じ高さまで飛び、一発で仕留め、調理に関しては俺に任すと豪快なモノになってしまうので、ナミニッサの指示の下、荷物の中にあった香辛料を使って美味しく仕上げる。

　時折、ナレリナから「私だってやろうと思えば、出来るんだからな」と強調された。

　大丈夫、わかってるよ……と、笑みだけ返す。

　味は悪くないというか、美味しかった。

　寝るまでの間はナミニッサ、ナレリナに王都について色々教わる。

　大人気のお店があるらしく、その店で扱う商品が珍しいそうで、「シャンプー」や「リンス」といった洗髪料が素晴らしいとか、今は「マヨネーズ」なる新しい調味料が人気なんだそうだ。

　多種多様の商品が並んでいるそうで、色々目移りしてしまうらしい。

　俺も機会があれば一度行ってみたいと思った。

　他にも、今回の出来事が終わったらどうするのかと尋ねられたので、メアルと共に大陸中を旅している事を伝え、その旅に出る事を告げる。

　ついでに、暫定的な目標である「ハーレム」についてもそれとなく言ってみたが、二人から「それは好都合」と言われた。……何が好都合なのだろうか？

　そして、いざ寝ようという時に、再び問題が起こる。

　眠るために荷物にあった毛布を被って横になったのだが、俺の胸の上にメアル、左にナレリナ、右にナミニッサが陣取った。

　……なして？

　しかも二人は、俺の腕を抱えるようにして直ぐに眠ってしまった。

　きっと色々と張り詰めていたのだろう。しかしアレだよ？　この状態は色々問題だよ？

　いやいや、ほんとヤバいって……。もしかして俺に好意を抱いてるんじゃないかって勘違いしちゃうよ？　……いや、そう考えるのは早計だ。

　いくら気安く話しかけてもいいと言われても、この二人は王族。

　俺とは身分が違いすぎるし、こちとらいくら強くても只ただの冒険者でしかない。

　きっと、王様達が無事目を覚ますとか、吸血鬼が本当に居るのかだとか、色々不安を抱えているのだろう。だからこそ、少しでも紛らわせるために、こうして俺の腕を取って眠っているんだ。

　そうだ……きっとそうだ。そうに違いない。

　危ない、危ない。危うく、二人から感じる色香に負けて、あれ？　これ……もしかして誘われてる？　と勘違いして襲いかかる所であった。

　こうして二人が付いてきた以上、無事に帰すのが俺の役目だ。

　ナヴィリオも俺を信頼しているからこそ、送り出したのだろうし、それは裏切れない。

　……と、色々考えている内に朝になった……なっていた。

　微動だにしなかった俺の体はガッチガチに固まっていて、まるで金縛りにあったかのようだ。

　すーすーと二人の寝息が妙に耳に残った……。




「おはようございます、ワズ様」

「おはよう、ワズ」

　ナミニッサ、ナレリナが同時に起きて朝の挨拶を言うが、そこで状況に気付いたのだろう。

　二人共顔を真っ赤にして離れる。

「うん。おはよう、ナミニッサ、ナレリナ」

　朝の挨拶を返す。

　二人は笑みを浮かべてから、身支度を整えに川へと向かった。

　その間に俺はバッキバキの体を解し、簡単に身支度を整え荷物を片付けてから、メアルを撫でつつ二人が戻って来るのを待つ。

　二人が戻って来て準備が終わり次第、俺達は出発した。

　前日同様、時折魔物は出てくるが特に問題無く進み、程なくして目的地である洞窟へと辿り着く。

　それほど広くなさそうなので、木に馬を繫ぎ止め、食料を置いて襲われないようにナミニッサの結界魔法で囲っておく。ナレリナは鎧も持ってきているようで身に着けていた。

　そうしてから、俺達は洞窟の中へと入る。

　一応気配察知で調べて魔物の類が居ない事は確認したが、何が起こるかわからないため、ナミニッサはいつでも魔法を発動出来るように、ナレリナは長剣を抜いて進んで行く。

　苔こけで滑りやすい場所とかはあったが、それほど長い洞窟では無かった。

　やけに蝙こう蝠もりが多く生息しているなとは思ったが、程なくして奥へと辿り着く。

　そこは吹き抜けで頭上からは太陽の光が降り注ぐ、広く開けた場所だった。

　その中央に古風な洋館が建っていて、その近くには畑まである。

　そして……太陽の光を全身に浴びている半裸の男がそこに居た。

「あぁ～……やっぱ一日の始まりは陽の光を浴びないと駄目だな～！　ふぅ～、気ン持ちいいぃ～！」

　……怪しさ満点である。正直言えば、関わりたくない。

　ナミニッサ、ナレリナへと視線を向けると、二人共怪け訝げんな表情を浮かべていた。

　そして視線を半裸の男へと戻すと、目線が合う。

　向こうも俺達の存在に気付いたようだ。

　暫くの間見つめ合うと、半裸の男は上半身を手で隠して叫ぶ。

「女性が居るなら、居るって言ってくれよ！」

　その叫びと共に、半裸の男は洋館の中へと駆けて行った。

「……えっと……あれ？　もしかして、今のが吸血鬼かな？」

「いえ……そうとは言えないのではないでしょうか？　何やら伝え聞く話とは少々違うようですし」

「そうだな……。話によると、吸血鬼は陽の光を忌いみ嫌うと聞くが……先程の者はむしろ浴びまくっていたが……」

　だよね。

　もしかして使いの者とか、執事とか……そういった人なのだろうか？

　まぁ、何にせよ。ここに人が居たのだ。

　たとえ吸血鬼で無くとも、行く先とか居場所を知っているかもしれない。

　なんとか協力して貰わないと……と考えたのだが、洋館の扉が勢いよく開かれ、そこから先程の男が洋服を身に纏って現れる。

「くははははっ！　我輩を滅ぼしに来たか、愚かなる人間共よ！　我輩の名は『レオール』。お前達に死という名の終わりを授ける吸血鬼なり！　さぁ！　かかってくるがよい！」

　……。

　……。

　かかってこいと言われても……なんというか色々出会う手順を間違えたようで、まずはごめんなさいと言いたい。まさか、事前のお伺いが必要だったとは……。

　ナミニッサ、ナレリナの表情を確認すると、二人共どこか申し訳なさそうだ。

　メアルは余裕で欠伸をしている。

　俺は気持ちを立て直すために一度目を閉じてから、吸血鬼だと言う男へと向き直る。

　男は律義にも俺達からの言葉を待っていた。

「……すみません。何やら色々とこちら側の気持ちが付いていっていないので、もう少し待って貰っていいですか？」

「……そ、そうだな。ちょっとこっちも勢いに任せた所があるから……。ならどうだろう？　もう一度最初の出会いからという事でどうかな？」

「……そうですね。じゃあ、俺達はここに侵入して来る所から始めますので」

「それでお願いします！」

　そう言って、男が洋館の中へと入るのを確認してから、俺達は来た道を少しだけ戻ってからやり直す。

　さぁ、気合い入れていこう！

「ここか！　ここに俺達が探し求める吸血鬼が居るのか！」

「キュイッ！　キュイッ！」

「そうです！　間違いありません！　私達が必要とする『吸血鬼の牙』を何としてでも持ち帰りましょう！」

「あぁ、必ず成し遂げてみせる！　見ろ、ワズ！　あそこに洋館があるぞ！　きっとあの洋館に吸血鬼が居るのだ！」

　皆ノリノリである。そして、男の出番だ。

　洋館の扉が勢いよく開かれる。

「くはは……はっ……げほっ！　げほっ！　ちょ、ごめん。さっき喉の調子を整えるた、げほっ！　水を飲んだんだけど、それが気管に入った、げほっ！　げほっ！」

　台無しだよ。折角やり直したのに台無しだよ。

　ナミニッサ、ナレリナ……メアルまでもが無表情になる。

　気持ちは俺も一緒だ。

　なんというか、ほんとガッカリだよ。

「げほっ！　……あーあー……。よし、もう大丈夫。ごめん、もう一回最初からいいかな？」

「「「……」」」

　俺達は無言で来た道を戻る。

　男も洋館へと戻って行った。

　だが次は、男が蝙蝠に驚いて、過剰に震えるので終了。

　その次は、陽の光が目に入ったと、台詞の途中で断念。

　そのまた次は、洋館から出て来た瞬間、転んだ。

「す、すまん……。つ、次こそはちゃんとするから。ラストチャンスにするから！」

「いい加減にしろやぁ～！」

　俺は瞬時に移動して、結構力を込めて男をぶっ飛ばした。




「すみません。勘弁して下さい！　調子に乗ってました。我輩が悪かったです。どうか退治だけはしないで下さい！　お願いします！」

　吸血鬼の男──レオールがそう言って俺達に平伏した。

　何やら俺が近付くと体が震え出して恐怖を感じているようなので、少しだけ距離を開けている。

　そうして、改めてレオールの姿を確認する。

　黒髪のツンツン頭に、目は吊り上がって睨まれたら怖そうなのだが、今は涙目だ。

　黒色の貴族服を身に纏い、背中にマントを羽織っているのだが、その肌は健康的な印象を与える小麦色で、間違い無く日焼けしていた。

　……本当に吸血鬼なのだろうか？

　このまま平伏されていても仕方ないので、まずはもう戦う意志は無いと告げ、立ち上がらせる。

　そして、簡単に自己紹介をしてから改めて話を切り出す。

「俺達が欲しいのは『吸血鬼の牙』だけだ。別に命が欲しい訳じゃない」

「ほんとかっ！　それはほんとかっ！」

　俺が目的を告げると、レオールは必死に確認してきた。

「本当だって。牙さえ手に入れば、他に何もいらない」

「わかった！」

　そう言って、レオールは自分の牙を引っこ抜き、ハンカチで綺麗に拭いて、リボンで括って小箱に入れてから、俺に投げ渡してきた。

　余程、俺に近付きたくないらしい。……別にいいけど。

　わざわざ箱に入れてくれるのはありがたいが、リボンの意味は何なのだろうか？

　さっぱりわからないが、とりあえず感謝の言葉だけは贈ろう。

「ありがとう。……ただ、どうしてリボンを？」

「え？　だって、その方が可愛いと思って？」

　俺は少しだけ考えた後、首を傾げる。

　さっぱり意味がわからない。

　ナミニッサ、ナレリナも困ったように苦笑していて、この笑みは意味がわからないというよりは、どことなく認められない……認めたくないといった感じがした。

　そんな俺達の様子に、レオールはしょぼんとしている。

　まぁ、もうここでやる事は終わったし、意味がわからない事をアレコレと考えていても仕方ないので、さっさとお暇いとましようと思う。

　ただ、その前に一つ気になった事を聞いた。

「……じゃあ、もう行こうと思うんだけど、最後に一つ聞いていいか？」

「なんだ？」

「普通、吸血鬼って陽の光は苦手だよな？」

「うむ。何の処置も無く、直接浴びてしまうと灰になるからな」

「なら、なんでお前は平気なんだ？」

「あぁ、なんだその事か？　努力と気合い……後は根気の結果だな」

　それでどうにかなるとは思えないんだが……。

「……根気？　そういえば、その洋館も随分と古い建物だし、もしかして結構長くここに居るのか？」

「……うむ。実はな──」

「ごめん、長くなりそうなら俺達も急いでるんでいいや。じゃっ！」

　俺はシュタッ！　と右手を上げて去ろうとしたのだが、待ったがかかる。

「長くないから！　直ぐ済ませるから！　だからお願い！　聞いて！　ほんと久々にエネネ以外の人に会ったから身の上を聞いて欲しいの！　さっきのかかってこいの口上も、様式美で言っただけ！　命を取る気なんて更さら々さら無かったから！　むしろ、我輩の命の方が刈り取られそうだったし！」

　……なんだろう。もしかして、すっごい苦労してる吸血鬼なのだろうか？

　ちょっと、まぁ……身の上話ぐらいなら聞いてあげてもいいかな？　っていう気持ちになる。

　聞いてあげてもいいかな？　と、ナミニッサ、ナレリナへ確認するように視線を向けると、頷きを返された。

　どうも、レオールの先程の発言を聞いて、同情的な心情になったのかもしれない。

「……で？　結局ここに長く居るって事でいいのか？」

「聞いてくれるのか！」

　レオールの表情が、花が咲いたようにパアッと明るくなる。

　そんなに聞いて欲しかったのか。

「もう数える事すら忘れる程ここに居るのだが、ほんと淋しくてなぁ……。エネネが来た時以外は我輩一人でここに居るのだが、ほんと淋しくて……最近は寝る時になると、自然と涙が流れるくらいで……」

　……こっちが泣きそうだわ。

「ここから出て行って、その……エネネって人の所へ会いに行けばいいんじゃないのか？」

「それが出来れば、そもそもこんな所には居ない」

「どういう事だ？　結界魔法でもかかっているのか？」

　言っておいて何だが、それは無いだろうと思う。

　ここへ入って来る時に、魔法がかけられているような感じはしなかったし、もしかかっていたとしても、結界魔法の使い手であるナミニッサが気付かないとは思えない。

　危機感知だって、何も反応しなかったし……いや、アレはまだＬＶ：１だったはずだし、あんまり役に立ってないし、反応しないからって大丈夫と思うのは早計か……。

　と、なると、本当に一体どういう事なのだろうか？

「……結界魔法か。まぁ、ある意味では結界だな。こうして我輩は外に出られていない訳だし……。ここへ来るまでの洞窟の中に蝙蝠が大勢巣くってなかったか？」

「あぁ、居たな。それはもうびっしりと。それが何か関係があるのか？」

「関係は大ありだ……。何せ、我輩は蝙蝠が怖いのだ」

　それは……どうなんだ？

　陽の光を浴びても平気なのに、蝙蝠は怖いって……。

　それは吸血鬼としてどうなんだと問いたい。

「……そんなに駄目なのか？」

「幼き時蝙蝠に咬かまれて以来、近寄るのもゴメンだ。正直言えば、視界にも入れたくない」

　……これはアレか？　小さい頃犬に咬まれてから、近寄るのも嫌になるとかと同じような事なのかな？

「目を瞑って出て行くとか？」

「そこに居ると思うだけで駄目だ」

　重症だな。

「それじゃ、なんだってこんな蝙蝠だらけの所に居るんだ？」

「それは……克服しなければならない理由が出来たからだ。先程言ったエネネというのは我輩の婚約者なのだが、エネネの実家は蝙蝠屋敷と呼ばれる程の、大の蝙蝠好き家系である。それはもちろん、エネネも。彼女との結婚生活を考えれば、苦手な蝙蝠を克服しなければならないために、あえて我輩はここに身を投じている」

　はぁ～、婚約者のためか。

　その理由はとても立派で、素直に頑張れと言いたいが、結果が伴っていない。

　というか、むしろ悪化してるんじゃないかと思うんだが。

「そっか。まぁ、応援はしておくよ。ただ、偶たまには外の空気を吸うのもいいと思うんだけど……。例えば、洞窟が無理なら吹き抜けから出ればいいんじゃないか？　吸血鬼だし、飛べるんだろ？」

「もちろん、飛べるさ。だが、これには彼女も期待して力をかけてくれてな。ほれ、よぉく見てみろ。吹き抜け部分の陰に隠れるように居る蝙蝠達を」

　レオールが指し示す場所へと視線を向けると、本当に吹き抜け部分の周りにはびっしりと蝙蝠達が居た。……あれは無理だな。

「どうにか出来ませんか？　ワズ様。何やら彼が可哀想に思えてきました」

　ナミニッサが聞いてくる。

　その気持ちはナレリナも同様なのか、レオールのためになるような事を考えているように見えた。

　まぁ、悪意は持っていなさそうだし、どうにか出来るならしてやりたいとは思うが、さすがに心の問題となるとな……。

　う～む。と、悩んでいると、吹き抜け部分に居る蝙蝠の中から一匹が滑空してきてレオールの直ぐ傍を通り過ぎて行く。……あれ？

「……いやいや、全然普通にしてるけど、本当に怖いのか？」

「……ほんとだ！　いや、全く恐怖を感じなかった！」

「本当に怖かったのか？」

「もちろんだ！　しかし、これは一体どういう事だ？」

　こっちが知りたい。

　ただまぁ、喜ばしい事ではあるようだし、おめでとうの握手くらいしようかなと一歩踏み出したのだが……何故かレオールは俺から一歩離れた。

　近付くと離れ。近付くと離れ。近付くと離れ。俺とレオールの距離が縮まる事は無い。

　そこでわかった。何故レオールが蝙蝠に恐怖しなくなったのか。

　レオールの中で、恐怖の対象が蝙蝠から俺に変わったからだ。

　要は、恐怖対象の上書き。

　その反動で、蝙蝠が怖くなくなったのだろうと思う……のだが、それはそれで俺に対して失礼なような……。

　その事にレオールも気付き、俺に苦笑いを向けてくる。

「とりあえず、これでエネネと結婚出来る訳だし、感謝の言葉だけは述べておこう。ありがとう」

「……どういたしまして」

　引き攣つってないかな？　俺の顔。

「う、うむ。で、では、早速エネネの所へと向かおうと思う」

「そうだな。色々納得はいかないが、婚約者さんの所に早く行ってやれ。きっと喜んでくれるだろう。……そうそう、折角出会ったんだ。結婚式には呼んでくれよ？　盛大に祝ってやるから」

「そ、それは、前向きに善処はしておきます！」

　そう言って、レオールは背中に蝙蝠のような羽を出して、吹き抜けから飛んで行った。

　多分、呼ばれないな、コレ。

「喜ばしい事と思いましょう、ワズ様」

「そうだな。一組の恋人達を結婚へと導いたのだから」

「……はぁ～」

　俺は大きく溜息を吐いて、ナミニッサ、ナレリナに慰められながら洞窟へと戻って行った。

　牙が無事に手に入って喜ばしいが、総じて言えば、無駄な時間だった感が否めない……。





６






　王様達を起こすために必要な素材『吸血鬼の牙』を無事に手に入れた俺達は、王城に向けて帰路に就く。

　それに関しては問題無く進んだ。

　だが、最大の問題は俺の理性が持つかどうかである。

　行きと同様に馬術の基礎を教えて貰ったのだが、今度はナミニッサと共に馬へと跨ってである。

　……くっ、柔らかい。

　ナミニッサの双丘が俺の背中で潰れ、その感触が俺の理性を刺激する。

　負けるな。負けるんじゃない、俺の理性よ！

　二人は親切で俺に教えてくれているんだ！

　その思いを無駄にしちゃいけない。

　耐えろ。耐えるんだ。ワズ。

　お前の強さはその程度か？　そうじゃないだろ？　もっと耐えられるはずだ。

　無心だ。無心になるんだ。

　いや、駄目だ。無心じゃ、教えてくれる内容が頭に入らない。

　くっ！　打つ手がない！

　と、色々悶々としている内に、前回野宿した所へと辿り着き、そのままそこで一泊する事になった。

　耐えきった……。耐えきったよ……。

　……その考えは早計で、甘かった。

　何故かこれも前日同様、俺の胸の上にメアル、左にナレリナ、右にナミニッサが陣取る形で就寝する事になり、当然振り払う訳にもいかず、一睡も出来ずに朝を迎える。

　よくよく考えると、昨日今日と全く寝てない。

　身体能力の高さ故か、行動する事自体は出来るが、その前に体がバッキバキなので解す事から始めようと思う。

「おはようございます、ワズ様」

「おはよう、ワズ」

「…………おはようございます」

　何も問題を起こさなかった自分を褒めたい。

　よくぞ耐えきった、ワズ。

　そうして、ナミニッサ、ナレリナが朝支度のために川へと行っている内に、体を解して支度を整え、二人が戻って来ると俺達は王都に向けて出発した。

　……王城に着いたら爆睡しよう。




　そして、特に問題も起こらず、俺達は王城へと無事に着いたのだが──。

「そこのメイドさんや。中々良い形の鎖骨をしておるの。どうじゃ？　死んで骨になったらわしと一緒にならんか？　なぁに、ちょっと毎日鎖骨を磨かせてくれるだけでええんじゃ」

「いえ、えっと……。その」

「何やってんだ、お前！」

　俺の蹴りが、ニールの頭蓋骨だけを吹っ飛ばす。

　残された体の方は、おろおろとした後に頭蓋骨を回収しに向かった。

「いきなり何すんじゃ！　頭が粉砕したらどうしてくれるんじゃ！」

　頭蓋骨と体をくっつけながら、ニールが俺に向かって怒鳴ってくる。

「ちゃんと手加減はしてるから大丈夫だ。そんな事より、俺が必要な素材を取りに行って帰って来たっていうのに、お前はメイドさんを口説いているっていい御身分だな？」

「そこに求める女性が居るのなら、口説かずにいられようか？　いいや、いられない！　もちろん、お主との約束も忘れてはおらん。それとこれとは別という事じゃ。素敵な鎖骨はいくら居ても良いからのぅ。どうじゃ？　お主も一緒にメイドさんを口説かんか？」

「……それはいいから、さっさと解除薬の精製をしてくれ」

　既にメイドさんは居なくなっているし、ナミニッサ、ナレリナは抗議の視線を俺に向けていて、正直怖い。きっと、早く王様達を目覚めさせる薬を作れと急かしているのだろうと思う。

　後もう少しだしね。その気持ちはわかる。

　俺はニールへと吸血鬼の牙が入った小箱を渡す。

　ニールは、小箱から牙を取り出すと一通り確認してから一つ頷いた。

「……うむ。問題無い。しかし、本当に吸血鬼が居るとはの……。髪やら爪やら欲しい素材があるし、今度はわしが行こうかの」

「もう居ないぞ。飛んで出て行った」

「そうか。まぁ、それならそれで仕方なし。次の機会を気長に待つとしようかの。……うむ。では、解除薬を作ってくるか……完成は直ぐであるし、ワズも共に来てくれるか？　解除薬を渡したら、わしはお暇しようと思っておるからの」

「もう戻るのか？」

「充分堪能したよ。やはり、わしには沼地の家の方が性に合っておる」

　その割には、メイドさんへと楽しそうに声をかけていたと思うのだが。

　まっ、ニールにとっては時間が余っていたって事なのかな？

　……そう思っておくか。

「わかった。協力ありがとうな。感謝してる」

「構わんよ。……約束の方は絶対忘れるなよ？」

「わかってるって」

　そうして、ニールは解除薬を精製して俺に渡すと城から去って行った。

　見送りはいいと言われたので、ニールが使用していた部屋の前で別れる。

　そして俺は、王様達が眠っている部屋へと向かう。

　部屋の中には、既にナヴィリオ、ナミニッサ、ナレリナの三人に、オーランド、キャシーさん、フロイド、クミアさん、レライヤさんに騎士さん達と、全員集合していた。

「それが？」

　ナヴィリオが俺の持っている琥こ珀はく色の液体が入っている瓶を指し示して聞く。

「あぁ、これが『永久の眠薬』の解除薬だそうだ」

　瓶を掲げるように上げると、全員の視線が集まる。

「綺麗な色をしているのですね」

「あぁ。とてもではないが、そのような薬には見えんな」

　ナミニッサ、ナレリナの言葉に同意するように笑みを向ける。

　そして、解除薬をナヴィリオへと渡して尋ねる。

「今更だけど、いいのか？　別にニールの事を疑ってる訳じゃないが」

「あぁ、問題無いよ。そもそも、伝説上の人物であるニール殿がこの国をどうにかしようと思うなら、こんな回りくどい事をしなくても、その身に宿す力だけで簡単に終わると思う。わざわざこんな事をする意味は無いと思うし、それに、ワズはニール殿の事を信じているのだろう？」

「まぁな。俺にとっては陽気なじいちゃんぐらいの感覚でしかないし、あんなんでも知り合いだから、信じてるかどうかと問われれば、まぁ信じてるかな」

「なら、俺達はそう言うワズの事を信じさせて貰うだけさ」

　それって何か起こったら、遠回しに俺の責任だって言ってないか？

「さて……では、まず父様からだな」

　そう言って、ナヴィリオが王様へと解除薬を飲ませる。

　そうして、暫くの間様子を見ていたら、王様が呻き声と共に言葉を発した。

「うぅむ……。まさか余の顔を忘れたとは言わせんぞ。そう、お主は知っておるはずだ、余の顔を。……ひかえい、ひかえおろう。余こそ、マーンボンド王国の王、ギヴィリオ・マーンボンド、その人ぞ！　お主の悪事は全てこの両の目で見たわっ！」

　その言葉を言いきると同時に王様は跳ね起きて、右手を突き出すような構えを取った。

　その姿を真正面から見た俺は、何とも言えない表情を浮かべる。

　それは、この場に居る全員がそう感じたのか、誰も何も声を発しない。

　王様は、部屋の中に居る全員をぐるっと見回すと、ベッドの中へと潜り込んだ。

　ベッドの中でぷるぷると震えている。

　余程、恥ずかしかったのだろう。

　きっと、気持ちの良い夢を見ていたんだろうな。

　だが、触れてはならない。この事に触れてはならない。

　期せずして王様の痴態？　を目撃してしまった俺達の心は、きっと一つになったはず。

　この事には触れず、優しく起こしてあげようじゃないか。

「ナヴィリオ、王様の様子はどうだ？　この薬で起きてくれるだろうか？」

「大丈夫だ。この薬を作ってくれたニール殿を信じようではないか。きっと、目に見えて効果が現れるのに少々時間がかかるのだろう」

　俺とナヴィリオが先程の事は無かった事にしてそう言うと、王様がゆっくりと顔を出す。

　周囲を窺うようにして見ているその姿は、まるで小動物だ。

　さぁ、もう少し。もう少しだよ。大丈夫、怖くないよ～。皆優しいよ～。

　王様がゆっくりとその身を起こして、周囲を確認した。

「……これは一体どうした事だ？　余に何か起こっていたのか？」

　そうですね。きっと、悪事を働いた者を気持ち良く裁いていたのでしょう。

　口には出さないけど。

「「父上っ！」」「父様っ！」

　ナヴィリオ、ナミニッサ、ナレリナが王様の下へと向かい、無事を確かめるように抱きついていく。

「おぉっ！　本当に一体どうしたのだ？」

　王様は驚きつつも、ナヴィリオ達の行動に応えていった。

　感動の親子対面だな。

　この場に居る全員が、微笑ましそうに笑みを浮かべ、俺も正直ほっとした。

　次にニールと会った時に、改めて感謝の言葉を贈ろうと思う。




　王妃様にも解除薬を飲ませ目を覚ますと同時に、再び温かい空気が部屋の中に満ちた。

　王様と違って、王妃様は普通に起きたので正直ほっとする。

　王様と王妃様は長い時間眠っていたために体に力が戻らず、未だベッドで半身を起こしているような状態だ。

　このまま王家揃っての歓談の時間になるかと思ったのだが、その前にナヴィリオから今までの事情を簡単に聞いた王様達へ、俺とオーランドが跪いて挨拶をする。

「Ｃランク冒険者、ワズです」

「この国の騎士見習いとなりました、オーランドです」

　えっ？　そうなの？

　俺が驚きで隣へと視線を向けると、オーランドは一つ頷く。

「腕も悪くないし性格も実直なので、私の方で雇っておいたのだ。将来的には直属とする予定で動いている」

　そう言ったのは、ナヴィリオだ。

　どうやら、俺が吸血鬼の牙を取りに行っている間に決まったらしい。

　はぁ～、良かったな、オーランド。

　しかも、将来は予定通りにいけば直属かぁ。大出世だな。

　良かったなと、オーランドの肩に手を載せると、オーランドは嬉しそうに顔を綻ばせた。

　……あっ、しまった。今は王様の前だっけ。

　ついつい、いつも通りにしてしまった。

「すみません。失礼しました」

「よいよい、友の門かど出でを祝う。実に喜ばしい事ではないか。公的な場でも無いのであるから別に咎とがめたりはせんよ。オーランドもこれからの精進に期待しておる」

「はっ、ありがたきお言葉。不肖このオーランド、ナヴィリオ様のために尽力致します」

　オーランドが恭うやうやしく答える。

　まっ、頑張れよ、と、オーランドを激励するように視線を向けていると、王様が俺へと視線を向けている事に気付く。

「して、ワズであったな」

「はい」

「まずは跪くのをやめて、立ってくれんか？」

「はい？」

　え？　それは大丈夫なの？　と思ったのだが、ナヴィリオ、ナミニッサ、ナレリナへと窺うように視線を向けると、大丈夫と一つ頷かれたので立ち上がる。

　そうして、改めて王様と王妃様の姿を確認した。

　王様は、ナヴィリオが年を重ねたような精せい悍かんな顔立ちの人物で、立派な髭ひげを蓄えており、今は痩せ細っている上半身だけしか見えないが、元は筋骨隆りゆう々りゆうの体付きをしていたと思われる。

　王妃様は、ナミニッサ、ナレリナのどちらにも似ているような、ちょうど中間のような顔立ちなのだが、間違い無く綺麗な人であると言えるだろう。

　柔和な笑みを浮かべ、二人がそのまま年を重ねたら、こんな感じになるのかな？　と軽く想像出来る。

　そして、家族の繫がりとでも言えばいいのか、二人共が赤い髪をしていた。

「さて、ワズよ。ナヴィリオから此こ度たびの事は粗あら方かた聞いた。余と妃の事だけではなく、仕える騎士から始まり、息子、娘達をも救ってくれた事、誠に感謝する」

　そう言って、王様と王妃様が俺に向かって頭を下げる。

　それに合わせるように、ナヴィリオ、ナミニッサ、ナレリナ、キャシーさんも俺に頭を下げた。

　……勘弁して下さい。こういうの苦手なんで。

「い、いや、それは本当に偶然の賜たま物ものとでも言えばいいのか。ほんと偶たま々たま……偶々なんで……なのです。そ、それに、王様達を直接救い出したのは、ニールであるからして……。えっと、俺は足りない素材を取りに行っただけ……ですから」

　そう言い終わると、王様達がゆっくりと頭を上げ、笑みを浮かべる。

「ふむ。そう謙遜する事もあるまい。実際、誇れる事をしたのだからな。それよりも、言葉遣いがそれ程得意ではないと見える。余達にも息子達同様、公的な場で無い限りは普段の口調で構わんぞ。何せ、命の恩人と言ってもいいのだからの」

「い、いえ、それはさすがに……」

「余も堅苦しいのは好かんのよ。そなたとは砕けた口調で接していくから、そちらもそうしてくれると嬉しいのだが？」

　それはいいのか？　相手は王様なのに。

　再度、窺うようにナヴィリオ達へと視線を向けると、問題無いというように微笑まれた。

　ならいっか。これで何か問題が起こるのなら、力に任せて逃げればいいんだし。

「わかった。なら、いつも通りで」

「そうそう。そうでなければ！　いや～、久々に真面目な会話をしたから肩がこったわい」

　そう言って、口調が一気に砕け、王様──ギヴィリオ王が自らの肩を揉む。

　その様子に、ちょっと呆気に取られてしまった。

　ナミニッサが俺に向かって、だから王様らしくないと言ったでしょう？　と、楽しそうに笑みを浮かべる。

　確かに、先程まで感じていた威厳とか、そういうモノが一切消えてなくなった。

「もちろん、私にも皆と同じように話して下さいね」

　まるでそれが当然のように王妃様──ミレリナ妃が俺に告げる。

　にこにこと笑みを浮かべているが、アレは知ってる。ナミニッサ同様有無を言わせない笑みだ。

　一応、ナヴィリオ達に確認を取ってから、頷いておく。

　なんというか、似た者夫婦のように感じる。

「さて、こうしてワズには色々と世話になったようだし、何か褒美を与えないといかんな」

「そうですね。何が宜しいでしょう？」

　ギヴィリオ王とミレリナ妃が相談を始めるが、そこにナミニッサから待ったの声が入る。

「大丈夫ですよ、父様、母様。ワズ様への報酬に関しては事前に伝えてありますから」

　え？　そうなの？　あれ？　何か聞いていたっけ？

　ちょっと考えるが、特に思い浮かばない。

　報酬は「私」発言は、俺の聞き間違いだと思うし……。という事はどういう事だ？

　……あぁ、そうか。きっと、俺が恐縮しないように手を回してくれたのかな？

　確かに、いざ貰う事になっても萎縮してしまうし、そもそも別にそういうのが欲しくて協力してた訳じゃないしな。特に困ってる訳でも、欲しい物がある訳でもないし。

　なら、今はこの流れに乗っておこう。

「ナミニッサから聞いているので、大丈夫です」

「ふ～む。まぁ、そう言うならいいのかな？　しかし、何か困った事が起きて余達の力が必要になった時は、いつでも言ってくれ。惜しみなく協力させて頂こう」

「ありがとうございます」

　これで、俺の話は一応終わったのだろう。

　後程改めてと付け加えたギヴィリオ王は、ナヴィリオへと視線を向ける。

「……それで、こんな事を仕出かした愚か者が誰かはわかったのか？」

「はい。ナレリナとも確認をしましたが、私達へと呪具を渡した者は同一人物である以上、間違いありません。今は、その者を確実に処断するために仕掛け網あみの準備をしている最中です。そのために、私とナレリナは呪具から解放された姿を隠しており、近々行動を起こすつもりです」

　ナヴィリオの言葉にナレリナが頷く。

　一体いつの間にそんな話に……。あぁ、俺がニールから解除薬を受け取っている間か。

　そう納得していると、ナミニッサが妙に上機嫌だった。

　何か良い事があったのだろうか？

「……なるほどな。近々という事は、まだ余達の体は万全ではないだろう。このまま城で休んで事態の推移を見させて貰おう。後の事は任せるぞ、ナヴィリオ」

「はい。お任せ下さい」

　それでこの場は一時解散となった。

　ギヴィリオ王とミレリナ妃は起きたばかりだし、余り無理をさせないようにとの配慮だろう。

　ナヴィリオ、ナミニッサ、ナレリナ、レライヤさんは何やら今後の行動について相談するらしく、それにフロイド、クミアさん、キャシーさん、騎士達が付いて行った。

　俺は用意された一室へと、オーランドの案内で向かう。

　部屋に辿り着くまでは、オーランドと軽く会話を交わし、見習いとはいえ騎士になった事を喜び、頑張れと激励しておいた。

　そして、部屋へと辿り着いた俺は、一直線にベッドへと潜り込んで、メアルを抱き締めながら眠る。もう限界……。Ｚｚｚ……。
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　……目を覚ますと、そこにはキャシーさんが居た。

　心配そうな表情を浮かべていたが、俺が目を覚ました事がわかると嬉しそうに笑みを浮かべ、そして、部屋の中にあるテーブルの上に置かれていた水差しの中身をコップへと注ぐと、俺へと渡してくる。

　メアルは、まだベッドの上でぐーすか寝ていた。

「全然起きないから、皆心配していたぞ」

「……どれぐらい寝てた？」

　コップを受け取り、一気に飲み干す。

「そうだな。丸々二日程。今日で三日目だな」

「……そんなに寝てたのか」

　まぁ、全然寝てなかったからな。

　キャシーさんが熱々の濡れタオルを渡してきたので、それで顔を拭く。

　……ふ～、さっぱりした。

　その間に、キャシーさんは部屋の外に居るメイドさんへと一声かけると、再び俺の前まで戻って来る。

「今、食事の用意を頼んでおいた。程なくしてここへ運ばれてくるだろう」

「ありがとう。ちょうどおなかが空いていたんだ」

　……というか、ちょっと待って。

　なんか普通に対応してたけど、なんでキャシーさんは俺がしたいと思う事を先に行動に移しているの？

　俺が驚きで顔を向けると、キャシーさんはにっこりと笑う。

　何故だろう。なんかその表情に愛嬌を感じる。

　……あれ？　なんか俺ほだされてる？

「……なんというか、キャシーさんを嫁に貰う人は幸せになりそうだね」

「ふむ。なら、ワズが貰ってくれてもいいのだぞ？」

　そう言って、キャシーさんが俺の隣に座る。

「……前向きに善処させて頂きます」

　そうして、食事が運ばれてきたので、メアルを起こしてから一緒に食べる。

　その間に、キャシーさんから今の状況を教えられた。

　もう少ししたらナヴィリオとナレリナが、それぞれ直属の騎士千名を率いて出しゆつ立たつするそうだ。

　これを聞いた最初は意味がわからなかったが、どうもナヴィリオの策らしく、人目に付かないように行動して欲しいと言っていたのは、黒幕へ繫がる者が城のどこに居るかわからないため、二人が未だ呪具の影響を受けていると思わせるためだそうだ。

　呪具が破壊された事は相手に伝わっているんじゃないかと尋ねると、そういった処置が施されている感じは無かったとナヴィリオ本人が言っていたそうで、黒幕は黒幕でそれ程頻繁にナヴィリオを操っている訳ではなく要所要所だった事から、それを逆手に取って黒幕を誘い出す仕掛け網として使う事を即座に決めたらしい。

　そのために、ナヴィリオもナレリナも自室に籠る等で姿を見せないようにして、色々と準備を進めていたようで、ギヴィリオ王達も公式には未だ眠っているままなのだそうだ。

　そして、王都から徒歩で半日程の距離にあるボンド平原で相対し、決戦の真似事をして双方共倒れを装い、黒幕が意気揚々と現れるのを待つ。

　もし現れないようなら、直ぐ様王都へと戻り、ギヴィリオ王の覚醒を喧けん伝でんして相手側の動きに備えるそうだ。

　ただ、ナヴィリオは黒幕が現れる確率は高いと思っている。

　呪具の性能を考えれば、ナヴィリオとナレリナの二人を亡き者にしたいというのは間違いないらしく、その決定的瞬間を確認したい、もしくは確実に止とどめを刺すために動くと言っていたらしい。

　そのために俺が眠っていたこの二日間は、ナヴィリオとナレリナの決戦が近い事を、黒幕側にその情報が伝わるように動き、残されたギヴィリオ王達には、その間は近衛兵達が警護する事が決まっているそうだ。

　そしてナミニッサは、レライヤさんと協力して王都に迫る脅威が無いと判断してから後追いする形で、有志の冒険者達と共にボンド平原へと行くそうで、これは、もし黒幕が王都の方で現れた際にナヴィリオ達が戻るまでの時間稼ぎの役割も担っている。

　まぁ要するに、餌をぶら下げて先に相対するのがナヴィリオ、ナレリナの陣営か、ナミニッサ、レライヤさんのどちらかの陣営であるという訳だ。

　そこまでの話をキャシーさんに教えられ、ちょうど食事も終わったので尋ねる。

「……なるほど。それはわかったけど、キャシーさんは準備しなくていいの？」

「私はナミニッサ様と王都に残る方だからな、そこまで忙しい訳ではない。それで、私がワズを起こしに来たという訳だ」

「……どゆ事？」

「ワズはこちら側の最強戦力と言ってもいい。何が起こるかわからないからこそ、即座に動いて貰うために、ナヴィリオ様と共に行動して欲しいのだ。ナヴィリオ様、ナレリナ様側に黒幕が現れる確率は確かに高いが、このような時に絶対という言葉を使ってはいけない。もしこちら側に黒幕が現れたとしても、ワズなら即座に駆けつける事が出来るだろう？」

「まぁ、そりゃあっという間だけど……。だけど、そっちに現れたなんて、どうやって察知するんだ？」

　さすがに俺の気配察知でも範囲外だと思うが……。

「その点は問題無い。こういう時のために、これがあるのだから」

　そう言って、キャシーさんは俺にその手に嵌めている指輪を見せる。

　あぁ、それがあったか。

　ナミニッサの危機をキャシーさんへと伝えた指輪。

　たしかにそれがあれば問題無いか。

「わかった。なら、そうするよ」

　俺はキャシーさんに了承を伝えると、食事のソース等が付いているメアルの口周りを拭いてから頭に乗せると部屋を出る。

　食事の片づけはメイドさんがしてくれるそうだ。

　キャシーさんと一時の別れの挨拶を交わしてから、ナヴィリオが待つ門へと向かう。

「……来たか。世話をかけるな」

「気にすんなよ。ようやく終わるんだ。さっさと片付けようぜ」

「そうだな。では、行こう」

　ナヴィリオが笑みを浮かべて移動を開始する。

　ナレリナは既に出発していて、ボンド平原へと向かっているそうだ。

　俺にも馬が用意されたが、走った方が気が楽なので断っておいた。

　いざ門を出ようとした時、木陰に隠れるようにしてこちらを見ているナミニッサの姿を見つけたので、近寄ってメアルを預けておく。

「どうなるかわからないし、俺も激しく動く事になりそうだから、メアルをお願い」

「キュイッ！」

「……お気をつけて」

「うん。そっちもね」

　そうして、いざボンド平原へと向かい、ナヴィリオ側の騎士千名と、ナレリナ側の騎士千名が相対する。ここに居る騎士達は二人から信頼されている者達で構成されているそうで、既にこの戦いが茶番である事も教えられているそうだ。

　俺は一応ナヴィリオの傍で控える事になり、そして、どちらからともなく戦いが始まった。

　……けど、近くで見ているおかげか、本気じゃないのがわかる。

　遠目には戦っているように見えるだろうが、実際は時折口角を上げる者が居たり、そうじゃない、こうだ！　と、剣の練習をしている者も居た。

　内側から見ると、随分と楽しそうである。

　その間に、俺も気配察知を使ってみると、平原の近くにある森の中に集団を確認出来た。

　ナミニッサ達からの連絡が無い以上、どうやらこちら側に現れたようだ。

　その事をそれとなくナヴィリオへ伝えると、ナレリナと頷き合って次の段階へと進む。

　騎士達が相討ちをしたかのように見せながら、次々と倒れていく。

　俺もついでにぱったりと倒れておく。

　そして最後に、ナヴィリオとナレリナが斬り結び、同時に倒れる。

　そのまま、向こうから近付いて来るのを待つ。

　暇だったので、もう一度気配察知をしてみると、遠くの方からこちらへと駆けてくる一団が居るのが確認出来る。多分、ナミニッサ達だな。

　などと確認していると、森の中に隠れていた集団が姿を現し、こちらへと近付いて来た。

　ある程度まで近付いて来たのを見計らい、俺達は一斉に立ち上がって集団と対峙する。

　集団は全員が赤い鎧に盾、もしくは赤いローブを身に纏っており、その人数は千人には届かない程度といった所だろうか。

　そして、この場にナミニッサ、レライヤさんを筆頭に冒険者達も辿り着いた。

　冒険者は逃げ道を塞ぐようにして陣取り、メアルを抱えるナミニッサとレライヤさんは集団を避け、ぐるりと回ってこちらへと合流する。

　合流して互いの無事を簡単に喜んだ後、メアルには念のために空中を飛んでいて貰う事にした。

　これから激しい戦いになると思うし、安全を考慮してだ。

　その様子を黙って見ていた集団の中に、どこかで見た事があるような人物が居る。

　身み形なりの良いその姿に誰だっただろうかと思い出していると、ナヴィリオ、ナミニッサ、ナレリナ、レライヤさんが前に出て、それに応えるようにその人物とそれに随伴するもう一人、両腕に赤い手甲を着けた黒髪の筋骨隆々とした大柄の男が前に出て来た。

「これはこれは、ナヴィリオ様にナレリナ様。どうやらその御様子ですと、呪具から解放されたようですね。無事に元へと戻ったようで大変喜ばしく思います」

　そう言っているが、醜く口角を上げているその表情からは、そんな気持ちが一切無い事がわかる。

「なるほど。実際はかなり豪胆な性格であったという訳か。普段見せていた気弱な態度は偽りと」

「お前に喜ばれる謂いわれは無い。そもそも、お前が私達に呪具を渡したのではないか。なぁ、デンローガ・フレボンド」

　その名前を聞いて、目の前の人物が誰かを思い出す。

　ナミニッサの婚約者で気弱な印象だったが、ナヴィリオが言っていたように、今はそんな雰囲気は一切無い。

　未だ、こちらを余裕の笑みで眺めている。

「はははっ！　まぁ、バレているのでは仕方ないですね。元々御二人──というか、現王家の方々には死んで頂く予定でしたので、特に隠したりはしていませんでしたから。呪具から解放されていて、私共がおびき出されていたのには少々驚きましたが、あなた方が死ぬという結末を変えるつもりはありません。ここで死んで頂くために、直接的な手段を取らせて頂くだけですから」

「それが後ろの奴等か？」

　ナレリナが不機嫌である事を隠さずに、怒り顔でデンローガを……その後ろに居る赤い鎧の集団を睨みつける。

「えぇ、自分が用意した直属の騎士達でして、なかなか優秀です」

「……それで、ナミニッサの婚約者である君が、何故このような真似を？　何が望みだ？　フレボンド家による王位の簒さん奪だつか？」

　今度はナヴィリオが真剣な表情で問う。

「望みですか？　決まっているでしょう。もちろん王になるためです。ですが、簒奪とは頂けませんね。私は正統なる王ですよ」

「……正統だと？」

「えぇ、もう隠す必要も無いのでお教えしますが、確かに今はフレボンドと名乗っておりますが、本来は違います。私の本当の名は『デンローガ・グナルボンド』。先代王デオ・グナルボンドの実子です。まぁ所謂いわゆる隠し子というヤツですが。それは私に協力してくれているフレボンド家が立証してくれます」

「「「っ！」」」

　デンローガの告白に、ナヴィリオ達が驚愕する。

「なので、私が王へと至るためにはたかが第二王女の婚約者程度では駄目なのです。正直、あなた方現王家全員が邪魔なのです」

「それは……父上達もという事か？」

「もちろん。ここであなた方を亡き者にした後、死んで貰います」

「なら、ここでお前を打倒すれば、フレボンド家の企み諸もろ共とも全て丸く収まるという事だな」

　ナレリナが剣を構えると、後ろに控える騎士達も一斉に武器を構える。

　それに反応して、赤鎧の集団も武器を構え、この場は一気に殺意が満ちた空間へと変わった。

　すると、レライヤさんがデンローガの隣に居る男を睨みながら声を発する。

「……なるほど、先代王の子か。それが……お前がそっちに居る理由か？　フリューゲル」

「あぁ、そうだ。レライヤ」

　知り合いなのだろうか？　もしかして冒険者か？

　確かにフリューゲルと呼ばれた大柄の男は、赤鎧の集団の中でも一線を画しているというか、抜きん出ているような風格が感じられる。

「知り合いのようですが、誰なんですか？」

「奴の名は『フリューゲル・レイザー』。装備でわかるとは思うが、超近距離格闘戦を得意としている……Ｓランク冒険者だ。彼は先代王に直接雇われていた冒険者で、色々と恩があるらしい。そのために向こうへ協力しているのだろう」

　Ｓランク……。とうとうＳランクと対峙かぁ。

　世に広まる話では、Ｓランクというのは大層な人外であると言われているが……戦いが起これば俺が相対した方がいいな。余計な犠牲を出す訳にはいかないし……。

　さてさて、どれだけ強いのだろう。

「……一度しか言わない」

　ナヴィリオが一歩前に出て、宣言するように告げる。

「そちらの数はせいぜい八百人程、こちらは私とナレリナの直属の騎士二千人に、冒険者の方々も協力してくれている。たとえ、そちらにＳランク冒険者であるフリューゲルが居ようとも、お前達に勝ち目は無い。このまま大人しく投降する事をお勧めするが？」

「……そうですね。さすがにこの人数差は私の優秀な騎士達でも少々辛いですから、援軍でも呼びましょうか」

　そう言って、デンローガは服の内側から何かを取り出す。

　それは、黒い玉。

　俺の見間違いでなければ、それはエルフの里で使用された、魔物を呼び寄せる玉だ。

「果たして、これから起こる混乱の中で生き残れるかな？」

　まずいっ！

　デンローガが次の言葉を発する前に、俺は一気に駆ける。

　黒い玉を奪取するために手を伸ばすが、横腹に衝撃が走り、吹っ飛ばされた。

　何が！　と、視線を向けると、そこには拳を振り抜いた姿のフリューゲル。

　いくら本気で無かったとはいえ、俺の動きに反応したのか。

　向こうも本気では無かったのか負傷はしていないが、さすがＳランクとでも言えばいいのか、人外というのも、あながち噓では無いのだろう。

　だが、この隙は致命的だった。


「『我が心を満たすは　大いなる闇の福ふく音いん』」



　デンローガの言葉に反応して、玉から発せられる黒い光が辺り一面を覆い、直ぐに消える。

　そして、黒い玉は粉々に砕けて空へと舞っていった。

　─────ドクンッ─────。

　まただ。どこか遠くで心臓の鼓動のような音が響く。

　だけど、今はそれを気にしている暇は無い。

「全員、気を付けろ！　魔物の大群が押し寄せてくるぞ！」

「あれ？　知ってる人が居るんですね。あの商人、珍しい物だと言っていたのに……。まぁ、切り札の一つにはなっているのでいいですが……」

　俺が大声で、これから起こる事を伝えると、デンローガがつまらなそうに肯定する。

　あの商人？　エルフの里に現れた行商と同じ人物なのだろうか？

　もしそうなら、赤い玉の方も持っている可能性があるな。

　俺とデンローガの話から推測して、事実であると判断したナヴィリオが騎士達、冒険者達へと指示を飛ばす。

　──ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドッ！

　四方八方から魔物がこの場へと押し寄せ、俺達は赤鎧の集団と魔物達に挟きよう撃げきされるような形で乱戦へと突入した。




　外側周辺では、騎士と冒険者達が魔物の大群と死闘を繰り広げている。

　幸いなのは、エルフの里の時のように山から来た魔物では無く、この周辺の魔物が集まっているため、それほどランクが高くないのが大多数を占めているという事だろうか。

　騎士と冒険者達も協力しているが連携はまだぎこちない。それでも、なんとか耐えきっているという事は、魔物のランクが低い事を証明している。

　だが、数が数だけに、油断は出来ないといった所だろう。

　内側周辺では、騎士達と赤鎧の集団が乱戦を繰り広げていた。

　こちらは多くの騎士を魔物側へと割り振っているため、数的不利の影響で中々前へと進む事が出来ない様子だ。

　そして、戦場の中央にはぽっかりと穴が空き、そこに俺、ナヴィリオ、ナミニッサ、ナレリナ、キャシーさんと、対峙するようにデンローガとフリューゲルが居る。

　オーランドやキャシーさん達は、内側周辺の騎士達に加勢していた。

「……さて、周りが少々騒がしくなりましたし、私達もやりましょうか？」

　デンローガが機嫌を伺うような軽い調子で聞いてきた。

「この人数差で、まだどうにか出来ると思っているのか？」

「それはもちろん。しかし、このままで勝てるとは、さすがに思っておりませんよ。何しろ、まともに戦えば、僕はナミニッサにも劣りますから。ですので、こうするのですよ」

　デンローガが今度は赤い玉を取り出し、それを飲み込む。

　もちろん阻止するために動こうとしたが、フリューゲルが俺の動きを察知して牽制してくる。

　デンローガの目が黒く、赤い眼球へと変わり、体型は変わっていないが、ひび割れたような跡が身体上に広がって、爪は鋭利な刃物のように伸び、背中からは黒い羽が生えた。

『ふふ……。あはは……。あはははははっ！　これは素晴らしい！　体中から力が溢れてくるぞ！』

「な、なんだそれは？　一体何が起こった？」

　ナレリナが驚愕で目を見開く。

『さぁ？　私も知りません。ただ、これなら充分に虫けらを殺せそうですね。……そして、私はこの国の王となるのです！　では、いきますよ？』

　ナヴィリオ達は、デンローガの変化に動揺して動きが止まってしまっている。

　その隙をつくようにデンローガが爪でナミニッサを引き裂こうとするが、俺が止める前にナレリナが剣を抜いて防ぐ。

「貴様がどのような姿になろうが、私達にした仕打ちを思えば関係無い！　ただ、斬り捨てるのみだ！」

『出来ますかねぇ？』

　その言葉を切っ掛けに、ナレリナの剣とデンローガの爪との斬り合いが始まった。

　激しく斬り合っているが、どちらもまだ様子見なのか、本気ではないような気がする。

　しかし、俺の注意の大半は未だ動いていないフリューゲルへと向けられていた。

　何故動かないのか……その事に不気味なモノを感じていると、動揺から立ち直ったナミニッサ、ナヴィリオ、レライヤさんがこちらへと来る。

「ワズ様、デンローガの方は私達で何とかします。これは王家の問題ですので」

「ワズ、君の強さに頼るようで心苦しいが、出来ればフリューゲルの方をどうにかして貰えないだろうか？　時間稼ぎだけでも構わない。こちらが片付き次第、そちらの救援に向かおうと思う。もちろん、その前にフリューゲルを打倒しても構わないぞ」

「正直言って、私は実際にワズの動きを見た訳では無いが、ナヴィリオ様達の事は信じている。その方々が揃って信じると言うのであれば、私もワズの強さについて信じさせて貰う。実際、フリューゲルはとてつもなく強い。私達だけではアイツに勝つ事は難しい……。それでも、頼む……」

　なるほど。こうなる事を見越してフリューゲルは動かなかったのかもしれない。

　俺が相手をする事になると思っているのだろう。

　それに、ナヴィリオ達が言いたい事も理解出来る。

　確かにデンローガは変貌して強くなったようだが、フリューゲルから感じる強さの圧力はそれを上回っているとでも言えばいいのか……格が違うと言えばいいのか……。

「わかった。フリューゲルの方は俺に任せろ！　だから、そっちは任せた。いざって時は助けに向かうけど、自分達の手でケリを付けたいんだろ？」

　俺の言葉に、ナヴィリオとナミニッサが頷き、そのままレライヤさんを伴ってナレリナとデンローガが戦っている場所へと向かって行く。

　多分、大丈夫だろうとは思うけど、どうか無事に終わって欲しいと願いながら、俺はゆっくりとフリューゲルへと視線を向けた。

「話は終わったか？」

「あぁ。どうやら、俺がアンタの相手でいいみたいだ」

「……ククク……それでいい。それは俺も望んだ事だ。先程の動きには驚かされたぞ。一瞬であったとはいえ、全身が身震いした」

　フリューゲルは何とも嬉しそうに口角を吊り上げる。

「ここまで上り詰めるとな……どうしても戦闘がつまらない。だが……久々の強者との戦いだ！　存分に楽しませてくれよ！」

　フリューゲルは手甲を打ちつけ合い、「ガチッ！　ガチッ！」と鳴らして、心に感じている喜びを表現してくる。

　やだこの人、戦闘狂なの？

　平和が一番だよ。

「つまり、俺と戦いたいがために、ナヴィリオ達に手を出さなかったという訳か？」

「そうだ！　確かに俺は、先代王への義理でデンローガに協力していたが……。さすがに人為ならざる者になってしまってはな……」

　フリューゲルが哀れな者でも見るように、変貌したデンローガへと視線を向けるので、俺もそれを追うように視線を向けた。

　そこでは、変貌したデンローガと斬り合うナレリナに、結界魔法で防御面を担当しているナミニッサ、巧みに鞭むちと魔法を使い分けて遊撃に徹しているレライヤさん、時には自分も魔法で援護をしながらナミニッサ達と騎士達、冒険者達へと指示を飛ばしているナヴィリオと、中々大変そうではあるが善戦しているように見える。

　それを確認して視線を戻すと、フリューゲルが苦笑いを浮かべていたので、俺も苦笑いを返しておいた。

「それじゃ、そろそろ俺達もやろうか？」

「いつでもどうぞ」

　フリューゲルは上半身を斜めにし、左手を開いて前に突き出し、右手は自分の体の近くで握り、重心を落として構えのような形を取る。
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　反対に俺はだらんと両手を垂らしていた。

　正直、格闘スキルはあるが特に武術を習っていた訳ではないし、構えなんてモノは無い。

　しかし、いざこうなると、何か負けてる気がする。

　う～む。果たしてＳランク相手に俺の力は通じるのだろうか？

「では、行くぞ？」

　フリューゲルが俺に向かって突っ込んできて、そのまま拳を放つ。

　俺はそれを上半身の動きだけで回避するが、フリューゲルはそのまま俺の服を摑み、膝蹴りを放ってきたので、片手で受け止める。

　だが、フリューゲルの攻撃はそれで終わらない。

　そのまま服を摑む手を強引に動かして体勢を崩させると、足払いをかけて俺を地面へと倒す。

　その追加攻撃として、フリューゲルは俺を踏みつけるように踵かかとを振り下ろしてきたので、咄嗟に俺は転がって避け、腕の力で素早く立ち上がると、即座に殴りかかるが拳は空を切る。

　避けられたかと思っている間に、俺の腹部へフリューゲルの蹴りが入り、空中へと飛ばされたので、なんとか体勢を立て直して着地すると、フリューゲルは訝しげな表情で俺を見ていた。

「……なんなんだ、お前は？」

「なんなんだと言われても？」

「なんというか、ちぐはぐだ。身体能力の高さは認めよう。足に触れた感触は、まるで何千年も大地に根を下ろした大樹のようでありながら、動きは野生の獣そのものだ。格闘スキルはあるようだが、それが活かされていないとでも言えばいいのか……。獣がそのまま自身の動きを研ぎ澄ましただけのようで、技術が伴っていない」

　……あれ？　見抜かれてる？

　確かに、俺の戦い方は自分の身体能力に任せたものなので、技術なんてモノは全く無い。

　格闘スキルＬｖの高さも、多分加護とか極食人の恩恵なのだと思う。

　そういった部分をフリューゲルは見抜いたのか……。

　たったこれだけの攻防で……。これがＳランクか。

「折角楽しい戦いが出来ると思ったんだがな……。少々興きよう醒ざめだ。未来はありそうだが、今は俺の敵では無い。……まぁいい。さっさと終わらせて向こうに参加した方が有意義になりそうだ」

　そう言って、フリューゲルは一瞬だけ視線をナヴィリオ達の方へと向ける。

　行かせるかよ！

　俺は一気に間合いを詰めて顔面へと拳を放つが、それも簡単に避けられた。

「身体能力だけなら俺を上回っているだろう。だが、それを俺へと当てられる技術がお前には無い。お前がやれるのはせいぜいＡランクぐらいまでだろうな。Ｓランクの相手は務まらない」

　そう言って俺の脇腹に掌しよう底ていが入る。

　──瞬間。

　俺の体の中で、水場に水滴を垂らしたような波紋が広がり、内部から激しく痛みを感じて、そのままその場に倒れる。

　……グッ、なんだこれ。

　体の中から異物が混じったような気持ち悪い感覚が広がり、内臓が悲鳴を上げる。

　鉄の味がしたので指を口の中へと入れて出すと、赤い液体が付いていた。

　……血か？　これ？

　気持ち悪い感覚は直ぐに消えたので、俺は立ち上がって口の中に残っている血を吐き飛ばす。

「……何をしたんだ？」

「なんだ、レライヤから聞いていないのか？」

「何を？」

「Ｓランク冒険者にはあだ名が付く。俺のあだ名は『壊し屋』。俺は自分の魔力を相手の体内に放出する事で内部破壊をする事が出来る、特殊な魔力方法が使えるんだよ」

　……なるほど。だからナヴィリオは時間稼ぎでもいいって言っていたのか。

　それに、なんと言えばいいのか。これは不味い気がする。

　山に居た時もこんな状態にはなった事が無いし、そもそもこれを状態異常と言っていいのかわからない。そうなってくると、状態異常ほぼ無効は意味が無いという事になり、直接的なダメージを負うという事だ。体の内側から来る痛みなんて、どうすればいいのやら。

　今はまだ自然治癒力でどうにかなっている。

　ＨＰが高い分、それに比例して自然治癒力がもの凄く高いために、直ぐ治っているのだろう。

　だが、これ以上威力を上げられるとどうなるかわからない。多分、俺の身体能力の高さが無ければ、先程の一発で戦闘不能になっていた可能性もある。

　久々の危機を感じて、山に居た最初の頃を思い出す。

　常に死を意識していた頃……その頃に近い感覚が体を走る。

　こちらの攻撃は当たらないのに、向こうの攻撃は当たるとか……本気でヤバい。

　はっきり言って、現状ではどうしようもない……。

　そう、現状のままでは。

　もしかしたらという希望も無い訳ではないが、それを成し遂げるためにはかなりの根気が必要だろう。何度も攻撃を受けなければならない。

　それも、出来るかどうかという怪しい部分だし……。

　俺はちらりとナヴィリオ達へと視線を向けた。

　全員が……それこそ騎士や冒険者も皆必死で、命を燃やして戦っている。

　ここで負ける事は死を意味している事を理解しているのだろう。

　その姿は、俺の中に勇気を灯ともす。

　だったら、俺がここで弱音を吐く訳にはいかない。逃げる訳にはいかない。

　やってやろうじゃないか！

「全く、とんだ期待外れだったな。……まぁ、精々耐えて耐えて断末魔を響かせてくれ」

　フリューゲルが一瞬で俺の目の前へと迫り、左拳が放たれた。

　それを意を決して受け止める。

「ぐっ！」

　再び感じる体の内側からの痛みは先程よりも大きく、俺はその場で膝を付いて倒れ、ジタバタともがく。

　痛みは直ぐに治まるが、俺は涙目になりながらもフリューゲルを睨む。

「ふー……ふー……。どうした？　俺はまだ死んでないぞ！」

「ほぅ。先程よりも強めに放ったが……まだまだ楽しませてくれるようだな！」

　やられっ放しは癪しやくなので、俺は瞬時に立ち上がって殴りかかるが、拳は避けられ、逆に殴り飛ばされて全身に痛みが走る。

　まだだ……。もっと……もっと……。体の中に意識を向けろ。

　着地と共に痛みが治まり、勢い任せに蹴りを放つが、それも避けられて服を摑まれると、そのまま地面へと叩きつけられる。

　体の内側から痛みが走り、治まる。

　歯を食いしばって、体を回転させながら蹴りを放つが、そこにフリューゲルの姿は無かった。

　蹴りの勢いで立ち上がり、どこに行ったと視線を回すが見つからない。

　すると、今度は背中に重みが加わり、俺の体はそのまま地面へとめり込む。

　痛みが走り、消える。

　だんだんわかってきた。

　どうやら、俺が蹴りを繰り出す前に空へと飛び、そのまま俺へと着地したようだ。

「無駄だ。お前の動きは単調すぎる。読みやすいと言った方がいいだろうか？　どれだけ強い力だろうが、俺には当たらんよ」

　俺の上に乗っているフリューゲルに対して体勢を崩すため無理矢理起き上がり、裏拳を放つが、その前に顔面を叩きつけるように蹴られ、拳はかすりもしなかった。

　体に痛みが走り、治まる。

　もう少し……。もう少しだ……。もう少しで摑めそうだ。

「まだ理解出来ないのか？　お前では俺に勝てない」

　そう言われても俺は諦めず、何度も挑んではやり返される。

　何度も体に痛みを感じては治まるを繰り返す。

「はぁ……はぁ……」

　そして今、俺とフリューゲルは対峙している。

　フリューゲルは無傷で悠然と立ち、俺の方は何度も地面に叩き付けられたおかげで汚れていた。

　呼吸を整え、最後に大きく息を吸って吐く。

「ふぅ～……」

　散々ボコボコにされて、ようやく出来た……と言うか、食べられるようになった。

　何をと問われれば、魔力をとしか言えない。

　体に走る波紋を感じている内に、あれ？　この波紋って魔力だよね。感じられるって事は、もしかして極食人で食べられるんじゃね？　そしたら、痛みが走る前に食べちゃえばいいんじゃね？　それなら、痛みは感じない訳だし、それに相手はＳランク。俺より格上って事は、ステータスも上がるんじゃね？　みたいな感覚で、やってみたのだが……。

　もの凄く一か八かの賭けだったが、出来ちゃった。

　さすがは悪あく食じきから始まった極食人。何でも食べられちゃうんですね。

　万能すぎて怖い……。もしかして、その内星すら食べられるようになるのだろうか……。

　それは勘弁して欲しい。

　いくらなんでも質量的に無理があるし、そもそも口がそこまで開かない。

　いや、もしそうなると飲むとかか？

　ちょっと想像してみよう。

　……。

　……無いな。

　そんな事を考えていると、フリューゲルが化物でも見るかのように、目に少しだけ恐怖を宿して俺を見ていた。

「な、何故だ？　どういう事だ？　あれだけ俺の魔力を受けたはずなのに、お前は生きている？　平気そうに立っていられる？　お前は本当に人間か？」

　失礼な！　人間だよ！　……少し違うようだけど。

「人間でお願いします」

「人間であるのなら、そんな事は言わんな！」

　フリューゲルが一気に間合いを詰め、勢いそのままに殴りかかってくる。

　その拳を摑んで受け止めるが、その瞬間、フリューゲルの魔力が俺の体に流れてきた。

　しかし、その衝撃が広がる前に、俺の極食人がその魔力を食べてしまう。

　平然としている俺に向かって、今度はフリューゲルの膝が迫って来るが、摑んだ手を引いて体勢を崩し、横合いから膝を殴りつける。

　ボギィッ！　と骨が砕ける破壊音が響く。

「があああああぁぁぁぁぁ！」

　フリューゲルが砕けた自らの足を抱えて倒れた。

　相変わらず俺のＳＴＲは凄まじい。

　先程までボコボコにされていたイライラから、多少本気で殴ったのだが……Ｓランクを相手に一発で破壊するのか。

　フリューゲルがふらふらしながら立ち上がると、再び構えを取る。

「ふっ……ふはっ……ふはははははっ！」

　何故笑う？　どこかで頭をぶつけたか？　ちょっと気持ち悪いんですけど……。

「いい……いいぞ！　やはり戦いというのはこうでなければ！　命がかかっているからこそ面白い！」

　その言葉の最後に、フリューゲルは体に力を込めて筋肉が盛り上がり、威圧感が増していく。

「……治さないのか？　その足」

「はっ！　俺に魔法が使えるように見えるのか？」

　いえ、全くこれっぽっちも見えません。

　足がそれでは、もう満足に俺の動きをかわす事も出来ないだろうに……。それでも戦うというのか……。

　まぁ、それなら最後までやってやるよ。

　俺は笑みを浮かべ、ゆっくりと歩いてお互いの拳が届く距離まで近付く。

　ここまで近いと、最早ただ単純に殴り合う事しか出来ないだろう。

「じゃあ俺は、まともに動けないアンタへのハンデとして、この距離でやってやるよ」

「……ふはははははっ！　そうかそうか！　Ｓランクの俺相手にハンデか！　いいねぇ、嫌いじゃないぞ、お前みたいな中身の伴った傲ごう岸がん不ふ遜そんな奴は！」

　俺達は互いに笑みを浮かべながら睨み合うと、壮絶な殴り合いを始めた。

　避ける事もせず、互いに殴り合う。

　正直俺にダメージは無い上に内部破壊も効かない。

　しかも、俺の与えるダメージはでかいのだが……それでもフリューゲルは倒れず、殴りかかってくるのを止めなかった。

　恐らく、やろうと思えば一発で終わると思うのだが、そんな気も起きず、フリューゲルを真正面から叩き潰すという意志を込めて拳を放ち続ける。

　時間にしてどれ程経っただろうか。

　数秒かもしれないし、数分かもしれないし、数十分かもしれない。

　いつまでも続きそうな俺達の殴り合いの、終わる時が来た。

　フリューゲルの拳が俺の目の前まで迫っていて、俺の拳がフリューゲルの腹部へとめり込んでいる。

「ぐっ……これだけやって無傷とは……本当に化物だな……」

「それは嬉しくない言葉だな」

「ふっ……。折角人が褒めているのに……」

「化物は褒め言葉ではないぞ」

「……まっ、今回はお前の勝ちだ……。また、やろうぜ……」

「それも嬉しくない言葉だな」

　フリューゲルは、そのまま前のめりに倒れた。

「ふぅ～……」

　俺は大きく息を吐く。

　いや～、なんか精神的に疲れた。魔力食べるとか慣れない事をした影響だろうか？

　正直言って、あのままだと負けるかもしれないと思ったし。

　俺は足元に居るフリューゲルへと視線を向ける。

　……寝てました。

　気絶しているとかではなく、グースカ寝てますよ、この人。

　豪快にいびきも搔いているし……なんか図太い人物だ。

　俺は溜息を吐いて周りを見回す。

　他の戦いはまだ続いているようだ。

　魔物の数も減ってきてはいるが、まだまだ現れている。

　赤鎧の集団も意外に粘り強いのか、苦戦しているようだ。

　もちろん、ナヴィリオ達も頑張っているが……もう少しかかりそうではある。

　そう眺めていると、メアルが空から俺の頭へと着地してきて、よくやったと言うようにペシペシ叩いてきた。

　俺はメアルの頭を撫でながら、思う所があってステータスを確認する。

　極食人で魔力が食べられるようになったし、それで何か変化しているかもしれないと思ったからだ。

　そうして、ステータス部分には多分変更が無いと思ってざっと流して、スキル部分を確認すると、予想通り変わっていた。





　スキル

　「剣術」Ｌｖ：２　　　　　「格闘術」Ｌｖ：８

　「気配察知」Ｌｖ：Ｍａｘ　「危機感知」Ｌｖ：３

　「真・極食人」（固有）　　　「状態異常ほぼ無効」

　「大地母神は過保護」（固有）

　「戦女神はノリノリ」（固有）

　「女神はイライラ」（固有）




　ｂｙ　女神　大地母神　戦女神






　……………………。

　おっとぅ～……。何やら新しい神様が増えている……。

　よ、よし。変更部分だけ見ていこう。

　格闘が上がらなかったのは淋しいが、危機感知が上がっている。

　何故と思いたいが、色々と危機的状況を乗り越えた結果という事にしておこう。

　そして、極食人が「真・極食人」に変わってる。






　「真・極食人」（固有）

　従来の能力から更に魔力も食せるようになり、魔力の質が高ければ高い程、美味しく感じる。

　そのため、その気で見れば、魔力の質と量を見る事が出来るようになった。








　か……。

　そう言えば、フリューゲルと戦っている時は味なんて気にしてなかったが……まぁいいか。

　しかし、魔力を食べるって……あんまり人には言わない方が良さそうだな。

　そして、女神様達の部分を見てみる。






　「大地母神は過保護」（固有）

　いや～～～！　私のワズ様がボコボコにされてる！　内部破壊の技ですってぇ～！

　そんなの許しません！　私の超加護で体内部もＶＩＴに比例するように強くしてやる～！

　えぇ～～～い！








　……なんだろう。この神様勝手に何やってんの？　何やってくれてんの？

　これじゃ、ますます人とは言えない……よう……な……。

　俺は急いで種族部分を確認する。





　種族：人族（62％）






　減ってるぅ～～～！　減っちゃってる～～～！

　減らしちゃいけない部分が減ってる～～～！

　本当に、何してくれちゃってるの、大地母神様……。はぁ。

　……。

　……減ったモノは仕方ないので、気を取り直して次を見る。






　「戦女神はノリノリ」（固有）

　いや～、久々に熱い殴り合いを見たな！　私も久々に血が熱くなった！

　もし会う機会があったら、私とも一戦やろうぜ！

　もちろん、最後にはがっちり握手だ！　約束だぜ？








　……え？　ここにも戦闘狂……いや、戦闘バカの方か？

　いやいや、やりませんからね。

　俺をそっち側に組み込むのはやめて下さい。

　溜息を吐いて、最後のスキルを見る。






　「女神はイライラ」（固有）

　ちょっと貴女達！　ワズさんは私の！　私のなんだから！

　変なちょっかい出さないで！　ワズさんもデレっとしない！

　私以外の神になびくのは許しませんからね！








　失礼な！　俺がいつデレっとした。

　むしろ、迷惑をかけられている感満載ですが？

　そもそも、いつの間に俺は女神様のモノになったのだろうか。

　しかも、他の神様達を牽制してるし……段々女神様の嫉妬心が強くなっているような……。

　大人しく、静かにしていて下さいと進言します。

　はぁ……。それにしても、俺のギルドカード内がなんか神様達の集会所みたいになってきてるんだが……まさか、これ以上増え……いや、考えるのは止そう。

　現実になった時、気が滅入りそうだ。

　俺は再び溜息を吐いて周りを見るが、戦いはまだ終わっていない。

　さて、どうしようか……。

　ナヴィリオ達の戦いは命の危機的状況にでもならない限りは手を出さない方が良いとして、魔物達と赤鎧の集団か……。

　さて、どっちを……いや、面倒臭いから両方潰すか。

　俺は戦場に向け駆け出す。

　メアルを頭に乗せたまま戦場へと赴いた俺は、まず手始めに進路上に居た、黒い鉄の棍こん棒ぼうを持っている牛型の魔物の頭を摑むと、未だ後方に湧き続けている魔物達に向けてぶん投げた。

　ボッコ───ン！　という破裂音と共に、投げられた牛型の魔物が通り過ぎた後には、数百以上の魔物の死骸がバラバラに点在し、魔物達の中に一本の線が出来あがったように見える。

　牛型の魔物自体は、速度の圧力に耐えきれなかったのか、既に事切れていた。南無。

　俺は空中へと飛び上がり、くちばしが鉄のように硬く鋭く尖っている大きな鳥へと迫り、そのくちばしを叩き割るようにして顔面をぶん殴り、そのまま振りかぶって魔物達が居る地面へと殴り落とす。

　バッコ───ン！　という衝撃音と共に、爆発と土煙が起こり、その周辺に居た魔物達はその衝撃で吹き飛び、他の魔物達へとぶつかりながら事切れていく。

　俺は体勢を立て直して、横幅が大きく、でかい緑色の口から涎よだれを垂らしている魔物の頭上から踵落としをしたのだが、勢いが止められず、そのままその魔物を真っ二つに引き裂き、一回転してから着地した。

　メアルが楽しそうにペチペチと拍手をしている。

　騎士団、冒険者達、赤鎧の集団、魔物達は、一体何が起こっているのかわからないとでも言うように、その場で固まっているが俺は止まらない。

　動いて動いて、全ての魔物を一撃で木こっ端ぱ微み塵じんにしていく。

　俺の行動で動きが止まって呆然としてしまっている騎士や冒険者へと、襲いかかろうとしているモノを見掛ければ、直ぐ様石を拾って投とう擲てきしたのだが、普通は視認出来ない程の速度をもって敵を粉砕していく。

　俺は円を描くように蹂躙していった。

　気が付けば、俺の後ろには数百、数千に及びそうな魔物の死骸が転がっていて、生きている魔物達は既に逃げ帰っている。

　この場に生きている魔物は一体も居ない。

　そして、これで終わりではなく、俺はそのまま赤鎧の集団が居る内側へと向かう。

　俺が迫って来るのを見掛けると、自分達の末路が容易に想像出来たのか、大多数の者は持っている武器を捨て、降参するように両手を上げる。

　さすがに戦う意志が無い者へ攻撃を加えるのは気が引けたので、近場に居る騎士達に任せた。

　というか、通ろうとするだけで道が開け、中には俺と目が合うだけで平伏しだす者まで居る。

　あれ？　俺まだ赤鎧の集団相手には何もしてませんけど？

　ただ、挑んでくる者も居るので、そういうのには持っている武器を砕き、盾、鎧を剝ぎ取って丸めてポイッ！　として、一発殴って気絶して貰う。

　そうして進んでいると、オーランドとキャシーさんが五、六人に囲まれて戦っている姿が目に入った。人数差があるが、中々拮きつ抗こうしているようだ。

「やぁ、オーランド、キャシーさん。良ければ手伝おうか？」

　俺は足を止め、それをチャンスとばかりに斬りかかってくる者を見もせず殴り飛ばす。

「くっ……い、いや、大丈夫だ！　これぐらい乗り越えられないようでは……騎士とは名乗れないからな！」

「そうだ！　……私達の事は気にせず、他の者達の所へ！」

　二人は相手の攻撃をいなしながら返答してきた。

　かなり息も上がってきているようだが、二人の技量の方が圧倒的に上であり、冷静に対処しているようなので問題は無いだろう。

「じゃ、ここは任せた」

「あぁ！　任された！」

「行ってこい！」

　俺はシュタっと右手を上げると、他の赤鎧の集団を倒しに向かう。

　殴り、蹴り、投げ、倒した者は騎士達に任せ、次々と駆逐していく。

　気の荒い者も居るので、そういう者は念入りにボコっておいた。

　すると、ドシンドシンという音を響かせながら、俺の倍以上はありそうな巨体の男が現れる。

「ぐへへっ！　おで、お前を殺──」

　ズドムッ！　という音と共に、俺の拳が赤鎧を砕き、腹に一発入れて沈んで貰った。

　まぁ、デカイだけだったな。

　俺は再び赤鎧の集団に向けて駆け出し、次々倒していく。

　気が付けば赤鎧の集団は壊滅し、様々な場所で呻き声が聞こえる。

　オーランド、キャシーさんも無事なようでほっとした。

　二人は周囲の様子を確認しながら、俺に向かって歩いてきて声をかけてくる。

「……ワズ、さすがにやりすぎじゃないか？」

「まさか、ここまで強いとはな……」

　俺もやりすぎたかなと思う。

　結局、魔物達と赤鎧の集団の半分くらいは、俺一人でやってしまい、二人には苦笑いだけで応えておいた。

　この場から魔物は居なくなり、赤鎧の集団も壊滅した。

　騎士達は動ける者が率先して仲間の傷の手当てや、赤鎧の集団を捕縛している。

　ナヴィリオ達の戦いには一切手を出さずに見守る事にしたようだ。

　騎士達もわかっているのだろう。この戦いはナヴィリオ達だけで決着を付けるべきだという事が。

　だが、そんな騎士達も俺の周りには決して近付こうとはしない。

　どこか英雄でも見るようなとでも言えばいいのか、決して近付いて来ず、チラチラと遠巻きに俺を見ている。

　そんなに見ないで……恥ずかしい。

　まぁ、俺がした結果は、人が出来る行動を確かに超えてはいるが……。

　正直言って、何か居心地が悪い。

　居心地の悪さを紛らわすように、俺はナヴィリオ達の戦いへと視線を向ける。

　未だ決着は付いていないが、優勢なのはナヴィリオ達の方だ。

　デンローガが如い何かに変貌しようとも、元々の能力が大した事無い上に、戦闘に関しての経験値が違うように見える。

　デンローガは、自身に宿った力を上手く使えていないし、ナヴィリオ達を倒せていない事に苛いら立だって、焦って攻撃が大振りになっていた。

　その大振りな攻撃を搔い潜くぐったナレリナの剣がデンローガの脇腹を斬り裂き、ナレリナへの追撃はナミニッサの結界が守り、レライヤさんの鞭が動きを止め、ナヴィリオの炎魔法で少しずつ体力を削そがれていく。

　この一連の動きを全て読み切って指示しているのがナヴィリオであり、素直に驚いた。

　どれだけ先を読んで動いているのやら……。

　とりあえず、安心して見ていられるが、いつでも飛び出していけるように足に力を入れておく。

　ナヴィリオ達の戦いも既に終盤へと突入している。

　デンローガの体には幾重にも傷付けられた痕あとが残り、炎魔法で焼かれた肌も治癒されず、そのまま残っていた。

　息を乱し、肩を大きく上下させて呼吸をしている。

　そして、デンローガが最後の勝負に出た。

　自身の長く鋭利な爪へと魔力を流し、猛然と叫びながら襲いかかる。

『ガアアアアアァァァァァッ！　この虫けら共がぁ！　死にさらせぇ～！』

　その叫びに大気がビリビリと震え、ナレリナへとその爪が向けるがナミニッサの結界で弾かれて大きく体勢を崩すと、レライヤさんの鞭がデンローガの足に巻き付いてその場に転倒させる。

　地面に仰向けで倒れたデンローガにナレリナが跨り、剣を逆さに持つと大きく振り上げた。

「これで終わりだっ！　デンローガ！」

　その声と共に、ナレリナの持つ剣の刀身が炎を纏い、デンローガの喉へと突き刺さった。

『ギャアアアオオオアアアァァァ……』

　デンローガの体が大きく砕け、爪や羽はぼろぼろと崩れて無くなっていく。

　そのまま命が終わりを告げるように、喉から血を流して地面に赤い水溜まりを形成した。

「「「オオオオオオオオォォォッ！」」」

　デンローガが事切れた事を理解した瞬間、騎士達が勝利の雄お叫たけびを上げる。

　俺とオーランドも拳と拳を突き合わせて互いに笑い合う。

　キャシーさんは感慨深そうに、目を閉じていた。

　そうしてこの付近一帯が歓喜の渦に包まれる中、ナヴィリオ達がこちらへと向かって来たので声をかける。

「終わったな。皆無事で良かったよ」

「あぁ。これで全て片付いたとは思わないが、一ひと先まずといった所だろう。しかし、まさかＳランクを独りで倒すとはな……。正直言えば、ワズが居なければどうなっていた事か……」

「そうですね。思えば、最初からここまでワズ様の御助力が無ければ、もっと時間がかかっていたでしょうし、命を落とす者も大勢居たでしょう」

「だが、ワズはそれだけの事を成し遂げたという事だ。もっと誇っても良いのだぞ？」

　ナヴィリオ達に褒めちぎられて、少々気恥ずかしい。

　俺は頰を搔きながら、互いの無事を喜ぶようにナヴィリオと握手を交わす。

　ナミニッサ達も笑顔を俺達へと向けているが、唐突に、まるで自分の存在を示すかのような、パチパチパチという拍手音が響く。

　その音が聞こえた方へと視線を向けると、そこには全身を黒色の服で包み、その上から黒いローブを羽織っている、大きなリュックを背負った行商人風の男。

　フードを目深に被り、口元しか見えないが弧を描くように歪んでいる。

　俺は、その男に見覚えがあった。

「お前は……確か、シロだっけ？」

「そうだよ～、ワズ。久し振りだね。それにしても、覚醒前とは言え、魔王を倒すだなんて！　王家の方々は中々お強いね。まぁ、元々が吹けば飛ぶようなゴミだったし、期待はしてなかったけど」

　その言葉だけで、シロが何をしたのかが理解出来る。

　まさか……シロがあの玉を……。

「……シロ。お前が、あの玉を渡したという行商なのか？」

「そうだよ」

　シロは否定もせず、まるで誇るように肯定した。

　それに反応して、ナヴィリオ達は身構えるけれど、俺は呆然としているままだ。

　どこか信じられないというか、信じたくないと言えばいいのか……。

　出会った時の印象がまだ残っているせいか、とてもそのような事をするようには思えない。

「……どうして？　それに、あの玉は一体何だ？」

「どうして？　何がどうしてこのような事って事かな？　それはもちろん、僕にも目的があるという事さ。それと、玉に関して言えば、教えるつもりは無いよ」

　そうして、シロは更に笑みを深くする。

「それにしても、命を懸けた素晴らしい戦いだったよ。と・く・に！　ワズの強さは常軌を逸いつしているね。一体どうすれば、そんなに強くなれるのか興味が尽きないよ」

　どこかから観察されているような気配を感じる。

「もしかして……最近『嫉妬』と『色欲』の反応が消えたようなんだけどさ、ワズが関わってたりするのかな？」

「その言葉が何を指しているのかはわからないが、玉を飲んだ奴なら二人程やっつけたな」

「そっかそっか。いや、別にそれに関して恨み事なんて言わないよ？　だって、ゴミがいくら消えようが、そんなの気にしないだろ？　普通さ」

　すると、シロは何かを考え込み、楽しそうな笑みを浮かべた。

「…………うん。ちょっと見たくなっちゃったな。果たしてワズと彼女はどっちが強いんだろうね？」

「彼女？」

「そう。彼女。そのためには、ワズ自らに彼女の所へと向かって貰わないと……。なんと言っても、彼女は『怠たい惰だ』だからね。だ・か・ら……」

　シロが素早い動きで懐から黒い結晶を取り出し、手の中で握り割る。

　すると、砕けた結晶から発生した黒い霧が空へと舞い上がった。

　俺はまた魔物か何かが現れるかと身構え、シロへと視線を集中させるが、不意に頭の上から重みが消える。

　どういう事かと視線を向けると、空中へと舞っていた黒い霧がメアルを中へと搦からめ捕とり、まるで檻とでも言うように再び黒い結晶化した。

「キュイッ！　キュイッ！」

「メアル！」

「ばいば～い！」

　シロが手を振り、俺は結晶を摑もうと手を伸ばすが、その手が触れる前にメアルを閉じ込めた黒い結晶は空の彼方へと消えて行く。
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　俺は即座にシロを敵意を持って睨む。

「メアルをどこへやった？」

「やだなぁ。別に危害を加える気は無いよ。大陸北方にある温泉街に居る彼女の所へと送っただけさ。早く迎えに行ってあげれば？」

　それだけ言うとシロは、何故か大きく溜息を吐いた。

「ほんと、残念だよ。友達付き合いが出来ると思ってたけど……次会う時があれば、敵同士だね」

　そして、パキンっという何かが割れる音と共に、シロの姿が消えた。

　俺は手を力強く握り締める。

「……行くのか？」

　オーランドの言葉に俺はゆっくりと振り返る。

「あぁ、メアルを迎えに行かないとな。オーランドも頑張れよ」

「そっちもな。ちゃんと顔見せに戻って来いよ」

　オーランドがにかっと笑い、ナヴィリオ達が集まって来る。

「このような形で行って貰うのは非常に残念ではあるが、必ず会いに来てくれ。私達はいつでも歓迎しよう。父様達もワズにはまた会いたいだろ……いや、会いに来る事にはなるだろうな。その時を楽しみにしている」

　ナヴィリオがどこか確信めいた事を言っているが、よくわからない。

　とりあえず、握手は交わしておいた。

　そして、道を譲るようにナヴィリオが横にずれ、そこからナミニッサとナレリナが現れる。

「ワズ様……。此度の事は本当にありがとうございました。メアルちゃんの無事を祈っております。そして、報酬の件ですが、父様、母様の許可を貰い次第、直ぐに向かいますから、メアルちゃんと共に待っていて下さいね」

「そうだな。そう時間はかからないだろう。父上、母上は私達の思いを尊重してくれるだろうしな。その時は、もちろん私も一緒だからな」

「……？」

　……報酬？　そんなのあったっけ？

　まぁ、いいか。きっと宝物庫か何かから貰えるのかな？　なら、貰えるなら貰っておこう。

　俺は了解するように、ナミニッサ、ナレリナへと頷きを以もつて返す。

　すると、二人は何故か破顔した。何故？

「ゴホンッ！　その時の護衛はもちろん私だ。私もお前に会いに行こう」

「は、はぁ……」

　キャシーさんが咳払いして、チラチラとこちらを見ながら言ってくる。

　苦笑いで返しておいた。

　そして、レライヤさんも俺に声をかけてきた。

「本来なら、このまま王都へと戻り次第、ランクを上げてやるんだが……事情が事情だし、仕方ない。ランクの方は冒険者ギルド支部にも話を通しておく。どこでもいいから私の名とバッジを出せば、ランクを上げて貰えるように通達しておこう」

「わかりました。ありがとうございます」

　レライヤさんにも感謝の言葉を述べ、全員の顔を見回してから告げる。

「じゃあ……またなっ！」

　俺は片手を上げてから、メアルが飛んで行った方向へ向かってその場を駆け出した。
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　一目惚れでした。

　指輪の魔導具でキャシーの無事を確認していると、赤い鎧を身に纏う集団に襲われ、咄嗟に家屋へと逃げ延び、結界を張る事で一時的に危機は脱しました。

　キャシーにも危機は伝わっていると信じて、そのまま待ち続けました。そして、私達を颯さつ爽そうと助け出した人物に心を奪われたのです。どこが？　と問われれば、頭の先からつま先まで、全てが愛しいと言えるくらい……もう完全に。

　なので、お互いの話をする際に意を決して……私という存在をアピールするために、彼の隣へと腰掛けました。

　そして、私達は自己紹介を始めたのですが、彼の視線はクミアの大きな胸に釘付けです。

　私だって、そこそこの大きさはあるんですよ？　ニッコリ。

　視線を慌てて逸らす姿は、少々可愛く感じました。

　素直とでも言えばいいのでしょうか？

　ただ、もう少し私と目を合わせていても、いいのではないかと思います。

　そうして、私は彼の名を聞きました。

　ワズ、ワズ、ワズ……。うん。覚えました。

　しかも、私達を取り囲んでいた赤い鎧の集団を一人で倒したそうで、その強さも相当なようです。

　きっとその力は、兄様、姉様を救い出す事に必要と感じ、私はワズ様とその友人であるオーランド様へと協力を頼みました。

　二人からは快かい諾だくを貰い、ワズ様は冒険者でもあるので、報酬を用意しなければなりません。

　ここで思い出すのは母様の言葉──これと決めた時は決して退ひいてはいけない、です。

　それが今ですね、母様。

　私は報酬として自分を差し出すと言いました。

　絶対にワズ様と結ばれてみせます。

　婚約者？　そんな人、元々気に喰わない人物ですし、関係ありません。これは父様と母様もわかってくれるでしょう。

　そして、キャシーから兄様、姉様がおかしくなった原因を教えられました。

　直ぐにでも助けに行きたい気持ちに駆られますが、さすがに夜も遅い時間を移動するのは危険なので、翌朝王都へと向かいます。

　翌朝の準備の時、緊張感を持ちながらオーランド様へと尋ねました。

「オーランド様、一つ聞いてもよろしいでしょうか？」

「はい、ナミニッサ様。なんでしょうか？」

「そ……その……ワズ様には……こ、恋人は居らっしゃるのでしょうか？」

　オーランド様が何かを察したかのように、笑みを浮かべます。

「居ませんよ」

　この場に誰も居なければ、私は飛び上がって喜んでいたでしょう。

　私は意気揚々として王都へ向かう支度を済ませます。




　そして、王都へと辿り着いた私達は二手に分かれて行動します。

　もう一人の協力者、ギルドマスターのレライヤ様をキャシー達に呼びに行って貰い、私とワズ様、メアルちゃんは共に王城へと向かって兄様、姉様の呪具からの解放を目指しました。

　ですが、王城へと入る前に嫌な人に出会ってしまいます。

　私の現・婚約者であるデンローガ様で、色々と話しかけられましたが、正直言えば頭に入っておりませんでした。

　早く、この場から去ってくれないかな、ワズ様に誤解されていないかな等を考えいる内に、デンローガ様とのお話は終了です。

　王城へと入り、兄様が居る場所へと向かう途中、急にワズ様に引き寄せられたのですが、どうやら文官から私の姿を隠すためであるとわかりました。

　そのような必要は無いのですが、ワズ様との距離が近過ぎて、心臓がバクバクと鳴り響いてそう告げる余裕がありません。

　程なくして解放されましたが、落ち着くのに時間が少々かかってしまいました。

　兄様の居る場所に辿り着いたワズ様が尋ねてきます。

「構わないな、ナミニッサ」

「はい、お願いします」

　私はいつでも手助け出来るように、心構えをしておきます。

　最悪の場合は、結界魔法でワズ様を守りながら一時撤退しなければなりません。

　ですが、その考えは杞憂に終わります。

　ワズ様はあっという間に兄様へと迫り、呪具を破壊しました。

　正気に戻った兄様と目が合います。

「……んん……ナミニッサ？」

「はい。ナヴィリオ兄様」

　兄様と共に無事を喜び合います。

　そして、兄様を救い出してくれたワズ様へ、感謝の言葉を贈りました。

「私からも、ナヴィリオ兄様を助けて頂き、ありがとうございました。ワズ様」

「いいって。協力するのを決めたのは俺なんだからさ。ナミニッサ」

　私はワズ様へと笑みを向けるのですが、そんな私の表情を見た兄様がぽんっと手を打ちました。

「なるほど。では、ワズ君……いや、ワズと呼ばせて貰おう。私の事はナヴィリオ……もしくは、ナヴィリオ義兄さんと呼んでくれて構わないよ」

「ナヴィリオ兄様！」

　……何故わかったのでしょうか。

　ですが、これは兄様も認めたという事に違いありません。

　ふふふ。まずは外堀から埋めていきましょう。

　しかし、完全に失念していました。

　そう、私と姉様の趣味嗜好は似ているという事を……。

　ワズ様は兄様の時と同様に、あっという間に姉様へと近付き、呪具を破壊してしまいます。

　そこまでは良かった。

　そう、そこまでは……ですが。

　倒れそうになった姉様を支えようとしたというのはわかります。

　ギリギリ許容範囲内です。

　けれど、少々長すぎませんか？

　私だって、まだそこまで密着した事無いのに……。

　正直言えば、羨ましい。……そう、羨ましいのです。

　私だって、抱き付きたいし、抱き付かれたい！

　それに、何やらワズ様と姉様の二人だけの世界を構築しているように感じます。

　周りに居る人達が目に入っていないような……。

　そんなの許しませんよ、姉様！

「ね・え・さ・ま？」

　ワズ様もワズ様です。いつまでそうしているつもりだったのでしょうか？

「姉様が意識を取り戻した事は、大変嬉しく思っています。もちろん、それを成し遂げたワズ様には感謝の言葉もございません。……ですが、いつまでも姉様と抱き合うというのは如何なものかと思います」

「キュイッ！　キュイッ！」

「……はい。すみません」

　メアルちゃんも、もっと言ってやって下さい！

　ワズ様は、もっと私達の事を考えて反省して下さいね。
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　一目で心を奪われた。

　理性を失っていても、体が言う事をきかなくても、記憶は残っている。

　傷付けたくないのに、私は騎士達に剣を向けてしまう。

　近付く者全てが敵に思えてしまった。

　それでも、私を守るように付いてきてくれる騎士達には感謝の心で一杯だ。

　だが、そんな心を持っていても、理性を失くせば騎士達を敵と見なしてしまう。

　違う、彼等は敵では無いと、いくら考えていても体は否応無しに剣を抜く。

　そんな私を救い出してくれたのが、目の前の彼。

　私は救われた事に安心しきって、目の前の彼へと体を預けてしまった。

　男性に抱かれるのは初めてだが……悪くない気分だ。

　私の心臓が音を鳴らす。彼の心臓の音が聞こえそうだ。

　ドクン、ドクンと、安らぎを感じる。

　このまま、彼の腕の中にずっと居られ──。

「コホンッ」

「ね・え・さ・ま？」

　兄上の咳払いと、妹の声で正気に戻る。

　ただ、その後の彼と妹の感じで理解した。

　妹も私と同じような気持ちを抱いているのだと。

　確かに、逞たくましい体だったからな。その気持ちはわかる。うんうん。

「大丈夫、大丈夫。取ったりしないって。寧ろ、分け合う？　と言った方が正しいかな？　詳しい事は父上達が起きてからになるが、そういう方向で動いた方が、お互い幸せになれると思うんだけど？」

「……わかりました。そうですね、そうするしかないでしょう。ワズ様の事を考えれば、姉様がそういう風になってもおかしくない事を失念していました」

　よくわかってるではないか。さすが、私の妹だ。

　二人でワズの事を幸せにしようではないか！




　そうして、次に父上と母上を起こしに向かったのだが、最初は不可能かとも思われたが、レライヤの助言を元に、ワズが連れて来たネクロマンサー・ニール様には驚いた。

　私も聞いた事がある程の、伝説上の人物である。

　……ちょっと手合わせ出来ないだろうか？

　ニール様から、父上達を起こすために必要な物を聞く。

　足りない素材はワズが取って来てくれるそうだが、それに私と妹が待ったをかけた。

「わ、私も連れて行って下さい！　結界魔法を使えますので、決して足手纏いにはなりません！」

「私もだ！　父上、母上が目を覚ますかもしれないというのに、じっとしてなどいられない！」

　私と妹は、兄上からの援護もあり、ワズと共に吸血鬼が居る場所へと向かう事になった。

　向かう途中、ワズに尋ねる。

「ワズの身体能力の高さはわかったが、馬術を身に付けようとは思わないのか？」

　そして、目くじらを立てる妹と相談の結果、行きは私が、帰りは妹が、ワズへと馬術を教える事になる。

　ワズを自らの前に乗せ、後ろから抱え込むようにして教える。

　それは至福の時間であった。

　何と言えばいいのか、頭を撫でたくなるというか、このままぎゅっとしたくなるというか……。

　も、もう少し胸を押しつけてアピールした方がいいだろうか？

　だが、それ以上の時間が私と妹を待っていた。

　野宿ではあるが、妹の結界魔法がある以上、それほど危険は感じていない。

　ワズから旅の目的を聞いた私達は、それは好都合だとほくそ笑む。

　だからこそ、就寝の時、私と妹はワズの両側から抱き付くようにして眠る。

　もちろん、ワズに襲われるかもしれないが、それはむしろ、どんと来いと言うべきか。

　そう言えば、母上が言っていたな。これと決めた時はガンガン攻めていけって。

　これもそういう攻めになるのだろうか？

　だが、結果としては襲われる事も無く、むしろ、私と妹は妙な安心を感じて早々に眠ってしまっていたので、朝起きてから向かった川で、身支度を整えながら妹と反省会をした。

　そして、いざ、吸血鬼と出会ったのだが……。

　いや、多くは語るまい。色々と想像していた者とは違っていたというだけだ。

　……結婚式には少しだけでもいいから参加してみたいな。




　足りない素材を手に入れた私達は王都への帰途についたのだが……ワズと妹が一緒の馬に乗っている。

　私から提案した事だし、行きは私がしたから文句も言えないが、妹も同じ気持ちを抱いていたのだろうか？　正直羨まし過ぎる。

　だが、私と妹の目的は一緒だ。

　ならば、もっと協力して、互いに応援していかなければ。

　だから妹よ。もっとガンガン攻めていきなさい！

　そうして、就寝時はまた妹と共に至福の時間を過ごし、王都へと戻った。

　程なくして、父上と母上は目を覚ましたのだが、その前に私と兄上、妹の三人で話を進める。

　兄上とは呪具装着時の記憶が残っているかの確認と共に、私達に呪具を渡した者の名を告げ合った。

　デンローガ・フレボンド。

　宰相の息子で妹の婚約者でもあるが、今回の件でそれは破談になるだろう。

　むしろ、願ったり叶ったりだ。

　既に、私と妹の間では、嫁ぎ先は決まっている。

　この事に妹も上機嫌で微笑んでいた。

　そして、目を覚ました父上、母上の無事を家族全員で祝う。

　さぁ、反撃だ！




　ワズが寝入っている事には驚いたが、妹と共に緩みきった寝顔を確認して大丈夫だとほっと安心した。

　そして、ワズが目覚めたという話を聞いた後に、私は先行してボンド平原へと向かう。

　兄上の策の通りに進めば、デンローガが現れるはずだ。

　模擬戦のような、手を抜いた戦いを経て、私達は敵が現れるのを待つ。

　少しして、デンローガが私達の前に現れる。

　良い度胸だ。こんな事を仕出かした覚悟は出来ているのだろうな。

　猫を被るのをやめたデンローガが黒い玉で魔物を呼び、赤い玉を飲んで変貌する。

　面妖な物を持っていたようだが、その程度の事で私達の怒りが止められるとでも思っていたのだろうか？　もしそうなら、随分と考えなしの頭脳だな。

　たとえお前が先王の息子だとしても、そんな事は関係無い！

　デンローガの事は私達王家の問題だ。

　それは、私達で解決しなければならない。

　ワズもその事を理解してくれるのか、フリューゲルを相手にしてくれるそうなのだが、Ｓランクというだけあって、その強さは尋常ではない。

　私達全員で挑めばどうにか出来るかもしれないが、それはデンローガが許してくれない。

　奴は早々に襲いかかってきた。

　さっさと倒してワズの所へ向かわねば……。

　私達がデンローガと戦っている内に、ワズがフリューゲルにやられていた。

　貴様！　殺す！

　注意を向けて出来た隙をつかれてデンローガの爪が迫ってくるが、剣で防ぐ。

　くっ……。今はデンローガとの戦いに集中して、早くケリを付けなければ！

　私達の連携は見事嚙み合っていた。

　往年のパーティーのような息の合ったコンビネーションで、デンローガを追い詰めていく。

　この指示を出しているのは兄上だ。

　兄上の上をいかない限り、デンローガに勝機は無いだろう。

　再び視線をワズへと向けると、今度はフリューゲルを圧倒していた。

　一体どれ程強いのだ、ワズは！

　さずが、未来の私達の旦那様だな！

　更に信じられない事が起こる。

　フリューゲルを打倒したワズは、あの大量に居た魔物達と赤い鎧の集団を、たった一人で潰してしまった。それだけの動きをしたにもかかわらず、息も切れていないし、疲れた様子も無い。

　どうやら、ワズは私達の想像以上の強さを保持しているのだろう。

　ワズがこちらの味方であった事が、勝利を導いたと言ってもいいのかもしれない。

　後は私達がデンローガを倒すだけだ。

　妹の結界魔法を切っ掛けに倒れたデンローガへと跨り、私は必殺の剣を放つ。

「我が剣は　全てを焼き尽くす刃やいば」

　私が唯一使える炎魔法によって、刀身に炎が宿り、そのままデンローガの喉へと突き立てる。

　そして、デンローガの命は散った。

　だが、これで終わりではない。

　勝利を喜ぶ私達の前に現れた行商人風の男が、メアルを大陸北方の温泉街へと連れ去ったのだ。

　……確か、そこには……。まさか、ワズと戦わせたい彼女と言うのはっ！

　ワズはこのままここで私達と別れ、メアルを迎えに行くそうだ。

　その事に、もちろん異論は無い。

　私達は一声ずつかけていき、再会の約束を交わす。

　絶対に会ってみせる。妹のナミニッサと共に……。




　その後、私達は王都へと帰還し、父上達に勝利の報告をする。

　デンローガは死亡したが、その育ての父親である宰相も関わっているのは間違い無いだろう。

　まだまだ安心には程遠いが、今日くらいは気を抜いてもいいのかもしれない。

　数日後、私と妹は、父上達の前に並ぶ。

「父上、妹と話し合いましたが、状況が一旦落ち着きましたら、私達はワズを追いかけて、彼に嫁ぎたいと思っております。……どうか、御許しを頂けないでしょうか？」

「父様、私からもお願いします」

「え？　ワズ君に？　いいよ」

　呆気なく許される。こんな簡単でいいのだろうか？

「二人がそれを望むなら、反対なんてしない。命の恩人でもあるし、余も好感を抱いているからな。それに、あのクソ宰相のクソ息子との婚約話だって無くなったんだ。まぁ、元々余達が眠っている間に決められた事だし、認める気も一切無かったしな」

「「ありがとうございます」」

　私と妹は手を取り合って喜ぶ。

「ですが、ワズは平民ですが、本当によろしいのですか？」

「いいよ、いいよ。後継ぎはナヴィリオが居るし、クソ宰相の相手をするのが嫌だから、王族である事もやめようかと思っていたが、ちょうど失脚させるネタも出来たしね。この機に乗じて膿うみを一掃して、領民達にとっても住みやすい国に造り変えるつもりだからさ」

　どうやら、父上達もやる気になっているようだ。

「私からも二つ良いでしょうか？」

　母上が私達に尋ねてくる。

「なんでしょうか？」

「ワズ君には、私達にもう一度ちゃんと会わせる事と、早く孫の顔が見たいわ」

「「わかりました！　必ず！」」

　孫ですね！　わかりました！

　私と妹は、母上に固く誓った。




　翌日、私と妹は、早速とばかりにワズを追いかける準備に入る。

　色々と片付けなければならない事はあるが、数日中には旅立てるだろう。

　そんな私達を訪ねて来る者が居た。

　レライヤだ。

　何やら私と妹へ、伝言を預かってきたらしい。

　レライヤを応接間へと通し、話を聞く。

「それで、一体誰からだろうか？」

「あぁ、南の勇者の元従者の一人であるアリアからだ」

「まぁ、久し振りですね。現在、彼女は？」

「もう行ってしまったよ。何やら人を探して旅をしていたようだが、ごく最近、教会からの指示で西南の王国でキナ臭い事が起こりそうだと言われ、それを調べに向かわなければならないと愚痴っていたよ」

「そうですか。会えなくて残念です」

「そうだな。向こうも残念がっていたよ。また一緒にゆっくり紅茶でも飲もうって言っていたよ。それと、その西南の王国が危険地帯になるかもしれないから、近寄らないようにだとさ」

「わかりました。気を付けておきましょう」

　ふむ。西南の王国か……。

　ワズがその面倒な事になりそうな事態に巻き込まれないといいが……。

　その前に会えるだろうか？








別章　　　城塞都市リニックでの後始末









　私とタタ、ユユナ、ルルナ、ネニャさんにギャレットさんは、城塞都市リニックへと向けて急いでいた。早く辿り着かないとワズさんが旅立っているかもしれないからだ。

　馬車を用意して貰い、一気に向かう。

　少しでも積載量を減らすために、私とユユナ、ルルナは風魔法で足に補助をかけ、木から木へと飛び移るようにして移動する。

　街道に出てからは、馬車へと乗せて貰った。

　その中で、ワズさんに助けられた話をお互いに語り合う。

　真っ直ぐにワズさんを求めるタタの心中は、私も同じなので好感が持てた。

　タタが来た時とは違って、かなり時間を短縮してリニックへと辿り着く。

　リニックの中へと入る際に、ギャレットさんが注意事項として、私達エルフとタタは目立たないように旅衣装のマントに付いているフードを目深に被るように言ってきた。

　どういう事か尋ねると、前領主と共に甘い蜜を吸っていた馬鹿な連中が、ワズさんへの仕返しと称してタタを捜しているかもしれないと言うのだ。

　はっきり言って、愚かな自業自得と言いたい。

　リニックの検問はギャレットさんの顔パスで通され、私達も特に調べられる事は無かった。

　そのまま、冒険者ギルドへと向かう。

　そこのマスターであるレーガンさんなら、ワズさんの行方を知っているはずだと、ギャレットさんが言っていた。

　だが、私とユユナ、ルルナ、ネニャさんの意識は別に向いている。

　リニックに入ってからずっと、こちらを見ている視線を感じるのだ。

　ギャレットさんも気付いているようだが、今は気にするなと言ったので、注意を向けるだけにとどめておく。

　そして私達は、特に邪魔が入る事無く、冒険者ギルドへと着いた。

「ワズの行方を知りたいだぁ？」

　私達がギャレットさんに導かれるまま着いた部屋に居たのは、頭に髪の毛が無い人物。

　その人物が、この街の冒険者ギルドのマスターであるレーガンさんだという。

　レーガンさんは、私達の事情を聞くと困り顔になった。

「まいったな……ワズはもうこの街に居ないぞ。今は、王都マーンボンドに向かってる」

　既に旅立ったようだ。一足違いだろうか。

　レーガンさんの話によると、オーランドという青年と共に王都へと向かったそうだ。

　共に居るのが女性でない事に、私とタタはほっと胸を撫で下ろす。

　ただ、徒歩で向かったそうなので、これから急げば王都に着く前か後で会えるかもしれない。

　今日はここまでの旅の疲れを癒すために一泊して、明日の朝向かう事にした。

　私達も魔法の酷使疲れがまだ癒えてないし、タタも少し疲れているように見えたための処置だ。

　それに、ワズさんに会う時は、タタと二人一緒でないと。

　宿の方は、レーガンさんの奥様が運営している「風の光亭」を紹介されたので、そこで一泊するつもりである。

　ワズさんも滞在中はそこを利用していたそうなのだが、同じ部屋に泊まれないだろうかと考えるのは、きっとタタも一緒だろうと思う。

　これからの話が決まり、宿へと向かうために冒険者ギルドを出た瞬間、私達は数十人の見るからに粗野な連中に包囲された。

　冒険者ギルドの中からも、同様の人達が出て来て逃げ場を封じられる。

「よぉ、ギャレット！　テメェがここに居るって事は、その中の誰かがタタって事だろ？　大人しく俺達に差し出せば、痛い目みなくて済むぜ！」

　連中のリーダー格だろうか？

　一番身形がきちんとしている男がギャレットさんに宣言する。

　きちんとしていると言っても、下品で粗野な顔は隠せていない。

　私達を値踏みするような視線には不快感しかなかった。

　恐らく、この連中がギャレットさんが言っていた前領主と甘い蜜を吸っていた連中なのだろう。

「タタを渡したら、どうするつもりだ？」

「そんなの決まってんだろ！　俺達でたっぷりと可愛がって、あのクソ野郎の前に引き出してやるんだよ！」

　……クソ野郎と言うのは、ワズさんの事ではないだろうな？

　私は自然と体に力が入るのを感じ、持っている細剣へと手をかける。

「なんだっけ？　あのクソ野郎の名前……そうそう、ワズだったかなぁ！　ボッコボコに痛め付けて、自分がやった事を後悔させてやる！」

　私は、ワズさんの名前が出た瞬間、ゆっくりとその男へ向かって歩いて行く。

「あっ？　なんだテメェ？　もしかして、テメェがタタか？　自分から出てくるなんてな」

「……やった事を後悔するのは」

「あ？　何だって？」

　私はその男の前に立ち、怒りを込めて細剣を抜き放つ。

「後悔するのは貴様等だっ！」

　一瞬で私に斬られた男は血を噴き、その場に沈む。

　私は細剣に付いている血を振り払うと、フードを取り、残った連中へと怒りの視線を向ける。

「自らの愚かな行いの結果を知るがいいっ！」

　その後は蹂躙だった。

　ネニャさんとルルナはタタを守りながら戦い、ユユナは槍を使って連中を串刺しにしていく。

　ギャレットさんは、剣で斬っていき、私は駆け回って細剣と魔法で一瞬の内に薙なぎ払っていった。

　気が付けば、騒ぎを聞きつけたこの街の冒険者達も加勢し、マスターであるレーガンさんも嬉々として連中を殴り飛ばしていく。

　連中はあっという間に戦える者が居なくなり、街の警備兵に連れていかれた。

　冒険者達は、何やらワズがやられるとメアルが悲しむと言って手助けしてくれたのだが……どういう事だろうか？

　まるで、この街ではメアルの方が有名で、人気があるという風に見えるのだが。

　それに少々気になったのだがマスターであるレーガンさんも含めて、手助けしてくれた全員が共通して、「ワズに何かあるという事は、メアルに何かあるという事……それすなわち、龍王様の降臨を呼ぶ事になる……そうなったら、この街は終わりだ。そんな事させてたまるか！」という事だった。

　……龍王？

　もしかして、中央の山に住まうという伝説の龍王の事であろうか？

　そう言えば、タタの話の中でもそういった者が出て来たような。

　……ふむ。ワズさんに関わる事であれば不思議ではないと納得出来てしまう。

　この騒ぎを見ていた住民からも歓声が上がり、後の事はレーガンさんとギャレットさんに任せ、私達は宿へと向かい、そのまま一泊する。

　希望通り？　ワズさんの使用していた部屋で、タタと共に一泊した。

　ふふふ。ここにワズさんが居たのか……。




　翌日、私とタタ、ユユナ、ルルナにネニャさんは揃って朝食を取ると、ギャレットさんが用意してくれていた馬車へと乗り込む。

　ギャレットさんは、このままリニックへと残って、レーガンさんを色々手伝うそうだ。

　レーガンさんの姉である冒険者ギルド東方王都本部マスターであるレライヤさんに会えば、ワズさんの動向もわかるだろうと教えられ、面会のための紹介状も書いてくれていた。

　そんな私達に、同行者が一人増える。レーガンさんの娘でもあるルーラだ。

　なんでも、色々な宿屋を見せて勉強させたいそうで、本人も乗り気だという事とメアルが懐いていたという事もあり、私達もそれに同意した。

　宿の方も住民が手伝いを申し出たそうで、旅の間もルーラは私達が守れば問題無いだろう。

　そして、私達はリニックを出て、王都マーンボンドへと向かう。




　正直、道中にルーラから教えられた宿屋道はきつかった……。








第二章　付いてきた者









　メアルが飛ばされた方向へと走って数分、俺は自分の後を付けてくる者の気配を感知する。

　それなりの速度を維持して走っているのに、気配は一向に消えない。

　常に付かず離れずだ。

　このままでは埒らちがあかないと、俺がその場で足を止めて振り返ると──。

「おや？　どうされましたか？　メアル様のためにも急ぎませんと」

「……いや、何故お前がここに居る？」

　ナミニッサの執事であるフロイドがそこに居た。胡う散さん臭い笑みと共に。

　俺は半眼で睨にらむように見ているが、フロイドは涼しい笑みで受け流している。

「私がここに居る理由は簡単でございます。ナミニッサ様の指示で、ワズ様に協力するためなのです」

「……協力？　いや、別に助けは」

「メアル様が飛ばされたであろう場所の心当たりも道案内も出来ますが？」

「……ちっ。それは必要だな」

「ワズ様。私も傷付く時は傷付くのですよ？」

　噓吐つけ。そんなようには見えないぞ。

　しかし、ナミニッサの厚意であれば素直に受け取るか。

　それに、目的を見失ってはいけない。今大事なのは、メアルを無事に取り戻す事だ。

「それで、メアルはどこに飛ばされたんだ？　北方にある温泉街じゃないのか？」

「はい。それは間違いないと思われますが、あの者が言っていた『彼女』という言葉と、人族をやめかけているワズ様を戦わせてみたいという事から推測すると、指し示される人物は恐らく『北の勇者・ハオスイ』様かと。北方の温泉街はハオスイ様が根城にしている場所ですので」

「おい、誰が人族やめかけてるだ」

　失礼な！　まだ人族だぞ！　そう言いきれるぞ！

　なんならギルドカード見せてやろうか？　まぁ、問題神が多数だから見せられないけど。

「それで、北の勇者ハオスイだっけ？　勇者なのに、シロの仲間なのか？」

「なんと言いますか、ハオスイ様は善悪に無頓着とでも言いますか。ただ、強い者を求める傾向がとても強い方なのです。そういった部分を利用されたのではないかと」

「ふ～ん」

「まぁ、お会いになれば、御理解頂けるかと」

　フロイドがそう言って、優雅に一礼する。

　その所作は完璧に執事なのだが、俺はその姿に対してどうにも胡散臭く感じる。

「で、ここから温泉街にはどうやって進むつもりなんだ？」

「そうですね。ここからなら三つの道がございます。一つ目は、このままぐるっと平地を回っていく最も安全で最も時間がかかる道。二つ目は、ここと温泉街の間にある山を越える道ですが、これは早いですが少々過酷な環境で最も危険です。最後に三つ目ですが、このまま進んだ先にある港町から船で航路を進み、温泉街近くの港町から向かう方法です。これは、そこそこ早く、そこそこ危険といった感じでしょうか」

「わかった。なら、三つ目で」

「かしこまりました」

　俺が三つ目を選んだ理由は簡単だ。

　急いでいるので遠回りは論外。山の環境も問題は無いだろうが、フロイドだとどうなるかわからないし、道案内が居なくなると迷う可能性がある。

　なので、三つ目を選んでおいた。

　もちろん、メアルの所に早く行きたい気持ちはある。

　けれど、そこで判断を見誤って余計に時間をかける訳にはいかない。

　妹も言っていた。急せいては事を仕損じると。

　俺は一旦、逸はやる気持ちを抑えるように大きく深呼吸してから、駆け出す。

　先程よりも速度を上げたのだが、フロイドは余裕で付いてきている。

「明らかに速度を上げたのに、よく付いてこられるよな」

「執事ですので」

　……やっぱ胡散臭い。こいつの事を信じていいのだろうか。

　そうして進んで程なくすると、向かう先に大勢の人が集まっているのが気配感知でわかった。

　ここは森の中である。明らかに怪しい。

　俺はフロイドに声をかけて、気配を消して近付いて様子を窺うかがう。

　そこには、三十人程の粗野な風貌でギラギラした男達が居た。

　間違いなく盗賊である。

　その中心に居る、髭ひげをもっさりと生やした大男が、この場に居る全員に向けて叫ぶ。

「よぉし！　テメェラ！　これからニディ村を襲うぞ！　あそこはたくさんの牛を飼っている。それだけ蓄えがあるって事だ！　たんまりと稼ぐぞ！」

「「「「「オオオオオォォォ！」」」」」

　何やら、ニディ村という所を襲うようだ。

　フロイドにその村の事を尋ねると、農業と畜産が盛んな村で、乳製品が絶品らしい。

　なんでも、たくさんの牛を飼っており、大切に育てられて、村の人達からも愛されている存在なのだそうだ。

　そして、ここはマーンボンド王国の領地内でもある。

　ナヴィリオ達のためにも、ここはこの盗賊達を退治しておくか。そう、手間でも無いし。

　フロイドへとそう告げると、懐からマスクを取り出して俺へと渡そうとしてきた。

　白黒模様の牛を模したマスクである。

「……何これ？」

「マスクでございます」

　いや、それは見ればわかるよ。

「……で、これをどうしろと？」

「ワズ様。ヒーローとは正体を隠すモノでございます」

　……うん。意味がわからない。

　俺は無言でマスクを受け取ると、盗賊達に向けて放り投げる。

「あぁ！　一枚しかないのに！」

　フロイドがマスクを追うように飛んでいき、空中で摑むとそのまま盗賊達の中へと着地した。

「なんだテメェ！　どこから来やがった！」

「お頭かしら！　話を聞かれたかもしれやせんぜ！」

「わかっとるわ！　テメェラ！　やっちまえ！」

　盗賊達はフロイドへと一斉に襲いかかる。

　フロイドは、ふむ、と一つ頷うなずくと、マスクを懐に仕舞い、迎撃していく。

　次々と盗賊達をやっつけていくので、中々の強さだ。

　まぁ、このまま見ているだけという訳にもいかないので、俺も参戦して一気に盗賊達をのしていく。

　その結果はもちろん盗賊達の花畑だ。

　この場所は街道から近いので大丈夫だろうし、そもそも盗賊達に慈悲をかけても仕方ない。

　一応、フロイドが連絡用の指輪魔導具を持っていたので、王都の騎士達にここの事を教えておくように頼んだ。

　連絡を取っているフロイドだが、結構動いていたのに汚れた様子は一切無い。

　戦いの動きも洗練されていて、執事というよりは武道家と言った方が納得出来る。

　というか、あの変貌したデンローガであっても普通に倒せそうだし、どう考えても只ただの執事とは思えない。

　だから、俺はほんの少しの興味本意で尋ねる。

「なぁ、フロイド」

「はい。なんでしょうか？」

「相当強いようだけど、どうして執事なんてしているんだ？　冒険者とか、そっち方面の方が活躍出来そうな気がするんだが？」

「……そうですね。私は一度全てを失って途方に暮れていたのですが、その時に出会った執事の方に感銘を受けまして、それ以来自分なりの執事を目指しているのです」

「……自分なりの執事？」

「そうです。自分なりの執事とは──

『し』──主人のためを思い。

『つ』──常に清く正しく美しく。

『じ』──自分のやりたいようにやっていいじゃないか。

　そんな執事に私はなりたい」

　……そんな執事は誰も要いらないと思う。

　いや、主人のためを思いって事は、不利益になるような事はしないって事なのか？

　やってる行動を考えれば、おもいっきり「じ」の部分を邁まい進しんしているとしか感じないが……。

　というか、そもそもコイツに関して俺があれこれと考えるのはおかしいな。

　別にフロイドの主人という訳でもないし。

　俺は大きく溜息を吐いて気分を入れ替える。

「はぁ～……。まぁ、頑張ってくれ。そろそろ行くぞ」

「かしこまりました。ワズ様」

　そうして俺達は港町に向けて出発した。








別章　　　出会う者達









　ワズ様を追いかける旅支度をしていると、再びレライヤ様が訪ねて来ます。

　私と姉様に会わせたい人達が居おり、迎えに来たとの事でした。

　その方達は、現在ギルドマスター室で待ってもらっているそうで、私と姉様はそこへと向かいます。

　一体どなたなのでしょうか？




　私達がギルドマスター室へと入ると、そこには六人の男女が居りました。

　三人はエルフで、その内の二人は兄妹きようだいでしょうか？　よく似た顔立ちをしております。

　その二人も美男美女である事は見てわかりますが、もう一人のエルフの方は、まるで絵画にでも描かれているような絶世の美女でした。

　銀色の髪が凄く似合っていて、同じ女性である私も見み惚とれる程です。

　残りの方々の内、一人は猫耳の獣人で目付きが鋭く、気のお強そうな印象を受けますが、もう一人の方は、大変お綺麗な方で、全てを癒すようなお優しい微笑ほほえみを浮かべていました。

　最後の方は、まだ幼そうに見えますが芯しんはとてもお強そうな女の子です。

　六人共が、私と姉様が入室すると席を立ち一礼されましたので、返礼してから対面のソファーへと座りました。

　レライヤ様は、そんな私達を見回せる席へと座り、心底楽しそうな笑みを浮かべています。

　……何故でしょうか？

　その笑みからは、何か面白い物を見つけた子供のようなものを感じます。

　レライヤ様が一通り私達を見回すと、手を叩いて注目を集めました。

「され、これで揃ったな。まず、こちらの御二人がこの国の王女である、ナレリナ・マーンボンドとナミニッサ・マーンボンドだ」

　レライヤ様の紹介に、私と姉様は座ったまま一礼しました。

「んで、こっちが手前からルーラ、ネニャ、タタ、ルルナ、サローナ、ユユナだ」

　向こうも同じように一礼します。

「そんで、どうして会わせたかと言うと……目的が同じなんだよ。ワズを捜しているっていうな」

　……。

　……え？

　さらっと言われて思考が止まりましたが、ワズ様を捜している？

　こんなお綺麗な女性達が？

　……ま、まさか？

「ぶっちゃけて言うと、サローナとタタはワズに愛の告白をするためだとよ」

　はい、来ました！　そうでしょうね！

　御二人共、お顔が真っ赤ですから、見ればわかります。

　私と姉様も、突然の事に呆ほうけてしまいます。

「更に突っ込むと、ナレリナとナミニッサもそのつもりだ。既に王達の許可も取ってるだろうな」

　言われてしまった！

　と言うか、何故わかったのでしょうか？　レライヤ様にはお伝えしていなかったはずなのに……。

　もしかして、わかりやすいのでしょうか？

　うぅ、私と姉様も顔が熱くなるのがわかります。

　視線をサローナ様とタタ様へと向けると、お互いに苦笑し合いました。

　いえ、確かにその可能性を考えなかった訳ではありません。

　姉様とも何度も話し合いました。

　ですが、いくらなんでも早過ぎます。こんな早い出会いは想定外です。

　私達は、たどたどしくはありましたが、お互いの事を話しました。

　共通している事は、皆様ワズ様に助けて貰った事なのですが──。

「私達は勘違いをというか、誤解を解いて想いを伝えたいのです」

　う・ら・や・ま・し・い～～～！

　ワズ様から想いを告げられているって、何て羨うらやましい。

　私と姉様はまだそんな段階にすら到達していませんよ。

　くっ！　サローナ様とタタ様には一歩リードされています。

　ですが、私と姉様も必ずワズ様の心を射止めてみせます！




　けれど、彼女達が本当に善よい人達で良かった。

　それは、こうして話していると、言葉の端々から感じられます。

　私達はきっと仲良くなれます。

　いいえ、同じ人を好きになったのです。仲良くなりたいです。

　それに、ワズ様の目的にハーレムとありました。

　彼女達もその事は聞いているそうなので、何も問題はありません。

　そう、私達はワズ様のハーレムメンバーなのです。

　これから一緒に居る方達が、彼女達で良かったと心から思いました。

　それは、彼女達も同じようで、私達は自然と笑みを向け合い、私は対面に座るサローナ様へと手を差し出します。

「私達、仲良くやっていけそうですね？」

「……えぇ、もちろん」

　サローナ様が微笑んで、差し出した私の手と握手を交わします。

　隣では姉様とタタ様が固い握手を交わしていました。

「必ずワズ様へと追い付いて、共に幸せになりましょう！」

「「「はい！」」」

　四人で手を合わせ、決意を固めます。

　たとえ、再び出会った時に他の方が居ても問題ありません。

　その方も巻き込んで、もっと幸せになるだけです。

　連絡要員としてフロイドを送り、ワズ様の現在位置は筒抜けなので、手早く出発準備をしなければ。

　サローナ様達もお手伝いしてくれるそうなので、予想よりも早く向かう事が出来るかもしれません。

　ふふふ……ワズ様。ちゃんと私達の事も受け止めて下さいね！
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「オロロロロロロロロロロ……」

　吐と瀉しや物ぶつが海へと舞い落ち、海面と綺麗に混ざって流れていくのが見えた。

　小さな虹も出来ている。しかし、盛大に吐いたな。

　フロイドが……。




　港町へと辿り着いた俺とフロイドは、ちょうど船が出港する所だったので、急ぎ船へ乗るための旅券を買い求めようとした……のだが、そこではたと気付く。

　しまった。ほぼ全財産はメアルの時空間魔法の中だ。

　そして、ここにメアルは居ない。つまり、俺は無一文に近いという事である。

　少しでもいいから金を稼がないといけないと思ったのだが、フロイドが急ぎ旅ですのでと立て替えてくれた。

　まさか、こんな形でフロイドの存在に助けられるとは……なんか屈辱！

　そうして、俺とフロイドは船へと飛び乗って、目的地の港町へと向かったのだが、そこである問題が起きた。

　そう、フロイドが船酔いしたのである。……そして。

「オロロロロロロロロロロ……」

「はいは～い、全部吐いちゃえば、少しは楽になるからね～」

　俺の片方の手は、代金を立て替えて貰った分として、優しくフロイドの背をさすっている。

　もう片方の手は、そのフロイドの隣で吐いている男の背中をさすっていた。

　この二人は、船の甲板で並んで吐いているのだが、正直に言えば、相乗効果で余計に吐いているんじゃないかと考えてしまう。

「申し訳ございません、ワズ様。こんなにも船に弱いとは思──」「悪いな坊主。俺は海が苦手──」

「「オロロロロロロロロロロ……」」

　はぁ……ほんと、どうしてこうなったのだろうか？

　フロイドも最初は普通だったのだが、船の縁で吐いていたこの男を視界へ入れた途端、並んで吐きだしたのだ。

　所々話す言葉を整理すると、どうやら船に乗るのは初めてのようで、まさか自分が船酔いになるとは思ってもみなかった……ような事を言っている。

　俺はそんな話を聞きながら背中をさすり、船員に頼んで水を持ってきて貰い、口をゆすぐ等も手伝った。もちろん、俺自身も船には初めて乗ったが、特に問題が無かったために、このような事になっている。
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　もしかして、状態異常ほぼ無効が働いているのだろうか？

　……確か、山の上層にある湖で、魔物の攻撃による津波を受けてぐわんぐわんされた事はあったが……そのあたりが影響しているのかもしれない。

　くっ、危機感知と違い、なんて働きモノなんだ。状態異常ほぼ無効。

　俺もいっその事、船酔いになって「「オロロロ……オロロロロロ……」」なくて良かった。本当に。

　良い仕事しますね。状態異常ほぼ無効さん。

　そして、フロイドの隣で吐いている男なのだが、黒髪の長髪に、動きやすそうな服を身に纏まとっているのだが、露出している部分からは充分鍛えられているのがわかる。

　腰に二本の剣を交差するように差していて、顔立ちは切れ長の目をしており、今まで出会った中で一番の男前だと思う。まぁ、今は船酔いで辛そうな表情ではあるが……この人も俺達と同様に駆け込み乗船して来た者の一人だ。

　そして、暫しばらくするとほんの少しだけではあるが、二人の顔色が戻った。

「背中をさすって頂き、ありがとうございます」

「助かったぜ、坊主」

　二人が、俺に感謝の言葉をかけてくる。

　フロイドは、そのまま自分の隣に居る男の顔を、どこか確認するように観察しだした。

　仲間意識でも芽生えたのだろうか？

「もしや、あなた様は『疾しつ風ぷう迅じん雷らいのグレイブ』様ではないでしょうか？」

「その名で呼ばれるのは、なんか恥ずかしいんでやめてくれ。それに、俺は一冒険者でしかねぇんだ。様付けはやめてくれ。同じ船酔い仲間だろ？」

「それは申し訳ございません。私は執事ですので、相手の事は自然と様付けになってしまうのです。なので、ご容赦を」

「疾風迅雷？」

　なんか、名前の前に変な言葉があったな……あれ？　そういう呼び方……どこかで聞いたような……。なんだっけ？

「そうですね。ワズ様にもわかりやすくお伝えするのであれば、グレイブ様は『Ｓランク冒険者』なのでございます。数々の武勇伝をお持ちの、見た目とは違って屈強な方ですね」

「へ～……」

　あぁ！　そう言えば、Ｓランク冒険者にはあだ名が付くって言ってたっけ！

「中でも有名なのが、あだ名とは違う別称である『ハーレム王』でございましょうか？　世界中至る所に、グレイブ様の奥方様達が居られるそうですよ」

「そうだな。俺は妻達に随分助けられているよ。今は百九十五人居るしな」

「ひゃっ！　……師匠っ！」

　俺はグレイブさん……いや、師匠へと即座に跪ひざまずく。

「自分にハーレムを築く方法を、どうかご教授下さい！　お願いします！」

「……」

　師匠は無言で俺を指差し、確認するようにフロイドへと視線を向ける。

「えぇ、冗談の類たぐいでは一切ございません。ワズ様は本気でございます。……そう、ほ・ん・きで、ハーレムを目指しているのでございます。それで、グレイブ様に色々教わりたいという事でしょう」

　フロイドめ……。今、俺が迂う闊かつに動く訳にはいかないという事を理解してやっているな！

「……本気なんだ？」

「はいっ！」

　師匠が俺に問うてきたので、真っ直ぐ見み据すえて答える。

「……そっか。でもなぁ、何か教えろって言われても、特に無いとしか言えないんだよなぁ。ハーレムという状況がまず特殊ではあるし、それも個々人によって成り立ち方は全く違う。俺の場合も始まりはもちろんあるが、他の者には参考にならないだろうし……。ただまぁ、一つだけ言えるのは、ハーレムを築くのであれば、きちんと皆を愛する事だ。上下や強弱という言葉はあまり使いたくないし……そうだな、それぞれに愛し方は違うかもしれないが、そこに愛が無いのならそれはハーレムとは言えない。お前は皆をきちんと愛している自信はあるか？」

「まだ一人も居ません、師匠」

「え？　そうなの？」

　俺が正直に答えると、師匠はポカーンと呆あきれ顔になる。

　その後、自分の言動を思い返したのか、恥ずかしそうにした。

「う、うぅん……。そ、そっか。これからか……。なら、俺から言える事は、確かに自分からの努力も必要だがそれは相手にも必要な事だ。一方だけの思いでは成り立たないし、お互いが納得して出来ないと、歪いびつな形になって破滅するだけだ。だからまぁ、成る時は成るぐらいの心構えでいた方がいいと思うぞ」

「なるほど。さすがです、師匠」

　やはり、実際そうなっている人から聞かされると、安心するというか、納得するというか。

　まぁ、師匠の言葉通り、自分なりのやり方で進んで行こう！

「あぁ、それと、師匠ってのはやめてくれ。背中をさすられた立場としても、とてもじゃないが似合っていねぇ。普通に名で呼んでくれ」

　師匠が俺に向かって、にかっと笑みを向ける。

　なんというか話している印象だと、とても懐が大きそうな感じがした。

　ギヴィリオ王と気が合いそうだ。

「わかりました。し──グレイブさん。自分はワズと言います。グレイブさんと同じ冒険者で、ランクは『Ｃ』です」

「あぁ、よろしくな、ワズ」

「では、私も。執事のフロイドと申します」

　グレイブさんへの紹介に合わせて、フロイドも自己紹介する。

「おぉ！　面白い組み合わせだな。冒険者に執事が付いてるとは！」

「そうですね。色々あったという感じというか……」

「ワズ様は、私の主人でございます」

　噓を吐くな。噓を。

　というか、お前の主人って事は、お前が迷惑をかける人物という事だろ？

　そんなの俺はごめんである。

「誰が主人だ。誰が！」

「おっと、これは失礼しました。『まだ』……という言葉が付きましたね」

　そんな未来は無いと思いたい。

　俺が半眼でフロイドを睨んでいると、グレイブさんが尋ねてきた。

「それで？　俺は温泉街に居る妻の一人に会いに行く途中なんだが、二人はどうしてこの船に？」

「それは……」

　とりあえず、マーンボンド王国に関する事は避け、大事なメアルが攫さらわれた事と、攫われた先が温泉街である事を告げ、今はそこに向かう途中であると教えた。

「そっか。目的地は一緒だし、ここで会ったのも何かの縁。一緒に行くか？」

「そうですね。こちらも色々お聞きしたいし、宜よろしくお願いします」

　そうして俺達が互いの事を話し合っていると、船体が急に大きく揺れ出す。

　その揺れで、フロイドとグレイブさんは再び船酔い状態へと移行した。

「「オロロロロロロロロロロ……」」

「まったく……。一体何なんだ？」

　俺は二人の背中をさすりながら、近くを通った船員へ確認する。

「ヤバいんだ！　近海の主が現れやがった！　早く逃げないと！」

　そう言う船員が指差す方向へと視線を向けると、そこには海の上へと顔を出している巨大な蛇が居た。体長は海に入っている部分もあるためわからないが、胴回りは直径で三メートルはありそうに見える。

　その巨大な蛇が、獲物を見つけたかのように大きく波を起こしながら船へと近付いて来ていた。

　近付いてくる度に大きく波が起こり、何度も船体が揺れる。

　俺は一旦二人の背中をさするのをやめ、一瞬で船の先へと移動すると巨大な蛇目掛けて跳ちよう躍やくした。

「今は！　それどころじゃねぇんだよっ！」

　程良い力加減で殴ると、ドッパアアァァッン！　という破裂音と共に、巨大な蛇の頭部が爆発するように弾け飛び、そのまま絶命する。

　ぐらりと巨体が海面へと倒れ、最後の攻撃とばかりに波を起こす。

　フロイドとグレイブさんは気持ち悪そうに吐いていた。……すみません。

　そうして船を飛び出した俺だが、戻る時は海の上を走って戻った。

　船へと辿り着くと、船員や乗客達から次々に感謝の言葉を贈られる。

　船長からも、頭を下げられた。

　そうして俺は、フロイドとグレイブさんの背中をさする作業に戻る。

「さすがワズ様でございます」

「とんでもなく強いんだな、ワズは」

　二人も力無い笑みを俺に向けていた。

　はいはい。気持ちはわかったから、顔は船体の外に出してようね。

　ちなみに、巨大な蛇の胴体の一部は船体にくくり付けて運んでいる。

　なんでもそれなりの金額になるらしく、大半は俺の懐へと入るが、一部は運んで貰った手間等も考えて船員達へと渡す予定だ。

　その事を知って、船員達は嬉き々きとして手伝ってくれた。
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　穏やかな海原を船が進んで行く。

　船酔いになっていない俺は、潮風を受けて海を感じてのんびりしていた。

「そっか、フロイドはナミニッサ王女の専属執事で、ワズはマーンボンド王国の英雄か。確かに近海の主を倒した時の動きを思い出せば納得だな。……てか、王家関係ってドロドロな事が多いな。やっぱり俺には合わねぇや。そんな所と関わりを持たないようにしていて正解だな」

「確かに、グレイブ様がどこかの国に肩入れしたという話は、お聞きした事がございませんね」

「だろ？　出来るだけ避けてるからな」

　フロイドとグレイブさんは随分と仲良くなっていた。

　多分、同じく船酔いになって隣で吐き合った結果なのだろうが……。フロイドよ。そんな簡単に王家の内情を話して良いのかと言いたい。

「しかし、ワズはなんでＣランクなんだ？」

「Ｃまで一気に上がったんだけど、それより上はなんかそんな暇が無かったというか、手間だからと断られたというか……」

「まぁ、普通に考えれば、フリューゲルが敵かなわないんなら、俺でもワズには勝てねぇな。アイツはＳランクの中でも強さだけなら上位に位置するし、俺もＳランクだが強さだけなら下の方だし」

「へぇ～」

　いつでも二人が吐けるように、船の縁で話をしていたのだが、船が小さく揺れると同時に、俺の耳に届く音があった。

　─────ドクンッ……ドクンッ─────。

　今までよりもハッキリと聞こえる心臓の鼓動のような音。

　そして、気付く。

　何やら、音の強さが増しているという事に……。まるで、ゆっくりと目覚めようとしているような……そんな感じだ。

　そして、この音は俺にしか聞こえていないようで、一体何なのだろうかと考える前に思い出す。

　この音は、魔物を呼び寄せる黒い玉を使った後に聞こえていた。つまり……。

　俺はまさか？　と思いながら縁から身を乗り出して、遠くの海原を見渡す。

　その途端に船が大きく揺れ、フロイドとグレイブさんは即座に縁から顔を出して、いつでも吐ける態勢へと切り替わる。

　駄目だ、コイツラ……使えない。

　船底へと視線を向けると、そこには海面を覆う程の大量の魚群が、一心不乱に同じ方向へと向かっていた。まるで、何かから逃げるように……。

　魚群が向かう方向とは真逆へと視線を向けると、そこには遠目からでもわかる程の大量の魔物達がこちらへと迫って来ていた。ただ、狙いは俺達という訳ではなさそうである。

　というのも、このまま船が先へと進めばぶつからないからだ。

　魔物達も、船の動きを追っている訳ではなく、どちらかと言えば魚群を対象にしているように見えた。まぁ、方向転換しないとは限らないが……。

　しかし、魚群が魔物達による無慈悲な一方的被害を受けている光景は、見ていて気持ちが良いモノではない。

　俺がその光景に顔を顰しかめていると、フロイドが青白い顔で話しかけてくる。

「うっぷ……。ワズ様のお好きなようにされるのが一番か──オロロロロロ……」

「はいはい。好きにしますよ……っと」

　フロイドとグレイブさんの背を軽くさすり、縁へと足をかけ、そのまま海面へと飛び降りる。

　魚群を傷付けないように気を付けて、俺は魔物達が居る方向へと海面を一気に駆け、勢いそのままに魔物達が居る箇所へと拳を叩きつけた。

　ドッパアアアァァァッン！　と、人の何倍もありそうな大きな水柱と飛沫しぶきが立ち昇り、魔物達は空中へと放り出される。

　海面を蹴り、放り出された魔物達に向かって跳んで行く。

　殴る反動で次の魔物へと向かい、それを繰り返して殴る蹴るで魔物達を討伐していくが、空中へと放り出された魔物の数は、海中に居る魔物の数に比べると微々たるモノだ。

　未いまだ海中の魔物達は魚群を襲っている。

　俺は小さく舌打ちして、落下の勢いを利用してもう一度海面を殴ろうとしたのだが、動物の骨のような銛もりが飛んで来た。

　体勢を変えて銛を粉砕するが、次々と同じような物が飛来してくる。

　それを投とう擲てきしてきているのは、上半身は人型なのだが背ビレや鱗が見える事からどちらかと言えば魚と言える姿に、下半身は完全に魚類であるという魔物だった。

　それが何十体も居て、それぞれが次々に手に持つ銛を投擲してくる。

　まぁ効かない事はわかっているし、適当に払いながら海面を蹴るために体勢を整えた瞬間──俺の動きが一瞬だけ止まった隙をついて海中から魔物が飛び出し、体当たりと共にそのまま海中へと抱え落としてきた。

「ぐっ……」

　咄とつ嗟さに手で口を塞ぎ、空いているもう片方の手で体へとしがみ付いている魔物を殴って退しりぞける。

　泳いで海面へと向かうが、海中へと届く光が遮さえぎられる程の魔物達が現れ、一斉に襲いかかってきた。

　迎撃しようとするが、服が海水を吸って上手く動かせない。

　しかし、原因はそれだけでは無かった。

　よく見ると、いつの間にか俺の体に纏わり付いている白く太い触手がある。

　触手を引き千切る前に魔物達が俺に体当たりをかましてきて煩わずらわしい。

　カウンターの要領で殴り殺していくが、数が減っているようには見えなかった。

　俺の口から漏れる空気の量が増えていく。

　それに焦あせりを覚えた瞬間、何本もの白く太い触手が俺に絡み付き縛り上げると、一気に海底へ向けて引き摺ずり込まれた。

　その先で見たモノは巨大なイカの魔物で、俺を縛り上げている触手はそいつの手足だ。

　力を込めて触手を引き千切る。

　呼吸を求めて海面へと向かうが、大量の魔物に邪魔され、その内に触手が新たに生えたイカの魔物が俺を再び搦からめ捕とって引き摺り込む。

　魔物達の攻撃で傷付く事は無いが、問題はそこではない。

　呼吸が出来ないという事は、このまま[image: ]れて死んでしまうという事だ。

　というか、そろそろ本気でヤバい。

　俺は最後の力を振り絞って触手を引き千切るが、そこに意識を集中させたのが不ま味ずかった。

　意識外から魔物の体当たりを顔面に喰らい、空気が一気に漏れる。

「ごぽぉっ……」

　急いで口を閉じるが漏れた空気は戻らない。

　ヤバい……意識がだんだん薄れていく……。

　イカの魔物に再び縛られ、魔物達の体当たりは続くがまともに迎撃出来ない。

　本当にヤバい……このままここで終わるのだろうか……。

　くっ……何も出来ずに……。




　体から力が抜けていく……。

　残りの空気も口から出ていき、泡となって昇っていく……。




　……このままここで死んでしまうのだろうか……。




　歪ゆがむ視界の中でイカが笑っているように見えた。

　──いや！　駄目だ！　死ぬ訳にはいかない！

　俺はメアルを迎えに行くんだ！　約束も果たせぬまま終わる訳にいくか！

　それにハーレムだって出来ていない！

　その邪魔をするってんなら、上等だ！　殺してやる！

　たとえ人じゃなくなろうが、そんなの関係無い！




　──力だ！　もっと力を！




　今まで感じた事が無いような力が、体の奥底から奔ほん流りゆうとなって溢れてくる。

　──いつまでじゃれつくつもりだ。イカの分際でっ！

　触手を無造作に引き千切る。

　醜いイカの魔物が即座に切れた先から触手を再生させるが、その間に俺は辺りを泳ぎ回っている魔物達を見回す。

　こちらを警戒するように、周囲をぐるぐると回って鬱うつ陶とうしい。

　一気に体へ力を込めて、海底に向かって拳を放つ。

　ドッッッッッッッッ！　パアアアアアァァァァァッン！

　放った拳の衝撃で、この辺り一帯の海水が弾け飛ぶ。

　周囲を見渡せば、大体そこらの島が二、三は余裕で入るくらいの広さが出来ていた。

　そのまま海底へと着地し、体の中に残る海水を吐き出す。

　周囲に海水は無くなり、魔物達やイカの魔物がビチビチと跳ねている。

　しかし、陽の光は良いものだ。光を浴びている内に、海水が戻って来るのが見えた。

「急がないといけないな」

　そう呟つぶやき、一気に駆ける。

　そこかしこで跳ねている魔物達を、次々とぶっ飛ばしながらイカの魔物へ向かっていく。

　時に殴り、時に蹴り、偶たまに石を投げつけたりしていたのだが、いつも以上に力が上がっている事に気付いた。

　一撃の威力が大きくなっているのか、大体四、五匹が同時に散っていく。

　どういう事だろうか？　体の内から溢れている力の影響だろうか？　まぁ、今はこいつらをぶっ飛ばすと決めてるし、関係無いか。むしろ、都合が良い。

　と考えながらやっていると、その途中でこの場に魔物達以外の存在が居る事に気付いた。

　先程まで逃げ回っていた魚群が、至る所で跳ねているのだ。

　一体何故？　と思ったが、魚群の向かっていた方向は俺が元居た場所へと向いている。

　恐らく、俺を助けようとしていたのではないだろうか、と考えてしまう。

　魔物達に直すぐ殺されるとわかっているだろうに……。

　俺は魚群が示した勇気と優しさを嬉しく思い、微笑んだ。

「死なせる訳にはいかないな」

　手で優しくすくって、迫る海面へと向かって放り投げる。

　魔物達をぶっ飛ばしながら、魚群も救っていった。

「さて、残るは……」

　それほど時間がかかる事もなく、この場に残るのは俺とイカの魔物だけとなった。

　イカは触手を振るってくるが、そんなものこうなっては一切効かない。

　迫ってくる触手を一本摑むと、そのまま引っ張り、イカを眼前へと持ってくる。

　イカは引っ張られる勢いにバランスを崩し、俺を潰すように倒れてきたのだが、その前に手を握り、空に向けるようにしてイカを全力で殴る。

　乾いた破裂音と共に、イカの魔物はこの世から消え去り、空にあった雲は散るように大穴を開けて、一切遮るモノが無くなった陽の光がこの場を照らした。

　はぁ～、さっぱりした。

　一息吐くと、その場で飛び上がる。

　すると、俺が居た場所に波が立ち、海は何事も無かったかのように元へと戻っていく。

　後は来た時と同じ要領で海面を走りながら船へと戻り、甲板に着くと同時に意識を失う……。
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　……気が付くと船の甲板で寝そべっていた。

　ゆっくりと目を開くと、見えたのは青空である。

　ゆらゆらと揺れる船を感じながら、俺は先程の出来事を思い返す。

　……あの力の奔流はなんだったのだろうか？

　今は、その力を感じない。いつも通りと言っていいだろう。

　う～む。……ほんと一体なんだったのだろうか？

　あっ！　そうだ。ギルドカードでステータスを見れば、もしかして何か変化しているかもしれない……でも、見たら終わりのような気が……。

　しない！　しないったらしない！

　きっと気のせいだ！　何か悪寒がするけど気のせいだ！

　それにこのままモヤモヤしてるより、色々わかってスッキリするはず！

　俺は指を嚙んで血を滲にじませると、覚悟を決めてギルドカードを確認した。





名前：ワズ　　　種族：人族（51％……ギリ）年齢：十七歳

ＨＰ：最早数値化出来ません　　　　　ＭＰ：今は無し

ＳＴＲ：我が一撃は星を粉々　　　　　ＶＩＴ：神剣でも斬れません

ＩＮＴ：魔法は使えません。今は　　　ＭＮＤ：無意味

ＡＧＩ：次回をお待ち下さい　　　　　ＤＥＸ：迂闊に物作りをしないように







　スキル

　「剣術」Ｌｖ：２　　　　　「格闘術」Ｌｖ：８

　「気配察知」Ｌｖ：Ｍａｘ　「危機感知」Ｌｖ：５

　「真・極食人」（固有）　　　「状態異常ほぼ無効」

　「神格化」（固有）現在使用不可

　「固有魔法：神」（固有）現在使用不可

　「海女神の愛は大海原のように大きい」（固有）

　「戦女神は楽しくて仕方ない」（固有）

　「大地母神はＭ」（固有）

　「女神はヤンデレ化しそうになっている」（固有）




　ｂｙ　女神　大地母神　戦女神　海女神






　……見なきゃ良かった。

　俺は大きく溜息を吐くと、変更箇所を確認していく。

　名前や年齢はいいとして、問題は種族％だ。

　ヤバい……一気に下がっている……と言うか、ギリって何？　ギリって！

　いや、まだ書かれているのは「人族」だ。なら、俺は人族だ！　……そう思っておこう。

　それに、これが下がった事で一命を取り留めたのなら、甘んじて受け入れるべきだ。

　……ただ、ギリらしいので、これ以上下げないように気を付けよう。

　ＨＰの数値化出来ないって、どゆ事？

　それ程高いって事なのだろうか？　それとも、そういうのを超越してしまったって事？

　勘弁して下さい。……いや、高い分にはいいのか？

　ＭＰの「今は」って部分に期待を持ちたい。

　今後次第という事だろうか？

　ＳＴＲは……あれ？　よく見ると変わってる。

　砕くが粉々に……より酷くなったとしか言えない。

　ＶＩＴは変わってないが、ＩＮＴにも「今は」と付いている。

　これは新しいスキルの影響だろうか？

　ＭＮＤは無意味って……。これはそのままの意味なのだろうか？

　全く効かなくなったという事でいいのかな？

　ＡＧＩは、ある意味今回の中で一番の問題だ。

　……。

　次回って何だよ─────！

　きっといい文面が思い付かなかったんだろうな。

　けど、変わってるって事は上がってるって事だよね？　それでいいんだよね？

　ＤＥＸは物作り禁止か。

　いや、別に何か作る予定は無いし、構わないけど……。

　……さて、後はいつも通りの問題欄……スキルだ。

　大丈夫……自分を信じろ……きっと受け止める事が出来るはずだ……。





　「神格化」（固有）現在使用不可

　「固有魔法：神」（固有）現在使用不可

　現在閲覧不可






　肩透かし～！　見られないって何でだよ！　今回の事はここが重要なんですけど！

　なんだろ？　取得しているんだし、先程の戦いで感じた力はコレという事になるのだが……。

　まぁ、今は使えないようだし、状況からだと命の危機に反応するのだろうか？

　……う～む。このまま考えていても仕方ないし、見えるようになってからでいいか。

　ただ、魔法という文面に、心躍おどった。






　「海女神の愛は大海原のように大きい」（固有）

　私の愛する海の民を助けて頂きありがとうございます。

　このご恩として、精一杯の加護をかけさせて頂きました。

　そうですね。具体的には、今の状態でも水の中で問題は無いと思われますよ。








　なんか、まともだ。ちょっと感動してしまう。

　水の中でも問題無いとは……もうちょっと早くくれていれば……。






　「戦女神は楽しくて仕方ない」（固有）

　ますます強くなるなんて！

　くぅ～！　いいね！　いいよ！

　よぉ～し！　私も今から鍛錬だ！








　……まぁ、ほどほどでお願いします。






　「大地母神はＭ」（固有）

　はぁ……はぁ……。

　神格化したワズ様の容赦ない攻撃……。

　堪たまりません！　滾たぎります！　神格化状態で私を罵ののしって下さい！








　何言ってんの、この神？　何か危険な香りの会話なんだけど……。

　と言うか、この「Ｍ」って何だろうか？　意味がわからない。






　「女神はヤンデレ化しそうになっている」（固有）

　ふふふ……皆さん、私のワズさんにいつまでちょっかいをかけるつもりですか？

　いい加減にしないと……最終戦争ですよ？








　……なんだろう？　ヤンデレって意味はわからないが、大地母神様とはちょっと違った意味で危険を感じる。なんか怖くてヤバい感じだ。

　しかし、そもそもいつの間に女神様のモノになったのだろうか？

　そんな事実は一切無いが……。

　ただ、このままだと危険な感じがしたので、ふと思った事を試してみる。

（女神様の事が一番ですよ～）

　と、心の中で軽く念じてみると、女神様達の文面が変わった。






　「海女神はムカついた」

　「戦女神はムカついた」

　「大地母神はムカついた」

　最終戦争じゃ～～～！










　「女神は勝ち誇った」

　ふっふ～ん！　私の愛が届いたのよ！








　女神様の愛が届いた記憶はございません。

　迷惑っぽい事ならいくらでも届いていますが……とりあえず、もうほっとこう。

　どうかギルドカード内だけで戦争して下さい。

　俺はそっとギルドカードを懐にしまい、フロイドとグレイブさんの所に戻ろうと、一歩踏み出した瞬間、体中に痛みが走った。

　いったあああぁぁぁ～～～！

　体中が悲鳴を上げて、痛みを訴えてきた。少し動かしただけなのに、全身が痛い。涙目になってしまう。もしかして、力の奔流を受けた影響だろうか？

　神格化だっけ？　その反動という事かな？

　うぅ……。こんな痛い思いをするのならもう発動しない方がいいと思うのだが、もし本当に命の危機に反応するのであれば、この痛みもまた、命を拾ったという証明のようなものだ。

　なら、これも甘んじて受けるべきなのだろう。

　痛みを我慢して移動する。

　フロイドとグレイブさんは、もうお決まりの形なのか縁から顔を突き出して、いつでも吐ける体勢で会話をしていた。

　俺は痛む体を動かしてその場へと向かう。

「ワズ様、もう起きてよろしいのですか？」

「あぁ、大丈夫だ」

「船に戻って来たかと思ったら、急に倒れるし……どこか痛めたのかとビックリしたぜ。まぁ、船医に確認して貰って、どこにも外傷は無いっていうし、迂闊に動かさない方がいいって言われるし」

「心配をかけたようで……ありがとうございます」

　フロイドとグレイブさんは、とりあえず無事な様子にほっとしていた。

　まぁ、実際はかなり体が痛んでいるが……それは俺の問題だし、少しずつ痛みも緩和してきているようだから、問題は無いだろう。

　それよりも、二人の顔色の悪さの方が心配になってくる。

「しかし、一体何があったのですか？　髪色も少々変わっているようですし？」

「え？」

　何それ？　どゆ事？

「ほれ、これで見てみ！

　我が姿を映すは　水の鏡」

　グレイブさんが魔法を唱え、指先に顔が映るくらいの薄い水面が現れる。

　そこに顔を近付けると、少々変わっているというのが目に見えてわかった。

　元々、真っ黒だった髪の、所々に白い髪が出来ている。黒白の割合は大体半々くらいだろうか？

　なんというか、網あみ目め模様のように見える。

「……これは……どうなんだ？」

「行って帰って来たらその状態でしたからね……。何かそうなった原因に心当たりはおありでしょうか？」

「……ある事はあるな」

　恐らく、神格化の影響というヤツだろうが……いや、もしかしたら種族％と連動し始めたのかもしれない……元に戻るのかな？

「気にしなくていいんじゃねぇか？　俺は格好良いと思うぞ！」

「……そうですか？」

　う～む。グレイブさんは肯定的だな。

　といっても、元に戻す方法なんてわからないし、とりあえずこのままでいいか。

「……まぁいっか。で、俺ってどれぐらい寝てたの？」

「ん？　そんなに時間は経ってねぇぞ？」

「そうですね。凡およそ一時間といった所でしょうか？」

　グレイブさんが軽く答え、フロイドが大体で答えてくれる。

　発動すると、このぐらいの時間は眠ってしまうという事でいいのだろうか？

　それとも、慣れてくると任意で発動出来たり、こういう反動のようなモノもなくなるとか？

　いや、慣れた時に種族％がどうなっているのかが怖い……。

　今後どうなるかわからないし、少し気を付けていこう。

　その後は、三人で雑談をしながら船旅を楽しんだ。

　まぁ、楽しんでるのは俺一人っぽいけど。

　会話の内容は、主にグレイブさんのハーレム関係だ。

　グレイブさんの趣味嗜好の幅は広く、年齢は関係ないし、自分が気に入った女性は即座に本気で口説いているらしい。

　奥さん達の職業も、普通の町民から騎士に、南の海の海賊まで、色んな女性が居る。

　ただ、グレイブさん本人が言っていたように、王族関係者には一切見向きもしない。

　それと、特定の相手が居る女性も初めから相手にしないそうだ。

　しかし、そんな大勢の女性を囲って喧嘩とかにならないのか？　嫉妬にかられた人から狙われないのか？　とかを尋ねると、どうやら奥さん達の仲の良さ、結束は固いらしく、「グレイブ奥様連合」なるものが立ち上がっていて、日々情報のやり取りや護身術の訓練等をして、悪漢からグレイブさんを守っているらしい。

　いや、愛されてるね。どっかのＣランク冒険者でも止められるのだろうか？

「と言うか、グレイブさんはＳランクでしょ？　守られる立場じゃなくない？」

「いやいや、俺だって常に警戒してる訳じゃないからな！　無警戒の時に襲われちゃ、さすがに無事とは断言出来ねぇよ！　まぁ、どっかのＣランク冒険者は平気そうだが」

　一体誰の事を言っているのやら？

「それに奥様連合の情報網は、なんだかんだと馬鹿には出来ねぇぜ！　なんつっても俺の愛する奥様は、世界中に居るからな！　はっはっはっ！」

「つぅか、完全に尻に敷かれてます？」

「そりゃそうだ！　俺は逆立ちしたって奥様達に勝てねぇよ！　それでいいんだよ。これが俺と奥様達の愛の形なんだから！　まぁ、だからといって、俺の奥様達を傷付ける奴には容赦しねぇ。誰の女に手を出したかわからせてやるよ。伊だ達てにＳランクじゃねぇしな」

　その言葉が本気である事を示すように、グレイブさんの雰囲気が一気に変わる。

　周囲の空気が重くなり、威圧感と重圧が増していく。

　その姿は、まさにＳランクと言えよう。

「参考にさせて貰います。師匠」

「だから、師匠はやめれ」

　俺が頭を下げると、先程までの雰囲気は一気に消え去り、グレイブさんは柔和な笑みを浮かべる。

　そうして話している内に、船は目的地の港へと着いた。

　その瞬間、フロイドは船から飛び降りて地面に寝そべると、愛おしそうに大地を撫で始める。

「はぁ～……。揺れないって素晴らしい！　もう大地から離れる事は出来そうもありません」

　俺とグレイブさんは、そんなフロイドの奇行にポカーンとしてしまった。

「フロイドはいつもああなのか？　執事なのに？　いや、面白いからいいんだが……」

「俺も出会ったのは、つい最近なので……」

　なんで俺こいつと一緒に居るんだろう……。








別章　　　ルルナ、空気を読む









　私達がナレリナ様とナミニッサ様に出会ってから数日が経過した。

　その間に私達もこの国の王様達に会ったけど、すっごく軽──フレンドリーな人達で安心したのを覚えています。普通、エルフと見れば襲いかかられたり、捕まえて売り飛ばされそうになる事が多いが、この人達はそんな雰囲気が一切無く、普通に気軽に接してきたのだ。

　それが自然体である事もわかり、余計に嬉しく思う。

　そしてこの数日間は、ナレリナ様とナミニッサ様の旅支度を手伝った。

　アイテムバッグと呼ばれる、軽度の時空間魔法がかけられた肩掛け鞄が人数分用意され、その中に必要な物を次々入れていきます。

　見た目よりも大幅に荷物を入れられるこの鞄を簡単に用意出来るなんて、さすが王家と内心驚いた。

　そうして旅支度をしている内に、キャシーさんとオーランドさんという二人の騎士を紹介されます。

　オーランドさんは、リニックからワズと共に来た人だそうで、ナレリナ様、ナミニッサ様の兄であるナヴィリオ様の直属の騎士になるべく日々鍛錬をしているそうだ。

　オーランドさんから、道中のワズの話を聞いたのだが……なんというか、キャシーさんを簡単に助け出す所といい、王家の方々をあっさり救い出す所といい、あれだけ強く、色々やっているのに、どうしてハーレム形成が遅ち々ちとして進んでいないと文句を言いたい。

　いや、既にここに出来てるけど……ワズ本人は知らないという、なんと言えばいいのか……とりあえず、再会したら指差して笑っておこうかな。

　そう言えば、最近サローナから疑いの視線を向けられる。

　どうにも、私がワズを狙っているんじゃないかと勘ぐっているようだ。

　そんな気は一切無いと後で念入りに教えておかないと……。

　友達としては全然いいけど、私の理想は王子様のように格好良くて、細身の強く優しい人だ。

　その上で金持ちなら、なお良し。……そんな人が居るかはさておき。

　そうして準備を手伝っている内に、私達とナレリナ様、ナミニッサ様との仲は急速に深まっていく。

　ワズという共通の友達が居るし、共に救われた身だ。

　色々と話を交わしていき、結局はワズ話へと戻り、サローナ達ハーレムメンバーはお互いにワズの好きな所を言い合ったり、こんな言葉をかけて欲しいとか、初めての夜は皆一緒がいいねとか話しているのだが……正直、この場に居る私の事も考えて欲しい。

　それに、ルーラちゃんも居るんだから、そんな話は……いや、ルーラちゃん既に寝てる！

　声のトーンを落として続けられる会話で、私達の興味を最も引いたのが、タタさんの夜の講義だ。

　ワズ・ハーレムの中で唯一の経験者。

　辛い体験であったのだろうに、私達のため、ひいてはワズに喜んで貰うためにと、その知識を披露する。私も将来役に立つ時が来ると信じて、真剣に聞き耳を立てた。

　そして、いよいよ明日、私達はワズを追って旅に出る。

　無事に出会える事を願って、王様達と食事を共にするのだが、そこに乱入者達が現れた。

　唐突に開け放たれた扉によって、会話が止まり、赤鎧を身に纏う大勢の騎士が私達を取り囲む。

「何事だ？　無ぶ粋すいであるぞ」

　と、王様が言うが、どこか芝居がかっていた。

「……何事とは？　言わなくてもわかるでしょう？　ギヴィリオ王。隙を見せる方が悪いのです。今日、ここでマーンボンド王家は終わるのですよ」

　そう言う人物は、痩せ細った体を趣味の悪い金銀で飾った服装で包み、禿げ上がった頭で下品な笑みを浮かべていた。

　確か、ナミニッサ様が言っていた宰相という立場に居る人物だ。

　宰相も赤鎧の騎士達も、嫌悪感を覚える不ぶ躾しつけな視線で私達を見てきます。

　うぇ……気持ち悪い。

「デンローガはね、将来この国の王になるべき者だったのですよ。たとえ血が繫つながっていなくとも、私の息子である事に変わりはありません。その仇かたき……取らせて頂きますよ！」

　赤鎧の騎士達が抜剣して、じわりじわりと近付いて来る。

　キャシーさん、オーランドさん達、王家直属の護衛騎士もこの場に居るのですが、内々だったので帯剣しておらず、人数差もあります。

　それでも、私達を守るように前に出て、赤鎧の騎士達を牽制した。

「ふふふ……ここで遂に油断しましたね。この時を待っていましたよ。武器も無く、人数も及ばない……ははは！　本当に愚かですね！　マーンボンド王家というモノは！」

　宰相が高らかに笑いました。

　ですが、実はこれは事前にナヴィリオ様から教えられていた事なのです。

　わざと隙を見せ、宰相が動きやすいようにして誘い出すのだと。

　そのついでに、宰相側に居た人物を炙あぶり出すつもりのようです。

　つまり、宰相は自分の勝利を疑っていませんが、実際はこちらの誘導に従って動いていただけ。

　その証拠に、食事をしていたテーブルの下には剣が隠してあって、護衛騎士達がばれないように取っていっています。

　怖いですね、頭良い人って……。

「ふふ……そうそう、あなたの奥様と娘達は性奴隷にして、騎士達にもたっぷり可愛がって貰いますから、安心して下さい」

「へへへ……宰相様、こちらのエルフ共も一緒にお願いしますよ？」

「わかっていますよ」

　その言葉に、王様とナヴィリオ様がキレた。

　二人の顔に青筋が浮かんでいる。

　そして、宰相は言ってはならない事を言ってしまった。

「あぁ、その後は、この国の英雄とか言われている……ワズでしたか？　彼の前へと連れて行って、こう言ってあげましょう！　『たかだか町民風情のゴミくずが、調子に乗るからこうなるのですよ』とね。その後は皆さんの見てる前で首でも刎はねさせましょうか？」

　至る所から血管が切れた音が聞こえた。

　音の出所は、主にワズ・ハーレムメンバー（暫定）だ。

　そして、怒りのままに暴れる時間へと突入する。

「我が敵に聞こえるは　死を呼ぶ風の音色」

　サローナの魔法によって、赤鎧の騎士達の剣と鎧が細切れにされ、それをした当人は凍てついた笑みである。

　魔法で殺さないのは、一瞬で終わらせると怒りの捌はけ口が減るからだと思う。

　その考えは正しく、剣と鎧を失った赤鎧の騎士達にナレリナ様が飛び膝蹴りをかまし、そのままボッコボコに殴りまくっていた。

「ふ～む。格闘術の腕が鈍っているな。まぁ、練習相手には事欠かないし、勘を取り戻すとするか」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべて、ナレリナ様が突っ込んで行く。

　そのまま赤鎧の騎士達と乱戦を繰り広げ、そこに武器を取り出したキャシーさん、オーランドさん達護衛騎士とユユナとネニャさんも加わって、敵をフルボッコにしていった。

　私もそこに加わり、ワズを侮辱された怒りを発散させていく。

　赤鎧の騎士達をボコボコにする内に、宰相の姿が見えない事に気付く。

　周囲を見回すと、宰相は部屋の壁と透明な壁に挟まれて、まるで潰れたカエルのような状態になっていた。

　どういう事だろうと視野を広くすると、宰相の前にタタさんとナミニッサ様が立っている。

「ぐげげ……」

「なるほど、結界魔法にはこのような使い方もあったんですね」

「えぇ、一種の壁ですからね。こういう風に相手を圧おし潰す事も出来るんですよ。タタ様にも結界魔法の資質があるようですから、覚えてみますか？」

「えぇ、是非お願いします」

　二人は楽しそうに会話をしているんだけど……見ているだけで背筋が凍る。

「わ、私が悪かった！　た、助けてくれ～！」

　宰相の言葉は二人に届いていないようだ。

　というか、ワズ・ハーレムメンバー（暫定）の怒りっぷりが怖い。

　容赦が無さ過ぎる。

　ワズと再会したら、笑ってやろうとか思っていたが……変にからかわない方が良さそうだ。

　彼女達を敵に回してはいけない。

　再会時は普通に接しようと固く誓う。

　そして、王様達も怒りのままに暴れているのだが、そう言えば、ルーラは？　と視線を巡らすと、ナミニッサ様の結界魔法で守られていた。

　ただ、その結界内で、楽しそうに手足を動かして私達を応援している。

　なんとも、胆きもの据すわった女の子だ。




　その後、瞬く間に勝利した私達は、翌日旅立つ。

　宰相と赤鎧の騎士達……ついでに発覚した宰相側の人達は、全員地下牢に閉じ込められたそうだ。

　後の事は、王様とナヴィリオ様に任せておけば良いだろう。

　共に旅立つメンバーは、私達エルフ三人に、タタさん、ネニャさん、ルーラに、ナレリナ様とナミニッサ様、その護衛としてキャシーさんの総勢九人の大所帯だ。

　さて、後はワズに追いつくだけ……。

　一体、今頃どこに居て、どうしているのやら……。
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　港町に着いた俺達は、ここで一泊してから温泉街へと向かう事にした。

　温泉が引かれている宿へと向かい、その代金は背中をさすってくれた礼だと言って、グレイブさんが全額出してくれたのだが、フロイドはうんうんと頷くだけ。

　いや、お前の背中もさすってやったんだが……。

　男三人なので、同部屋にして貰い、宿代は少しだけ安くして貰う。

　部屋は取ったが特にやる事は無いので、俺は痛む体を休めるために温泉へと向かい、フロイドは何やらやる事があると町中へと消え、グレイブさんは早速見つけたお気に入りの女性の所へと向かった。もう少し落ち着けよ、この大人共が。

　温泉は、時間別で男女を分けているようで、俺が入ろうとした時はちょうど男性の時間だった。

　脱衣所で服を脱いで中へと入ると他の利用客はまだ居らず、貸切のようなモノだったので、のんびり体を洗って湯に浸かる。

「ふぃ～……」

　体に残る疲れや痛みが、湯に溶け出しているかのようで心地よい。

　すると、誰かが入って来たので視線を向けると、グレイブさんが居た。

　さすがＳランクと言うべきか、引き締まった体をしていて、先程まで船で吐いていた人には見えない。……と言うか、前を隠そうよ。

「よぉ、ワズ！」

「あれ？　もう来たんですか？　見つけたお気に入りの女性はどうしたんですか？」

「ん？　そりゃもちろん、百九十六人目になる事を了承してくれたぜ！」

　そう言って、グレイブさんは陽気に体を洗って湯に浸かる。

　しかし、この短い間で一人落とすなんて……この人は、ある意味男の敵だな。

　これだから顔の良い奴は……いや、グレイブさんは性格も悪くないな。ここの代金も出してくれたし、Ｓランクで強さもあると……くっ！　完璧かよ！　正直羨ましいよ！

「ふぃ～……やっぱ温泉は良いねぇ～……。で？　ワズからは何か焦りのような……心に余裕を感じないけど、一体どうしたんだ？　こうして裸の付き合いをしてるんだし、話せる範囲でいいから話してみろよ？　こうしているのも何かの縁だ。場合によっちゃ協力するぜ？」

　焦ってるか……。

　確かにメアルの事を考えると今すぐにでも飛び出していきたい。

　それに……シロの事もある。

　メアルにした事を思えば怒り心頭なのだが、どうにも憎めないというか、多分メアルへきちんと謝ってくれるなら、許せそうな気がしないでもない。

　多分、俺の中ではまだ友達なんだろうな。

　グレイブさんも悪い人ではなさそうだし、協力してくれるなら心強い味方になってくれるだろう。

　俺は正直にメアルの事、シロの事を話した。

　こうなった原因。温泉街を目指す理由。

　それを聞いたグレイブさんは、うんうんと頷いた。

「なるほどな。そのメアル？　を救い出すために温泉街を目指していたのか。事情はわかった。なら、俺もそれに協力するよ。なぁに、温泉街にも妻の一人が居るから、居場所は直ぐにわかると思うぜ」

「ありがとうございます」

「それに行商人風のシロか……。そいつに関しては、ワズが決めるしかねぇな。次出会った時までに心中を決めておくしかない。心の迷いは致命的な事を引き起こす可能性がある事を忘れるなよ」

「……はい」

　そうだな。次にシロと出会った時……俺の取るべき行動を決めよう。

「しかし、ワズは色々と大変だなぁ……」

「そうですね」

「本当に。ワズ様は少々骨を休める事を覚える方が良いと思いますよ？」

「だなぁ……」

　ほんと、ここ最近色々起こりすぎ──。

「「「……」」」

　いつの間にかフロイドが居て、俺は思わず立ち上がる。

「お前！　一体いつの間に！」

「はい？　いつの間にとは？　普通に体を洗って、普通に湯へ浸かりましたが？」

「いやいやいや、全然気付かなかったが？」

「執事ですので」

「……お前、その言葉で全部片付けようとしてないか？」

「執事ですので」

「そうだな。執事なんてそんなモンだ」

「グレイブさんも賛同しないっ！」

「ワズは細かい事を気にしすぎだ。もっとドーンと構えた方がいいぞ」

「そうでございますね」

「全然細かくねぇよ！」

　温泉に、俺の絶叫と二人の高笑いが響いた。
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　翌日、俺達は温泉街に向けての旅支度をまず整える。

　目的地である温泉街の名は「オーセン」とそのままで、この港町から南西にあり、徒歩だと五日程だとグレイブさんが教えてくれた。

　港町だけあって食糧に魚が目立ったが、日持ちしないため断念して干し肉等を購入していく。

　と言っても、必要最低限だ。あまり荷物を増やしても邪魔なだけだし、そもそも強さだけなら一級品がこちらには揃っているので獣等を狩って現地調達する事にして、俺達はオーセンへと向かう。

　その道程の三日目のお昼頃、俺達が進む街道を遮るように五人の男が現れる。

「ちょっとそこで止まれぇ！」

「なんでしょうか？」

「荷物と有り金全部渡して貰おうか！」

　盗賊である。

　剣やナイフ、槍を構える五人の中央の男が俺達へと、そう声をかけてきた。

　全員の身み形なりは清潔感を覚えるような普通の服で、盗賊っぽくないのだが、中央に居る男の顔はいかにも盗賊といった、厳いかつい顔立ちだ。

「それは承服しかねます」

　フロイドが丁寧に返答するが、俺とグレイブさんはどうしようかと顔を見合わす。

　だが、相手は待ってくれない。

「なら、しょうがねぇ。少しの金……銀貨……いや、銅貨でもいい！　ちょっとでも恵んでくれや！」

　……その言い分は盗賊としてどうなんだ？

　五人の盗賊が俺達へとにじり寄って来る。

　いざ戦闘か？　と、注意を向けるが、そんな俺達の横を駆け抜け、中央に居る男へと向かう女性が現れた。少し恰かつ幅ぷくの良い女性である。

　止める間も無く、女性は一気に距離を縮めると、中央の男へと飛び膝蹴りをかます。

　中央の男は避よけもせず、もろに受けて後方へと吹っ飛んだ。

　……え？　どゆ事？

「あんたっ！　子供が生まれたからまともに働くんじゃなかったのかい！」

「「「「姉御っ！」」」」

　……ん？

「いや、俺だってまともに働こうと思ったんだが、職場の上司が嫌な奴でよ。我慢しきれなくて思わずぶん殴って、やめちまったんだ。だから、エンジェルのミルク代を稼ごうと、こうしてまた盗賊稼業を……」

「そんな理屈が通るかいっ！　盗賊やって、私達の子供が立派に育つとでも！」

「いや、でもよぅ……」

「でもも、へったくれも無いんだよっ！」

　先程までの勢いはどうした、中央の男。

　しかし、どうやら子供が生まれたばかりの夫婦のようだ。

　父親がミルク代を稼ぐために盗賊を……。

　ちょっとくらいならあげてもいいような気がする。もちろん子供のために。

　と言うか、先程エンジェルと言っていたが、ただ単に子供をそう呼んでいるのか、本当に名前がエンジェルなのかが気になって仕方ない。

　もし名前なら、将来何かしらの問題が起こりそうだし、その子の容姿が父親似なら更なる問題が起こりそうだ。

「ところでおめぇ、エンジェルはどうしたよ？」

「お父さん達に預けてるよ！　アンタが再び盗賊に身を落としたかもしれないってお母さんに聞いて、止めにきたんだ！　とてもじゃないが、恥ずかしくてお父さんには言えなかったけどね」

「くっ……。は、恥ずかしくなんて……」

「なら、アンタは子供に盗賊稼業で育てられたと言えんのかい？」

「それは……」

「「「「あ、姉御！　兄貴はしょうがなく──」」」」

「アンタらは黙ってな！　これはウチの家族の問題だよ！」

「「「「へ、へい……」」」」

　おぉ、一発で黙らせたぞ。

　どうやら、力関係は女性の方が強いようだ……じゃなくて、俺達はどうしたらいいんだろう？

　完全に関係無い話だよね？　ちょっとこのまま見なかった事にして去りたい。

「そこのアンタ達も、もう行っていいよ！　悪かったね、ウチの馬鹿達が止めちまって」

「い、いえ……」

　じゃ、じゃあ、お言葉に甘えて行こうかな。ここに俺達が居ても仕方ないし。

　行こうかなと、フロイドとグレイブさんへと視線を向けるが、そこに居たはずなのに姿が無い。

　どこへ？　と、探してみると、グレイブさんは女性の隣に、フロイドは男性の隣に立っていた。

　……え？　行くんじゃないの？

「この奥方の言う通りだ！　真面目に働いてこそ、子供も立派に育つというものだ！　俺はこの奥方の言葉を支持しよう！」

「ア、アンタ……」

「いえいえ、負けてはなりません。まずは育てきる事が大事でございます。汚いも綺麗も無く、金は金なのです。子供には自分と同じ道を歩まぬように、しっかりと育てれば良いだけです。なので、私はこちらの男性の行動を支持しましょう」

「お、お前……」

　女性が嬉しそうにグレイブさんへと視線を送り、男は希望を見つけたかのようにフロイドを見る。

　え？　なんでそこに居んの？　もう放置していこうよ？

　軽く他人の家事情に突っ込んだって、碌ろくな事にならない気がするんだけど。

　すると、残っていた四人の盗賊は、何やらボソボソと話し合って、それぞれ女性と男の方へと分かれていく。その数はそれぞれ二人ずつで、ちょうど四対四となり、何やら対立構造のように見える。

　それを眺めていると、唐突に八人全員が俺へと視線を向けてきた。

　……あれ？　もしかして？

「ワズはもちろん、女性の味方だよな？」

「ワズ様は、言わなくてもこちらの味方ですよね？」

　おっと、どうやら裁定は俺がどちらに付くかで決まるようだ。

　卑怯だぞ！　お前等！

「いやいやいや、そもそも俺達に関係無い話だし、さっきそちらの奥さんが、もう行っていいって言ったんだから、もう行こうよ？」

「いいや、駄目だ！　これは今ここでケリを付けなければならない問題だ！」

「そうですとも。最早、私達が素通りしていい状況では無いのです。さぁ、ワズ様はどちらへ？」

　……何かノリノリだな。フロイドとグレイブさん。

　グレイブさんは、単純に女性の味方をしているって感じなんだけど、フロイドは絶対楽しんでるだろ？　まさか、俺を残したのも意図的なのか？　そうなのか？

　……フロイドならやりそうだな。

　しかし、このままここで足を止めても仕方ない。

　俺は溜息を吐くと、女性の方へと足を進める。

「じゃあ、普通に考えて、こっちで」

「よっし！　さすがワズ！　わかってるじゃねぇか！」

「馬鹿なっ！　ワズ様が私を裏切るなんて……」

　どちらかと言えば、色々と裏切ってるのはフロイドの方だと思う。

　女性陣の方は、全員でハイタッチを交わして喜び合い、男陣営は意気消沈としていた。

　ただ、子供のために再び盗賊に身を落としても困るので、フロイドから金貨一枚を奪い取って男にこっそり渡す。

　その際に「頑張って下さいね」と小声をかけ、女性の方にはハッキリと「良いお子さんになる事を願ってます」とだけ告げておいた。

　その後は、もうここに居る意味は無いので歩を進めたのだが、後ろを振り返ると、女性の方は大きく手を振り、男達の方は深く頭を下げていた……のだが、どうか子供の名前が「エンジェル」で無い事を願っておく。

　真実を知るのが怖くて聞けなかった……。
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　それからは特に問題も起こらず、俺達は港町を出発してから四日目の夜に温泉街オーセンへと辿り着く。

　中へと入るため、グレイブさんが門番の一人と話している内に、俺も他の門番さんにギルドカードを提示したが、正直必要なの？　と思った。

　オーセンの周りには小さな柵はあるが、他の街のように高い壁が無い。

　なんでも、景観が損そこなわれるという理由でそうしており、その代わりに魔力結界という球状の透明壁が存在していると門番さんが教えてくれた。

　ギルドカードを確認するのは、過去の名残りというか、念のためらしい。

　オーセンについて他にも聞いてみると、この街は「男湯区」、「女湯区」、「混浴区」の三つに分かれていて、その内訳は文字のままなんだそうだ。

　大体の人は、やはり自分の性別区の方で温泉に入るのだが、昔は極ごく稀まれに単身混浴区へと入る猛も者さが居たらしい。まぁ、ほぼ男らしいが……。

　その混浴区も、昔は文字通り混浴があるだけだったのだが、何でも大陸南に拠点を構える商店主の知恵で、足湯という足だけ浸かる男女共用の場所が出来たそうで、それが好評を得て混浴区にも人が多く訪れるようになっているそうだ。

　魔力結界も、その商店主の知恵だそうで、この街の住人は感謝してもしきれないと。

　一瞬、シロの事を思い出すが、多分違うだろう。

　そんな話を聞いている内にギルドカードを返して貰い、俺達は温泉街オーセンの中へと入る。

　入った場所は混浴区だったのだが、教えられた通り、男女共に大勢の人で賑わっていた。

　そんな賑わいを見ていると、一人の女性が俺達へと近付いてくる。

　艶っぽい微笑みを浮かべ、上から下まで薄い一枚の布地を羽は織おり、腹部には太い帯が巻かれている服装に、髪は後ろで纏め上げられて、その髪には所々に金色の装飾が施された棒状の物を差し込んでいた。

　妖艶な顔立ちを、目の下にある黒子ほくろが更に強調しており、周囲の人達の視線を集める。

「思ったよりも早かったのね、グレイブ」

「あぁ。お前の所の宿は空いてるか？　セレナ」

「えぇ、ちゃんと部屋を取っているわよ」

　何やらグレイブさんの知り合いのようだ。

　と言うか、会話の様子からオーセンに居る奥さんだと思う。

　そう当たりを付けていると、グレイブさんがこちらへと視線を向けてきた。

「でだ、この二人の部屋も取って欲しいんだが？」

「えぇ、任せて。でも、その前にちゃんと紹介してくれるかしら？」

「あぁ、わかってるよ。ここに着く間で知り合った友達で、ワズとフロイドだ。ワズはすげぇぞ！　なんつっても、Ｃランクなのに俺より強ぇと思うからな」

「そんなに？　人は見掛けによらないと言うけれど……」

　グレイブさんにセレナと呼ばれた女性が、俺を確認するように見てくる。

　ただ、最初は品定めのような目線だったのだが、急に晴れやかに微笑んだ。

「でも、安心したわ。グレイブったら、出来るのは新たな奥さんか、女友達ばっかり……。ちゃんと男友達が出来たようで、安心したわ」

「失礼な！　俺だってワズ達の他にも男友達は居るわい！」

　女性がクスクスと微笑みを浮かべ、グレイブさんが顔を真っ赤にして反論する。

　俺とフロイドは、その仲睦むつまじい様子を眺めていたのだが……いい加減、俺達にもその人を紹介して欲しいのだが……。

　そう思ったのが通じたのか、女性が俺とフロイドに一礼して挨拶をしてきた。

「ふふ、久々にグレイブと会ったものだから、少しはしゃいでしまいましたね。ご挨拶が遅れてしまい、失礼しました。私の名は『セレナ』。ここの領主でもあるのですが、御二人にはグレイブの妻の一人と申した方が良いかしら？」

　あぁ。やっぱりそうだったのか。

　俺とフロイドも一礼を返して、改めて自己紹介をする。

　ハオスイの居場所も聞こうと思ったのだが、まずは一旦落ち着ける場所としてセレナさんが運営している宿へと向かう事となった。

　と、移動を開始した所で、遠くの方から男性の悲鳴が届く。

「なんだ？」

「あら？　罠にかかったようですね」

「罠？」

　そんな物が本当にあるのかと少々疑問であったが、セレナさんが説明してくれる。

「この街には壁がありませんからね。普通に考えれば覗のぞき放題、乱入し放題なのですが、実際はおびただしい数の罠が設置されています。見えない壁に、外からの認識阻害、迎撃装置等々……色々と策を講じているのですよ。特に被害が考えられる女湯区へは、男性はまず普通に入る事は出来ません。女性の同伴が必要ですし、検問もございます。たとえ南の勇者であろうとも、許可無く入る事は出来ないと自負していますし、これらを設置して頂いた商店主様にも太鼓判を押して頂きました」

「……厳重なんですね」

「えぇ、女湯区への覗きが中々後を絶たなかったもので……。ただ、商店主様が設置する時によく言っていた、『覗く奴は、サーチ＆デストロイ！』という言葉が印象的ですね」

「サーチ＆デストロイ？　何ですかそれ？」

「見つけ次第、皆殺し！　という意味らしいですよ」

「こわっ！」

　何それ怖い！

　と言うか、何かその言い方、妹を思い出すんだが……。

　まぁ、覗きを行った男は警護兵に連れて行かれるそうなので、特に気にする事なく宿へと向かう。

　セレナさんが運営する宿は混浴区にあり、三階建ての豪華な宿で、この街で一番大きな建物だった。まぁ、領主運営ならそうなるか。

「ここですか？」

「えぇ。この宿の一番良い部屋を取っております。ワズ様とフロイド様にはそこを利用して頂いて構いません。話は通しておきますので、まずは名物である温泉へとどうぞ。混浴区ですが、中にはちゃんと男女分けられている温泉もありますので」

「あぁ、俺も後で行くから、まずは旅の疲れを取ってこい！　話はそれからだ」

　そう言って、グレイブさんはセレナさんを伴って宿の中へと消えて行く。

　放置ですか？　そうですか。

　いや、久々に会った夫婦なんだ。仲良くする時間くらい必要だよな。

　大丈夫。俺は空気を読むよ。

　さて、俺達も中へ入ろうとすると、フロイドが声をかけてくる。

「失礼します、ワズ様。私も少々用がありまして、少し席を外させて頂きます」

　それだけ告げて、フロイドも街中へと消えて行った。

　……。

　……淋さびしくなんかないんだからね！

　宿へと入ると従業員に案内されて部屋へと行き、そのまま温泉を堪能してから戻ると、食事が用意されていたので、それに舌した鼓つづみを打つ。……一人で。




　宿泊料も高そうな部屋の中で夜空に輝く星を見ていると、程なくしてグレイブさんとセレナさん、フロイドが同時に部屋へと入って来る。わかってた。俺、わかってたよ。

　こういう時って、絶対一緒に来るんだよな。なんでバラバラで来ないんだろう。

　世の中って不思議。

　気を取り直して、俺はここに来た目的をセレナさんへと告げる。

　俺の事情を聞いたセレナさんは、少しだけ思案すると答えた。

「なるほど。事情はわかりました。メアルという小竜に関しては、確かにここ最近ハオスイさんの近くに現れたと聞き及んでいます。害されているという話も聞きませんね。ただ、今日はもうハオスイさんにお会いするのは難しいでしょう。夜も遅いので既に就寝しているでしょうし、ワズ様もきちんとお休みして体調を万全にしておいた方が良いでしょう」

「体調を万全に？　どういう事ですか？」

「明日おわかりになりますよ。教える事も出来ますが、実際にそれを見ながらの方が早いですし、納得して頂けるでしょう。明日であればハオスイさんにお会いする事は簡単なのですが、向こうにも事情がありますので念のためにといった所でしょうか」

「は、はぁ……」

　確かに、既に夜も遅いし、今から行っても迷惑をかけるだけで、余計な敵意を買うかもしれない。

　それに、北の勇者ハオスイはシロが指定した相手だ。

　もしかしたら、既に赤い玉を飲んだ状態かもしれない。

　メアルが害されていないというのであれば、こちらもいざ戦闘が起こった時のために万全を期するべきだろう。

　まぁ、戦う事にはなるのだろうが……。

　セレナさんの言葉に了承を伝え、俺とフロイドはこのまま就寝した。

　ハオスイが居る所への案内はセレナさんも共に向かうと告げられて、グレイブさんと部屋から出て行くのを見送る。

　フロイドにも寝る前にどこへ行っていたのか尋ねたのだが、「そのうちわかりますよ」と言うだけで教える気が無いようだ。

　まぁ、別にいっか……と、そのまま寝た。
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　翌日、俺とグレイブさん、フロイドの三人は、セレナさんの案内で街の中央にある舞台へと向かう。

　周辺には大勢の人が詰めかけて賑わっている中、その中心である舞台の上には二人の男女が居る。

　男性の方は見事に鍛え上げられた体を惜しげも無く披露し、この場に居る観客達を盛り上げていた。

　手には大木すらも一撃で薙なぎ払えそうな大剣を持ち、片手でブンブンと振り回している。

　一方、その男性と対峙するように立っているのは、背丈の小さな少女だった。

　髪は明るい緑色で、二箇所程ピンと立っていて、まるで二本の角のようだ。

　服装は確実に寝起きだろうと思われるだぼだぼの上下で、両手は袖の中、片足の方は引き摺っているような状態で、どう見てもまともに動けるようには見えない。
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　だが、俺の注意を引いたのは、その目だ。

　幼さが残る小さな顔に眠そうな半眼なのだが、その目は黒く赤い。

　間違い無く赤い玉を飲んだ者に見られる現象だ。

　つまり、あの少女が北の勇者ハオスイという事なのだろう。

　だが、その顔や見える体の部位は、ひび割れているように見えない。

　一体どういう事だろうか？

　その疑問を考えていると、セレナさんがこれから起こる事の説明をしてくれた。

　なんでも、理由はわからないそうだが、ハオスイは強者からの挑戦を受けているらしい。

　この舞台上で戦っていて、未だ負け無しなのだそうだ。というか、傷一つ付いた事が無いのだとか……。つまり、それ程の強さを持っているという事なのだろう。

　そして、わざわざこうして戦っているのは、ハオスイへの挑戦がこの街で一つの見世物になっているそうで、それを楽しみに来る人も結構居るんだそうだ。

　しかし、そんな見世物になる程人が集まるのか疑問だったのだが、なんでも倒した者には、勇者としての地位も、果ては自分自身もという、正に自分全てを捧げると強気な発言をしていて、挑戦者は後を絶たないらしい。

　と言うか、あの姿で戦うのか？　と思っていると、勝負が始まる。

　開始の掛け声がかかるのと同時に、男性は大剣をハオスイへと振るうのだが、振るわれた本人は微動だにせず、そのまま眠そうに欠伸あくびをするだけだ。

　もしやそのままハオスイが両断されるのではと、所々で悲鳴が上がる。

　だが、大剣はハオスイを斬る事叶わず、その体へと触れた瞬間粉々に砕け散った。

　その光景に観客達は沸き立ち、男性は信じられないと目を大きく開く。

　……いや、俺も出来るけど？

　男性が視線をハオスイへと向けるが、そこに姿は無く、ハオスイは男性の横へと一瞬で移動していた。

　そして、ハオスイが何気なく放った拳によって、男性は自分に何が起こっているのか理解する間も無く、街の外へと向かってぶっ飛んで行く。

　勝負はハオスイの圧倒的勝利で終わり、その事に気付いた観客達は大いに盛り上がっていた。

「さすが『世界最強』……圧倒的な強さだな。俺も勝てん」

「『世界最強』？」

　グレイブさんがそう呟いたので尋ねる。

「あぁ。『世界最強』ハオスイ。北の勇者と呼ばれる前の呼び名だよ。俺の疾風迅雷みたいなもんだ」

「あぁ、呼び名ですか。なるほど」

　まぁ、確かに俺が今まで出会った人達の中でも、一線を画す強さだ。

　ラグニールとも良い勝負が出来そうである。

　まぁ、別にハオスイの強さを考えていても仕方ない。

　問題はメアルの居場所だ。

　もしかしてこの場に居るかもしれないと、辺りを見回すがそれらしい姿は無い。

　後は、ハオスイに直接確認するだけかと視線を向けると、向こうも俺をじっと見ていた。

　視線が合うと、ハオスイはゆっくりと俺へと近付いて来て、舞台上から言葉を投げかけてくる。

「……あなたがあの子の言ってた人？」




　グレイブさん達と離れ、俺はハオスイの後を付いていく。

　声をかけてきたあの後、ハオスイはメアルに会わせてあげると言い放ち、招待するのは俺一人だけと自分の住まいへ案内してくれた。ただ、それはいい。そこに問題は無い。

　だが、重要なのはハオスイの住まいが、基本男子立ち入り禁止の女湯区にあるという事だ。

　ハオスイが自ら許可を取り、同伴する事で女湯区の中に入れはした。

　しかし……居心地が悪い！

　歩いているだけで周りに居る女性達からは怪け訝げんな視線で見られ、ヒソヒソとなんでここに男が？　とか色々囁ささやかれるという状態……。

　すみません。ごめんなさい。勘弁して下さい。許して下さい。申し訳ありません。

　いや確かに俺も、いざ女湯区へと入る時は、正直心の中でウキウキしていた。

　だって女湯区だぞ？　男なら誰だって色々妄想するはずだ。

　だが、実際入ってみると、場違い感が半端無い。この場に居るだけで居た堪たまれない。味方がどこにも居ない。もう帰りたい。……となる。

　そんな気持ちを持ってハオスイと共に進んだ先にあったのは、宿屋だった。

　宿屋の裏手からは湯気が立ち昇り、温泉がある事が窺える。

　ハオスイが宿屋の中へと入って行くので俺もその後に続いて入り……そこでも客や従業員からは訝いぶかしげな視線と表情を向けられて気が休まらない。

　従業員らしき一人がハオスイへと俺の事を確認してくるが、問題無いとわかると一礼してきた。

　そのままハオスイの後ろを歩いて行くが、ハオスイが通ると従業員らしき人は頭を下げ、客はにわかに騒ぎ出す。

　だが、後ろに俺が居るとわかった途端に態度を変え、なんだコイツ？　なんでハオスイ様と一緒に居るんだ、テメェ？　みたいな視線で見てくる。

　中には舌打ちする人や、殺気の籠こもった目で見てくる人も居て、ここでのハオスイの立場というか、人気の高さが窺えた。……その分、俺の心のダメージは半端無かったが。

　そして、ハオスイは一番奥にある一室の前で止まる。

　中に入るように促うながされるが、そこにメアルが居るのだろうか？

　扉を開け、中を覗いて見てみると……数多くの女性達にちやほやされているメアルが居た。

　既にあの時の黒い結晶は無くなっているようで安心したのだが、メアルは自分の周りに居る女性達にあれやこれやと世話されている。

　口を開くだけで女性達が肉等の食糧を食べさせ、鱗も綺麗に磨かれていた。

　何これ？　一体どういう事？　……と言うか、ちょっと待って。メアルって雌めすだよな？　何で女性同士なのにこうなってんの？　あれか？　愛玩動物として可愛がられてるという事でいいのかな？

　……なんだろう。無事な姿は嬉しいのだが、この釈然としない気持ちはどこに向ければいいのだろうか……。俺がここに来るまでの間、メアルはずっとこの状態だったのかと思うと……。

　正直言って、羨まし過ぎる。

　俺にはハーレムのハの字も出来ないのに、メアルはこうも簡単に……。

　そんな風に考えていると、ハオスイが後ろから俺を押してきた。

　早く入れという事だろうか？

　俺はハオスイに押されるまま中へと入ると、その光景を見たメアルがその場で飛び跳ね、こちらへ向かって飛んで来る。

　俺は両手を広げて迎えようとしたが、案の定メアルは俺の顔目掛けて飛び付き、よじよじと頭の上へと登ると、遅かったなと言うようにペシペシと叩いてきて言葉を発した。

「ワズ、スキー」

　……。

　……。

　……えぇ！　（キュン）

　心臓が一気に高鳴る。ドキドキ言って煩うるさい。

　先程までの思考が一瞬で吹き飛ぶ。いや、そんな事はどうだっていいのだ。

　メアルが喋ったのだ！

　それ以外の事など、全て！　どうだっていい！

　今、最も……そう、最も大事なのはメアルへの返事だ……。

　ごくり……と、喉が鳴る。

「俺も大好きだよ、メアル」

　メアルが嬉しそうに鳴いて、ひしっと頭にしがみ付いてきた。

　俺も優しくメアルを撫でる。もう一生離れない。

　ただ、メアルが喋れる言葉はそれだけのようで、そんな俺とメアルの光景に、この部屋に居た女性達は微笑ましいモノでも見たような、羨ましいような、そんな視線を向けてくる。

　さすがに俺も恥ずかしさから頰を赤くするが、ハオスイが後ろから出て来て、女性達へと声をかけた。

「……この人に話があるから出てって」

「は～い」

　女性達はハオスイの言葉に素直に頷くと、メアルに手を振ったり、良かったねと声をかけながら部屋から出て行った。

　この場に残ったのは、俺とメアルとハオスイだけである。

　メアルの存在を確かめるように撫でていると、ハオスイはゆったりとした動きで座布団と呼ばれる敷物を出すと、俺にそれへ座るように促し、その対面にもう一つ座布団を敷くとぼふっと座った。

　俺も座布団の上に座ると、ハオスイから話しかけてくる。

「……どうやら、その子が言っていたように、アナタと恋仲なのね」

「え？　いや、まぁ……確かにもう離れないけど……じゃなくて！　メアルの言葉がわかるのか？」

「……私は龍の血を引く『龍人』だから」

　なるほど。その二本の角のような髪は、種族を示しているという事なのか……。

　寝癖じゃないよね？

「……他に聞きたい事は？」

「まずは、メアルを傷一つ付ける事なく保護してくれて、ありがとう」

「……気にしなくていい。龍は同種族。仲間」

「そっか……。なら、今の自分がどういう状態なのか理解しているのか？」

「……玉の事？　それならちゃんと理解して飲んだ」

「……そうか」

　あんな玉、飲んでも良い事無いと思うんだけど……。

「……もう終わり？　なら本題」

「本題？」

「……私と戦って」

「どうしてまた？」

「……それは」

　そこからは、ゆっくりと呟くようにハオスイは自分の目的を話した。

　簡単に言うと、鍛えていく内に自分よりも強い者が周りに誰も居なくなってしまったという。

　どうしてそこまで強さを求めるのかは教えてくれなかったが、そうして更なる強さを求め続け、強いと有名な者達と戦って勝利していく内に、今のような状況になったそうだ。

　周りからは北の勇者と呼ばれ、今度は相手の方から自分に挑戦する者が次々現れたのだが、誰もハオスイに勝つ事が出来なかった。

　更なる強者を呼び寄せる事や、自分を追い込んでいくために、勝てば全てを差し出すという条件を出したらしい。

　もし負けたらどうするんだと尋ねると、本気で自分を差し出すつもりであると、その口調は真剣そのもので、どうしてそこまで？　と、考えてしまう。

　だが、それでも自分を打ち破る者が現れず、ただただ無む為いな日々を過ごしていく間に、これが自分の限界なのであろうかと考えていると、シロが現れ、更なる強さを……人を超えてみたくはないかと赤い玉を差し出してきたのだという。

　貪欲に強さを求めるハオスイは、躊ちゆう躇ちよする事も無く赤い玉を飲み、更なる強さを得た。

　しかし、元より誰も勝てなかったハオスイが新たな強さを得たのだ。

　その結果は考えなくてもわかるだろう。

　正に圧倒する事になり、それまで以上に無為な日々を送るようになった。

　今では、舞台へ向かう時以外はこの部屋から出なくなったそうで、そんな時に現れたのがメアルであり、俺だという事だ。

「……その子から聞いた。凄く強いって……父親よりも圧倒的に強いって」

「ま、まぁ……」

　確かにラグニールより強いな。

「その子の父親がどれだけ強いかは知らない。けど、私の方が強いと言うと、アナタの方が強いって……。だから、期待はしていないけれど、私と戦って」

「……う～ん」

　正直悩む。

　話した感じ、ハオスイの意識はしっかりしているというか、自制が利きいているというか。

　今まで見てきた赤い玉を飲んだ者達と比べると、不快感というか、そういうモノを一切感じない。

　しかし、体がひび割れるような変質をいつしてもおかしくないし、このままの状態を放置する訳にもいかないよな。

　それに何より……ハオスイはこうしてメアルを無事に返してくれたのだ。

　もし出来るなら、元に戻す方法があれば実践してみたいが……そんな方法あるのだろうか？

　俺が悩んでいると、ハオスイが更に声をかけてくる。

「……どうせ勝つのは私。これを見れば理解出来る。……負けても恥じゃない」

　そう言ってハオスイは、服の中からギルドカードを出して俺に投げ渡してきた。

　……どこに入ってたの、これ？

　余計な思考を外へと出し、俺はギルドカードを確認する。

　既に見られる状態になっており、ハオスイのステータスが示されていた。





名前：ハオスイ　　　種族：龍人（魔王）　　　年齢：十四歳

ＨＰ：９９９９／９９９９　　　ＭＰ：９９９／９９９

ＳＴＲ：９９９　　　　　　　　ＶＩＴ：９９９

ＩＮＴ：６２７　　　　　　　　ＭＮＤ：８７１

ＡＧＩ：９５３　　　　　　　　ＤＥＸ：５３８







スキル

「戦闘王」Ｌｖ：Ｍａｘ（複合）　「戦術王」Ｌｖ：Ｍａｘ（複合）

「龍化」（固有）　　　　　　　　「固有魔法：龍」Ｌｖ：Ｍａｘ（固有）（現在使用不可）

「超回復」Ｌｖ：Ｍａｘ（複合）　「身体強化」Ｌｖ：７

「全耐性」Ｌｖ：８　　　　　　　「状態異常無効」

「勇者」Ｌｖ：６（現在封印指定）「魔王」Ｌｖ：１






　であった。

　ぶっ飛んでるステータスというのはわかるのだが……俺とは比較しようがない。

　だって、俺のはどこかの神様達のせいで表記の仕方が文字だから。

　なので、スキル情報の方を見てみよう。





「戦闘王」Ｌｖ：Ｍａｘ（複合）

ありとあらゆる武器、格闘術を使いこなせる者。

様々な武器、格闘術が組み合わさったスキル。

Ｌｖが上がれば、それに比例して初めて使用する武器、格闘術でも使いこなせるようになる。







「戦術王」Ｌｖ：Ｍａｘ（複合）

ありとあらゆる戦況を瞬時に理解し、判断、打開していく者。

状況把握や気配察知等が組み合わさったスキル。

Ｌｖが上がれば、その分状況判断速度や理解度、自らが持つ知識の範囲内での正しい判断が出来るようになっていく。






　……何これ？　スキルだけでいけば完全に俺の上位互換だ。





「龍化」（固有）

龍へと変わる事が出来る。

その際、ステータス大幅上昇。







「固有魔法：龍」Ｌｖ：Ｍａｘ（固有）（現在使用不可）

龍が使う魔法。

Ｌｖが上がれば、様々なブレスや龍種族特性の現象を起こせるようになっていく。






　このあたりはアレか？

　俺の「神格化」とかと同じようなモノだろうか……。

　ただ、俺と違って使用出来るようで、ちょっと羨ましい。





「超回復」Ｌｖ：Ｍａｘ（複合）

ＨＰ、ＭＰ、スタミナの自然回復力が上昇。

Ｌｖが上がれば回復量と速度が上昇していく。







「身体強化」Ｌｖ：７

筋力以上の物を持ったり、軽やかな動きが出来る等、肉体を酷使する行動を補助するスキル。

Ｌｖが上がればその分強化され、複雑な動きも可能になっていく。






　あれ？　俺こんなスキル持ってないけど……。

　まぁ、単純な動きしかしてないし、必要かと言われれば、こういうのが必要な状態では無いというか……もう既に手遅れというか……やめよう。

　そこを考えちゃいけない。





「全耐性」Ｌｖ：８

ありとあらゆる属性への耐性が上がる。

Ｌｖが上がれば、更に防ぐ事が出来る。







「状態異常無効」

ありとあらゆる状態異常を無効化する。






　俺の場合はＶＩＴとＭＮＤで耐性とかそういうのは気にしなくていいような気がするが……完全なる無効は欲しい！　これ欲しいよ！

　俺のは相変わらず「ほぼ」のままだしさぁ……。





「勇者」Ｌｖ：６（現在封印指定）

世界を救う者。ステータス大幅上昇補正。

Ｌｖが上がれば上昇補正値が上がり、勇者特有の技が使えるようになる。







「魔王」Ｌｖ：１

世界を壊す者。ステータス極大上昇補正。

Ｌｖが上がれば上昇補正値が上がり、魔王特有の技が使えるようになる。






　恐らく、魔王というのが赤い玉の影響なのだろう。種族にも魔王が付いてるし……。その反動で勇者が封印されているという事なのか。

　しかし、正直強過ぎじゃないか？　　普通に考えれば、誰も勝てないだろう。

　まぁ、それでも戦えば負けないと思うけど。

「……どう？　これでわかった？　誰も私には勝てない」

「……なら、どうして俺と戦おうとするんだ？」

　そう言うと、ハオスイはこてんっと、首を傾かしげる。

「……他にする事が無いから？」

　そう言うハオスイの姿からは魔王化の影響は見えないが、周囲に自分と戦える者が居なくなって目標を失ってしまったように見えた。

　ただ、習慣で戦ってるだけみたいな……そういう風に感じ、生きる気力みたいなモノが無くなったように感じる。

「……それにアナタは断れない」

「どうして？」

　何故そう思うのか尋ねると、ハオスイはメアルを指差す。

「……その子を保護した。世話した。ご飯をあげた。少しだけど言葉を教えた」

　メアルの言葉は、あなたのおかげだったのか！

　その件については、本当にありがとうございます！　そのおかげで、メアルとはラブラブです！

　じゃない！　そうだけど、そうじゃない！

　確かにメアルが世話になったようだし、戦って欲しいというのであれば別に構わないのだが、俺の思考は勝負をつけるというよりは、どうすればハオスイから赤い玉──魔王化の影響を無くす事が出来るのかを考えていた。

　……そう、俺はハオスイを救いたいのだ。

　魔王化の状態がハオスイにとって良いとは思えないし、このまま考えていても答えは出ないと思う。正直少しでもいいので時間が欲しい。

　けれど、あまり時間もかけられないと思う。

　いつ他の飲んだ者達みたいに羽が生えたり、体がひび割れたりと、そこまでいくともう救えないような気がする。

「……わかった。戦うのはいいけど、少し時間をくれないか？」

「……なら、十分後」

「わかった。それで……じゃない！　早いよ！　なんで十分後なんだよ！」

「……なら、一時間後？」

「ちっが～う！　とりあえず今日はやめとこうって意味だよ！」

「……じゃあ、明日？」

「どんだけ戦いたいんだよ！　そういう事じゃないよ！」

「……むぅ。アナタの言っている事は難しい」

「全然難しくねぇ～！」

　……結果、度重なる交渉──突っ込みを経て、二日後の昼になりました。





５






　とりあえず、この二日の間にどうにか打開策を見付けないといけない。

　しかし、このまま一人で考えていても答えは出ないだろう。

　グレイブさんは世界を巡っているようだし、もしかしたら何か知っているかもしれない。

　誰にも言いふらさないと思うし、ハオスイの状態を明かして聞いてみるか。

　そうして、俺は宿を出て、きつい視線に耐えながらグレイブさん達が居る宿へと向かう。

　宿の入口でセレナさんと合流し、そのまま案内された部屋は広く豪華で、調度品も高そうな物が置かれていて、見晴らしも抜群に良かった。

　そんな部屋の中央に置かれているテーブルでは、グレイブさんが一人でのんびり酒を飲んでいる。

　俺に気付くと、片手を上げて招き入れるが……あれ？　フロイドは？

「よぉ！　ワズ！　ハオスイとの話はついたのか？　と言うか、その頭の上に居るのがメアルか？」

「はい。ほらメアル、新しく友達になったグレイブさんだ。挨拶して」

「キュイ～」

「おぉ！　よろしくな、メアル」

「それで、フロイドは？」

「何か所用があるとかで、どっかに行っちまったよ」

　ふ～ん。まぁいいか。なんか余計に場を引っ搔き回しそうだし。

　俺はグレイブさんに促されるまま席へと座り、ハオスイの状態を説明する。

　それを聞いたグレイブさんは顔を上げ、「う～ん……」と悩んだ後、俺へと視線を移す。

「……そんな事になっていたのか。……悪いな。さすがにそんな奴には出会った事無いし、何も思い浮かばんわ。セレナはどうだ？」

「そうですね……。ハオスイさんは特に問題を起こす訳でも無いですし……。むしろ、この街にとっては利益しか生んでいないのも事実。ハオスイさんに悪感情も持ってませんし、出来れば無事に元に戻って欲しいとは思いますが……。申し訳ございません。私もそういったモノを治す方法は存じ上げないですね。……お力になれず、すみません」

「いえ、グレイブさんもセレナさんも気にしないで下さい。思い付かないのは俺も同じなので」

　これは困った。誰も思い浮かばないのか。

　こうなってくると、フロイドにも聞いてみたいものだが、いつ戻ってくるかわからない。

　はぁ……。現状手詰まりだな。

　ほんと、神様にでも助けて欲し……い……気分……あれ？

　……いやいや……確かにあんなんでも神様なんだよな……。

　もしかしたら、聞けば知っているかもしれないし……。駄目で元々。現状誰もわからないんだ。聞くだけ聞いてみてもいいのかもしれない。

　そう思って俺は、グレイブさんに断りを入れて席を立ち、二人から見えないように部屋の隅の方でこっそり確認する。

　ハオスイの現状を思い浮かべ、解決策がないかと尋ねるようにしてギルドカードを見た。






　「海女神は大海の穏やかさに眠っている」

　くぅ～……すぴ～……ふふっ……くすぐったいですよぅ～……。




　「戦女神は鍛錬に夢中」

　オラオラ！　まだまだ私はこんなモンじゃないぞ！




　「大地母神は木々の栽培に忙しい」

　ふふふ……。大きく育つのですよ～。




　「女神はおやつの時間」

　ん～、このケーキ美お味いしい！　こんなに食べて大丈夫かな？　……後で運動しないと。








　何やってんの？　この女神様達。

　いつもは必要以上にこっちを見てる気がするのに、なんで今は皆休日を満喫してるようになってんの？　こっちはハオスイをどうにか救えないかと必死なのに！

　なんで？　まさか興味が無いとか言わないよな？　ハオスイは勇者でしょ？　まぁ、確かに今は魔王だけどさ……。それにしたって、普通は勇者を導き助ける存在って神様じゃないの？

　あれか？　最近女神様達を放置してる事が多いから怒ってるとか？

　都合の良い女神様じゃないとでも言いたいのだろうか？　……いや、まさかな。

　……と、とりあえず、もしかしたらタイミングが悪かっただけかもしれないし、念のためもう一度確認してみよう。

　俺はもう一度同じ事を心の中で綴つづり、ギルドカードを確認した。






　「海女神は爆睡中」

　……ＺＺＺ。




　「戦女神は自分の限界を模索中」

　もっとだ！　もっと！　私はもっとやれるはずだ！




　「大地母神は花達と歌っている最中」

　ラララ～♪　ラララ～♪　ラララ～♪




　「女神は真剣に悩んでいる最中」

　どうしよう、これ以上食べたら太っちゃう。……で、でも、もう一個くらいなら……。








　俺は心の赴おもむくままにギルドカードを叩きつける。

　バシィ～ンッ！　と音が響き、ギルドカードが叩きつけられた床からは煙が昇っていた。

　そんなこちらの様子に、グレイブさんが気遣うように声をかけてくる。

「ワ、ワズ？　どうした？　大丈夫か？」

「いえ……大丈夫です。気にしないで下さい」

「そ、そうか？」

　くっ……女神様達のせいで、俺が少しおかしい人物だと思われたかもしれない。

　ふぅ～……。落ち着こう。一旦落ち着こう。

　……。

　……よし。逆に考えてみよう。

　普段取らないような態度を取るという事は、怪しさ満点。

　つまり、女神様達は容疑者という事になる……じゃなくて、どうにか出来る方法を知っているという事だ。

　なら、なんで教えてくれないのだろうかという話になるが……。

　ハオスイに集中して女神様達に構ってないから、嫉妬してるとか？

　いやいや、嵐の前の静けさという言葉があるように、前に女神様達が最終戦争って言ってたけどその準備をしているとか？

　……いやいや、まさかな。

　しかし、こうなってくると頼れるのも女神様達だけなのだ。

　もう手段は選んでいられないし、時間もかけられない。

　俺は、これをやるのはちょっとなぁ……と思いながら、心の中でゆっくりと呟く。

（どこかに居ないだろうか……。こんな迷える俺を導き助けてくれる……。優しく、賢く、強く、美しい……。そんな素敵な女神様は……）






　「海女神は目覚めた」

　「戦女神は手を止めた」

　「大地母神は即答する」

　「女神は急いで答えた」

　千年を生きた白龍の涙は、治癒力・神聖力が非常に高いです。

　それに彼女は龍人ですから、その効果の親和性も高く、更なる効果増幅が期待出来るでしょう。

　彼女から赤い玉を吐き出させて、直ぐにでも涙を飲ませれば救えるかもしれません。

　尤もつとも、ワズさんがきちんと覚醒すれば、問題無く出来ますが……。








　……最後の一文はいらない。

　だが、答えがきちんと返ってきた。

　と言うか、やっぱり見てたのか……。なら、最初から教えてくれてもいいのに……。

　でも、さすが女神様達です。ありがとう。好感度大幅上昇です。……と、思ったのがいけなかった。

　ギルドカードの文面が再び変わる。






　「海女神は優しく微笑む」

　「戦女神は不敵に笑う」

　「大地母神は微笑する」

　「女神は口角を吊り上げる」

　これでワズさんは私に心奪われるはず……。








　と、変わったと思ったら直ぐに変わる。






　「海女神は臨戦態勢」

　「戦女神は戦闘態勢」

　「大地母神は突撃態勢」

　「女神は交戦態勢」

　ワズさんは私のモノだぁ～！








　……なんでこうなるのだろうか。同じ神様なんだし、もう少し仲良くして欲しいと思う。

　俺は女神様達に感謝しながら、ギルドカードをそっと仕舞った。

　どうか、世界に影響がありませんように……。

　しかし、新たな問題だな。

　千年を生きた白龍の涙なんてどこで手に入れればいいのだろう。

　メアルの母親であるメルさんもそこまでは生きていないと思うし……。

　いや、ちょっと待てよ。

　メルさんは違っても、その母親──メアルにとっては祖母にあたるメギルさんだったか。

　メギルさんなら、もしかしたら千年を生きた白龍かもしれない。

　まだラグニール達と共に居るかもしれないし、もし居なくても、居場所を聞けばいい。

　他に情報も手段も無いんだ。俺なら二日もあれば行って帰る事も出来るだろう。

　それに、一文だけでもメアルが喋れるようになったんだ。

　そのあたりを教えに向かうというのもあるし、久々にメアルを両親に会わせてやりたいという気持ちもある。

「メアル、ラグニール達に会いに行くか？」

「キュイ！」

「ん？　どっか行くのか？」

　メアルが嬉しそうに鳴き、出かけようとする俺達へグレイブさんが声をかけてくる。

「えぇ、ちょっとどうにか出来そうな当てを思い付いたので、行ってきます。ハオスイとの戦いまでには戻ってきます」

「俺も手伝おうか？」

「いや、大丈夫。ちょっとした里帰りみたいなものですから。それじゃ、行ってきます！　フロイドにも伝えといて下さい」

「わかった。とりあえず気を付けてな！」

「はい！」

　そうして俺とメアルは、宿を出て、街を出て、大陸中央にそびえ立つ山へと向かう。

　山の頂上付近にあるラグニールの城を目指して俺は走った。

　時間をあまりかけられないので、いつもより大急ぎだ。

　頭の上でしがみ付いているメアルを落とさないように片手で押さえ、ぶっ続けで走る。

　駆けながら、ついでとばかりに木の実や果実を取って食べながら進む。

　暫くそうして進み、山を登り始めると、相変わらずの気象変化である。

　まぁ、既にそのあたりの事は俺達には関係無いので、そのままぐんぐん進んで行くと、俺は再び奴等と出会ってしまった。

　……猫っぽい魔物と魚っぽい魔物のコンビに。

　そのコンビは、大きな木の下で焚たき火びを囲み、食事中のようだ。

　しかし、以前はここまで登ってこられなかったのに……成長しているという事なのだろうか。

　猫っぽい魔物の方は焼けた小さな魚を食べているのだが、隣の魚っぽい魔物の方がその両手に持っているのは、焼けた大きな魚と何かの肉っぽい骨付き肉である。

　違う違う。逆逆。

　どうやら相変わらずの力関係のようだが……猫っぽい魔物頑張れよと言いたいし、普通に考えれば明らかに猫の方が優勢なのだから、隣にでっかい魚が居る事だし、それを食べろよと助言したい。

　そんな事を考えながら、その光景を見ていると奴等と目が合う。

　奴等は俺達をじっと見ながら熱心に口を動かして食事を続ける。

　すると、猫っぽい魔物の方は、元々小さな魚だけだったので直ぐに食事が終わり、魚っぽい魔物が食べている物を羨ましそうに眺めだした。

　俺は我慢しきれず一気に駆け出すと、そのままの勢いで奴等を蹴り飛ばす。

「だから、普通立場は逆だろうが！」

　蹴り飛ばされて、奴等は遠くに飛んで行く。

　まぁ、仮にも魔物なのだし、ここまで登る事が出来る程強くなったのだから、死にはしないだろう。

　と言うか、元々殺すつもりは無いし、是非とも生き残って欲しい。

　何故なら、猫っぽい魔物には頑張って反逆して欲しいと思っているからだ。

　魚っぽい魔物を倒して上に立つ……。その正しい姿を俺に見せてくれ。

　きっと君なら出来る！　応援してます！　と念だけ送っておいた。

　そうして、再び走り出す。

　山に入ってから、度たび々たび魔物が襲いかかってくるが、どこか違和感を覚える。

　なんというか、理性を少し無くしているような……少しだけ強くなっているような……そんな感じがした。

　ただ、全て一発で沈めたので、勘違いという可能性もある。

　そんな事を考えている内に、俺達はラグニールの城へと辿り着いた。

　今日はこのままここで一泊する予定である。

　メアルも両親とゆっくりしたいだろうし、存分に家族水入らずで過ごすと良い。

　俺は両親に甘えるメアル──正確にはメルさんだけに──を想像して、笑みを浮かべながらゆっくりと城の扉を開く。

　……その先に居たのは、器用にはたきを持って、丁寧に城の掃除をしている龍王ラグニールだった。俺はそっと扉を閉める。

　……あれ？　俺疲れてるのかな？　なんか龍王らしからぬ事をしている龍が居たような？

　きっと気のせいだろう。

　俺は扉をそっと開く。

「はぁ～……。我は浮気などしておらんのに、どうしてこのような罰を受けねばならぬのか……」

　そう言いながら、ラグニールはパタパタとはたきを使って掃除をしている。

　……まだ、許されてなかったのか。

　それとも、ラグニールが言った事とは別件でこのような事になっているのだろうか……。その可能性の方が高そうに思う。ラグニールだし。

　しかし、これはどう声をかけたものかと思案していると、不意に頭が軽くなる。

　メアルがラグニールに向けて飛び立ったのだ。

　ちょっ！　メアル！　こっちの心の準備がまだ出来てないけど！

　メアルはラグニールに近付くと、楽しそうにその周囲をパタパタと飛び回り、そんなメアルに対してラグニールが相そう好ごうを崩す。

「おぉ！　メアルではないか！　元気だったか？　きちんと食べておるか？」

「キュイ！　キュイ！」

「そうかそうか！　そういえば、メアルだけか？　ワズはどうし……」

　そこで、俺とラグニールの目が合う。

　どうやら、そこで自分の状況に気付き、俺がそれを見ていた事を理解したようだ。

「……」

「……」

「……とりあえず、こっちだ」

「……あぁ。……大丈夫、誰にも言わないし、忘れるからさ」

「……すまんな。そうしてくれ」

「キュイ！　キュイ！」

　お互い目を逸そらして会話を続ける俺達に、メアルの楽しそうな鳴き声が届く。

　俺もこんな龍王の姿は見たくなかったよ。

　そうして、ラグニールに先導されて俺とメアルは城の中へと入って行く。

　ラグニールが何も言わず、メアルに頭をペシペシ叩かれている姿に……なんか哀愁を感じた。





６






「ワズ、スキー」

　その瞬間、衝撃が走った。

　メアルの母親である白龍メルさんはあらあらまぁまぁと微笑み、父親である黒龍ラグニールは射殺さんばかりに俺を睨む。

　城の大広間に揃った俺達は、挨拶と軽く近況を話していたのだが、その中でメアルが一言だけだが喋れるようになったと教えたのだ。

　その結果、母親の方は娘に人化の魔法を教えだし、父親の方は血の涙を流しながら「一発殴るのは父親の特権だ……。手は二本あるのだから二発殴るのも父親の特権だ……」と、何やらぶつぶつ言いだす状況へと変わった。

　俺は苦笑いしか浮かべられない。

　とりあえず、一旦落ち着いて貰い、改めて言葉を交わす。

「久し振りだな、メルさん」

「えぇ、ワズさんも。メアルを可愛がってくれているようで嬉しいわ」

「キュイ！　キュイ！　キュイ！」

「そう、楽しくやっているのね」

　メアルは甘えるようにメルさんへと抱きついている。

　俺はその光景に笑みを浮かべた。

「今日はこのままここで泊まっていくから、存分に親子で過ごせばいいよ」

「そう。ありがとうね。ワズさんも、もう家族のようなモノなのだから、気を楽にして過ごしてね」

　それは気が早いと言うものではないだろうか？

　実際、父親の方は未だに俺を睨んでいるし、許してない感半端無い。

「けれど、どうしてここへ？　私達にメアルを会わせに来ただけなのかしら？」

「まぁ、それもあるけど、実は──」

　そうして俺は、ここに来た理由の一つであるハオスイの事を教える。

　メルさんは真剣に俺の話を聞くと、納得したように一つ頷いた。

「……なるほど。そういう事情でお母様を捜していたのね。確かにお母様はその条件に合致しています。ただ、涙を下さるかどうかは、直接聞いてみて下さい。ワズさんの頼みなら断らないとは思いますが」

「ん？　どこに居るのか教えてくれるのか？」

「ふふ。お母様はこの城に居ますよ。あの後も夫の監視役として残って下さっているのです。今は書斎で本を読んでいると思いますので、そちらの方を訪ねてみて下さい。場所は、そこの階段を上がった先の一番奥です」

　メルさんが階段を指差し、それを確認する。

「わかった。ありがとう。さっきも言ったけど、今日はここに泊まるから、メアルは親に存分に甘えておくといいよ」

「キュイ！　キュイ！」

　メアルが嬉しそうに鳴き、俺も笑みを返すと、階段を上り一番奥の部屋へと向かう。

　通路の一番奥にあったのは、龍すら通れそうな巨大な扉だった。

　ノックしてから中へと入ると、そこは龍すら飛べそうな巨大な空間で、それに合わせて天井も高い。壁全てに本棚が設置され、本が整然と収納されている。

　その広さに俺は少しだけ呆あつ気けに取られ、目を瞬かせて意識を戻すと、メギルさんを捜す。

　部屋の中央に、人用サイズの机と椅子が何脚も置かれていて、その中心に龍用サイズの巨大な机と椅子があった。

　そこに目的の白龍であるメギルさんが、眼鏡をかけて読書している姿を見つける。

　メギルさんは俺の存在に気付くと、ゆっくりと本を閉じ、体ごとこちらの方へと向く。

「おや？　確かワズだったね。メアルの未来の旦那の。メアルは居ないのかい？」

　……どんな覚え方されてるんだろう、俺って。

「えぇと、お久し振りです。メギルさん。メアルは下でラグニール達と一緒に居ますよ」

「そうかい。元気ならそれでいいんだよ。私も後で会いに行こうかね。それで、わざわざ私に会いに来たのは、何か理由があってかい？」

「わかりますか？」

「伊達に歳は取ってないからねぇ。単純にメアルを私達に会わせに来たってんなら嬉しいが、どうにも最近、山の様子がおかしくなってるような気がしてねぇ」

　それは俺も感じていたのだが、どうやらメギルさんも同じように感じていたようだ。

　なら、勘違いじゃなかったのか？　と思うのだが、今はハオスイの方が優先である。

「すみません。山に関しては俺も同様の事を思っているのですが、今回は別件で来ました。メギルさんの御力をお借りしたいと思いまして……」

　そうして俺は、ハオスイの状況を説明したのだが、メギルさんは訝しげな視線を俺に向けてくる。

「……ふむ。ワズよ。その情報は誰に教えて貰ったんだい？」

「え？」

　そこに引っかかるの？

　しかし、これは俺がお願いする立場なのだ。

　それにメギルさんとは友好な関係を築いていたいと思うし、正直に話してもいいのかもしれない。

　ただ、信じて貰えるかはわからないが……。

　まぁ、ギルドカードを見せれば問題無いだろう。

　そう考えて、俺は正直に女神様達から教えられたと告げる。

　すると、メギルさんは一瞬呆けた表情を浮かべ、それから大きく笑いだした。

「あっはっはっはっ！　まさか、女神様達とはねぇ！」

「え？　信じてくれるんですか？」

「あぁ、元々メアルを預けている時点でワズの事は信じてるさ。ただ、白龍の涙の事は龍族の中でも限られた者にしか知らされていない事だったんでね。……いやしかし、まさか女神様達とは。その事を教えてもらえるなんて、ワズは相当気に入られてるみたいだね？」

「は、ははは……」

　苦笑いしか浮かべられない。

「しかし、懐かしいねぇ……。あの時以来、一度も現れてなかったんだけど……無事なようで良かったよ」

「……ん？　もしかして知り合いなんですか？」

「昔、ちょっとね」

「へぇ～……。ん？　昔？」

「女の秘密を探るのは、あまり良い行いとは言えんぞ？」

「失礼しました」

　何かを考える前に釘くぎを刺された。

　気のせいかもしれないが、ギルドカード内の女神様達も騒いでいる感じがする。

　まぁ、確認はしないけど。

「それで、そのハオスイなる者の話だが……髪は何色じゃ？」

「え？　明るい緑色ですけど」

「そうか……。勇者になれる程の龍人なのじゃから、元々強い龍の血を受け継いでいると思っておったが……そうか……。あの龍の血は残っておったのじゃな」

「……」

　メギルさんも昔を思い出しているのか、薄うつすらと涙目になっている。

　う～ん。聞きたいけど、聞ける雰囲気じゃないな。

　メギルさんが一度目元を拭ぬぐうと、俺に向かって頷く。

「わかった、安心せい。私はその条件に当てはまる白龍で間違いない。私の涙でその子を助けてやってくれ」

「ありがとうございます」

　そして、メギルさんと共に涙を入れる空き瓶を取りに下りると、メアルがメギルさんに抱き着いてきた。

　祖母に会えて嬉しいのだろう。メギルさんも嬉しそうにメアルの背中を撫でている。

　そんな光景を嬉しそうに見ているメルさんと、どこか羨ましそうに見ているラグニールの姿が、この場の力関係を物語っているように思った。

　そうして、メルさんに空き瓶を用意して貰い、それにメギルさんの涙を入れた後は、言ったようにこの城で一泊する。




　その日の夜、俺は城のバルコニーに一人で居た。

　折角の家族水入らずだし、俺が居るとお邪魔かなと思い、抜け出したのだ。

　果実水を飲みながら、キラキラと輝く星空を眺める。

　すると、後ろからドスドスとこちらへと近付いて来る足音が聞こえたので、そちらの方へ視線を向けると、そこには大おお樽だるを抱えたラグニールが笑みを浮かべていた。

「おぉ、こんな所に居ったのか」

「どうしたラグニール。折角の家族水入らずだろ？」

「フハハハ！　折角だし、ワズと飲もうと思っての！」

「俺は酒は飲まんぞ」

　耐性無いし、もうこりごりです。

「構わんよ！　一緒に居って、共に時間を過ごす事が大事なのだ！」

　そう言って、ラグニールは俺の隣にどかっと座り、大樽に満たされた酒をがぶがぶと飲み出す。

「ぷは～！　今夜の酒は、大親友が隣に居て美う味まい！　そういや、メアルは迷惑をかけておらんか？」

「大丈夫だ。メアルとの旅を楽しんでいるよ」

「それなら良かった」

　そうして、俺達は杯と樽を重ね合わせる。

「ハオスイなる者の事は聞いた。義母の涙で助かると良いのだがな」

「そうだな。……ん？　ハオスイは一応人族なのに、気にかけるのか？」

「確かに、龍人は人族に分類され、寿命も強さも我々龍には遠く及ばないが、それでもその体の中には同じ龍の血が混ざっておる。ならば、我々は同族であると認識しておるよ」

「そっか。……まっ、出来る限りの事はするつもりだよ」

「うむ。ワズに任せよう」

　俺達は星を眺めながら、のんびりとした時間を過ごす。

　だが、なんとなくラグニールがこの場に居る事を望んだ理由を察する。

「……で、本当に話したい事は何だ？」

「色々あって、義母様が未だに我を許してくれんのだ……」

　だと思った。

　そうじゃなければ、龍王自ら城の掃除なんてしないもんな。

「ワズからも我を許してやるよう言って貰えんか？」

「大親友として助けてやりたい気持ちはあるが、無理だな。そもそも家族の問題だし。何より、迂闊に関わって俺に飛び火するのを避けたい。まぁ、気長に耐えるんだな」

「薄情者めぇ！」

「なら俺が、もしお前と同じ状況になったら助けてくれるのか？」

「うむ。全力で遠くから見守ろう」

　ラグニールは俺の事を言えないと思う。

「そういや、問題の赤龍……キャレルだっけ？　誰か紹介するとか言ってなかったか？」

「うむ。我の側近の一頭で、ちょうど番つがいの居ない若い青龍を紹介しておいたぞ。会わせた瞬間に意気投合しおって、今では見ている我達ですら鬱陶しいと思う程の熱々ぶりである」

　何だそりゃ？

　まぁ、上手く回ってるんなら、それで良いか。

　そうして俺達は、眠る時まで楽しく会話を交わした。




　翌日、起きた俺はオーセンへと戻るために、まずメアルを捜しに向かう。

　メアルは城の大広間でメルさん、メギルさんと共に何やら話していたようだが、俺の姿を確認すると、一気に飛んできて、頭の上によじよじと登って行く。

　頭の上でのんびりしているメアルを撫でていると、そんな光景をメルさん、メギルさんが微笑ましそうに見てくるので少々居心地が悪かった。

「ワズさん、メアルの事これからも宜しくね」

「あぁ」

「ワズよ。ハオスイの事も宜しく頼むぞ。どうか救ってやってくれ」

「わかってるよ。じゃあ、また来るから」

　軽く挨拶を交わし、俺とメアルはオーセンへと戻るために出発した。

　……ラグニールは城の掃除が忙しそうだったので、関わらないでおく。

　挨拶は昨日の内に済ませたし、これも優しさである。
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　俺とメアルはオーセンへと戻るとために、行きと同様に駆け抜けて行く。

　まぁ、メアルはいつものように俺の頭の上なのだが、久し振りに両親と祖母に会えてご機嫌だ。

　俺が走りながらメアルを撫でると、その手を甘嚙みしてきたりして、くすぐったい。

　そして、一旦休憩するために足を止め、木の実や果実を食していたのだが、それがいけなかった。

「ほら、ちょうど一人で居るし、まずはアイツからにしよう」

「で、でも、小さいとは言え龍を連れてますよ？　大丈夫でしょうか？」

「大丈夫だって！　ほら見なよ、あのどこにでも居そうな普通の顔。たとえ戦う事になっても大した事無いって！」

　失礼な！

　しかし、言う通り俺の顔は普通である。そこは否定出来ない。

　けれど、男は性格だと思うし、そもそも戦いになったら、まず俺は負けないだろう。

　先を急いでるし、この場は気付いていない振りをしてさっさと移動した方が良さそうだ。

　だが、その前に声をかけられて出で端ばなを挫くじかれる。

「ちょっと待ちな！」

「ま、待って下さぁ～い！」

　俺の目の前に現れたのは女性の二人組だった。

　最初に威勢良く声を出したのは、肩程の長さの金髪に、吊り上がった勝気そうな目と顔立ちをしていて、服装はおなかと肩が出ている上着に、太ふと腿ももが自己主張している程出ている短いズボンとブーツが凄く似合っている、健康的な美を感じる女性だ。

　そしてもう一方は、ゆるゆるふわふわな濃い紫色の長髪に、目尻が下がった優しそうな目と顔立ちで、服装は先程の女性と対照的に肌を見せないよう上下共に長く可愛らしい物を着ていた。

　二人共俺と同い年くらいに見えるのだが、なんというか、守ってあげたくなるような可愛さを兼ね備えている。

　ただ、金髪さんの方は長剣を持ち、紫髪さんの方はナイフを持って、その切っ先をこちらへと向けている姿が少々物騒だ。

「ほら、まずは声掛けと、意志表示から」

「は、はい！　えっと……盗賊だ～！　金目の物を寄こせ～！　です」

「最初の『えっと』と、最後の『です』はいらないから」

「ううぅ……すみません」

「すぐ謝らない」

　金髪さんがピシャリと言う。それで、紫髪さんは少しだけ涙目になった。

　……何これ？　本当に盗賊なの？　俺はどう対応するのが正解なの？

「ほら、もう一度」

「と、盗賊だ～！　金目の物を寄こせ～！」

「……」

　ほんと、どうしたらいいの？

　どうすれば良いのか、対応に困っていると、金髪さんが話しかけてきた。

「ごめんね～！　この子、これが初めての盗賊行為なんだ。悪いんだけど、練習だと思って相手してやってくれないかな？」

「お、お願いします！　頑張りますので！」

　そう言って、金髪さんは俺にウインクをして手を前に出し、ごめんねみたいなポーズを取り、紫髪さんは頭を下げて、両手をぐっと握る。

　いやいや、その時点で盗賊としてどうなんだと言いたいが──。

「しょ、しょうがないですね。俺で良ければ相手になりますよ」

　……男なら避けてはならぬ道がある。これは、きっとその道だ。

　決して二人の可愛さに負けた訳じゃない。

　メアルが俺の頭をペシペシと叩いて抗議している。

「それで、俺はどうしたら良いのでしょうか？」

「普段通りの対応でいいよ」

「普段通りか……。なら、盗賊に渡す金は無い！」

　俺がピシャリと言い放つと、紫髪さんがびくっと驚いて萎縮してしまう。

　……なんか、その対応はその対応でショックだ。

「ほら、アンタも断られるなんて当たり前なんだから、この程度で萎縮しない！」

「ご、ごめんなさい！　むんっ！」

　紫髪さんは、気丈にも気を取り直し、ナイフの切っ先を俺へと向けてくる。

　……微妙に震えてるけど。

「ほら、断られたらどうするんだっけ？」

「え、えっと……。なら、アナタの命を奪う！　です！」

「また『えっと』と『です』が出たよ」

「はうぅ……」

　可愛い……じゃない！

「まだ終わってないよ！」

「は、はい！　で、では、ここから戦闘開始ですね！　い、行きます！」

　そう言って、紫髪さんがナイフを向けて突っ込んで来る。

　……目を閉じたまま。

「うおっ！　あぶねっ！」

　俺は、思わずナイフを避ける。

　危なっ！　目を閉じてかかってくるなんて怖すぎる！　

　というか、自分も危ないからやめなさい。

「こらっ！　アンタ、まだ目を閉じる癖が直ってないんだね！」

「ご、ごめんなさい～！　だって怖かったんです～！」

　俺の方が怖かったです。

「こりゃ駄目だね。まだアンタには早すぎたか……」

「ふえぇ！　ご、ごめんなさい～！　で、でも、やる気だけはあるので、見捨てないで下さいぃ～！」

　紫髪さんが涙目で金髪さんへと訴える。

　いや、人には向き不向きがあると思うし、どう考えても紫髪さんに盗賊は向いてないと思うんだけど……。

「わかってるよ！　私が徹底的に鍛え直してやる！　ほら、今日の所はもう帰るよ。悪かったね、行く手を邪魔したようで……」

　自分が見捨てられないとわかった紫髪さんは、どこか嬉しそうだ。

「いえ、別に気にしてませんから。……えっと、頑張って下さい？」

「はい！　頑張ります！　頑張って、世界一の女盗賊になってみせます！　応援ありがとうございました！」

　紫髪さんは、花が咲くような満面の笑みでそう答えた。

　いや、苦労をしそうな金髪さんに向けて言ったつもりだったんだけど……まぁいいか。

　そうして、金髪さんと紫髪さんは森の中へと消えて行く。

　紫髪さんは、終始俺へと振り返ってペコペコと頭を下げていた。

　やはり無理だと思うので、盗賊は諦めた方が良いと思う。

　その後は、特に問題も起こらず、その日の夜にオーセンへと辿り着いた。
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　何故か、オーセンの入口でフロイドが待ち構えていた。

　フロイドは、俺を見つけると優雅に一礼する。

「無事お戻りのようで、心から安心致しました。所用を済ませて宿へと戻るとお姿が消え、どこかに飛んで行ったとお聞きして心配しておったのですよ。ここ三時間ばかり、心配で食事が喉を通らなかった程でございます」

「……晩御飯はいつ？　何を食べたんだ？」

「三時間程前に、鍋という器を使用し、種類豊富な茸きのこや山菜と高価なお肉を一緒に煮込んだ、すき焼きという料理を大変美味しく頂戴しました。そうそう、温泉卵なるモノも頂戴しましたね」

「……がっつり食べたから、喉を通らなかったんじゃないか？」

「ふむ。……そういう受け取り方も出来ますか？」

「そういう受け取り方しか出来ないよな？」

　やっぱり駄目だ、コイツ。

　俺は溜息を吐いて、フロイドを伴ともなって宿へと向かった。

　宿には既に話が通っているようで、グレイブさんとセレナさんが居る部屋へと案内される。

　部屋の中で二人は紅茶を飲んでいて、俺の入室に気付くと笑みを浮かべた。

「おぅ、ワズ。おかえり。急いで出て行ったけど、当ての方はどうなった？」

「えぇ、目的の物は手に入れました。これでハオスイを救えると思います」

「それは何より。じゃあ、後は明日の戦いに向けて英気を養うだけだな！　セレナ、頼む」

「はい。今直ぐ準備しますね」

　そう言ってセレナさんが用意してくれたのは、先程フロイドが言っていた、すき焼きだった。

　メアルの分も用意してくれて、俺はそのまま一人で食べていたのだが、メアルはセレナさんに食べさせて貰っていて、ここで再会した時の光景を思い出す。

　食後は温泉で体を癒し、用意された部屋でそのまま眠りについた。




　翌日、朝早く目覚めた俺は、未だ寝ているメアルを優しく頭の上に乗せ、街中をゆっくりと散策する。

　宿が多い街ではあるが、民家が無いという訳では無い事に気付く。

　それもそうか。ここで暮らす人達も居るのだ。

　確かに、ここに来た時は夜遅かったので薄暗かったし、翌日は怒ど濤とうのように色々起こって街をゆっくり眺める事も出来なかったので、こんな当たり前の事に今更気付いたのだ。

　そうして街中を散策し、既に開いている土産屋の商品を物色したり、屋台で売っていた温泉卵をメアルに食べさせながら、昼に行われるハオスイとの戦いまで時間を潰した。

　そして、約束の時間。

　俺とハオスイは舞台の上で対峙している。

　メアルはセレナさんに預けたのだが、グレイブさんやフロイドと共に居る姿は、舞台の周囲に居る人の多さの中に紛れてしまって見つける事が出来なかった。

「……じゃあ、始める」

　そう言ったハオスイの姿は、最初と違って街の人が着ていそうな普通の服装へと変わっていて、眠そうな表情はそのままなのだが、感じる圧力は一気に増していた。

　開始の掛け声が響くが、ハオスイはその場から動こうとはせず、ただただ俺を見ているだけだ。

　俺が不思議そうに顔を傾けると、ハオスイが更に言葉を続ける。

「……まずはアナタから。最初の一撃は、いつも相手に譲ってるから」

　なるほど。

　前に見た戦闘も、最初に動いたのは相手の方だった。

　戦闘特化のステータスを持っていながら、何故自分から動かなかったのか気にはなっていたが、ただ単に相手に譲っていただけなのか。

　なら好都合だ。一撃で気絶させて涙を飲ま……あれ？　確か女神様達の文だと赤い玉を吐き出させて直ぐだったな。

「始める前に一つ聞くけど、飲んだ玉を自分の意思で吐き出せるのか？」

「……さぁ？　わからない。そもそも吐き出す気も無いし」

　そっか。しかし、そうなると面倒だな。

　吐き出すってどうすればいいんだ？　お腹を叩けば飛び出すのだろうか？

　……う～ん。まずは戦って様子を見た方が良いかもしれない。

「そうか。……なら、まずは俺からの一発だったな」

「……早くして。どうせ勝つのは私」

　どこまでも強気だな。……いや、違うか。

　強気なんじゃない。

　興味が無いというか、やる気が無いというか、どうでもいいのだろう。

　もう自分を倒せる者は居ないと諦めて、さっさと終わらせないとと思っている感がある。

　だからこそ、活力が無いというか、生気の無い表情をしているのだろうか？

　もしそうなら、少しはやる気になって貰えるように、ちょっと頑張りますか。

「じゃあ、行くぞ。真正面から進んで、頭部に向けて蹴りを入れるからな」

「……何故解説を──」

　俺は自分の行動をきちんと話した後、一気にハオスイへと迫り、言った通り頭部に向けて手加減した蹴りを放つ。

　ハオスイは表情に一瞬だけ驚きを浮かべるが、直ぐに元へと戻って、腕を上げて俺の蹴りを受け止めると、そのまま反対の手で反撃してきた。

　俺は受け止められた蹴り足へと即座に力を込め、そのまま振り抜いてハオスイを蹴り飛ばす。

　飛ばされたハオスイは、何事も無かったかのように普通に着地すると、俺へと視線を向けてきた。

　その目は、相変わらず眠そうな半眼だが、少し熱を帯びたように感じる。

　ハオスイが、俺の蹴りを受け止めた腕を擦さすり、手を開いては閉じるを繰り返して調子を確かめ出すと、舞台の周囲に居る観客達が騒ぎ出した。

「おぉ～！　ハオスイに一瞬でやられなかったのは、兄ちゃんが初めてだぞ！」

「いいぞ～！　普通の顔の人～！」

「ワズ様。小さい女の子を蹴り飛ばすのは如何いかがなものかと思います」

「ハオスイちゃ～ん！　今日も可愛いねぇ～！」

　今確実にフロイドが混ざっていただろ？

　険しい目をしてフロイドを捜すが、観客に紛れて見つける事が出来ない。

　俺がキョロキョロとしている内に、確認が終わったハオスイが俺に声をかけてくる。

「……なるほど。あの子が言っていたように、そこそこ強いみたい。……でも、私の方が強い」

　それだけ言うと、今度はハオスイの方から仕掛けて来た。

　ハオスイが一気に迫り無造作に顔面へ向けて拳を放ってくるが、それを避けると拳を開いて俺の服を摑んで一気に引き下ろす。

　体勢の崩れた俺へとハオスイの膝が飛んで来るが、手を交差して受け止める。

　しかし、ハオスイは止まらず、何度も膝蹴りをかましてくると、唐突に服を摑まれている感触が無くなった。

　その瞬間、俺の背中に何かが当たる感触がくる。

　多分、肘ひじ打ちだろうと思うが、俺はそのまま倒れ込むようにして体を落とし、その勢いのまま足を振り上げて蹴りを放つが、ハオスイはその足を受け止め摑むと、力任せに振り回して放り投げられた。

　空中で体勢を立て直し、そのまま着地してハオスイを見る。

　ハオスイは仕留めきれなかった事に、少しだけ驚いているようだ。

「……少し楽しかった。でも、その程度じゃ私には勝てない」

　視界からハオスイが消える。

　と、思った瞬間、俺は一気に吹っ飛ばされた。

　俺が居た場所に目を向けると、そこには蹴り終えた体勢のハオスイが居たのだが、再び消え、今度は空中へと吹っ飛ばされる。

　だが、ハオスイは既に俺の頭上へと飛び上がっていて、両手を組んで振り下ろしてきた。

　俺はそれを受け止めるが、ハオスイの勢いを抑えきれず、舞台上へと落とされてしまう。

　その衝撃で舞台がひび割れ、土煙が昇る。

　ほぼ一瞬の出来事に観客達は沸き立ち、ハオスイを絶賛する声が至る所で上がった。

　あの？　別に俺やられてませんけど？

　土煙の中で服に付いた埃ほこりや割れた舞台の破片を払っていると、ハオスイが舞台上へと着地して動きを止めた。

「……驚いた。まさかアレだけ攻撃したのに無事だなんて。思ったよりも頑丈なんだ」

　そう言うハオスイの目は、更に熱が入ったように見え、その分圧力が増していた。

　まいったな……。ハオスイの動きを捉とらえる事が出来なかった。

　先程の消えたような動きはなんだったのだろう。

　思い出してみると、何か変な足の動かし方をしていたように思える。

　あの戦闘特化スキルの影響なのだろうか？

　しかし、いくら攻撃を受けても無傷とはいえ、こちらの攻撃が当たらないのでは意味が無い。

　とりあえず、今はハオスイの動きに対応出来るようにするべきか。

「……それじゃ、次行くよ」

　そうして、見えない動きをするハオスイの攻撃が、再び俺へと迫ってきた。

　ハオスイの怒濤の攻撃に、俺は防戦一方だ。

　いや、やられっぱなしと言っていいだろう。

　殴られ、蹴られ、投げられ、飛ばされ、やりたいようにやられていく。

　まぁ、もちろん無傷だけど。

　しかし、その甲斐あってか、徐々にだがハオスイの動きが見えるようになってきた。

　慣れだろうか？

　ハオスイの独特の足運びによって、俺には消えたように見え、一瞬で迫っているようだ。

　それを理解すると、後は体が反応してくれ、ハオスイの攻撃を少しずつ回避出来るようになり、目で追う事が出来るようになった。

　なんだろう。格闘スキルが上がっている気がする。

　多分、やろうと思えばハオスイと同じ足運びが出来そうな……。

　ハオスイも俺が対応しだした事に、焦りが見えはじめた。

　そうして、俺とハオスイの立ち位置が開始の時と同じになる。

「……どうして効かないの……どうして。……私が弱いから」

　その言葉は、俺に言っていると言うよりは、自問自答しているように聞こえる。

「……駄目……弱いのは駄目。……どうして……わからない」

　ハオスイから感じる雰囲気が変になっている気がする。

　そう思うと、俺の目は今まで見た事が無いモノを映し出した。

　ハオスイは濃い緑色の靄もやを纏っているように見えたのだが、その靄が赤黒く変わっていく。

　その変化の中心は、お腹の辺りからだ。

「……弱いと守れない。……何を……誰を。……わからない。……けど、それは駄目……弱いと一人になってしまう」

　濃い緑色の靄が全て赤黒く変化すると、ハオスイ自身も変わっていった。

　頭から本物の小さな角が生え、爪も少し伸びる。

　ただ、体はひび割れる事無くそのままで、羽も生えてはいない。

　だが、その姿は赤い玉を飲んだ者を彷ほう彿ふつとさせる。

　そして、俺を見ているハオスイの目が怪しく光った。

『……けど、弱いのは駄目！　私は弱くない！』

　何が切っ掛けになったのかはわからないが、間違い無く赤い玉の影響だろう。

　ハオスイは自分の体の変化に気付き、両手を握ったり閉じたりして確認し、最後に強く握り締めると、口角をほんの少し上げて小さく笑みを浮かべた。

『……強い力。……私の求める力』

　違う。と思う。

　ハオスイは、先程誰かを守ると言っていた。

　なら、本来のハオスイが求めていた力は、誰かを……何かを守るための力だったはずだ。

　けれど、今手にしている力は違う。赤い玉を飲んだ者を見てきた俺だからこそ、それは違うと言える。

　その証拠に、ハオスイが纏っている赤黒い靄からは邪悪なモノしか感じない。

　だから、俺は言う。

「それは、本当にお前の望んだ力なのか？」

『……煩い。……これだけの力があれば、誰も私には勝てない』

　そう言いきると同時に、ハオスイが襲いかかって来る。

　先程よりも速く迫って来るが、ハオスイの動きに慣れた今では長く遅く感じた。

　けれど、避けようとは思わない。

　俺は、ハオスイが手にした力を否定するために、真正面から受け止めるつもりでいた。

　ハオスイの力強く握られた拳が、俺の腹部へと殴り届く。

　しかし、俺は微動だにせず、平然とその場に立っていた。

『……噓……噓だ～！』

　ハオスイが信じられないと狼ろう狽ばいし、我を忘れたかのように何度も殴って蹴ってくるが、俺は平然とその場に立ち続ける。

　もちろん、傷一つ付いていない。

『……なんで！　なんでぇ！』

　そんな俺の状態が信じられないのか、焦しよう燥そうを浮かべるハオスイが後方へと大きく飛び、何かを招き寄せるように手を空へと向ける。

『……来い！　……私の剣！』

　そう言うと空が暗くなり、辺り一面に落雷が乱れ起こる。

　その内の一つがハオスイの手へと落ちると、そこには一振りの剣が握られていた。

　ハオスイの身の丈よりも長い剣で、その刀身に雷を纏ってバチバチと音を奏でている。

　その剣をゆっくりと構え、切っ先を俺へと向けてくるが、剣越しに見えるハオスイの表情はどこか不安そうで、瞳が揺れていた。

『……この力に、この剣があれば』

　ハオスイが再び襲いかかり、手に持つ剣の狙いは明らかに俺の心臓だ。

　それでも俺は一切動こうとしなかった。

　そんな俺に、ハオスイは一瞬驚きの表情を浮かべるが、直ぐに決意の表情へと切り替え、勢いを緩める事無く剣を俺の心臓へと突き立てる。

　だが、剣は俺の体に触れた途端、粉々に砕け散った。

　その際に刀身が纏っていた雷も俺へと流れ込んできたが、特に何も感じない。

　雷攻撃は山の魔物で経験済みだ。

　俺の全く平気な様子に、ハオスイの表情は崩れ、目に涙を浮かべると泣き出した。

『………………ひぐ……どうして。……どうして勝てないの。……これだけの力を手にしたのに』

　ハオスイがゆっくりと近付いてくる。

　その姿は、最早魔王とは呼べず、十四歳の少女にしか見えない。

『……どうして……どうして』

　そして、ハオスイ自身の心が乱れた事で気付いた。

　何故、ハオスイが赤い玉を飲んで今まで変貌しなかったのか。

　今もハオスイの中で戦っているモノがある事を、この目が見つけた。

　先程見えた緑色の靄が、赤黒い靄を押し返そうとしているのだ。

　ここで、この靄が何なのかわかった。

　これは、魔力だ。

　多分、緑色の靄は元々ハオスイが宿していた龍の魔力で、その魔力が今までハオスイを守ってきたのだろう。

　だからこそ、今も必死に赤黒い魔力へ抵抗しているのだ。

　もしかしたら、ハオスイも心のどこかで今の力は自分の求める力では無いと、感じているのかもしれない。

『……どうして』

　ハオスイが全く力の入っていない拳で、俺の胸をポカポカと叩く。

『……どうして』

　ハオスイが俺を見る。その顔は涙でぐしゃぐしゃだ。

『………………もう一人は嫌……助けて』

　俺は自分を叩くハオスイの手をそっと優しく受け止めて握り、安心させるように微笑んで、空いている手でハオスイの腹部へと一発入れる。

　緑色の靄の反抗を助けるようにと願いを込めて。

　その衝撃に、ハオスイは苦く悶もんの表情を浮かべると、けぽっと赤い玉を吐き出し、緑色の靄が体を覆い尽くす。

　俺は直ぐ様涙を入れた瓶を取り出すが……ハオスイの目と口は閉ざされたままだ。

　その姿はまるで死に逝ゆく者のようで、その証拠に体を覆い尽くしている緑色の靄が少しずつ空へと霧む散さんしていく。

　駄目だ！　駄目だ駄目だ！

　そんな結末は許さない！　

　何のために白龍の涙を手に入れたと思ってるんだ！

　このまま死なせるものか！

　それに、ハオスイは言った！

　一人は嫌だと！　助けてと！

「あぁ！　今助けてやるよ！　それに一人が嫌で誰か居て欲しいなら、俺が一生一緒に居てやるよ！」

　俺は瓶を開けて白龍の涙を一気に口の中へと含み、ハオスイをぐいっと引き寄せると、口付けを交わす。
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　舌で口をこじ開け、涙を無理矢理流しこんで飲ませていく。

　こくんこくんと、ハオスイの喉が小さく動くのを感じ、その鼓動が生きたい、生きたい、と言っているように聞こえた。

　口を離してハオスイを見ると、霧散していた緑色の靄が、今度は逆に大きく膨れ上がり元に戻っていく。その様子に、俺がほっと胸を撫で下ろしていると、ハオスイの目がゆっくりと開かれる。

　俺を見つめるその目は、吸い込まれそうな程に綺麗な緑色だった。

　すると、ハオスイがその小さな口を開く。

「……助けてくれてありがとう。……それから、熱い言葉も届いた」

　あぁ、聞こえていたのね。

「……これから一生傍そばで宜しく。旦那様」

「へ？」

　そうして、俺の口はハオスイからの熱い口付けで塞がれた。








閑章　　　ハオスイ









　私の中には、忌いまわしい記憶が残っている。

　人族のお母さんと、私と、同じ龍人の妹の三人で、貧しいながらも仲良く幸せに生きてきたのだが、元々住んでいた龍人の住む里では、父親が居ないという理由だけで出自がわからぬ子として、お母さんもそんな子供を産んだとして忌み嫌われていた。

　お母さんはお父さんの事を教えてくれなかったのだが、私と妹は何か理由があるのかと、口にする事は無い。……もしかしたら、お母さんから言ってくれるのを待っていたのかもしれない。

　けれど、里で居場所が無い以上、自然と里から出て行く選択肢を選ぶしかなかった。

　それしかなかったから。

　どれだけ里のために頑張ると言っても、里の大人達は誰も聞いてくれず、子供達も親の真似をして私達に近付く事は無かった。

　そんな里から出る事は間違って無いとは思うが、結果で言えば、時期が悪かったのだ。

　私達が里を出た時期は魔王軍が世界各地で暴れている時で、戦う力も何の準備も無く、森の中を歩けば誰しも同じ結末になるだろう。

　まるで、予定調和のように私達は魔物に襲われ、逃げ惑った。

　走れるだけ走って辿り着いた場所は、岩場に囲まれた行き止まり。既に多くの魔物に囲まれて逃げ場も無く、お母さんが私と妹を守るように前へと立つ。

　お母さんの背中が震えていた。

　だけど、魔物達にとっては、震えていようが、子を守るためだろうが関係無い。

　もし、本当に予定調和や物語の中なら誰かが助けてくれるのかもしれないが、そんな人が現れる事は無かった。

　お母さんはあっという間に殺される。

　その光景に私は恐怖して、動く事も出来ず、ガタガタと震え、吐き気で苦しくなるが、腕の中で同じように震えている妹の存在で我慢出来た。

　魔物達は次に私達を標的にして、舌舐めずりをしながらゆっくりと近寄って来る。

　私は、咄嗟に妹の前に出るが、即座に殴り飛ばされ、後方の岩場へと叩きつけられて意識を失う。

　意識を取り戻した私が最初に見たのは、汚らしい笑い声を上げる魔物達と、既に死んでいるお母さんと妹の体を蹂躙している光景だった。

　その光景に、私は声にならない悲鳴を上げる。

　どうして私達親子がこんな目に遭あわなきゃいけないの！

　何か分不相応なモノを望んだ訳でもないのに！

　ただただ普通に、家族三人で生きて暮らしたいだけなのに！

　なんでこんな仕打ちを受けなきゃいけないの！

　どうして！　どうして！　どうしてぇ！

　私の叫び声に反応して、魔物達が新しい玩具を見つけたかのように、近付いて来る。

　そんな中、私は願う。

　力が欲しいと！

　お母さんと妹を殺した魔物達を殺すための力を！

　誰も守ってくれないのなら、自分が守れるだけの力を得たいと！

　……お母さんと妹を守れた力が欲しい……と。




　その後の事はよく覚えていない。

　気付けば、無造作に力で捻ひねったような状態の魔物達の死体と、血に汚れた自分の手と体。

　体の内から力が溢れている感覚があり、本能で自分の中に流れている龍の血が目覚めたのだとわかった。

　これが私の望んだ力なのだろうか？

　それでも……遅すぎる。

　私はお母さんと妹の体を近くにあった、風景の綺麗な場所へと丁寧に運び、土を掘り返して埋葬した。

　お墓の前で手を合わせ、どうか次があるのなら幸せになって欲しいと願う。

　その後は、目に付く魔物を全て蹂躙していった。

　お母さんと妹を殺した魔物達は既に居ない。けれど、その存在を許す事など出来るはずもない。

　目的地も無く、ふらふらと歩いて魔物を見つけ次第殺していく。

　その間も、私は貪欲に力を求め続け、様々な武器や技術を手当たり次第に習得する。




　気が付けば、既に数年が経ち、周りの人達からは勇者と呼ばれるようになっていた。

　私は、そんな人間じゃない。

　その頃の私はオーセンを拠点とし、強者を相手に勝ち続けていたが、自分の強さに限界を感じ始めていた。

　だから、何か違う強さを求めて勝負を繰り返していく。

　何度も何度も何度も何度も戦うが、誰も私の強さに比ひ肩けんする者は居なかった。

　誰も私に勝つ事が出来ない。

　これが、私の求めた強さだったのだろうか？　答えが欲しい。

　その内、真面目に戦う気も失せた。そんな時に、行商から赤い玉を貰う。

　これを飲めば、新たな力を得られると言われ、胡散臭いとは思ったが、私は更なる力を求めて飲む。

　そこからの私はよくわからない。

　自分だけど、自分じゃないような……そんな感覚に囚とらわれる。

　自分の中で相反する二つの力が戦っているような状態が消えなかった。

　それでも私は戦い続け、そんなある時、戦う前に条件を付けてきた男が居た。

　勝てば自分の嫁になれと。

　その提案に観客は沸き、それを見た私はこの条件で戦っていけば、更に強い人が来るかもしれないと考え、これをその後も継続させた。

　もちろん、私に勝てる程に強く、望むのなら喜んで嫁になろう。

　ただ、出来れば優しい人がそうであって欲しい。

　けれど、私に勝てる者は現れなかった。




　毎日毎日戦い続ける、そんなある日、突然目の前に小さな竜が現れる。

　その小竜を捕らえている黒い結晶は、役目を終えたかのように自然と消えていった。

　私に流れる龍の血の影響か、その小さな龍と話す事が出来、名前と何故ここに現れたかを知る。

　それと、自分の想い人が必ず迎えに来ると言っていた。

　なら、それまでの間は私が守ろうと思う。

　この小さな龍に、亡き妹を重ねたのかもしれない。

　……けれど……私は何を守りたかったのだろうか。

　メアルとは色々な話をし、主に話されたのは、想い人の事だ。

　その人が、どれだけ強く、自分に優しいかを延々と語り、少々うんざりしながらも、そんな人が居るメアルを羨ましく感じる。

　だから、それでも私の方が強いと言うと、メアルは少し怒ってその人の方が強いと言った。

　なら、迎えに来た時に試してみようと考える。

　少しだけ、その日が待ち遠しくなった。




　メアルの想い人が迎えに来た日。

　メアルの嬉しそうな顔を見ながら、私は色々と理由を付けて戦う約束を取り付ける。

　そして当日、私はいつものように先手を譲り、彼の一撃を受けた。

　確かに、今までの誰よりも強いのはわかったが、それでも私の方が強い。

　その時はそう思った。

　彼は、私の動きに全く付いてこられず防戦一方だったのだが、どれだけ攻撃しようが全くの無傷で、いつの間にか私と同等の動き──いや、それ以上を見せ始める。

　その底知れない強さに、私は段々と我を忘れて焦り出す。

「……どうして効かないの」

　わからない。

「……私が弱いから」

　嫌だ。そんな事認めたくない。

「……弱いのは駄目」

　そうだ。駄目だ。

　……でも、どうして駄目なのかがわからない。

「……弱いと守れない」

　何を守りたかったのだろう。

　先程からお腹の中が熱い。不快だ。

『……弱いのは駄目！』

　そうだ！　弱いのが駄目な事はわかる！

『……私は弱くない！』

　弱くない！　私は弱くない！

　この強い力があれば……あれば……あればなんだろう……。

「それは、本当にお前の望んだ力なのか？」

　それから後の事はよく覚えていない。

　ただ、圧倒的な強さを持つ彼に負けた事はわかった。

　彼の一撃で、私の中から不快感が消える。

　そして、思い出した。

　私は救う力が欲しかったのだ。お母さんと妹を救う力が。

　戦うだけじゃない。誰かを救う力が……。

　でも、もう遅い。私の中から力が消えていく……。

「あぁ！　今助けてやるよ！　それに一人が嫌で誰か居て欲しいなら、俺が一生一緒に居てやるよ！」

　……。

　……目の前の彼は持っているのだろう。

　現に私をこうして救ってくれたのだから……。それに優しそうだし。

　とくん……と、小さく胸が鳴る。

　あぁ、目の前の……心配そうに私を見る彼が欲しい。彼のモノになりたい。

　今なら、メアルが言っていたように素敵な匂いをしているというのもわかる。

　だから私は、本能の告げるまま動く。

「……これから一生傍で宜しく。旦那様」

「へ？」

　私は、自分の唇で彼の唇を塞いだ。

　発した言葉の責任は取って貰おう。








エピローグ……だけど、それじゃない！　ギルドカード内超会議だ！









　これは、この物語の主人公であるワズのギルドカード内で繰り広げられている会話の一部を抜粋した話であり、エピローグです。




　質素な部屋の中央に置かれている丸型テーブルに、四柱の神が鎮座している。

「さて、今居る皆は集まってますね」

　そう口火を切ったのは、最初にワズを助けた神、女神である。

　ピンク色の髪と可愛らしい顔立ちに、均整の取れた体付きを修道女のような服装で隠しているのだが、布地が薄く透明度が高いために肌が透けて見えそうだ。

　しかし、大事な部分は見えそうで見えない作りであった。

「どうしたの？　急に呼び出して？」

　次に口を開いたのは、大地母神であった。

　緑の混じった茶髪で、女神へと優しげな眼を向け、まるで全てを包み込むような微笑みを浮かべている。

　服装は質素なのだが、胸とお尻が服を破きそうな程大きく、その胸の大きさを強調するように、下から片腕で支えていた。

「まったく……なんだってんだ？」

　戦女神だ。

　灼熱のような真っ赤な髪に、相手を射殺すような鋭い目付きをしている。

　しなやかに鍛えられた肉体を晒す服装は動きやすそうなタンクトップなのだが、胸が残念な程、平らであった。

　ちらちらと、大地母神の胸に視線を送っては自分の胸を見て、溜息を吐く。

「何かあったのかしら？」

　海女神です。

　大海のような深い蒼あお色の長い髪に大人びた顔立ちで、目を薄くしか開いてないために糸目に見えてしまう。

　大地母神には劣るが出るとこは出ていて、モデルのような体付きに、所々光り輝く装飾を付けたドレスを纏っていた。

　女神が、大地母神、戦女神、海女神と順番に見ていき、両手を口の前で組んで言葉を告げる。

「勇者ハオスイが例の玉から解放された途端、ワズさんの唇を奪いました」

　ガタッ！　ガタッ！　ガタッ！

　女神以外の三柱が席を立つ。

「そんな羨ましい事が！」「なんだとっ！」「出て来たばっかのくせに！」

「「「勇者のくせに！」」」

　声を合わせ、その身に生まれた怒りを顕あらわにする三柱。

　大地母神は爪を嚙み、戦女神はバシバシと机を叩き、海女神は何かを考えだす。

　なんだかんだと、ワズに好意を持っている結果である。

　同じくワズに好意を持つ女神は、そんな様子をゆっくりと見回し、更に言葉を続けた。

「まぁまぁ、皆さん落ち着いて下さい。現状私達が直接干渉する事は出来ないのですから、こういう事も起こりますよ。それに、こうしてワズさんのギルドカード内で私達が集つどえているのは奇跡に近いのですから」

「何悟ったような事を言っている！　お前は悔しくないのかよ！」

　戦女神が女神を糾弾する。

　大地母神と海女神も、それに追随するように女神へと迫るが、その表情は崩れない。

「悔しくないと言えば噓になりますが……皆さん程ではありません」

「何？」

「だって、どう考えても、この中でワズさんが一番心を許しているのは、わ・た・し！　ですから」

　その女神の言葉に、大地母神、戦女神、海女神の纏う雰囲気が邪悪なモノへと一気に変わる。

「「「あぁん！」」」

　女神と三柱の間に、バチバチと見えない火花が散った。

「いえいえ、ワズ様が最も心を許しているのは私ですよ。だって私（大地）への愛が無ければ、毒の沼地を飲み干すなんて、普通出来ませんから！」

「いや、それはそもそも私の超加護が無ければ、普通やってませんから」

「それを言われると……」

　大地母神が崩れ落ちた。

「い～や、私だな！　だって、アレだけのステータスだぞ？　どう考えても強い相手を求めるよな？　なら、私を求めるだろ！」

「戦女神さん……アナタ、特に何もしてませんよね？」

「だって既に強かったんだもん！　私の加護意味無かったもん！」

　戦女神が崩れ落ちた。

「ふふ……それなら私でしょう。何故なら、海に生きる皆を守るために神格化までしたのですから」

「いや、それ逆にピンチになったからだから。むしろ海嫌いになる要素だから」

「ふふ……嫌い……海嫌い……ふふふ」

　海女神が崩れ落ちた。

　女神がふっふ～んと、ドヤ顔をし、勝利を確信する。

　これは女神の思惑であった。

　ここで心をへし折ってやれば、今後愛しのワズへちょっかいをかけなくなるだろうと考えたのだ。

　しかし、大地母神、戦女神、海女神は諦めなかった。

　ゆらりゆらりと立ち上がる。

「なら、私のこの胸で今から魅了します」

「うん、もげろ！　そして、ワズさんから見えないから！」

「この筋肉で」

「マニアーック！」

「このプロポーションで」

「だから見えないから！」

「ワズ様の罵ば倒とうは、全て私が受け止めましょう」

「願望！　それはアナタの願望！」

「夕陽をバックに戦うぜ」

「それで育はぐくまれるのは友情だから！」

「私はどうすればいいと思う？」

「そうね……。いやいや、聞いてどうする！」

　暫くの間、このような舌戦が続くが、程なくして大きく呼吸を乱す四柱の神様達。

　一時休戦とばかりにそれぞれ椅子に座り、大きく深呼吸をして休憩を取る。

「とりあえずお茶入れるけど？」

　大地母神がそう提案すると、残りの三柱が即座に返答する。

「「「お茶菓子もセットでお願いします！」」」

　そうしてこの四柱の神は、のんびり優雅なティータイムを過ごす。

　なんだかんだと、仲の良い神達である。

　そして、再び女神から言葉が発せられた。

「さて……では、そろそろ本題に入りましょうか」

　本題という言葉に、この場が一気に張り詰めた空気へと変わる。

「本題という事は、あの者についてですね」

「あいつか……」

「本当に諦めが悪いというか……」

　この場に居る全員が共通する者を思い出し、一斉に深く溜息を吐いた。

「私達四柱が揃ったという事は……後はあの子だけになりますが……」

「まぁ、私達には無理でしたがこの中では最も力の強い子です。……ですが、やる気が無いというか、あの状態のままでしょうから……。私達が直接干渉出来ない以上……」

「十中八九封印が破られるだろうな」

「でしょうね」

　これから起こるであろう事を想像し、女神達は憂ゆう鬱うつそうに頭へと手をやる。

「まさか私達の、自らを封印する事を媒介にした神封印と、七つの補助封印を破る手段を残しているなんて……」

「本当に厄介ですね」

「私あいつ嫌いなんだよな」

「好きなやつなんて居るのか？　しかし、私達の力じゃ、封じるのが精一杯ですし」

「う～ん……。それももう無理かもしれない。何か前より力が強くなっているように感じるし」

「あの行商──シロでしたかしら？　その人をどうにか出来ないでしょうか？　ワズ様に全てを教えて止めて貰うとか？」

「無理だろ。どうみても、既に時間の問題だ。それにあいつが関わってるなら、いずれ封印は破られるものと考えて行動した方が良いだろ？」

「そうですね。そもそも、神格化したワズさんでも勝てるかどうか怪しいですから……。なら今は、まず私達が世界に顕けん現げんする手段を見つけておくのが先かと……」

「「「……」」」

　その後、暫く沈黙が続くが、女神がぽそっと呟いた。

「……けど、あの子が戻って来るとして……まさかあの子もワズさんに心奪われるなんて事は……」

　その発言に、他の三柱がびくっと反応した。

「いえいえ、それはいくらなんでも無いのではないでしょうか？　まだまだお子様ですよ？」

「だよね！　それは無い！」

「えぇ。私もそれは無いんじゃないかと……」

　しかし、一抹の不安は隠せないのか、全員それぞれが微妙そうな表情を浮かべ、周りの賛同を得ようと確認するが、誰も肯定する事が出来ずに目を逸らす。

「「「「……否定出来ない」」」」

　ぴたりと満場一致の回答である。

「で、でも、ワズさんの心は私に向いてますけどね！」

「いいえ、私です！　ワズ様は、きっと私の癒しを求めています」

「いやいや、私だって！　対等に戦える者を欲してるはずさ」

「違うと思います！　大海のように全て受け止める私です」

　全員が席から立ち上がり、バチバチと火花を散らすと、女神が開いた手を前面に出して大きく高らかに宣言する。

「宜しい！　ならば戦争です！」

　こうして、女神達は戦争状態へと移行した。

　此こ度たびの戦争に用いられる手段はトランプを使ったババ抜きである。

　丸テーブルを中心に四方へと座り、中央にはペアが揃ったカードが大量に出ていた。

　決着までの時間は、そうかからないだろう。

　と言うのも、既に海女神、大地母神の順で上がっていて、残るは女神と戦女神の戦いだけとなっているからだ。

　先に上がった大地母神、海女神は、余裕の微笑みでティータイム中である。

　双方の姿は、まるで支配者と敗北者のようであった。

「頑張って下さいね、御二方」

「ふふ……勝利の美茶の何と美味しい事か」

「「ぐぬぬ……」」

　大地母神と海女神の陽気に紅茶を嗜たしなむ姿を見せられた女神と戦女神は、悔しそうに歯嚙みした。

　それでも、互いに目の前の相手から目を逸らさない。

　何故なら、その手に持っているカードの枚数は、既に女神が「二」、戦女神が「一」である。

　戦女神がごくりと喉を鳴らし、ゆっくりと手を伸ばす。

　女神が持つ二枚の内、戦女神から見て左にあるカードを摑むと、にやりと笑った。

「お前の癖はわかってる。こっちが正解だろ？」

　ハッタリである。

　それは戦女神も理解しているが、言葉を投げかけ、その反応で正解を導き出そうとしているのだ。

　だからこそ、戦女神は女神の表情から目を逸らさない。

　戦女神は少しの変化も見逃さないつもりだったのだが、当の女神は不敵に笑みを浮かべる。

「ふふふ……愚策ですね。私に癖などありません」

「愚策？　なんだ知らない事だったのか？　まぁ、自分の事はわからないと言うしな」

「愚かな……むしろ、私にはその言葉自体が噓であるとわかってますよ」

「……」

「私がアナタの言葉を噓だとわかった理由は簡単です。噓を吐くために緊張したのでしょう。頰に赤みが差して汗をかいてますよ？」

　女神の言葉に動揺した戦女神は、カードを摑んでいた手を離し、ゆっくりと自分の頰へと持っていって触れる──が、そこに汗をかいている様子は無かった。

　その仕草を見て、女神が恍惚の笑顔を見せる。

「ふふ……くふふ……あ～っはっはっはっ！　愚かですねぇ、戦女神さん！　頭まで筋肉で出来ているんじゃないですか？　駆け引きを仕掛けたこちらの方が滑こつ稽けいに感じてしまいますよ！　いいですか？　大事なのは汗をかいている事では無いのです！　私の言葉通りに確認してしまった、その行動こそが大事なのです！　その行動をした事によって、戦女神さんの発した言葉が噓であったという証明なのですよ！」

　戦女神は、女神の言葉でようやく自分のミスに気付く。

　女神の言葉に従って確認した戦女神の行動こそが、仕掛けられた罠だったのだ。

　もし、戦女神の言葉が噓で無いのなら、確認をする必要は無い。

　だが、噓であった以上、バレたと動揺した戦女神はそれが罠だと気付く前に確認してしまった。

　それこそが、女神の狙いであるとも知らずに。

　もちろん、女神にとっても一か八かの賭けである。

　自分にそんな癖が本当にあるのかと疑い、心臓はバックバクだったのだが、女神は賭けに勝ったのだ。そういう心理を利用して、更に罠へと嵌はめてくるという事も考えたが、そこは長年の付き合い故なのか、戦女神が動揺しているのがわかるのである。

　勝ったのだ。そう、勝ったのだ。運は自分に味方している。

　女神は自分の勝利を確信し。高らかに宣言した。

「さぁ！　引きなさい！　この愚かな神め！　そして負けなさい！」

「くっそ～！」

　戦女神が自らの敗北を悟り、半ばヤケになって女神からカードを引く。

　そのカードに描かれている絵柄は、戦女神が持っているカードの絵柄と全く一緒であった。

「あっ、揃った」

「馬鹿なあああぁぁぁ～！」

　女神はその場に崩れ落ち、戦女神は大地母神と海女神と共に勝利を喜ぶ。

「私達の勝利ですね！」

「やったぜ！　悪は滅んだ！」

「当然の結果です！」

　喜び合う三柱とは別に、女神は崩れ落ちた体勢からのろのろと立ち上がり、暗い笑みを浮かべる。

「ふふふ……」

「あら？　敗者が何か言うのかしら？」

「おいおい、負け犬の遠吠えか？」

「見苦しいですね」

「……なるほど、なるほど。確かにババ抜きでしたね」

「「「……？」」」

「……確かにその名の通り、〝ババァ〟から抜けていき、この中で一番若い私が残りましたね」

「「「宜しい！　ならば次の戦争です！」」」

　こうして、女神達は再び戦争と言う名のゲームを始めるのであった……。




　……だが、運悪く……そう、女神達にとって運悪く、このやり取りをワズが見ていた。

「……何やってんの、この神様達」

　ギルドカードを見だしたのは、ちょうどトランプの件からだったので、一時とは言え、女神様達が真面目に話し合っていた事を、ワズが知る事は無かった。








書き下ろし「その執事さん。のちに…」
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「こちら、フロイド。無事に中へと潜入成功しました。クミアさん、そちらはどうですか？」

「……す、すみません。隣に居るんですけど、尋ねる必要はあるのでしょうか？」

「潜入と言えばこういうやり取りが必要なのですよ。様式美というヤツですね」

「はぁ……？　よくわかりませんが、これからどうすれば良いのでしょうか？」

　私ことナミニッサ様の専属執事のフロイドと、同じく専属メイドのクミアさんは、とある貴族の屋敷へと潜入していました。

　何故主人であるナミニッサ様の下もとを離れてこんな事をしているのかと言うと、なんでも、この屋敷の主である貴族、ワル・イコトヤル様が不正な取引を行ってかなり私腹を肥やしているらしく、王家によって断罪するにはまだ決定的な証拠が無いため、それを探すためにここへとやって来たのです。

　表立って騎士団を動かせば証拠を消される可能性が高いと、ナヴィリオ様が仰られ、ならばと私とクミアさんで潜入する事にしました。

　もちろん、自主的にです。

　正直、面白そうですし。

　私に付き合う形になってしまったクミアさんには申し訳ないとは思いますが、まぁこれもメイドとしての教育の一つとでも思って頂ければ良いでしょう。

　王家に仕える先輩として、クミアさんを色々教育していかないといけませんし。

「……あ、あの、何やら悪寒がするのですが？」

「気のせいではないですか？　特に危険が迫っているようには思えませんが？」

　クミアさんがビクビクと震えていますが、一体何を感じているのか私にはわかりません。

　まぁ、今それを気にしていても仕方ないですし、サクサクといきましょうか。

「では、行きますよ。クミアさん」

「え、えっと？　どこへでしょうか？」

「そうですね……。無難な所で言えば書斎でしょうか？　もしくは隠し部屋や地下室とかも考えられますが、あるかどうかわからない部屋を探すよりは時間の節約になるでしょう」

「わ、わかりました。で、では、行きましょう」

　そうして、私とクミアさんは屋敷の中を進んで行きます。

　ただ、クミアさんは頻繁に辺りをキョロキョロと確認して、怪しさ満点です。

　私がその様子を注意しようとすると、前方から来た屋敷のメイドさんから声をかけられました。

「……あなた方。見ない顔ですが、どなたでしょうか？」

「ひぅっ！」

　クミアさんがビクつきます。

「これはこれは、どうやら連絡が行き届いてないようで。本日よりこちらで御勤めする事になりました執事のフロイドと申します。こちらはメイドのクミアと申しまして、イコトヤル様から先に屋敷の方へ行っていろと言われた次第で、応接室で待っていたのですが生理現象には勝てず、済ませたついでに屋敷の中を少々見ていただけでございます」

　私が一礼してそう告げると、目の前のメイドさんは訝しげな視線を向けてきます。

「……そのような話、私は聞いておりませんが？」

「それは致し方ないかと。何しろ内々の話でして。そうそう、例の件に関する事と言えばわかって頂けると、イコトヤル様が仰っていましたが？」

「……なるほど。イコトヤル様もまだお戻りになっていないですし、そういう事でしたら未だ紹介されていなくても仕方ないですね。わかりました。応接室への案内は必要でしょうか？」

「そうですね。お願いしたいところですが、お仕事の方を優先して頂いて構いませんよ。こちらはただ見ているだけですので」

「そうですか？　なら、仕事の方を優先させて頂きますが、余り余計な所へは行かず、速やかに応接室へとお戻り下さい」

「はい。お気遣いありがとうございます」

　私が一礼すると、メイドさんは去って行きました。

　クミアさんがビクビクしながら尋ねてきます。

「だ、大丈夫だったのでしょうか？」

「さぁ？　それはわかりませんが、この場から居なくなったので少しの時間は稼げたと思いますよ」

「そ、それにしても、よくあんなに言葉がスラスラと出てきましたね。そ、それに、例の件って一体なんですか？」

「それを探しに来たのではないですか」

「えぇっ！　わからずに言ったんですか？」

「不正をしているのは確実でしたし、屋敷に勤める者も何かしら知っている可能性は高いと推測した結果ですね。それに、ああ言っておけば向こうが勝手に解釈してくれますから」

「……な、なんか詐欺師みたいですね」

「クミアさん。間違えてはいけません。私は主のために持てる力の全てを使うただの執事ですよ」

「は、はぁ……。そ、それで、も、もし、先程のメイドがその事を知らなかったらどうしてたんですか？」

「もちろん、力ずくで黙ってもらうしか無かったでしょうね。まぁ、その手はあまり使いたくはありませんが……。さっ、私達の事が漏ろう洩えいするのも時間の問題ですし、急ぎますよ」

「は、はい！」

　クミアさんが怪しむ様な視線を私に向けてくるのが気になります。

　ふむ。仮にも上司である私にそのような視線を向けるとは、メイド訓練を少々厳しくしておきますか。

　そうして、私とクミアさんはいくつかの部屋を開けた後、無事に書斎を発見しました。

　余り時間をかけていられませんし、即座に室内を調べます。

　手分けして探していると、クミアさんから声をかけられました。

「……な、中々見つかりませんね。そ、そもそも、どこをどう探せば」

「そうですね。こういう場所で隠しそうなのは、例えば本の間や……ありましたね。他には机の引き出しが二重底であったり……あぁ、見つかりました。後は本棚の後ろに金庫が………………ふぅ、開きました。そして中に証拠の書類がありますね」

「……な、なんと言えばいいのか。わ、私、必要だったのでしょうか？」

　必要です。

　一人で潜入して何が楽しいのか。こういうのは一緒に楽しむ相手が必要ですからね。

　見つけた証拠の書類を整えていると、部屋の扉が勢いよく開かれます。

　そこには、先程会ったメイドさんと共に、数人の見るからに屈強な男達と、この屋敷の主であるイコトヤル様が居ました。

　何と言えばいいのか、見るからに悪人面ですね。

「やれやれ、屋敷に帰って来てみれば、まさか鼠ねずみが二匹紛れ込んでいるとはな」

　イコトヤル様が私とクミアさんを見て、そう言いました。

　ふむ。どうやらこの部屋には鼠が居るようで、きちんと掃除をしていないのでしょうか？

　やれやれ、手抜きですか？　メイドさん、きちんと仕事をして下さい。

「ふはは。私の屋敷に無断で入ったのだ。生きて出られるとは思うなよ！　やれっ！」

　おや？　もしかして、鼠と言うのは、私とクミアさんの事だろうか？

　……ふむ。もしそうなら、私達は人間であり、鼠では無いのだから、イコトヤル様の目は節穴という事になるのではないでしょうか？

　そのような事を考えていると、男達が包囲するようにこちらへと近付いて来ます。

　その手には剣やナイフが握られ、どうやら、まずは女性でビクビクしているクミアさんの方へと向かいました。

　これは、こちらも力で対抗するしかありませんね。

　私が男達を鎮圧しようと動こうとした時、クミアさんに異変が起こります。

　クミアさんは二重人格者で、もう一人の人格「クムア」さんが表に出てきました。

　恐らく、クミアさんを守るためでしょう。

　クムアさんが男達に向かって威勢よく吠えます。

「おらおら！　かかってこいや！　この『ピー』共がっ！」

　クムアさん、言葉遣いがはしたないですよ。

　そうこうしている内に、男達がクムアさんへと襲いかかりました。

　男の一人が剣を振り上げて斬りかかりましたが、クムアさんは即座に距離を詰め、振り下ろす手を弾いて軌道を逸らし、そのまま男の顎あごを軽くコツンと叩きます。

　それだけで男は気を失い、その場に倒れました。

　次の男はナイフを刺そうとしてきましたが、クムアさんはくるっと回転して回避し、その回転力を利用して手刀を繰り出し、ナイフの男を昏こん倒とうさせます。

　その次に両手でナイフ二本を持っている男が襲いかかってこようとしていましたが、クムアさんは壁を使って飛び上がり、そのまま膝蹴りを男の顔面へと浴びせました。

　……ふむ。クミアさんでは考えられないような動きの良さですね。

　さすがクムアさんと言いたいですが、元の体は一緒なのに、この動きの違いは一体どういう事でしょうか？　……なるほど。

　よく見ると、魔力が体内を巡って身体能力を向上させているようですね。

　格闘技術もあるようですし、それを活かすために身体能力を上げているという事でしょうか？

　そのように考えながら観察している内に、クムアさんは男達をバッタバッタと薙ぎ倒して全滅させてしまいました。

　おぉ！　御見事です。

　私は心の中で拍手を送り、クムアさんも満足したように笑みを浮かべたのですが、急にプルプルと震え出しました。

　どうやら、自分の役目は終わったとばかりに引っ込み、クミアさんへと変わったようです。

　しかし、それは早計だったと言えましょう。

　その隙を付いて、イコトヤル様が床に落ちていた剣を取り、クミアさんへと襲いかかったのです。

「ひぅっ！」

　クミアさんの小さな悲鳴と共に、私も一気に駆けます。

　しかし、私の心配は杞憂に終わりました。

　剣で斬られる前に突き出したクミアさんの両手によって、イコトヤル様が吹き飛んでいき、そのまま壁にめり込んだのです。

　イコトヤル様はそのまま気を失われ、残ったメイドさんも逃げていきました。

　クミアさんは、ガタガタと震え、泣きだしています。

　余程、急に襲いかかられて怖かったのでしょう。

　ですが、私は見たのです。クミアさんが突き出した両手に魔力が集中していた事を。

　恐らく、イコトヤル様が吹き飛んだ原因は、それでしょう。

「大丈夫ですか？」

「は、はい！　大丈夫です！」

　当面の危機が去り、クミアさんも少し落ち着いたようです。

　私はその様子を眺めながら、ふと思いました。

　クミアさんとクムアさんは、どうやら互いに得手不得手があるようで、その違いを言うのであれば、さしずめ「力のクミア、技のクムア」といった所でしょうか？

　そして、それを受け継ぐ第三の人格が──。




「……居るの？」

「いいえ、居ませんよ」

　私が正直に答えると、ワズ様は眠そうな目を擦ります。

　現在、ワズ様と私は船に乗るため、港町へと向かっている道中で、野宿をしている所でした。

　食事等、諸々の事は終えて後は眠るだけとなり、ワズ様への寝物語として、クミアさんと行った潜入話を聞かせたのです。

「それで、その貴族様はどうなったの？」

「もちろん、投獄されました。証拠も手に入りましたし、クミアさんの怪力で吹っ飛ばされて動ける状態ではありませんでしたし、簡単に捕まえる事が出来ましたよ」

「ふ～ん……。それは喜ばしいけどさ、話を聞いてる限りだと、お前何か役に立ってた？」

「いえいえ、そう思われるのは心外です。いいですか？　証拠を見つけましたのは私ですし、屋敷に居たメイドから注意を逸らしたのも私ですし──」

「……Ｚｚｚ」

「他にももちろん私は活躍していますよ。いいですか──」

　そうして、ワズ様と私の旅の夜は更けていきました。





２






　私は闘いに敗れ、全てを失いました。

　力の大半を奪われ、ただただ無為に過ごしていく日々。

　何の目的も無く、生きる意味を失った抜け殻。

　それが、彼に出会うまでの自分でした。

　私が彼に出会ったのは、戦いの跡が未だ残る廃城の中。

　夜空の星が輝き見える、屋根が吹き飛んでいた部屋でした。

　見た目で言えば、老執事と表現すればわかりやすいでしょうか。

　彼は疲れきった表情で、酒を少しずつ飲みながら星を眺めています。

　その様子は、どこか昔を懐かしんでいるようでした。

　彼に断りを入れて、私もここで一泊します。

　最初は会話も無く、ここに居るだけだったのですが、彼から酒を勧められ、それを頂く内に、お互いの事を少しずつ話しだしました。

　私は無為な日々を過ごしている事。

　そして彼は、この廃城で起こった事を教えてくれました。

　何故ここに戦いくさの跡が残っているのか。

　その理由はなんて事は無い、王家の腐敗による反乱が起こったそうで、彼はその王家に仕える執事だったそうだ。

　そして彼は後悔していました。

　ここがこうなってしまったのは、自分のせいではないのかと。

　執事として、自分がもっと王家を御お諫いさめしておけば、違う結末を辿っていたのではないのかと。

　ただただ言われた事をこなすのでは無く、もっと言うべき事を言っておけば良かった……と。

　彼は後悔で涙を流しながら眠り、そのまま亡くなりました。

　翌日、私は彼の墓を作り、その前で手を合わせます。

　その時、私の心の中には、後悔で涙を流す彼の顔が強く残っていました。

　さぞや、心残りだったでしょう。

　そして、現在の私には目的は無く、ここで出会ったのも何かの縁。

　ならば、彼の心残りを私が晴らすというのも、良いかもしれませんね。

　彼が言った、主人のために動きつつ、心のままに言うべき事を言って、自分のやりたいようにやる。そんな執事が……。




「「噓だな」」

　ワズ様とグレイブ様が即座に否定してきます。

　現在ここは、温泉街へと向かう道中で、野宿をしている所でした。

　寝物語を所望され、私の過去話の一つをしたのですが、御二人は違うと言ってきます。

「まぁ、それなりに面白かったよ。じゃ、寝るわ」

「ちょっと出来過ぎな話だぞ、フロイド。物語なんだから、もう少し捻った方が良かったんじゃないか？　それじゃ、俺も寝るわ」

　そう言って、グレイブ様とワズ様は眠りにつきます。

　おやおや、これから執事修行編とマーンボンド王国編へと続く、今の所、全百八章のほんのプロローグだったのですが……まぁ、良いでしょう。

　さて、では私も眠りましょうか。

　それに、まだ一つお伝えしていませんが、私の言う事やる事を嫌々ながらも全て受け止めてくれるワズ様には、心から感謝しているのですよ。

　新しい、私の主として……。








あとがき









　……あっ、どうも、ワズです。

　これでいいのか？　フロイド。

　……何々？　念のためにこれを読めって……念のためってなんだよ、まったく。

　え～と……この作品はフィクションです。登場する世界、場所、団体、人物は架空で妄想の産物なので気にしないように……って、これどういう意味なんだ？

　ん？　わかる人にはわかるって……俺が気にする事じゃない？　あっそ。

　それでなんだっけ？　そうそう、ナハァトとかいう作者は、何か女神様達がどこかに連れて行ったみたいです。

　……だから何だよ？　フロイド。……何？　どこに行ったかわかるし、その様子もわかるって？

　じゃあ、何で俺がこんな事してんの？　というか、お前がすればいいじゃないか。

　……執事ですのでって……お前はいつもそれで済ませるよな。

　はぁ……。で？　そっちの様子を見ればいいんだな？




　……え？　女神様達が何か薄暗い部屋の中で、変な縛られ方して吊るされている人物を取り囲んでいるように見えるんだけど？　どゆ事？　……声も聞こえるって？　……最初から言えよ。

「ちょっと、作者さん。今回、私達の出番が少なかったように感じるのですが？」

「いや～……通常通りだと思いますし、これ以上増やすのはちょっと違うような……それと、自分にこんな趣味は無いのですが？」

「いいえ、もっと私達が登場しても良いと思いますね。……いえ、もっと増やしなさい！」

「……もう書き上がってますし……さすがにここからいじるのは……その前にこの縄解いてくれませんか？」

「そんなモン、気合いと根性でなんとかなるって！」

「……ならない……かなぁ……とりあえず解放して下さい。こんな縄の痕が体に付いてるなんて知れたら、色んな人にあらぬ誤解を受けてしまいますから」

「なら、次巻でお願いします。そうですね、プロローグで私達全員が顕現し、章毎ごとにそれぞれのいちゃラブ話、エピローグは私達だけとのハーレムで完璧です」

「全然完璧じゃない！　物語が破綻してる！　そもそも誰得だよ！　ハーレム要員は他に居るんだから！　女神達の出番は決まってるの！　というか、いい加減下ろせ！」

「「「「あぁ？」」」」

「すみません。調子に乗りました。そうですね、前向きに善処させて頂きます」

「「「「……する気無いだろ？」」」」

「……黙秘権を行使します」

「「「「上等じゃあ～！　やると頷いて契約書にサインするまで帰さんからなぁ！」」」」

「なら徹底抗戦じゃあ～！　お前達が諦めるのが先か、俺に新しい趣味が生まれるのが先か！　勝負したるわいっ！　負けへんからなぁ！」

　……何これ？　一体どういう状況なの？

　さっぱり意味がわからないんだけど……え？　わからなくていいって？

　……まぁいいか。

　とりあえず、なんか作者さんが困ってるようだし、助けに行ってこいよ。フロイド。

　え？　なんで俺が？　いやいや、お前が行ってこいって。

　いやいやいやいや……。いやいやいやいや……。

　……はぁ。わかったよ。俺が行ってくればいいんだろ……。




　……どうも、初めましての方も再びの方もこんにちは、ナハァトです。

　ワズという生けに……尊い犠牲によって、なんとかサインする前に逃げ出す事が出来ました。

　いや～、危なかった。本当に危なかった。変な趣味に目覚……めてませんからね。

　まさか、神である者達があんな強行手段に出るとは……少々侮あなどっていました。

　ゴホンッ……。

　では、この度は『この者。のちに…』二巻を手に取って頂き、誠にありがとうございます。この巻も前巻同様に、なろう版を元にして色々変えてみました。

　前半部分は、特にそれが顕著でしょう。

　キャシーさんは、書籍版にしか出てこないキャラクターなので、今後どう出して動かすかが楽しみの一つになっています。

　実際読んでみて、楽しんで頂けたのなら幸いです。




　そして、三弥カズトモ様には登場キャラクター達をこんなに可愛く描いて頂いて、嬉しさで一杯です。可愛いキャラ達を微笑ましく見つつ全ての挿絵を確認した後、ラグニールは絵だけなら立派に龍王やってんだなと、感慨深く思いました。

　素敵な絵を描いて頂き、本当にありがとうございます。




　ではでは、アース・スターノベルの皆様、担当のＦ氏、この作品に関わった関係者の皆様。

　それにこの本を手に取って頂いた読者の皆様には感謝の気持ちで一杯です。

　本当にありがとうございました。

　それではまた、お会いする機会がございましたら、宜しくお願い致します。
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